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第１章　序論

1.1　研究の背景と目的

1.1.1　研究背景

　

　中国における商品住宅といった分譲型の集合住宅は、1980年代に社会主

義計画経済制度から市場制度への転換により現れた。また、1990年代の住

宅制度の改革に伴い、商品住宅の供給が急激に増加している。この時点か

ら、住戸規模の拡大に伴い、住宅の平面構成の多様化も見られるようにな

った。住生活においても他の生活の側面と同様、諸外国の多様な文化が流

入してきた。このように中国の商品住宅は経済発展を背景として、欧米や

日本などの海外の生活様式や空間構成の影響を受けながら、大きく変容し

てきたものと考えられる。

　一方で現代の中国では、都市部への人口集中という長期的な都市化の傾

向が続いており、商品住宅は都市の主要な住宅形態として定着し、一つの

住棟を多くの世帯が区分して所有する区分所有関係が発生している。そこ

で、共同生活の維持を図るため、区分所有者の権利・義務を明確化するこ

とが求められる。そして、居住用の土地権利は70年定期借地権の中国的特

徴がある国有土地制度を設定しながら、日本法や欧米諸法を参考しつつ、

専有部分と共用部分が区分され定義されはじめる等、区分所有の法的概念

も整備されている。

　2000年代から中国は急速な都市化の進展に伴い、大規模な住宅団地が計

画・建設され、商品住宅の高層化・団地化が進み（図1-1）、多様な生活様

式と価値観を持った幅広い年齢層の区分所有者が集って住んでいる。そこ

で、区分所有者の共同生活・共同管理に対する意識の希薄、管理会社が行

われる管理業務の不十分、また管理費と修繕金の滞納や流用などの問題に

加え、住宅管理の問題が顕在化している。

　また、中国の商品住宅団地の管理については、専門の管理会社による第

三者管理方式を法的に想定しており、区分所有者全員による総集会は団地

の最高意思決定機関と位置づけられている。その総集会で自治管理組織（

業主委員会）を選任し、必要なルール（管理規約）を設定・変更し、区分

所有者と管理会社はこのルールに従う。このような管理方式によって、区

分所有者の各自の住戸内である専有部分の生活行為が規制されているが、

各住戸につながるバルコニーや共用廊下などの使い方と管理も法律で定め

されている。また、日常的な共用設備・施設の維持管理は全て管理会社に

より行われている。中国の集合住宅の管理は、共用設備や共用施設などの
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物理的な環境に対する管理だけではなく、居住者の生活支援を含めた対人

環境の管理である。

　近年、中国の都市部には、急激な地価上昇と共に、商品住宅の価格が高

騰し、住宅は私有財産として強く意識されている。そこで、過熱する住宅

価格抑制策を相次いで導入している。需要面では、不動産投機を抑制する

ため、取引抑制策を強化し、重慶と上海に試験的に導入した不動産税を広

げている。また供給面では、都市部の格差の拡大により、中低取得層の住

宅問題を解消するため、保障性住宅と呼ばれる低価格公共住宅の建設も進

んでいる。

　さらに、中国では、生活様式の変化による生活行為の外部化、家族構成

や扶養観念の変化による親子同居意識の希薄化、夫婦共働きの子育て問題

など、深刻な少子高齢化社会を迎え、様々な新しい問題に直面している。

このように、中国の経済・社会環境が急速的に変化したことにより、中国

人の居住意識に何らかの影響を及ぼしていると推察される、今後は居住環

境への要求する項目が多様化しており、居住環境の改善への要求が高まる

と考えられる。

図 1-1　中国における現代の商品住宅

23階

高層住棟

中層住棟

テラスハウス



-4-

第1章：序論

1.1.2　研究目的

　本研究は、直接には、中国の南部地区における商品住宅といった分譲型

住宅を対象として、それに関わる法制度の整備と住空間・住宅管理の実態

及び変容過程を明らかにし、中国の商品住宅において居住環境の形成のあ

り方について考察することを目的としている。そのため、本研究は住戸の

空間構成と生活様式の近代化の特徴及び影響要因の考察を切り口として、

現代の区分所有と管理諸制度の特徴を明確すると共に、共用施設の設置と

維持管理の特徴と問題点を明らかにする。

1.2　研究の意義と研究対象の選定

1.2.1　研究テーマの選定

　本研究は中国南部地区の商品住宅に関わる法制度や住戸や共用施設等を

注目し、それらの変容過程と特徴を考察していく。また、中国における歴

史の浅い商品住宅の発展過程をみてみると、中国独自の発展を遂げている

わけではないため、少なくとも日本や欧米等の先進諸国から影響を受けた

中国の近代的な商品住宅を相対化することが本論文の大きな目的の一つで

ある。また、本研究は中国南部地区の商品住宅の住戸と維持管理及び住宅

法制度をテーマとする意味を明らかにする。

　なぜ中国の南部地区なのか、なぜ「物業管理」といった住宅管理形式な

のか、なぜ住宅法制度の日中比較なのかをまとめている。

①なぜ中国の南部地区の商品住宅なのか

　中国の住宅の発展過程を見ると、1949年建国以前は、各地方の住宅は地

域の自然や文化等の特色と独自の発想を生かし、個性豊かな住宅・住環境

の整備を行っている。1949年建国以降は、社会主義計画経済制度の確立と

共に、国有企業や国家による「統一計画、統一分配」の方法が導入され、

中国全土の都市部における住宅は画一的で個性や多様性等が喪失しつつあ

った。その時期には、過度な住宅政策依存により、政治の中心として首都

北京における公有住宅の設計と建設をモデルにして全国に広げた。つま

り、中国の公有住宅は北方地区から南部地区への発展過程と考えられる。

　しかし、1980年代には経済制度の転換により、公有住宅制度から個人所

有が認められる商品住宅制度に変更した。それは東南沿海地区には外国の

資本や技術を導入するため、行政的に特別な地位を与えられている経済特

区が設置されたから、経済の発展とともに、商品住宅は東南沿海都市から

内陸部や北方地区へと広がってきた（図1-2）。一方、商品住宅の増加と団



-5-

第1章：序論

地化により、香港の「物業管理」といった住宅管理方式を模倣し、中国の

南部沿海の深圳市で始まり、徐々に全国に普及した。現在、中国の市場経

済制度に基づき、商品住宅の住戸と管理は、国家の住宅政策の規制に対応

しつつも、各地方の独自の発展的特徴が見られる。

　さらに、広大な中国には気候や風土等により南北で大きな違いがあり、

住環境と生活様式にも反映している。それは単に同じ特徴とみなす方法は

ふさわしくないと考えられ、今後は商品住宅の改善のため、地域の差異に

よる問題点を積極的に取り組んでいく必要があろう。

　本研究は、このような背景と問題意識に基づき、住宅政策を考察すると

共に、中国南部地区における商品住宅の変容、近代的な特徴及び今後の改

善方向を探ることが大きなテーマである。

②なぜ「物業管理」といった住宅管理形式なのか

　中国の「物業管理」といった住宅管理方式は、香港の管理方式を参考に

し、1981年深圳市に全国初の専門的な管理会社の設立から全国に広がっ

た。それは日本の住宅管理形式と異なり、防犯防災、清掃、共用施設・設

備の維持管理だけではなく、広く居住者に対するサービス範囲の拡張（共

用施設の修繕やイベントの開催等）及び団地内又は地域コミュニティの構

築（区分所有者集会の招集・支援・恊働や居民委員会との交渉等）に貢献

できると考えられる。この物業管理方式は1980年代以前の政府機関による

管理方式より、管理サービスの品質向上が見られたが、多くの問題を抱え

図 1-2　中国における住宅の発展方向
注1）

上海

公有住宅の発展方向 商品住宅の発展方向

深圳
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ていることも事実である。　　　　　

　本研究は、中国の住宅管理法制度を解明した上で実地調査を踏まえ、住

宅管理の実態と問題点を指摘し、今後の中国の住宅団地における管理業務

の展開及び住宅政策の制定に知見を与えることが有意義である。

　一方は、日本のマンション管理については、理事会・管理会社委託方式

によって、花里らは「住むこと」と居住環境の管理に責任を持つ「主体で

あること」との乖離現象を指摘した注2）。この状況に対する解決策として、

中国のような管理者としての管理会社が大きな役割をはたす第三者管理方

式に関する考察が意義あると考えられる。

③なぜ住宅法制度の日中比較なのか

　日本で行われた住宅法制度に関する国際的な比較研究（文献26、27、28

）をみてみると、集合住宅法制度の相違点を、アジア法（日本法、台湾

法、韓国法）とヨーロッパ諸法（主にドイツ法、イギリス法）について表

1-1に示した。土地と建物の所有制度について、ヨーロッパ諸法では土地

と建物が一体化されているが、アジア法では各々を独立の不動産としてい

る。管理方式に関しては、ヨーロッパ諸法では区分所有者から独立した第

三者に委託する方式をとっているが、アジア法では基本的に理事会・管理

会社委託方式を採用している。また、管理規約の設定に関しては、ヨーロ

ッパ諸法と台湾法では分譲者に義務づけられているが、日本法と韓国法で

※　日　を示しているのは日本法であり、　　を示しているのは台湾法であり、　　　を示しているのはヨーロッパ法である。台 ヨ

法律内容

アジア法 ヨーロッパ法注3）

中国法 影響※ 日本法 韓国法 台湾法 ドイツ法 イギリス法

土地と
区分所有
建物

関係性 土地・建物一体
土地・建物が独立

している
土地・建物が独立し

ている
土地・建物が独立し

ている
土地・建物一体 土地・建物一体

所有権 占有権 絶対的所有権 絶対的所有権 絶対的所有権 絶対的所有権 占有権

管理形式

法想定
独立した第三者へ

の委託方式
ヨ

管理者方式 管理者方式

理事会・管理会社
委託方式

独立した第三者
への

委託方式

独立した第三者へ
の委託方式

実態
理事会・管理会
社委託方式

管理者方式、管理会
社と住宅管理士方式

管理規約

設定の義務
規定を設けてい

ない
日

義務づけられて
いない

義務づけられてい
ない

義務づけられて
いる

義務づけられて
いる

義務づけられて
いる

設定者 分譲者  ヨ  日
区分所有者

（実際は分譲者）
区分所有者

（実際は分譲者）
分譲者 分譲者 分譲者

設定・変更の
場合

普通決議（半
数）

台
特別決議（4分

の3）
特別決議（4分の3） 普通決議（半数）

区分所有者全員
の合意

区分所有者全員
の合意

集合住宅
の再生

滅失の場合 建替えを認める
（4分の3の特別
決議）

日
建替えを認める
（5分の4の特別

決議）

建替えを認める
（5分の4の特別決議）

建替えを認める
（全員合意）

区分所有の解消
請求

一括売却決議

老朽化の場合
規定を設けてい

ない

表1-1　法制度の比較による集合住宅の位置づけの主な違い（既往研究に基づき筆者が作成）
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は区分所有者が管理規約を設定することを法的に想定しているものの、実

際の規約設定者は分譲者であり区分所有者には設定の義務がないとしてい

る。なお、集合住宅の再生について、アジア法は建替えのみを認めてお

り、ドイツ法及びイギリス法では区分所有関係の解消請求を可能としてい

る。

　このように区分所有に関する法律を国際比較して見ると、アジア法とヨ

ーロッパ法とは大きく異なっている。中国法はというと、土地の公有制度

が独自の特徴であり、管理形式についての規定はヨーロッパ法に近いが、

管理規約と集合住宅の再生についてはアジア法の中でも日本法に近いと考

えられる。

　また、管理規約は団地の基本的かつ中心になる最高自治規範であり、そ

れは区分所有者や管理組合や管理会社等の行為を規制することができ、法

律を補足するものとして必要である。そして今後、中国の住宅法制度には

重視されていない管理規約についての規定を補足するため、日本の区分所

有法及びマンション標準管理規約の設定が重要な参考意義がある。

　さらに、約30年の発展を経た中国の商品住宅は、大規模修繕や建替え等

の事業に直面する住宅団地はこれから増加することが予想される。そして

老朽化した住宅の大規模修繕又は再生（改修・建替え）が円滑に行われる

ため、先駆的に確立された日本法は参考として、重要な意義を有してい

る。
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1.2.2　用語と概念の整理

①中国南部地区

　図1-3に示すように、中国南部地区とは狭義には広東省・海南省・広西チ

ワン族自治区の3省区を指す。最も広義には淮河以南を指す。今回の研究対

象は図1に示した秦嶺・淮河線南部の地域とした。具体的には長江中下流域

地区、南部沿海地区と南西部地区を含めた地域を指す。本研究の第3章で

は、上海、南京、厦門、成都の南部地区の4都市における集合住宅住戸を調

査対象として取り上げ、第5章では、南西部の最も重要な大都市としての成

都市における集合住宅団地を対象として考察した。

図1-3　中国南部地区の範囲

上海

厦門

南京
成都

② 商品住宅

　現在、中国の都市部における集合住宅は、区分所有権の違いと住宅政策

の歴史的経緯によって、図1-4に示すように、多様な集合住宅が見られる。

その中では、1990年代からの住宅制度の改革に伴い、公有住宅の売却と商

品住宅の建設が急激に増加し、商品住宅が中国の都市部における主要な居

住形態として定着しつつあった。また、商品住宅は区分所有者の私有財産

の集合体であり、住戸は各区分所有者がそれぞれ単独で所有し、共用部分

は区分所有者全員の共有に属している。すなわち、日本では分譲マンショ

ンと相当する。このように、商品住宅には区分所有関係が発生している。

　一方、従来の計画経済制度時期において、政府が画一的に投資・計画・

管理した公有住宅と異なり、商品住宅の開発・管理は全て法人格のある専

門的な会社により行われているため、区分所有者の生活様式とニーズの変



-9-

第1章：序論

化に対応することができ、商品住宅における多様な住宅・住環境の整備が

行われている。

　以上のように、本研究では、将来の社会的変化に応じて、可変性のある

住まいが必要と考え、中国都市部における最も多くの「商品住宅」を扱う

ことにした。

図 1-4　中国の都市部における住宅の分類

注：①公有住宅：中国では「公房」と呼んでいる。それらは計画経済制度の
1949年から1990年代までに建設された国家所有や国有企業所有の住宅であ
る。1990年代からの住宅改革によって、多くの公有住宅が個人に売却さ
れ、私有住宅に転換した。現在、計画経済制度の残り物として、僅かの公
有住宅は売却されつつ、政府の住宅管理機関への申請により、商品住宅に
転換することができる。

② 私有住宅：中国では「私房」と呼んでいる。1949年建国前に存在した私
有住宅及び1990年代からの住宅改革により公有住宅から転換した私有住宅
は、所有権の制限がないが、売買人の資格を規制している。現在は政府の
住宅管理機関への申請により、商品住宅に転換することができる。

③保障性住宅：1990年代から商品住宅の進展と共に、中低所得層の住居確
保のため、政府から住宅を提供している。その中では、賃貸型の公租房と
廉租房、及び分譲型の経済適用型住宅があり、特に経済適用住宅は一定の
条件（居住年数、原価差額の補足）を満たしたら、商品住宅として認めら
れる。

④その他：中国では、一般の商品住宅と保障性住宅の中間に位置している
販売価格が制限されている「限価房」や都市のインフラ整備による立退き
の「動遷房」等の住宅も見られる。

商品住宅

保障性
住宅

私有住宅

公有住宅

廉租房

公租房

経済適用
住宅

その他
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③住宅法制度

　中国の住宅法制度は、1990年代から商品住宅の急激な発展に伴い、住宅

の区分所有権及び住宅管理に関する法制度が整備されつつある。その中で

は、2003年に実施された「物業管理条例」は住宅管理に関する最も重要法

律であり、管理会社の義務と管理業務の内容、自治管理組織の設立に関す

る規定が定められた。また、住宅法制度の中では最も重要な法律である「

物権法」がついに2007年に実施された。しかし、日本の建物の区分所有等

に関する法律と異なり、中国の「物権法」は、広く物の所有権一般に関す

る法律であり、現代中国の特有の公有制度のもとで私有財産の範囲を明確

にし、私有財産を保護するための法律である。さらに、土地と不動産の定

めに関する「城市房地産管理法」と「城鎮国有土地使用権出譲及転譲暫行

条例」、不動産の測量に関する「房産測量規範」、修繕金に関する「住宅

専項維修資金管理弁法」、及び区分所有者の集会と理事会の定めに関する

「業主大会及業主委員会指導規則」を含め、「物権法」と「住宅管理条

例」を中心として、複数の別の法律による現代的な中国の住宅法制度が構

築されている（図1-5）。

物権法
（第70条〜第83条）

区分所有者団体

区分所有者の権利と義務
区分所有者団体の構成
区分所有者団体の権利と義務
集会の招集と議事規則の作成
理事会の選任及び権利、義務
原始規約と管理規約の作成
管理会社に委託する管理方式
管理会社の資格及び権利、義務
共用部分の利用と維持管理
義務違反者に対する措置

土地の利用権と利用年限
土地の譲渡、担保、賃貸の定め

土地の譲渡、担保、賃貸の定め
不動産の譲渡、担保、賃貸の定め
土地と不動産の登記制度

管理会社

住宅専有面積の計算方法
不動産の測量

集会の招集及び議事規則に関する細則
議事録の内容と作成に関する細則
理事の権利と義務
理事の選任と解任

共用部分の具体例
修繕金の徴収と管理方法
修繕金の使用ルール

管理規約

集会

共用部分専有部分

敷地

修繕金

城市房地産管理法

物業管理条例

城鎮国有土地使用権
出譲及転譲暫行条例

住宅専項維修資金管理弁法

業主大会及業主委員会指導規則

房産測量規範

図 1-5　中国の住宅法制度の構成
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1.3　研究内容及び方法

1.3.1　研究内容

　本研究は、大きく分けて文献調査と実地調査になっていた。

①　文献調査

　表1-2に示すように、文献調査については、まず調査1で、中国における

住宅の発展過程を把握するため、北京四合院、福建土楼、上海里弄住宅の

ような典型的な伝統住宅と1949年建国後に現れた公有住宅に関する社会学

や建築学の各種文献・統計資料・設計図面などを収集・分析した。また

1990年代から住宅制度改革により整備されつつある中低所得層ための保障

性住宅制度を概観することを通して、商品住宅に関する法制度整備につい

ての認識がより一層深まっている。

　また、調査2は、日中の区分所有権及び住宅管理制度の比較によって、

文
献
調
査

調査1

調査対象 中国の住宅の発展過程

調査内容
・中国の伝統住宅から商品住宅の変容過程
・商品住宅と保障性住宅法制度の特徴

調査2

調査対象 日本と中国の区分所有法及び住宅管理に関する諸法律

調査内容
・中国における住宅管理法制度の整備過程
・日中の住宅区分所有制度の相違
・日中の住宅管理制度の相違

実
地
調
査

調査3

調査対象
中国南部地区4都市の上海、南京、厦門、成都における集合

住宅住戸と生活様式

調査内容

・住宅の建設年代、形式、居住者の家族構成
・住戸の平面と住まい方がわかる家具配置
・接客、団らん、余暇、睡眠、食事の部屋と使い方
・洋風化、日本風化と現代化の考え方
・住宅に対する居住者の評価

調査4

調査対象 中国成都市の都市部における集合住宅団地

調査内容
・団地の所在地、建設年代、規模と立地
・住棟形式と居住者の収入層
・団地における共用空間の形態、共用施設の設置状況

調査5

調査対象 団地内共用施設の維持管理の状況

調査内容

・管理会社の資格、規模及び組織構成
・管理費用の設定と共用施設に対する管理運営状況
・居住者に対するサービス内容
・修繕金の徴収・使用及び修繕計画の作成

調査6

調査対象 調査4で調べた13団地の居住者

調査内容

・団地内の共用施設に対する評価
・団地内の共用施設に対する意見と要求
・管理会社が行った管理業務に対する評価
・修繕金制度と長期修繕計画の必要性についての評価
・自治管理組織の活動についての評価

表1-2　調査対象と調査内容
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中国の商品住宅に関わる法制度の特徴と問題点を明らかにすることができ

る。主に中国の「物権法」といった区分所有に関する法律と「物業管理条

例」という住宅管理に関する法律を取り上げ、法律条文とそれにより生じ

る法現象の比較・分析を行い、中国現在の住宅法制度の特徴と問題点を考

察し、今後の法制度の整備に示唆を与える。

　以上の文献資料の基礎作業に基づいて、本研究の内容が設定される。調

査1、調査2の考察を通した住戸の間取り、区分所有権、住宅管理について

の論考は本研究のテーマとなっている。そして、商品住宅の実態と特徴を

把握するため、実地調査を行った。

②　実地調査

　実地調査である調査3は、調査1の住宅変容の考察から続き、中国南部地

区における商品住宅の空間構成と生活様式の変容と影響要因を明らかにす

る。そこでは、南部地区の南京市、上海市、厦門市、成都市の4都市におけ

る118例（有効回答90例）の集合住宅住戸を取り上げて、アンケート調査・

ヒアリング調査と写真撮影調査を行い、対象地域住戸の空間構成と生活様

式を分析した。対象地の選定理由は以下のようなものである。

　上海は、中国の経済中心地であり、高い経済成長、地価上昇、人口増

加・移動と共に、商品住宅の変化が激しいと見られる。そこで、住宅形式

と住様式が西洋や日本などの海外の影響を受けていると考え、上海市域で

11例の事例を収集した。

　南京は上海に近く、長江三角州経済地区の中心に位置している。南京で

は上海以外の急速に経済成長している地域における商品住宅の変化と影響

要因を考察するため、21例の事例調査を行った。

　また、成都市は中国南西部の四川省の省都として、常住人口は約1404.8

万、全国４位の大都市である。その他に、深圳市は香港から強い影響受け

て、社会主義と資本主義の狭間での都市、上海は経済の中心、北京は政治

の中心である。それら都市の特殊性・固有性が見られるが、多くの地方都

市における住宅問題の普遍性・一般性に注目し、中国内陸の地方都市の代

表として成都市を選定した。そこで、中国南部地区における商品住宅の一

般的な近代化傾向を示すため、51例の事例を収集した。

　厦門市は中国1980年代に設立した5つの経済特別地区の1つであり、客家

族と漢民族が混在して生活している南部沿海地区の代表的な地区として選

んで調査を行った。そこで、商品住宅の変容過程における多民族の相互交

流の関連性を把握するため、厦門市における漢民族の住まい方の7例を収集

した。

　中国の住宅において、公私空間の分離や住空間構成の多様化が見られた
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のは1980年代の住宅制度改革に伴う住宅の商品化からである。よって調査

対象にする住宅は以上の4都市とその近郊における90年代以降に建設された

商品住宅を中心となる。そこで、やや水準の低い住宅からやや水準の高い

住宅をカバーして一般層と中流層向けの住宅を選定した。

　一方、調査3で中国の商品住宅住戸の一般的な特徴を解明するため対象を

選定したのに対して、調査4、5、6は現代中国の商品住宅団地の全体像を考

察するため、富裕層向けの団地も加えて調査を行った。そこで、調査4は中

国南部地区重要な都市である成都市における商品住宅団地を選定した。な

ぜかというと、成都市は北京、上海、深圳のような特殊性・固有性が強い

大都市と異なり、多くの地方都市を代表することができると考えられる。

また、住宅団地の建設と住宅管理会社数については他の地方都市と比べ、

成都市には多く見られた。このように、成都の都市部においての富裕層、

中流層、一般層向けの団地をカバーして分散されている13住宅団地を選定

し、共用空間・施設の設置運営状況の相違を考察した。

　また、調査5では、集合住宅団地における共用施設の維持管理状況と管理

業務の展開を把握するために、調査4で選んだ13団地における管理会社、理

事会に対するヒアリング調査を行った。そこでは、管理資格や管理水準の

違いの管理会社を対象として選定した。

　調査6では、調査4で調べた13団地に生活している居住者に対して共用施

設の利用状況と管理会社の維持管理に対する評価及び満足度の調査を行っ

た。そこでは、若者から高齢者まで幅広い年齢層の居住者をカバーしてア

ンケート及びヒアリング調査を行った。

　以上の調査・考察により、本研究の研究内容となっている。

1.3.2　研究の視点と仮説

　本研究は居住環境の向上の視点から住空間・住生活の変容を考察し、そ

こで生じる問題点及び解決策を検討している。また、現代中国の商品住宅

が求められるコミュニティの形成を検討している。

①居住環境と住宅管理の変容及び住宅法制度の成立ー近代化現象

　東アジア諸国の近代化は、事実としては自生的にではなく、西洋文化の

移植に伴い経済・政治の変化が共通の背景であるが、中国と日本も例外で

はない。しかし、中国は日本の急速に近代化を遂げた事情と異なり、長い

間の戦争を経て、近代化の歴史が長くなっている。その中では、主には

欧米から影響を受けながら、日本からの影響もあると考えられる。つま

り、1980年代から住宅制度改革により、中国における「近代化」された住

宅の発展過程に関しては、伝統住宅から継続している住空間・住様式は中
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国独自の発展をしているが（現代化）、欧米（洋風化）や日本（日本風

化）等の海外の生活様式の影響によって形成されていると考えた。

　本研究は中国において多くの商品住宅を取り上げ、それに関わる住宅法

制度、住環境、住宅管理の側面からみた近代化現象及び影響要因を考察す

る（図1-6）。

　商品住宅における住環境の整備は、伝統住宅からの持続と変容、及び欧

米と日本の影響の関係で捉える視点をもち、さらに、単に住戸の空間構成

に反映している機能的側面から捉えるだけではなく、生活様式からの影響

を確認しながら考えていく必要がある。また、商品住宅団地には、共用施

設の利用実態を確認することも必要と考えられる。

　また、住宅法制度において最も重要な区分所有権制度は、第二次世界大

戦後に盛んになった比較的新しい制度である。それは都市の近代化に伴

い、集住環境の形成により定着した。しかし、中国では、区分所有に関す

る規定がある「物権法」の制定が遅れていると考えられ、社会主義市場経

済体制の法的基盤を構築し、日本法やヨーロッパ法の影響を受けて成立し

たという。このように、物権法を含め中国の住宅法制度の改善のため、先

駆的な日本法との比較研究の視点が重要ではないかと思われる。

　また、商品住宅の高層化・団地化により、住戸内の生活の延長として、

共用空間と共用施設の特徴は住宅近代化の重要な要素として考えられる。

共用空間の拡大と共用施設の多様化へのニーズの高まりが予想されるが、

それも住空間の特徴として位置づけていく。さらに、共用空間で行われる

様々な活動によって、居住者間または居住者と管理者のコミュニティが形

成している。そして、居住者と管理者との関係の視点からみた商品住宅に

おける共用部分の近代化現象が必要である。

現代洋風
日本風化

洋風日
本風化

現代洋風化 現代日本風化

近代化

洋風化 日本風化

現代化

近代化の各側面 商品住宅に関わる内容

図1-6　商品住宅の近代化現象

区分所有諸法 住宅管理法律

公室 共用部分私室

生活様式

住宅管理

商品住宅に関わる内容

空間面

管理面

制度面



-15-

第1章：序論

　以上から、この研究に先立つ基本的な仮説は、次にまとめられている。

①　商品住宅住戸には、日本や欧米等の影響を受けても、伝統住宅からの

空間構成が持続し、また生活様式は独自の発展が見られる。

②　物権法の規定は日本法やヨーロッパ諸法を参考したが、各分野の法律

を統合するため、内容は抽象的かつ概略的である。住宅管理法制度は中国

の団地の実情に応じて調整し、詳細な規定が定められている。

③　団地での共同生活の居住意識が希薄になり、区分所有者団体の弱体化

と共用施設の運営問題に影響を与えている。

②団地のコミュニティの形成ー住宅管理による

　中国の住宅団地の管理業務は、管理会社に全面委託する方式が採用され

ている。そこで、日本と比べ、区分所有者団体は管理主体としての役割が

後退しており、代わりに管理会社による団地のコミュニティの形成が特徴

的である（図1-7）。

　まず、団地内のコミュニティの形成の視点から見ると、多様な価値観、

幅広い年齢層の居住者が住んでおり、共同生活意識の低下とプライバシー

意識の高まりにより、居住者による自発的なコミュニティ形成は希薄にな

っているが、高齢者や子育て世帯等は活発である 。それは中国の伝統的な

図1-7　管理会社による団地コミュニティの形成

高齢者

公的機関

団地内のコミュニティ

地域コミュニティ

団地外の組織

子育て
世帯

若者

居民委員会 街道弁事所デベロッパーNPO、NGO
等の組織

管理会社

区分所有者
団体
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居住意識においての親密な近隣関係の習慣によるものと思われる。また、

団地コミュニティの形成・活性化に対して、催事・イベント等の開催は有

効であると考えられるが、それは管理業務の範囲ではなく、管理会社が自

主的に運営・実施することが事実である。

　また、団地からみた地域コミュニティの形成の視点からみると、殆どの

対外的な交渉は管理会社により行われている。公的な性格がある居民委員

会（日本の自治会と相当する）は地域の自治管理組織として、各団地の居

住者と管理会社の連携により、防犯、清掃、近隣互助等の活動を行ってい

る。また、管理会社は街道弁事所（政府の末端機構、日本の町役場と相当

する）を協力し管理業務を進めている。

　さらに、管理会社のサービス業務範囲の拡張により、居住者のニーズに

対応して、デベロッパーと周辺環境とのつながりが見られる。例えば、デ

ベロッパーが修繕義務を負う部分の修繕請求は管理会社が代理し、また駆

けつけサービスは管理会社を通じて行われている。

　以上のように、中国の商品住宅団地におけるコミュニティの形成には管

理会社が重要な役割を担うことが推測される。仮説として、以下にまとめ

ている。

④　管理会社による団地内のコミュニティが形成している。

⑤　区分所有者団体の弱体化と管理会社サービス業務範囲の拡張により、

管理会社は地域コミュニティの形成には不可欠である。
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1.4　既往研究と位置づけ

　本研究に関わる既往の研究領域は多様な分野に渡る。本研究は、中国の

商品住宅研究の一環として位置づけられ、また広げてみると、発展途上国

の住宅変容の研究の流れに位置することであろう。具体的には、中国の住

宅政策を中心とする社会学と法学の研究、及び中国の住宅に関わる建築計

画、都市計画についての研究は、本研究の背景になっている。　

　以下は日本と中国で行われた中国の住宅に関する研究を整理している。

①中国の集合住宅の住戸と生活様式に関する既往研究

　日本における中国の集合住宅に関する研究を整理すると、中国北方地区

の住様式の研究と、1990年代までの住戸を対象とした研究に大きく分ける

ことができる。中国北方地区の住様式としては、友清貴和1）が北京におけ

る集合住宅を対象として中国解放後から1980年代にかけての庁の変遷とそ

の類型及び利用実態を考察している。王青ら2）は天津市の単元式住宅にお

ける庁で行われる生活行為を分析し、庁が単なる通路ではなく、食事や家

事、接客、団らんなどにも利用されることを指摘している。曹文燕ら3）は

天津市中層集合住宅団地に住む高齢者を対象に、屋外での生活行動と住居

内部での生活様態を分析し、庁や客庁というリビングルーム的な空間が求

められていることを指摘している。さらに、老夫婦の就寝分室化・食寝分

離・食居分離についても論じている。桜井康宏ら4）は東北地区ハルビン市

の四つの集合住宅団地を対象とし、居住者の日常生活実態の調査を通して

住宅団地のコミュニティ性を検討している。張健ら5）は朝鮮族と漢族の住

まい方の比較分析を行い、住戸の空間構成の変容を明らかにしている。杉

山和弥ら6）は中国東北地区の瀋陽における都市集合住宅の寝室を中心とし

た平面構成を分析し、それらの空間内で行われる行為の種類・量、生活場

面の調査を通し、寝室と居間との関係について検討している。周暁紅ら7）

は北京市の集合住宅における家装工事の相違による居住者の実現度と満足

度の違いを明らかにしている。林文潔ら8）は中国東北地区の大連市とハル

ビン市における集合住宅に住む高齢者夫婦の就寝様態の多様性を明らかに

している。姜延達ら9）は瀋陽市の集合住宅居住者が住宅に対してもつ満足

度と重要度を明らかにしている。1990年代までの住戸を対象とした研究と

しては、藤田忍ら10）が1990年代前半の中国の大都市における集合住宅の平

面構成と住様式の変化を取り上げて分析し、当時の中国的近代化過程の特

徴を明らかにしている。上北恭史11）は90年代まで中国の上海や北京や広州

における都市住宅と伝統住宅を比較し、空間構成と住まい方における持続

と変容を明らかにしている。また、中川まきら12）は1990年代前半まで建て

られた集合住宅の平面構成と接客空間の特徴を明らかにしている。李斌ら13
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）は中国において最初の近代的な集合住宅である上海市の里弄と解放後に開

発された新村団地を対象に、居住者の居住領域意識を検討している。

　また、中国の研究者が行った研究を整理すると、潘介民14）は1990年代に

上海の商品住宅の設計からみた設計手法と台所やバルコニー等の空間の特

徴を考察し、住宅設計のスタンダードとトレンド化傾向を説明した。胡慧

琴15）は20世紀後半に欧米と日本における集合住宅の先行研究を踏まえ、

日本近年の先進事例の考察を通し、中国集合住宅の発展方向を検討してい

る。李振宇ら16）は1990年代上海市の住宅団地におけるコンパクト住戸を対

象とし、家具、住戸間取りと住棟間取りの側面から長三角地区のコンパク

ト住戸設計のあり方を考察した。王毅17）は1990年代中国の住宅商品化以降

の集合住宅に関する問題点を概観し、団地の郊外化により車社会への対応

策を検討した。また、団地に関して、高密度に適した住棟形式になり、住

棟の外観や住戸内部の台所等は欧米の影響によって変化したことを指摘し

た。刘東衛18）は中国における1949年建国後住宅産業の誕生から発展の経

緯、関連する政府の施策、及び建設技術の開発・活用の取り組みについて

考察し、現代の中国集合住宅の建設方法の特徴を指摘している。

　以上に挙げた日本で行われた研究は、ほとんどが北方圏の居住様式の視

点から、また1990年代までに建設された集合住宅について、考察が行われ

てきた。しかし広大な中国には気候、風土、伝統の違いによって、南北の

地域差が顕著であり、それは住戸と生活様式にも影響を及ぼすと考えられ

る。例えば北方地区には、冬の寒さと乾燥した気候に応じて、暖房が公共

インフラとして整備され、室内では靴脱ぎや床座等が多く見られる。しか

し湿潤気候の南部地区では、椅子座が伝統的な起居様式であり、住宅の通

風・採光等が重視されている。つまり、中国の南北地域における住宅は、

画一的なものではなく、各自の地域特性を踏まえて考察する必要があると

考えられる。また、中国側の既往研究については、海外の設計手法や先進

事例等に関する研究が多く、また住戸の問題点を概観し、台所や家具等の

焦点を絞って研究がなされたが、住戸の間取りを含め、全般的な特徴が考

察されていない。

　そして本研究は、中国南部地方に1990年代以降に建てられた現代集合住

宅住戸の空間構成と住まい方の実態を把握し、その近代化の動向を明らか

にし、集合住宅における住様式のあり方を再考するものであり、その点に

おいて研究の意義を有していると考えられる。
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② 中国集合住宅における区分所有権及び住宅管理法制度に関する既往研究

　中国の住宅に関する法制度の既往研究を整理すると、中国の区分所有法

制度に関する研究と集合住宅の管理制度に関する研究に大きく分けること

ができる。区分所有法制度の研究について、渠涛19）は中国の区分所有法と

しての物権法を評価し、法律の特性からその位置づけを論じている。権承

文20）は区分所有建物の管理を行う管理者、規約、集会の視点から日本の区

分所有制度の特徴を考察し、法律の条文から中国の物権法との違いを論じ

ている。金錦萍21）は区分所有建物の共用部分に関する法的意味を解釈し、

法的共用部分と規約共用部分を区分する方法を示し、その特徴を考察して

いる。

　中国における住宅団地の管理制度や業務などに関する研究については、

王宝剛ら22）が1990年代初期に中国広州と深圳市に登場した住宅管理につい

ての組織構造や業務内容と管理費用の実態を考察している。梶浦恒男ら23）

は1990年代初期の住宅制度と住宅管理制度の変貌や集合住宅の維持管理の

現状を考察している。梶浦恒男ら24）は、1990年代に中国の管理専門職の養

成方法、新しい管理制度によって顕在化した問題点を検討している。鞏従

容ら25）は1990年代に、中国の集合住宅の公有から私有への転換に伴う住宅

管理体制の変化について考察している。

　一方、区分所有制度と管理制度に関する国の違いによる比較研究をレビ

ューしよう。斉藤広子26）はイギリスのリースホールド制度に注目し、集合

住宅の管理方法について法制度の想定と実態の相違を明らかにしている。

鎌野ら27）はドイツ法とイギリス法を主に調査し、アメリカ法、フランス

法、韓国法、台湾法等を側面から取り上げ、集合住宅の維持・管理及び建

替え等に関して、日本法との比較研究を行っている。また、鎌野28）は別報

で台湾法、韓国法、日本法のアジア3カ国の集合住宅管理法制度の実態に関

する比較研究を行い、管理規約、管理方式、集会決議及び建物の修繕・改

良・復旧・建替え等について各国の法制度の相違点を検討している。

　さらに、中国での住宅制度に関する研究について、周萍29）は1990年代か

らの住宅制度の改革に伴った集合住宅の団地化及び団地の人口構造の変化

による団地住環境の形成の問題点を指摘し、その問題点に対する都市計画

の法制度整備の必要性を提唱している。陳世民30）は中国の商品住宅の現状

を整理し、商品住宅の性能向上（素材と設備の更新）と住宅団地の発展方

向を探っている。馮長春31）は経済適用型住宅の建設の経緯と特徴を考察

し、これから経済適用型住宅推進のため、敷地の位置、販売単価の設定、

及び住宅金融制度の支援等の側面から提案を試した。

　以上のように、日本では主に法学の視点から法律の条文解釈に基づき、

中国の区分所有法としての物権法の特徴と問題点についての考察が行われ
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ているが、物権法のみならず、周辺諸法規を含め全体として見た時の区分

所有法制度の比較はなされていない。中国の既往研究では、集合住宅にお

ける問題点を把握し、住宅法制度の整備が必要と提唱したが、具体的にど

の方向で法制度を整備すべきかが明らかにされたいない。また、1990年代

初期には住宅の公有制から私有制への変換がなされたことにより、住宅団

地に現れた区分所有関係と管理方式が研究されていたが、近年導入された

中国版の区分所有法とも言える「物権法」（2007年）とそれを補足する「

物業管理条例」（2003年）の施行後に、集合住宅管理にもたらされた変化

についてはいまだ明らかにされていない。特に、中国における管理会社に

よる管理方式は1980年代から現れた比較的新しいものであり、これらの運

営実態、管理内容、組織構成についての法制度整備後の変化も明らかにさ

れていない。

　

③中国の集合住宅団地における共用施設に関する既往研究

　日本で行われる集合住宅の共用施設に関する研究を整理すると、白金ら 

32）は中国瀋陽市の集合住宅団地の共用施設の利用情況と居住者の評価を

考察している。これは、共用施設の設置・管理状況について調査している

が、ほぼ事例研究に基づく記述であり、共用施設についての共通の特徴と

問題点は明らかにされていない。また、鞏従容ら33）は1990年代に、中国の

集合住宅において公有から私有への転換に伴う住宅管理体制の変化につい

て考察している。これは、中国の住宅制度改革に伴う住宅所有制度と管理

制度の変化を述べており、主には住宅商品化制度、物業管理制度の経緯と

現状を考察している。具体的な事例分析については、現代の集合住宅団地

における住戸と共用施設が区別されておらず、物業管理について十分に検

討されていない。

　また、先行研究として参考するために、日本の集合住宅の共用施設に関

する既往研究をレビューしよう。共用施設の設置と共用空間の空間特性に

関しては、大谷由紀子ら34）は大阪における超高層マンションを対象とし

て、入居開始から第1回大規模修繕期までの初期段階に焦点を当て、共用

施設の設置運営状況、居住者側の評価、及び管理組合の考えを明らかにし

ている。足立真ら35）は集合住宅における建物と外部空間の構成関係に着目

し、外部空間を伴った住戸の配列形式が成立させる集合体の全体像を考察

している。また、住宅管理に関しては、崔秀霞ら36）が分譲マンションにお

ける管理の問題とそれらへの対応方法を考察している。具体的には、マン

ションの敷地所有形態、住棟の形態、団地共有物の有無により分類し、そ

れぞれの問題点と管理方法を検討している。川瀬明美ら37）はマンションに

おける管理組合の管理会社への業務委託の仕方、及び管理組合の活動の主



-21-

第1章：序論

体性・自主性との関係から、自主管理の実態を明らかにしている。具体的

には委託される管理業務を、事務管理業務、管理員業務、清掃業務、設備

管理業務の４タイプに分類し、管理会社の担当者と理事会の理事の役割分

担から自主管理の程度を検討している。齊藤広子38）は分譲マンションの管

理水準に関わる要素として、規模、立地、住戸専有面積、築年数を指摘し

ているが、ここではマンションの規模を示す指標として住戸数に着目し、

規模による物的特性、管理水準及び管理問題の相違を明らかにしている。

さらに、団地の居住者側の評価に関する研究については、武居菜穂子ら39）

が築後約30年の分譲マンションを取り上げ、居住者が共用部分の改善につ

いての要求を明らかにし、共用部分の改善方法を検討している。特に、集

会所、駐車駐輪場、及び中庭についての考察を行っている。曽根陽子ら40）

は集合住宅団地内の外部空間にあるゴミと植栽の二つの要素に着目し、外

部空間に対する保全状況と居住者の保全意識の関係を検討している。齋藤

伊久太郎ら41）は集合住宅団地の外部空間に対して、居住者のアメニティ評

価とこの評価の影響要因を総合的かつ定量的に解析している。

　一方、住生活と住環境が似ているアジア諸国の集合住宅に関する研究を

見てみると、韓国の集合住宅を対象とする研究は、金印會ら42）が1990年代

の韓国の分譲集合住宅の住宅管理の実態を考察し、その特徴と問題点を明

らかにした。具体的には、建物の状況、管理法制度の制定、管理方式、及

び居住者団体の側面から管理システムの特徴を明らかにしている。また、

管理法制度と管理実態の問題点を考察している。続いて金印會ら43）は韓国

の分譲集合住宅団地における管理費用の構造を把握し、費用支出構造に与

える要因を考察している。具体的には、住宅管理の項目別の支出費用の状

況と費用支出の年間変化を把握し、管理費用の支出と管理システム及び建

物の形態の関係を明らかにしている。一棟宏子ら44）は日本と韓国における

分譲マンションの管理方式の相違に着目し、それが居住者の生活や意識に

影響を及ぼすことを明らかにしている。

　また、台湾の集合住宅を対象としての研究は、朱政徳ら45）が台北市にお

ける大規模積層集合住宅を対象として、ユニット形態、住棟形態、住棟配

置形式、及び外部空間構成を類型化し、それらの特徴と形成の要因を考察

している。李宗翰ら46）が台北市における1970年代・80年代・90年代の典

型的な国民住宅といった大規模積層集合住宅を対象として、共用利用の段

階による共用空間の使われ方を類型化し、戸外共用空間の利用実態と居住

者の人間関係の側面から団地ごとの特徴と共通する傾向を明らかにしてい

る。

　さらに、中国には、住宅団地における共用空間・共用施設に関する研究

が少ない。李端端ら47）は共用庭付きの集合住宅団地に着目し、北京市内



-22-

第1章：序論

の事例の分析・比較を通し、共用庭の役割、形式、設計手法を検討した。

また、住宅管理と団地コミュニティに関する研究については、陳燕萍48）

は1990年代の住宅改革に伴い、住宅団地における共用施設と地域の公共施

設の配置に関する規定や指標等を考察し、公共施設の配置のあり方を検討

した。高鵬49）は住宅団地管理の組織と地域コミュニティ組織の構成との比

較により、住宅団地における組織構成と共用施設の配置のあり方を提案し

た。趙蔚ら50）は団地の形成と地域との活動の連携からみた中国の団地の

発展過程を考察し、社会学と都市計画学の視点からの比較研究により、地

域コミュニティの構築推進における問題点と法律上の解決策を検討してい

る。姜勁松ら51）は現在中国の住宅団地と地域コミュニティ形成の問題点を

把握し、海外（欧米、台湾）の理論と事例を踏まえ、中国においての団地

計画制度と計画士の専門職の資格制度を考察した。李鴻新ら52）は大規模住

宅団地の計画についての海外の先進理念を踏まえ、中国での運用方法を事

例調査・分析を通して検討した。苗志堅ら53）は北京市の都市部における公

共施設の配置、建設と運営管理の発展状況を考察し、特に日本と北京にお

ける住宅団地内に配置された公共施設の特徴を考察した。易崢54）は地域コ

ミュニティ活動の向上のため、多様な居住階層が受け入れられる住宅団地

を形成する必要があると主張し、アメリカ、香港とシンガポールの事例を

考察し、中国における住宅団地を含む健全なミックス・コミュニティの構

築プロセスを検討した。

　以上のように、日本では、日本や韓国や台湾等の集合住宅における共用

施設と管理制度の研究がなされているが、中国の集合住宅団地を対象とし

ている研究が十分重ねられていなく、それらはほぼ事例研究であり、共用

施設の空間構成と住宅管理の近代的な特徴を明らかにしていない。つま

り、近年導入された「物権法」（2007年）とそれを補足する「物業管理条

例」（2003年）の施行による共用施設の設置運営と維持管理方法の新しい

変化について検討されていない。

　一方、中国の既往研究は、団地内の共用施設に注目しておらず、都市部

の広い地域における共用施設設置のあり方を考察している。また、地域コ

ミュニティの構築に関して、海外の理論と先進事例の検討によって、中国

での応用について考察を行っている。ただし、中国の都市部の主要な居住

形態としている住宅団地には、居住環境の維持及び向上のため、共用施設

の実態についての考察は今後の住宅団地の計画・管理の改善を図る意義が

ある。
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1.5　論文の構成

　本論文の流れは図1-8に示したとおりである。また、構成する各章節の内

容と進め方は以下のように対応している。

第1章

　研究の背景、目的、既往研究の整理と本研究の位置づけ、及び研究の視

点、研究の方法について述べる。

第2章

　上記の文献調査1にあたる。中国の集合住宅の近代化現象を明らかにす

るために、公有住宅住戸と団地をとらえ、それらの空間構成の特徴を考察

する。とくに、中国は1949年建国以前においては、現代のような集合住宅

が見られなかった。そこで中国の典型的な伝統住宅といった四合院を取

り上げ、空間構造の形態や公私空間の分離などの視点から考察する。ま

た、1949年建国後から1988年住宅商品化にかけて、中国の集合住宅がどの

ように持続、変容してきたかを明らかにする。一方、現在の中国では、一

般の商品住宅の発展に伴い、中低所得層ための保障性住宅制度の整備と建

設も進んでいる。この法制度整備の経緯と特徴を明らかにする。

　これにより近代化される中国の集合住宅の特徴に深く関わる中国の商品

住宅の発展経緯と動向を把握することができ、次章以降の考察のための基

礎になることと考えられる。

第3章

　実地調査の調査3にあたる。2章で中国の伝統住宅から、社会主義公有制

度下の集合住宅までの発展状況を明らかにした上で、本章は1988年から急

速な住宅の商品化による住戸の空間構成と生活様式の変化を明らかにす

る。その変容の要因として、「現代化」「洋風化」「日本風化」という３

つの側面から中国の集合住宅住戸の近代化現象を挙げることができる。そ

して住戸の構成については、公的空間としての居間、食堂、台所の空間上

の特徴と影響要因を考察している。生活様式に関しては、各部屋の使い方

と居住者の意識、習慣を分析し、「起居様式」「食事様式」「寝室での生

活行為」「団らん・接客様式」の四つの面から新しい生活様式が現代生活

にどんな影響を与えるかを考察している。

第4章

　文献調査2にあたる。第3章では集合住宅の専有部分としての住戸に関す

る近代化現象を考察したが、本章は法律による専有部分と共用部分の範
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図 1-8　論文の構成

保障性住宅法制度

住宅の発展過程

現在商品住宅専有部分

実際専有部分の使い方

実際共用部分の使い方

共用部分の設置・管理
（ハード）

居住者に対するサービス
（ソフト）

実際の住宅管理

法律による専有部分
と共用部分の定義

商品住宅法制度

法律による住宅管理制度

・研究の背景と目的
・研究の視点

序論

　　　中国の集合住宅の発展過程

・伝統住宅から現代商品住宅に至るまでの変化
・商品住宅と保障性住宅法制度の整備

第２章

・商品住宅の変容のあり方

・住宅団地からみた「社区建設」のあり方

結論

▲

▲

中国の区分所有権及び住宅管理法制度

・区分所有と住宅管理法制度の整備と特徴
・専有部分と共用部分の区分所有
・集合住宅の管理制度

第４章

共用施設の設置、空間構成の特徴

・屋内と屋外共用施設の設置状況
・共用施設の空間構成の特徴
・居住者が共用部分に対する評価

第５章

中国の住宅管理の特徴

・住宅管理の実態と管理会社の組織構成
・管理会社のサービスの内容と特徴
・居住者が住宅管理に対する評価

第６章

住戸空間構成の特性と生活様式の近代化

・住戸面積の変化
・公室と私室との関係
・住戸の公的空間の構成
・生活様式の変化
・住戸の近代化現象の検討

第３章

▲

▲

▲

▲ ▲
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囲、共用部分の管理についての規定を考察していく。そこで中国の2003

年に実施した住宅管理に関する最も重要な法律である「物業管理条例」

、2007年に実施した建物の区分所有権に関する「物権法」と周辺関連する

諸法を取り上げ、先行法律としての日本の区分所有法との比較を通して、

中国の集合住宅における区分所有権と住宅管理法制度の特徴と問題点を明

らかにし、今後法制度の改善の方向を考察している。

第5章

　実地調査の調査4、6にあたる。4章で考察された中国の集合住宅団地の共

用部分の範囲に基づき、本章は現代の集合住宅団地にはどのような共用施

設が設置されているかを把握し、それらの空間構成の特徴及び住戸・住棟

との接続状況を考察していく。そこでは建設年代と販売単価により、富裕

層向け、中流層向け、一般層向けの住宅団地に分類し、それぞれの共用施

設の設置状況の違いを検討する。また、幅広い年齢層が集住している団地

には、共用施設の利用状況と満足度に対する居住者の評価を分析し、これ

から建設されていく中国の集合住宅団地の共用施設の動向を考察する。

第6章

　実地調査の調査5、6にあたる。4章で考察した現代の中国住宅管理法制度

に基づき、実際の住宅団地がどのように管理を行っているかを考察する。

そこでは5章の住宅団地の分類に従って、管理会社の組織構成の特徴とそれ

らが行う管理業務の違いを明らかにする。また、近代化される住宅管理の

状況に対する居住者の態度と意向を把握し、現在進められようとしている

中国の住宅管理の改善の動向を検討していく。

まとめ

　本章では、中国の集合住宅団地における専有部分である住戸、共用施設

の設置状況と空間上の特徴、及び現代の住宅管理制度の法現象を明らかに

した上で、近代化されつつある中国の集合住宅の特徴と問題点、及び要因

を導き出せた。また、これらを踏まえ、今後の中国の集合住宅についての

法制度・空間構成・管理方式の諸方面の改善方向を考察する。
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注1）　呂俊華ほか、1840-2000　中国現代城市住宅、p30、清華大学出版社、2002

年による地図を参照。

注2）　花里俊廣：住生活総合サービスの理論的明確化　研究成果報告書、平成23

年度社団法人高層住宅管理業協会　受託研究、pp111、2012.4を参照。

注3）　ここでヨーロッパ法はヨーロッパ大陸法系に属するドイツ法及び英米法系

に属するイギリス法を示している。
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�㝵࡛ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉ⥆⥅ࡀᚩ≉ࡢ㝔ᘧྜࡴᅖࢆ୰ᗞࡣ㔛ᘝఫᏯࡢᮇึࠊ

୰ࡢ㔛ᘝఫᏯࡀࡾࡀ࡞ࡘࡢᒃ㛫࠺࠸ᐈᇽࠖࠕ୰ᗞ࠺࠸ኳࠖࠕࠊࡣ

㍈ࠊࡾ࠾࡚ࡗ࡞୧ഃཔᡣࡸᒃᐊࡀ࡞ᒓࠊࡋ�㝵ࡣṤᒃᐊ࡚ࡋ

ຠࡢ㒔ᕷ㒊ᅵᆅࠊࢀࡉᐃ⏝ࡢ᰾ᐙ᪘ࡣ㔛ᘝఫᏯࡢᚋᮇࠋࡿ࠸࡚ࢀࢃ

⋡ⓗ࡞⏝ࡾࡼዟ⾜ࠊࡃ⊂ࡀࡁ㒊ᒇᩘࡣῶᑡࡿࢀࡉഴྥࡀぢࡓࢀࡽὀ�㸧ࠋ
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ఏ⤫ఫ࡞ᆺⓗࡢᾏ㔛ᘝఫᏯୖᘓᅵᴥ⚟ࠊிᅄྜ㝔ࠊ࠺ࡼࡢ㏙ୖࠉ

Ꮿࡣከࡃ⌧Ꮡࡢࡽࢀࡑࠋࡿ࠸࡚ࡋ≉ᚩࢆぢ࡚ࠊࡿࡳᵓἲࡣᮌ㐀ࡢ㍈⤌ᵓ

㐀ࢆయࡸ▼ࠊࡋᅵࡢ࡞⎰↢ࡸᆅඖࡢᮦᩱࢆ⏝࡚ࡋ㐀ࠋࡓ࠸࡚ࢀࡽ

ᖹ㠃ᵓᡂࠊࡣධཱྀࡽዟ㐍ࠊ࡚ࢀࡘࡴඹ᭷✵㛫ࡽ⚾᭷✵㛫༊ศ

✵࡞බⓗ༙ࡢ࡞ᐈᐊࡸ᭩ᩪࠊබⓗ✵㛫࡞࠺ࡼࡢ➼ᛂ᥋ᐊࡸཔᡣࠊࢀࡉ

㛫ࠊேࡢᐷᐊࡢ⚾ⓗ࡞✵㛫ࡀ᫂☜ศྛࠊࡓࡲࠋࡿ࠸࡚ࢀࡽࡅ㒊ᒇࡣ୰

㍈⥺ἢ࡚ࡗᕥྑᑐ⛠࡛ࠊࡾ࠶ᗯୗࡸ୰ᗞࠋࡿ࠸࡚ࢀࡽࡆ⧄࡚ࡗࡼ୰ᗞ

ࡃࡼ࡚ࡋሙࡢ⚍ෙ፧ⴿࡸ㛫✵ࡢ᪥ᖖ⏕άࡢᐙ᪘ࠊ࡚ࡋ୰ᚰࡢఫᡞࡣ

㏆௦ࠊࡾ࠾࡚ࡋ㞧ᒃࡀᐙ᪘ࡢከୡᖏࡣఏ⤫ఫᏯ࡛ࠊࡋࡋࠋࡿ࠸࡚ࢀࢃ

ࡢᙳ㡪࡚ࡗࡼኚࡓࡋ᰾ᐙ᪘ࡢᒃఫᑐᛂࡿࡍఫ᳨ࢆ࠸ࡲウࡿࡍᚲせ

ࠋࡿ࠶ࡀ

ᅗ�Ѹࠉ�ிᅄྜ㝔ࡢᖹ㠃ὀ�㸧

ᅗ�Ѹୖࠉ�ᾏ㔛ᘝఫᏯࡢᖹ㠃ὀ�㸧

ᅗ�Ѹࠉ�⚟ᘓᅵᴥࡢᖹ㠃ὀ�㸧
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ᚩ≉Ⓨᒎࡢ㞟ྜఫᏯࡢ୰ᅜᘓᅜᚋࠉ����� 

��ࡣ୰ᅜ࡛ࠉ��ᖺᘓᅜ௨ᚋࠊ♫⩏ィ⏬⤒῭ไᗘᇶ࡙ࠊ࡚࠸ఫᏯࡢබ

᭷ไᗘࠋࡓࢀࡉ❧☜ࡀ㎰ᮧ㒊ࡢఫᏯࡣ㎰Ẹࡢ⮬ຊᘓタࢆᇶᮏࠊ࡚ࡋṤ

ࡢ㒔ᕷ㒊ࡓࡲࠋࡿ࠸࡚ࡋᒓ㎰ᮧ㞟ᅋࡣᡤ᭷ᶒࡢࡽࢀࡑࠊࡾ࠶ᡞᘓ࡚࡛ࡀ

ఫᏯᑐࠊࡣ࡚ࡋᨻᗓᅜᐙᴗࡾࡼ⤫୍ィ⏬࣭⤫୍ᘓタ࣭⤫୍ศ㓄ࡢ

බ᭷ఫᏯࡢ౪⤥ไᗘࠋࡓࢀࡉ❧☜ࡀ

ศ௨ୗࠊࡿࡳ࡚ࡳࢆࢀὶⓎᒎࡢఫᏯࡿࡅ࠾㒔ᕷ㒊ࡢ୰ᅜᘓᅜᚋࠉ

㢮ࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍὀ�㸧ࠋ

��ࠉࠉࠉࠉࠉఫᏯࡢձ⤒῭ᅇᮇࠉ��ᖺࠥ����ᖺ

��ࠉࠉࠉఫᏯࡢㄪᩚᮇղ㌍㐍ࠉ��ᖺࠥ����ᖺ

��ࠉࠉࠉࠉఫᏯࡢճᩥ㠉ᮇࠉ��ᖺࠥ����ᖺ

��ࠉࠉࠉఫᏯࡢմఫᏯไᗘᨵ㠉ᮇࠉ��ᖺࠥ����ᖺ

��ࠉရఫᏯၟࡢյᕷሙ⤒῭ไᗘࠉ��ᖺࠥࠉ

ࠋࡿ࠸࡚ࡋㄝ᫂ᴫほⓗࢆᚩ≉ࡢఫᏯࡓࢀࡉᘓタᮇྛࡣ௨ୗࠉ

᪉ἲࡢఫᏯタィ⩏ᘓタ♫ࡢ㐃ࢯᪧࠊࡣᅇᮇ῭⤒ࡢ୰ᅜᘓᅜᚋࠉ

✵ࡢ➼ࣞࢺࡸࣥࢳࢵ࢟ᐊෆึ᭱ࠊࡣᮇࡢࡇࠋࡓࢀࡉᑟධᴟⓗ✚ࡀ

㛫ࡀഛ࠼ࠊࡎࢀࡽࡅඹྠ⏝ࢆ๓ᥦࡓࡋఫᏯ㛫ྲྀࢀࡑࠋࡓࢀ⌧ࡀࡾ௨

㝆ࠊᅗ࡞࠺ࡼࡍ♧���እᗯᘧࡢఫᏯࡀᥦࡸࣥࢳࢵ࢟ࠊࢀࡉᾎᐊࣞࢺࠊ

ᚩ࡛≉ࡀࡾ㛫ྲྀࡿࡀ࡞ࡘࡾࡼᗯୗࡀᐷᐊࡢ�ᐊࠥ�ࠊࢀࡉ⨨タᡞྛࡀ➼

࠶࡛ࡢ࠸࡞࠸࡚ࢀࡽࡅศࢇࡀⓗ✵㛫⚾බⓗ✵㛫ࠊࡣ࡛ࡇࡑࠋࡿ࠶

ࠋࡿ

��ࠉ��ᖺࡽ����ᖺࡢ࡛ࡲ㌍㐍࣭ㄪᩚᮇࠊࡣ୰ᅜᅵ࡛ఫᏯᘓタࡢᢞ

㈨ࡀᖜ๐ῶࠊࢀࡉ᪂つఫᏯࡢィ⏬࣭ᘓタࡰࡀṆࡢࡇࠋࡓࢀࡉᮇ

ᐷᐊࡢࡘ�ࠊࢀࡽ࠼ᢚ㠀ᖖࡀ✚㠃ࡢఫᡞࠊ࡚࠸ᇶ࡙ᣦ㔪࠺࠸⠇⣙ࡢ

ᑠ࠸ࡉබⓗ✵㛫ࡿࡼᵓᡂࡢ㛫ྲ୍ྀࡀࡾ⯡ⓗࡿ࠸࡚ࡗ࡞㸦ᅗ���㸧ࡢࡇࠋ

ࢃ㝿ࡢ࡞᥋ᐈࠊࢇࡽᅋࡸ㣗ࠊࢀࡤᗇ࡚ࡵึࡀබⓗ✵㛫࡞࠺ࡼ

ࠋࡓࢀ

� � ����ᖺࡽ⣙��ᖺ㛫⥆ᩥࡓ࠸㠉ࡢᮇࠊࡣఫᏯࡢᘓタࡀᑡ࡙ࡋ

ࠊࢀࡽ࠼⪄࡚ࡋせ⣲࡞㔜せࡶ᭱ࡀᑠつᶍࡣఫᏯタィࠊࡀࡓ࠸࡚ࡋቑຍࡘ

㛫ྲྀࡣࡾ࡞ࡁኚྛࠋࡓࡗ࡞ࡀఫᡞࢆ࣮ࢩࣂࣛࣉࡢ☜ಖࡓࡿࡵࡍ

┤ࡽධཱྀࠋ㸦ᅗ���㸧ࡓࢀࡉ⨨タࡀ➼ࣞࢺࠊᾎᐊࠊࣥࢳࢵ࢟ࡢ❧⊃ࠊࡵ

᥋ࡿࡀ࡞ࡘᗇࡢ✵㛫ࡀᅛᐃࠊࢀࡉ㏻㐣ື⥺ࡀᑡࠊࡾ࡞ࡃ࡞㣗༟ࡃ⨨ࢆ⛬ᗘ

㏻㢼᥇ගࡢᗇࠊࡣఫᡞࡓࢀࡽ࠼ᢚࡀつᶍࠊࡓࡲࠋࡓࢀࡉಖ☜ࡀ㛫✵ࡢ

ࡑࠋࡓࢀࡽぢࡶࡾ㛫ྲྀࡿ࠸࡚ࡋ᥋࣮ࢽࢥࣝࣂࡢ⏝ά⏕ࠊࡵࡓࡿࡍ㓄៖ࢆ

��ࠊ࡚ࡋ��ᖺ௦ࡽ୰ᅜ㒔ᕷ㒊ࡢᅵᆅ⏝ࡢ㞟⣙࣭㐺ṇࠊ࡚ࡗࡼ㧗

ᒙ㞟ྜఫᏯࡢタィ࣭ᘓタࡀጞࠋࡓࡗࡲ
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ᅗ�Ѹࠉ�����ᖺࠥ����ᖺࡢ୰ᅜࡢ㞟ྜఫᏯὀ��㸧

����ᖺࡢிᖾ⚟ᮧఫᏯ

����ᖺࡢΎ⳹��බᐯ

����ᖺࡢᑠுᗇఫᏯ ����ᖺ௦ࡢࡽఫᏯ㧗ᒙ

ఫᡞ㛫ྲྀࡢࡾᖹ㠃ᅗ

ఫᡞ㛫ྲྀࡢࡾᖹ㠃ᅗ

ᅗ�Ѹࠉ�����ᖺࠥ����ᖺࡢ୰ᅜࡢ㞟ྜఫᏯὀ��㸧

ᅗ�Ѹࠉ�����ᖺࠥ����ᖺࡢ୰ᅜࡢ㞟ྜఫᏯὀ��㸧
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� � ����ᖺࡽጞࡓࡗࡲᨵ㠉㛤ᨺᨻ⟇ࡢᐇࠊ࡚ࡗࡼᚑ᮶ࡢ♫⩏ィ⏬

⤒῭ไᗘࡽᕷሙไᗘ㌿ࠊࡋఫᏯᘓタࡀᖜቑຍࠊࡾ࠾࡚ࡋከ✀ከ

ᵝ࡞㛫ྲྀࡢࡾタィࡀฟࠋࡓࡗ࡞࠺ࡼࡿࢀࡉᅗ�����ࠊ࠺ࡼࡍ♧��ᖺ௦

๓ࡢ㞟ྜఫᏯࡣᅜ⤫୍࡛タィ࣭ᘓタࠊࢀࡉṤࡢఫᲷ࠺ࡼࡢิ⾜ࡀ㓄

ඹ࡞༢ㄪ࡛⏬୍ⓗࠊ࠸ኻࢆⰍ≉ࡢᆅᇦࠊࡣఫᏯᅋᆅ࡞࠺ࡼࡢࡇࠋࡓࢀࡉ⨨

⏝✵㛫ࡀぢࠋࡓࢀࡽ����ᖺ௦௨㝆ࡢఫᏯᅋᆅࡢ㓄⨨ࣥࢽ࣮ࢰࠊࡣ࡚࠸ࡘ

ࠋࡓࢀࡉฟࡳ⏕ࡀእ㒊✵㛫࡞㇏ࠊࡾ࡞☜᫂ࡀ⏬ィࡢࢢ

ከ✀ከᵝࠊࢀࢃ⾜ࢇ┒ࡀタィ࣭ᘓタࡢ㧗ᒙ㞟ྜఫᏯࠊࡣᮇࡢࡇࡓࡲࠉ

බⓗ✵㛫࡞㔜せࠊࡣࡾఫᏯ㛫ྲྀࠋࡓࡗ࡞࠺ࡼࡿࢀࡉฟࡀタィࡢࡾ㛫ྲྀ࡞

ᨵၿࡀ᥇ග㏻㢼࡚ࡗࡼࡇࡿࡍ㠃እ㒊ࠊࢀࡉᣑࡀつᶍࡢᗇ࡚ࡋ

ᗇ࡛ࠊࢀࡉ⨨㓄ࡀ࡞ࢫࠊ࣮ࣇࢯࡸ㣗༟ࠊࡣ㸧࡛࢘ࣙࢳᗇ㸦ࠋࡓࢀࡉ

ࢀࡽぢࡀഴྥࡿ࠸࡚ࡋ⨨୰ᚰࡢఫᡞࠊࡾ࡞ࡃከࡀά⾜Ⅽ⏕ࡿࢀࢃ⾜

⨨ሙᡤࡢዟ᭱ࡽධཱྀࠊࢀࡽぢࡀᣑࡢつᶍ࡚࠸ࡘᐷᐊࠊࡓࡲࠋࡓ

ࠋ㸦ᅗ����㸧ࡓࡗ࡞ࡿࡍ

ࡋ╔ᐃࡀබⓗ✵㛫ࡿࢀࡤᗇࠊࡣ࡛ࡾఫᏯ㛫ྲྀࡢ⩏ィ⏬⤒῭ᮇ♫ࠉ

ఫᡞࠊࢀࢃ⾜ࡀά⾜Ⅽ⏕ࡢ➼᥋ᐈࠊࢇࡽᅋࡸ㛫࡛㣗✵࡞ከ┠ⓗࠋࡓ࠸࡚

つࡢᐷᐊࠊ࠸కᣑࡢ✚ఫᡞ㠃ࠊ᪉୍ࠋࡓࡗ࡞බⓗ✵㛫࡞㔜せࡶ᭱ࡢ

ᶍࡶᣑࡸ࣮ࢽࢥࣝࣂࠊࡋ⣡✵㛫ࠋࡓࢀ⌧ࡀ

ኚࡢ♫ࠊࡿぢࢆኚࡢබ᭷ఫᏯࡽ୰ᅜఏ⤫ఫᏯࠊࡾࡼ���⾲ࠉ

కࠊ࠸ከୡᖏྠࡀᒃࡿࡍᐙ᪘ࡽ᰾ᐙ᪘ኚᐜࠊࡾ࠾࡚ࡋఏ⤫ఫᏯ࡛

ぢࡓࢀࡽᆅᇦ≉ᛶࡀኻࠊࢀࢃఫᏯᆅࡢ㧗ᐦᗘ࣭ᅜᆒ୍ࡀ㐍ᒎ࠸࡚ࡋ

㓄ࡢ⛠ᕥྑᑐ࡞㛢㙐ⓗ࡛ཝᐦࡢఏ⤫ఫᏯࠊࡣᖹ㠃ᵓᡂࠋࡓࡗศࡀࡇࡿ

⨨ᙧᘧࡽබⓗ✵㛫ࢆ୰ᚰࡓࡋᙧᘧኚࠊࡓࡲࠋࡿ࠸࡚ࡋබⓗ✵㛫ࡣ

ఫᏯつᶍࡢᣑࠊࡾࡼ㏻㊰ࡢ࡚ࡋᗯୗࡽ㣗ሙᡤࡸᒃ㛫ࡢ࡞」ྜ

ⓗ࡞ᶵ⬟ࢆᣢࡘබⓗ✵㛫ኚࠋࡿ࠸࡚ࡋఏ⤫ఫᏯࡣබ⚾ศ㞳࣭㣗ᐷศ㞳

⚾බࡣබ᭷ఫᏯࡢᘓᅜึᮇࠊࡀࡿ࠸࡚ࢀࡉᫎ☜᫂㛫ୖ✵ࡢఫᡞࡀ

ࡉᅛᐃ࡚ࡗࡼ⬟ᶵࢆ㒊ᒇྛࡢఫᏯࠊඹࢀὶࡢ௦ࠊࡎࡁ࡛ࡀ༊ูࡢ

ࠋࡓࡗศࡀࡇࡿ࠶ࡘࡘࢀ

��ࠊࡣ୰ᅜ࡛ࠉ��ᖺၟࡽရఫᏯไᗘࢆ᥎㐍ࠊࡋ㒔ᕷ㒊࡚࠸࠾㞟ྜఫ

Ꮿࡢᛴ㏿࡞Ⓨᒎࢆ㐙ࠋࡓࡁ࡚ࡆఫᏯࡢタィ࣭ᘓタࡣᾏእࡢᙳ㡪ࠊࡅཷࢆఫ

Ꮿࡢ㛫ྲ୍ྀࡀࡾᒙከ✀ከᵝࠊࡾ࠾࡚ࡗ࡞ᒃఫ⪅ࡢ⏕άᵝᘧࡢኚࡶぢࡽ

᰾ᐙࠊࡿ࠸࡚ࡋኚ࠺ࡼࡢࡀࡾ㛫ྲྀࡢရఫᏯၟࡓࢀࡉ㏆௦ࠋࡓࢀ

᪘ࡾࡼ⏕άᵝᘧ࠺ࡼࡢࡀኚ᳨࡚࠸ࡘࡿ࠸࡚ࡋウࡿࡍᚲせࡀ

ࠋࡿ࠼⪄ࡿ࠶
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����ᖺிࡢ㧗ᒙఫᏯࡢ㛫ྲྀࡾ

����ᖺ௦ୖᾏࡢ㧗ᒙఫᏯࡢ㛫ྲྀࡾ

����ᖺ௦ᮎᮇ୰ᒙఫᏯࡢ㛫ྲྀࡾ

����ᖺ௦๓ࡢఫᏯᅋᆅ

����ᖺ௦ࡢிᜠ῭㔛ᅋᆅ ிᜠ῭㔛ᅋᆅࡢ㓄⨨ᅗ

ᅗ�Ѹࠉ������ᖺࠥ����ᖺࡢ୰ᅜ㞟ྜఫᏯࡢ㛫ྲྀࡾὀ��㸧

ᅗ�Ѹ���ࠉ��ᖺࠥ����ᖺ㞟ྜఫᏯᅋᆅࡢኚὀ��㸧



ᚩ≉⛬Ⓨᒎ㐣ࡢ㞟ྜఫᏯࡿࡅ࠾୰ᅜࠉ❶�➨

ኚࡢබ᭷ఫᏯࡽఏ⤫ఫᏯࡢ୰ᅜࠉ���⾲

ఫᏯࡢ✀㢮 ఏ⤫ఫᏯ ィ⏬⤒῭ไᗘୗࡢබ᭷ఫᏯ

≉ᚩ ᅵᴥ ᅄྜ㝔 㔛ᘝఫᏯ ⤒῭ᅇᮇࡢఫᏯ ㌍㐍ㄪᩚᮇࡢఫᏯ ᩥ㠉ᮇࡢఫᏯ ఫᏯไᗘᨵ㠉ᮇࡢఫᏯ

ᘓタᮇ ��ୡ⣖ࠥ��ୡ⣖
����ᖺ๓୰ᅜࠋࡓ⌧௦⾲ࡿ࡞
ிᅄྜ㝔ࡣṤ����ᖺࠥ����ᖺ㸦Ύ

௦ࠊẸᅜᮇ㸧ᘓタࡓࢀࡉ
��ୡ⣖��ᖺ௦ࠥ����ᖺᘓᅜᘓタࡓࢀࡉ ����ᖺࠥ����ᖺ ����ᖺࠥ����ᖺ ����ᖺࠥ����ᖺ ����ᖺࠥ����ᖺ

㢮ᆺ ከᒙ✚ᒙఫᏯ㸦�ᒙࠥ�ᒙࡀࡢከ࠸㸧
ᖹᒇ�㝵ᘓ࡚ࠊࡀࡿ࠶ࡀிᅄྜ㝔

ࡿ࠶ᖹᒇ࡛Ṥࡣ
ከᒙ✚ᒙఫᏯ㸦�ᒙࠥ�ᒙࡀࡢከ࠸㸧 ከᒙ✚ᒙఫᏯ㸦�ᒙ௨ୗ㸧 ከᒙ✚ᒙఫᏯ㸦�ᒙ௨ୗ㸧 ከᒙ࣭㧗ᒙఫᏯ ከᒙ࣭㧗ᒙఫᏯ

ศᕸ ⚟ᘓ┬
୰ᅜᅵ㸦ிᅄྜ㝔ࡀ௦⾲ࡗ࡞

㸧ࡿ࠸࡚
ኳὠୖࡸᾏ➼ࡢ⛒⏺ᆅ༊㸦ୖᾏ㔛ᘝఫᏯࡀ௦⾲ࡗ࡞

㸧ࡿ࠸࡚
୰ᅜᅵࡢ㒔ᕷ㒊ᘓタࡓࢀࡉ

ᒃఫ⪅ ᇶᮏⓗྠࡣጣྠ᪘ࡢேࠎ ከୡᖏᐙ᪘ ከୡᖏᐙ᪘࣭᰾ᐙ᪘ ከୡᖏᐙ᪘࣭᰾ᐙ᪘ ከୡᖏᐙ᪘࣭᰾ᐙ᪘ ከୡᖏᐙ᪘࣭᰾ᐙ᪘ ᰾ᐙ᪘

ᵓ㐀ᵝᘧ
ᇶ♏ࠊ▼ࡣእቨࡣཌ࠸ᅵቨࠊෆ㒊ᵓ㐀

ࡿ࠶࡛⎰ࡣᒇ᰿ࠊᮌ㐀ࡣ
እቨࠊ⎰↢ࡣෆ㒊ᵓ㐀ࡣᮌ㐀ࠊᒇ᰿ࡣ

ࡿ࠶࡛⎰
እቨ⎰↢ࡣ▼㐀ࠊෆ㒊ࡣᮌ㐀ࠊᒇ᰿ࡿ࠶࡛⎰ࡣ ↢⎰ᵓ㐀 ↢⎰ᵓ㐀࣭5&ᵓ㐀 ↢⎰࣭5&ᵓ㐀 ↢⎰࣭5&ᵓ㐀㸦5ࡣ&ᵓ㐀㸧

ఫᲷࡢᙧ ᙧࠊ᪉ᙧ➼ 㛗᪉ᙧࠊṇ᪉ᙧ 㛗᪉ᙧࠊṇ᪉ᙧ 㛗᪉ᙧ 㛗᪉ᙧ 㛗᪉ᙧ 㛗᪉ᙧ࣭␗ᙧ

ᖹ㠃ᅗ

ࠉ

ᖹ㠃ᵓᡂ

࣭ᕥྑᑐ⛠ࠊ㛢㙐ᆺ
࣭୰ᚰ㒊ࡀ᐀ᘁ୰ᗞࡢ࡞බⓗ✵㛫
࣭�㝵ࡣබⓗ✵㛫ࠊ�㝵௨ୖࡣᐷᐊ
࣭ྛ㒊ᒇࡢᶵ⬟ࡀ᫂☜࡛ࡿ࠶

࣭ᕥྑᑐ⛠ࠊ㛢㙐ᆺ
࣭୰ᚰ㒊ࡣ୰ᗞ

୍࣭᫂ᬯᆺࡢ㓄⨨ᵝᘧ
࣭ྛ㒊ᒇࡢᶵ⬟ࡀ᫂☜࡛ࡿ࠶

ࡿ࠸࡚ࢀࡉ㛤ᨺẚ㍑ⓗࠊ⛠ᕥྑᑐࡰ࣭
࣭୰ᚰ㒊ࡣ୰ᗞ

࣭�㝵ࡣබⓗ✵㛫ࠊ�㝵௨ୖࡣᐷᐊ
࣭ྛ㒊ᒇࡢᶵ⬟ࡀᮍศ࡛ࡿ࠶

࣭ᗯୗ㐃⤖ᆺ
࣭ྛ㒊ᒇࡢᶵ⬟ࡀᮍศ

ࡿ࠶࡛

࣭ᗯୗ㐃⤖ᆺ
࣭ྛ㒊ᒇࡢᶵ⬟ࡀᮍศ࡛ࡿ࠶

࣭ᗯୗ㐃⤖ᆺᒃ㛫㐃⤖ᆺࡢ୰㛫⨨࠼⪄
ࡿࢀࡽ

࣭ྛ㒊ᒇࡢᶵ⬟ศࡀ㐍ࡿ࠸࡛ࢇ

࣭ᒃ㛫㐃⤖ᆺ
࣭ྛ㒊ᒇࡢᶵ⬟ࡀ᫂☜࡛ࡿ࠶

බⓗ✵㛫ࡢ
≉ᚩ

࣭ෙ፧ⴿ⚍ࡢሙ࡚ࡋࡿࢀࢃ
࣭᪥ᖖ⏕άࡢሙ࡚ࡋࡿࢀࢃ

࣭ෙ፧ⴿ⚍ࡢሙ࡚ࡋࡿࢀࢃ
࣭᪥ᖖ⏕άࡢሙ࡚ࡋࡿࢀࢃ

࣭᪥ᖖ⏕άࡢሙ࡚ࡋࡿࢀࢃ ࣭ᐊෆື⥺ࡢ㐃⤖ ࣭ᐊෆື⥺ࡢ㐃⤖
࣭ᐊෆື⥺ࡢ㐃⤖

࣭㣗✵㛫࡚ࡋࡓࢀࢃ
࣭⣡✵㛫ࡓࢀ⌧ࡀ

࣭ᐊෆື⥺ࡢ㐃⤖
࣭㣗✵㛫࡚ࡋࡓࢀࢃ
࣭ᒃ㛫✵㛫࡚ࡋࡓࢀࢃ

࣭⣡✵㛫ࡓࢀ⌧ࡀ

බ⚾ศ㞳
බ⚾ศ㞳ࡀ᫂☜✵㛫ᵓ㐀ᫎࢀࡉ

ࡿ࠸࡚
බ⚾ศ㞳ࡀ᫂☜✵㛫ᵓ㐀ᫎࡉ

ࡿ࠸࡚ࢀ
බ⚾ศ㞳ࡀ᫂☜✵㛫ᵓ㐀ᫎࡿ࠸࡚ࢀࡉ බ⚾ศ㞳ࡓࡗ࡞࠸࡚ࢀࡉ බ⚾ศ㞳ࡓࡗ࡞࠸࡚ࢀࡉ

බ⚾ศ㞳ࡀ㓄៖ࠊࡀࡓ࠸࡚ࢀࡉ✵㛫ୖࡣ᫂☜
ࡓࡗ࡞࠸ࡓࢀࡉᫎ

බ⚾ศ㞳ࡀᫎࡿ࠸࡚ࢀࡉ

㣗ᐷศ㞳
㣗ᐷศ㞳ࡀ᫂☜✵㛫ᵓ㐀ᫎࢀࡉ

ࡿ࠸࡚
㣗ᐷศ㞳ࡀ᫂☜✵㛫ᵓ㐀ᫎࡉ

ࡿ࠸࡚ࢀ
㣗ᐷศ㞳ࡀ᫂☜✵㛫ᵓ㐀ᫎࡿ࠸࡚ࢀࡉ

㣗ᐷศ㞳ࡀᫎ࡞࠸࡚ࢀࡉ
ࡓࡗ

㣗ᐷศ㞳ࡀᫎࡓࡗ࡞࠸࡚ࢀࡉ
㣗ᐷศ㞳ࡀ㓄៖ࠊࡀࡓ࠸࡚ࢀࡉ✵㛫ୖࡣ᫂☜

ࡓࡗ࡞࠸ࡓࢀࡉᫎ
㣗ᐷศ㞳ࡀᫎࡿ࠸࡚ࢀࡉ

⚟ᘓ┬ᡂᴥ㸦����ᖺ㸧 ிᕷࡢᅄྜ㝔㸦��ୡ⣖㸧 ୖᾏᕷࡢ⯆ோ㔛ࡢ㔛ᘝఫᏯ㸦����ᖺ㸧 ிᕷᖾ⚟ᮧ㸦����ᖺ㸧 ிᕷΎ⳹��බᐯ㸦����ᖺ㸧 ிᕷᑠுᗇఫᏯ㸦����ᖺ㸧 ிᕷ୰ᒙఫᏯ㸦����ᖺ㸧
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ᚩ≉ࡢ㞟ྜఫᏯไᗘࡢ௦୰ᅜ⌧ࠉ���

ẚ㍑ࡢබඹ㈤㈚ఫᏯไᗘࡢ᪥ᮏࠉ�����

��ࠊࡣ�᪥ᮏ࡛ࠉ��ᖺ௦බඹ㈤㈚ఫᏯไᗘ࡚ࡋබႠఫᏯࠊఫᏯබᅋࠊఫ

Ꮿ㔠⼥බᗜࡢࡘ୕ࡢἲไᗘ࡚ࡗࡼᒎ㛤ࡢࢀࡒࢀࡑࠋࡓࡁ࡚ࢀࡉ౪⤥ᑐ㇟

୰ὶ㝵ᒙࡢ㒔ᕷࡀఫᏯබᅋࠊࡅపᡤᚓᒙྥࡀබႠఫᏯࠊࡣ࡚࠸ࡘ

ࡢࡇࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞ᐙᨭࡕᣢࡢࡅ୰㧗ᡤᚓᒙྥࡀఫᏯ㔠⼥බᗜࠊࡅྥ

��ࠊࡣබඹ㈤㈚ఫᏯไᗘࡢ᪥ᮏ࡞࠺ࡼ��ᖺࠕබႠఫᏯἲࠖ㸦��ᖺἲᚊ

➨���ྕ㸧ࡢᐇࡽ��ᅇࡢἲᨵṇࢆ⤒࡚⌧ᅾ࡚ࡋࡑࠋࡿ࠸࡚ࡗ⮳ఫᏯᨻ

බ࠸ࡋ᪂ࠊࡶ࡞⤌ᨵࡸᑠ⦰ࡢබႠ࣭බᅋ࣭බᗜࠊࡾࡼኚࡢ⟇

ඹ㈤㈚ఫᏯࡀฟ࡚ࠋࡓࡁࡤ࠼Ẹ㛫ࡢᅵᆅ࡛බⓗ㈨㔠ࡢຓ࡚ࡅཷࢆᘓ࡚

㧗㱋ࡧཬࠊᐃඃⰋ㈤㈚ఫᏯ≉࠺⾜ࢆᐙ㈤⿵ຓ⪅ධᒃࡣ㈤㈚ఫᏯࡓࢀࡽ

⏦ධᒃࡣබඹ㈤㈚ఫᏯࡢ᪥ᮏࠋࡿ࠸࡚ࢀࡲྵࡀ࡞㈤㈚ఫᏯࡓࡋ㓄៖⪅

ㄳ⪅ࡢᡤᚓ≧ἣࡀධᒃࡢ㈨᱁せ௳ࠊ≉ࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞බႠఫᏯࡣపᡤᚓ

ᒙྥࠊࡾ࠾࡚ࡅᐙ㈤ࡀධᒃ⪅ࡢᐙ᪘ဨࡢᡤᚓࡸఫᡞ㠃✚➼࡚ࡗࡼᵝࠎ

ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉタᐃࡀไ㝈࡞

᪥ᮏ࡞࠺ࡼࡢࡇࠋࡓࡋ♧���⾲ࢆᚩ≉ࡢࡈ㢮✀ࡢබඹ㈤㈚ఫᏯࡢ᪥ᮏࠉ

ಖࡢ୰ᅜࠊ࡛ࡇࡿࡍ⪄ཧࢆ㐠Ⴀไᗘ࣭⌮⟶ࡢබඹ㈤㈚ఫᏯ࡞ඛ㥑ⓗࡢ

㞀ᛶఫᏯไᗘᩚࡢഛຠᯝ᳨ࡢウ♧၀ࢆࠋࡿࢀࡽ࠼⪄ࡿ࠼�

බႠఫᏯ
85㈤㈚ఫᏯ

㸦ᪧබᅋఫᏯ㸧

≉ᐃඃⰋ㈤㈚ఫᏯ࣭

≉ᐃබඹ㈤㈚ఫᏯ
බ♫㈤㈚ఫᏯ 㧗㱋⪅ྥࡅඃⰋ㈤㈚ఫᏯ

㢮ᆺ ㈤㈚ᆺ ㈤㈚ᆺ ㈤㈚ᆺ ㈤㈚ᆺ ㈤㈚ᆺ

ᴗయ ᆅ᪉බඹᅋయ ⊂❧⾜ᨻἲே㒔ᕷ⏕ᶵᵓ
Ẹ㛫㸦ᅜࡸ┴࣭ᕷࡽ
⿵ຓࡿ࠸࡚ࡅཷࢆ㸧

ఫᏯ౪⤥බ♫ Ẹ㛫

౪⤥ᑐ㇟ పᡤᚓᒙ 㒔ᕷࡢ୰㛫ᡤᚓᒙ ୰㧗ᡤᚓᒙ ୍ᐃ௨ୖࡢᡤᚓࢆᣢࡘᒙ ��ṓ௨ୖࡢ㧗㱋⪅

ᐙ㈤タᐃ Ᏻ࠸ ୍⯡㈤㈚ࡌྠ ࠸Ᏻࡸࡸ ୍⯡㈤㈚ࡌྠ ࠸Ᏻࡸࡸ

⏦ㄳ᮲௳
ධୖࡢ㝈ࡀỴ
ࡿ࠸࡚ࢀࡽࡵ

ධࡢୗ㝈ࠊࢀࡽࡵࡁࡀಖ
ドேせ

ධᒃᮇ㛫࣭ධࡾࡼ

⿵ຓ㢠ኚ

ධࡢୗ㝈ࠊࢀࡽࡵࡁࡀ
ಖドேせ

⏦ㄳ⪅ࡢᖺ㱋ࡢ࡞᮲௳ࡀᐃ
ࡿ࠸࡚ࢀࡽࡵ

ᚩ≉㢮ᆺࡢබඹ㈤㈚ఫᏯࡢ᪥ᮏࠉ���⾲
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ಖ㞀ᛶఫᏯไᗘရఫᏯไᗘၟࠉ�����

ࠊࡾࡼ㌿ࡢᕷሙ⤒῭ไᗘࡽ⤒῭ไᗘ♫1980ᖺ௦ࠊࡣ୰ᅜ࡛ࠉ

ᚑ᮶ࡢᅜᐙ࣭ᅜ᭷ᴗࡀᡤ᭷ࡿࡍఫᏯไᗘࡽಶே⚾᭷ࡢ᪂࡞ࡓఫᏯ౪

⤥ไᗘᩚࡢഛࢆ࡞ෆᐜࡿࡍఫᏯไᗘᨵ㠉ࢆ㐍1990ࠋࡓࡁ࡚ࡵᖺ௦ఫ

Ꮿၟࡢရไᗘࡀᮏ᱁ⓗᒎ㛤ࠊࡶࡿࢀࡉಖ㞀ᛶఫᏯไᗘᩚࡶഛࡉ

⤒ࡣ୰పᡤᚓᒙࠊ㉎ධࢆရఫᏯၟࡣ㧗ᡤᚓᒙࠊࡣᶆ┠ࡢࡑࠋࡓࡗ࠶ࡘࡘࢀ

῭㐺⏝ᆺఫᏯࢆ㉎ධࠊపᡤᚓᒙࡣබඹ㈤㈚ఫᏯᒃఫ࠸࡚ࡋࡇࡿࡍ

ࠊࡾ࠾࡚ࢀࡉᨵၿࡃࡁࡣࡢရఫᏯၟࡢ୰ᅜࠊࡿධ2000ᖺ௦ࠋࡿ

ఫᡞ㠃✚ࡢᣑࡸ㛫ྲྀࡢࡾከᵝࡢ࡞ഴྥࡀ㢧ⴭࠊࡀࡿ࠸࡚ࡗ࡞㒔ᕷ

㒊࡛ࡣᡤᚓ᱁ᕪࡢᛴ⃭࡞ᣑࡾࡼఫᏯศㆡ౯᱁ࡀ㧗㦐ࠊࡾ࠾࡚ࡋ୰పᡤ

ᚓᒙࡢఫᏯ౪⤥ၥ㢟ࡍࡲࡍࡲࡀ῝้࡞࠺ࡼࡢࡇࠋࡿ࠸࡚ࡋᐇែࢆ㋃ࡲ

ᨻࠊࡵࡓࡿࡍಖ☜ࢆఫᏯࡢࡅ୰పᡤᚓᒙྥࡽ1990ᖺ௦ᚋ༙ࡣ୰ᅜ࡛ࠊ࠼

⟇ᨭఫᏯ࡛ࡿ࠶ಖ㞀ᛶఫᏯࢆᥦ౪࡚ࡋࡑࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞ࡇࡿࡍ㏆ᖺࡣ

ಖ㞀ᛶఫᏯ㛵ࡿࡍἲไᗘࡀ✚ᴟⓗᩚഛࠊࢀࡉಖ㞀ᑐ㇟ୡᖏࡢ⤒῭≧ἣ

ࠋࡿ࠸࡚ࡋᥦ౪ࢆಖ㞀ᛶఫᏯ࡞ࠎᵝࠊ࡚ࡌᛂ

ရၟࡢ⯡୍ࡣᮧ�㸧⳻ࠊࡿࡍ⌮ᩚࢆ✲◊ࡿࡍ㛵ಖ㞀ᛶఫᏯไᗘࡢ୰ᅜࠉ

ఫᏯไᗘ⚟♴ఫᏯᨻ⟇ࡢ࡚ࡋ⎔୍ࡢಖ㞀ᛶఫᏯไᗘࡢయീࢆ⪃ᐹ

㜅ࠋࡿ࠸࡚ࡋࡽ᫂ࢆ➃୍ࡢఫᏯၥ㢟ࠊᅵᆅࡿࡍᅾ┤㠃⌧ࡀ୰ᅜࠊࡋ

ᖹ�㸧ࡣ⌧ᅾࡢ୰ᅜࡢఫᏯ౯᱁ᛴ㦐ࡢࡑࠊࡋ┠╔ࢆ㇟⌧ࡢせᅉ࡚ࡋࡘ୍ࡢ

ᨻᗓࡢᨻ⟇ࡸἲᚊᩚࡢഛࡿࡼつไࡢᙳ㡪ࢆศᯒࠊࡋிᕷࢆ≦⌧ࡢ㋃ࡲ

୍��㸧ࠋࡿ࠸࡚ࡋᣦࢆᚩ≉ࡢఫᒃಖ㞀ไᗘࡢࡵࡓࡢపᡤᚓ⪅ᒙࠊ࠼

��୰ᅜࡣ��ᖺ௦௨㝆ࡢ㒔ᕷఫᏯไᗘᨵ㠉ࡢ㐍ᒎࢆᢕᥱࠊࡋ⌧ᅾࡢఫᏯไᗘ

ࠊࡋࡋࠋࡿ࠸࡚ࡋウ᳨ࢆㄢ㢟ࡢఫᏯไᗘᨵ㠉ࠊ࡛ୖࡓࡋᐹ⪄ࢆࡳ⤌ᯟࡢ

࠸࡚ࢀࡉࡽ᫂ࡀ⦌⤒ࡢಖ㞀ᛶఫᏯไᗘᩚഛࡢ୰ᅜࠊࡣ࡛✲◊ࡢࡽࢀࡇ

୰ᅜಖ㞀ࡢᚋࠊࡋ⪄ཧࢆබඹ㈤㈚ఫᏯไᗘࡢ᪥ᮏࡣ✲◊ᮏ࡛ࡇࡑࠋ࠸࡞

ᛶఫᏯไᗘࡢᨵၿࠊࡵࡓࡢἲไᗘᩚഛ⦌⤒ࡢ≉ᚩࢆ⪃ᐹࠋࡃ࠸࡚ࡋ

ἣ≦ࡢ➼ᐙ᪘ᙧែࡸ‽ᡤᚓỈࡢ㇟౪⤥ᑐࠊࡣಖ㞀ᛶఫᏯࡢ୰ᅜࠊᅾ⌧ࠉ

ᛂࠕ࡚ࡌᗮ⛒ᡣࠖࠕࠊබ⛒ᡣࠖࠕࠊ⤒῭㐺⏝ఫᏯࠖ3ࡢ✀㢮ࡀぢࡓࡲࠊࢀࡽ

ಖ㞀ᛶఫᏯၟࡢ⯡୍ရఫᏯࡢ୰㛫ࠕࡣ㝈౯ᡣࠖࡶぢࡢࡽࢀࡑࠋࡿࢀࡽ

≉ᚩࡢࢀࡒࢀࡑࠋࡓࡋ♧���⾲ࢆධᒃ⪅㈨᱁ࠊࡣᗮ⛒ᡣ᭱ࡀపᡤᚓᒙྥ

࡚ࢀࡉ⤥౪ࡅ୰పᡤᚓᒙྥࡀ㐺⏝ఫᏯ῭⤒ࠊࡅపᡤᚓᒙྥࡀබ⛒ᡣࠊࡅ

㈤ࡣࡃࡁࠊࡀࡿ࠸࡚ࡗ࡞␗ࡀ௳ㄳ᮲⏦つᶍࡢఫᏯ࡚ࡗࡼᆅᇦࠋࡿ࠸

㈚ᆺศㆡᆺศࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡅᗮ⛒ᡣබ⛒ᡣࡀ㈤㈚ᆺ࡛ࠊࡾ࠶⤒

῭㐺⏝ఫᏯࡀศㆡᆺࡢࡽࢀࡑࠊࡓࡲࠋࡿ࠸࡚ࡋಖ㞀ᛶఫᏯ௨እ୰ᅜࡢ

ୖᾏࡸி➼ࡢ㒔ᕷ࡛ၟࡢ⯡୍ࠊࡣရఫᏯ⤒῭㐺⏝ఫᏯࡢ୰㛫⨨

ࡢࡾ࠶ไ㝈ࡢࡅ୰పᡤᚓᒙྥࡌྠ㐺⏝ఫᏯ῭⤒ࠋࡿ࠶ࡀ㝈౯ᡣࠖࠕࡿࡍ

ศㆡఫᏯ࡛ᩜࠊࡀࡿ࠶ᆅ౯᱁ఫᡞࡢศㆡ౯᱁ࡀᨻᗓࡾࡼᢚࡿࢀࡽ࠼



-40-

ᚩ≉⛬㐣ࡢఫᏯⓎᒎࡿࡅ࠾୰ᅜࠉ❶�➨

��

������

������

������

������

	�����


�����

������

������

�����

�������

�
��

�
�

��
�

�
��

�
�

�	
�

�
�


�
�

��
�

�
��

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

	
�

�



�
�

�
�

�
�

�
�


�

��
��

�
��

��
�

��
��

�
��

��
�

��
��

�
��

�	
�

��
�


�
��

��
�

��
��

�
��

�
�

��
��

�

�������	�

���	�

	���
������ 	���
������

ᅗࠉ����୰ᅜࡢ㒔ᕷ㒊ࡿࡅ࠾ఫᏯᘓタ≧ἣࡢኚὀ��㸧

ಖ㞀ᛶఫᏯ
㝈౯ᡣ ၟရఫᏯ

ᗮ⛒ᡣ බ⛒ᡣ ⤒῭㐺⏝ఫᏯ

㢮ᆺ ㈤㈚ᆺ ㈤㈚ᆺ ศㆡᆺ㸦ไ㝈ࡾ࠶㸧 ศㆡᆺ㸦ไ㝈ࡾ࠶㸧 ศㆡᆺ

౪⤥య ᨻᗓ ᨻᗓ ᨻᗓ Ẹ㛫㸦ᨻᗓᨭࡾ࠶㸧 Ẹ㛫

౪⤥ᑐ㇟ ᭱పᡤᚓᒙ ୰పᡤᚓᒙ ୰పᡤᚓᒙ ୰㛫ᡤᚓᒙ ୰㛫ᡤᚓᒙ௨ୖ

㌿ྰྍࡢ ྍ ྍ
ศㆡࡽ�ᖺ௨ෆ㸸ྍ

ศㆡࡽ�ᖺ௨ୖ㸸㌿ྍ⬟

ศㆡࡽ�ᖺ௨ෆ㸸ྍ
ศㆡࡽ�ᖺ௨ୖ㸸㌿ྍ⬟

㸦ไ㝈ࡾ࠶㸧
㌿ྍ⬟

ఫᏯ㔠⼥ᨻ⟇ ⿵ຓ㔠ไᗘࡾ࠶ ⿵ຓ㔠ไᗘࡾ࠶ ఫᏯබඹ✚❧㔠ࡢ⏝ྍࡀ⬟ ఫᏯබඹ✚❧㔠ࡢ⏝ྍࡀ⬟ ఫᏯබඹ✚❧㔠ࡢ⏝ྍࡀ⬟

ᚩ≉㢮ᆺࡢ㞟ྜఫᏯࡢ୰ᅜࠉ���⾲

⌧ࡀࡢ࠸࡞࠸࡚ࡋᐇࡋ㒔ᕷࡣ㝈౯ᡣࠖไᗘࠕࠋࡿ࠶ᚩⓗ࡛≉ࡀࡳ⤌

ᇶᮏⓗࠊࡾࡼࡇࡿࡍㄆ㆑✀୍ࡢಖ㞀ᛶఫᏯࠊ࠺࠸ཝᐦࠊࡾ࠶࡛≦

ᒓᛶၟࡣရఫᏯࠋࡿࢀࡽ࠼⪄

1980ࡣ✚ఫᏯ❹ᕤ㠃ࡿࡅ࠾㒔ᕷ㒊ࡢ୰ᅜࠊ࠺ࡼࡍ♧����ᅗࠊࡓࡲࠉ
ᖺ௦ࡽቑຍ1994ࠊࡾ࠶ࡘࡘࡋᖺၟရఫᏯࡢᛴ⃭࡞ቑຍࡶぢࠋࡓࢀࡽ

㒔ᕷ㒊࡛ࡣᨻᗓࡿࡼᘓタࡓࢀࡉබⓗ࡞ఫᏯ୍ࡀᐃ⛬ᗘ⥅⥆ࠊࡀࡿ࠸࡚ࡋ

㏆ᖺࠊࡣ୰పᡤᚓᒙࡢࡵࡓಖ㞀ᛶఫᏯࢆ୰ᚰ౪⤥ࡿࡍഴྥ2008ࠋࡿ࠶ࡀ
ᖺ௨๓ࡣಖ㞀ᛶఫᏯࡢᘓタࡀᑡ2009ࠊࡀ࠸࡞ᖺࡣ୰ᅜࡢಖ㞀ᛶఫᏯࡣ

250ᡞ౪⤥ࠊࡋ౪⤥㠃✚ࡣ⣙1.5൨ᖹ⡿2010ࠊᖺࡣ᪂370ࡓᡞ

౪⤥ࠊࡋ౪⤥㠃✚ࡣ⣙2൨ᖹ⡿࡛ࠋࡿ࠶
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ഛᩚࡢἲไᗘࡿࡍ㛵ಖ㞀ᛶఫᏯࠉ�����

㒔ᕷ㒊୰పᡤࠊࡶ㐍ᒎࡢ⟇ရఫᏯᨻၟࡢࡽ1990ᖺ௦ࡣ୰ᅜ࡛ࠉ

ᚓᒙࡢఫᏯ㞴ࢆゎᾘࠊࡵࡓࡿࡍಖ㞀ᛶఫᏯ㛵ࡿࡍἲไᗘᩚࡀഛࡘࡘࢀࡉ

ࡢᅜົ㝔㛵ன῝ᇛ㙠ఫᡣไᗘᨵ㠉ࠕࡢ1994ᖺࠊ࠺ࡼࡍ♧���⾲ࠋࡿ࠶

Ỵᐃࠖ㸦ᅜⓎ[1994]43ྕ㸧ࡢබᕸ1➨ࠋࡿࢀࡽ࠼⪄ࡓࡗ࡞⥴➃ࡀ᮲2㡯
ᑐࢆ㧗ᡤᚓୡᖏ㐺⏝ఫᏯไᗘ῭⤒ࡿࡍ㇟౪⤥ᑐࢆ୰పᡤᚓୡᖏࠊࡣ࡛

⯡୍ࡣḢ⡿࡛ࡸ᪥ᮏࡣ2᮲࡛➨ࠊࡋഛᩚࢆ౪⤥యไࡢရఫᏯไᗘၟࡿࡍ㇟

ⓗࡿ࠸࡚ࡗ࡞ఫᏯ㔠⼥ไᗘࡓࡗ࠸ఫᏯබඹ✚❧㔠ไᗘࡢᬑཬ᥎㐍ࢆ

┠ᶆࠋࡿ࠸࡚ࡋ

ᅜົ㝔㛵ன㐍୍Ṍ῝ᇛ㙠ఫᡣไᗘᨵ㠉ຍᛌఫᡣᘓタࠕࡢ1998ᖺࠊࡓࡲࠉ

ᗮࡢ㈤㈚ᆺࡢࡅపᡤᚓᒙྥ᭱ࠊࡣ㏻▱ࠖ㸦ᅜⓎ[1998]23ྕ㸧➨3᮲7㡯࡛ࡢ

⛒ᡣࠊ୰పᡤᚓᒙྥࡢࡅศㆡᆺࡢ⤒῭㐺⏝ఫᏯࠊཬၟࡧရఫᏯไᗘࢃྜ

ࡣ3᮲8㡯࡛➨ࡽࡉࠋࡓࡆୖࡾྲྀ࡚ࡵึࢆᵓ⠏ࡢఫᏯ౪⤥ไᗘ࠸ࡋ᪂ࠊࡏ

ᙜ⤒῭㐺⏝ఫᏯࡢィ⏬࣭ᘓタࡶ᭱ࢆ㔜どࠋࡿ࠸࡚ࡋࡇࡿࡍ

ⱝᖸពぢࠖ㸦ᅜⓎࡢᅜົ㝔㛵னゎỴᇛᕷపධᐙᗞఫᡣᅔ㞴ࠕᖺ 2007ࠉ

[2007]24ྕ㸧ࢆබᕸࠊࡋఫᏯ⏘ᴗࡢᕷሙጤࡓࡡᨻ⟇࡚ࡗࡼఫᏯࡢ㝵

ᒙࡓࡗ࡞้῝ࡀၥ㢟ࢆゎỴࠊࡵࡓࡿࡍᨻᗓࡿࡼබⓗධࢆቑࠊࡋࡸ

ಖ㞀ᛶఫᏯࡢ┤᥋౪⤥㌿ࠊ࡚ࡋࡑࠋࡓࡋ୰పᡤᚓ⪅ᑐ࡚ࡋᵝ࡞ࠎఫ

Ꮿࡢᥦ౪ࡸ⿵ຓ㔠ไᗘ➼ᩚࢆഛ࣮ࣃࢵࣟ࣋ࢹࠊࡋᘓタᴗ⪅ᑐ࡚ࡋᅵᆅ

⏝ᶒࡢㆡΏࡸ⛯㔠㠃➼ࡢඃ㐝ᨻ⟇ࡀไᐃࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉ

㢮✀୕ࡢබ⛒ᡣࠊ㐺⏝ఫᏯ῭⤒ࠊᗮ⛒ᡣࡣಖ㞀ᛶఫᏯࡢ୰ᅜࠊᅾ⌧ࠉ

ᗮ౯ࠊࡿࡍᴫほࢆഛ≧ἣᩚࡢἲไᗘࡿࡍ㛵㐃ࢀࡒࢀࡑࠋࡿ࠸࡚ࡋᣦࢆ

㈤㈚ఫᏯࡿࡍᗮ⛒ᡣไᗘ1999ࡣᖺࠕᇛ㙠ᗮ⛒ఫᡣ⟶⌮ᘚἲࠖ㸦ᘓタ㒊

௧➨70ྕ࣭2004.3.1ᗫṆ㸧ࡾࡼไᐃࠊࢀࡉᨻᗓࡢᙺ᭱పᡤᚓᒙࢆ౪

⤥ᑐ㇟ࡀࡇࡿࡍつᐃ2004ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉᖺไᐃࠕࡓࢀࡉᇛ㙠᭱పධ

ᐙᗞᗮ⛒ఫᡣ⟶⌮ᘚἲࠖ㸦ᘓタ㒊ࠊ㈈ᨻ㒊௧➨120ྕ࣭2007.12.1ᗫṆ㸧

ࡉไ㝈㸴௨ୗࡢ✚ఫᡞᖹᆒ㠃ࡢᆅ⌧ࡀつᶍࡢᗮ⛒ᡣࠊ࡚⤒ࢆಟṇࡣ࡛

࡞ࢆᐙ㈤⿵ຓไᗘ࡞ࡓ᪂ࠊࡾࡼࡇࡿࡍ⤥౪ࢆ᥋ᗮ⛒ᡣ┤ࡀᨻᗓࠊࢀ

ᨭᨻ⟇࡚ࡋつᐃࡢࡑࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉ⿵ຓ㔠ࡣᨻᗓࡢண⟬ཬఫᏯබඹ✚❧

㔠ࡢࡽ┈࡛ᵓᡂࠊࡋᗮ⛒ᡣࡣ㧗㱋⪅ࡸ㞀ᐖ⪅ୡᖏࢆඃඛ౪⤥ᑐ㇟ࡍ

ࡢ75.9㸣ࡢᅜࡣ2005ᖺᮎࡀᗮ⛒ᡣಖ㞀ไᗘࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉつᐃࡀࡇࡿ

㒔ᕷᑟධࠊࡀࡓࡋᗮ⛒ᡣᘓタࡢ㐜ࡸࢀ⿵ຓ㔠㊊➼ࡢၥ㢟ࠊ࡚ࡗࡼᨭ

ࡓࡅཷࢆୡᖏࡀᑡࡓࡗ࡞ὀ��㸧ࠋ

ࠊࡣᇛ㙠ᗮ⛒ఫᡣ⛒㔠⟶⌮ᘚἲࠖ㸦Ⓨᨵ౯᱁[2005]405ྕ㸧࡛ࠕࡢ2005ᖺࠉ

ᗮ⛒ᡣࡢᐙ㈤᭱ࡣపᡤᚓᒙࡢධࢆࡇࡿࡎ‽つᐃࠊࡀࡿ࠸࡚ࡋලయⓗ

ᗮࠕࡓࡋබᕸ2004ᖺࡣ2007ᖺࠊ᪉୍ࠋ࠸࡞࠸࡚ࢀࡽࡵᐃࡀタᐃ᪉ἲ࡞

⛒ఫᡣ⟶⌮ᘚἲࠖࢆಟṇࠕࠊࡋᗮ⛒ఫᡣಖ㞀ᘚἲࠖ㸦ᘓタ㒊௧➨162ྕ㸧ࢆ
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ἲ௧ࡢศ㢮 ⾜ᮇ ୰ᅜࡢಖ㞀ᛶఫᏯ㛵ࡿࡍἲ௧

ಖ㞀ᛶఫᏯ
㛵ࡿࡍἲ௧

��������� ᅜົ㝔㛵ன῝ᇛ㙠ఫᡣไᗘᨵ㠉ࡢỴᐃ㸦ᅜⓎ>����@��ྕ㸧

�������� ᅜົ㝔㛵ன㐍୍Ṍ῝ᇛ㙠ఫᡣไᗘᨵ㠉ຍᛌఫᡣᘓタࡢ㏻▱㸦ᅜⓎ>����@��ྕ㸧

�������� ᅜົ㝔㛵னゎỴᇛᕷపධᐙᗞఫᡣᅔ㞴ࡢⱝᖸពぢ㸦ᅜⓎ>����@��ྕ㸧

⤒῭㐺⏝ఫᏯ
ἲ௧ࡿࡍ㛵

���������� ᇛ㙠⤒῭㐺⏝ఫᡣᘓタ⟶⌮ᘚἲ㸦ᘓᡣ>����@➨���ྕ㸧

��������� ᅜᐙᏳᒃᕤ⛬ᐇ᪉㸦ᅜᘚⓎ>����@➨�ྕ㸧

�������� ᕬ㉎බ᭷ఫᡣ⤒῭㐺⏝ᡣୖᕷฟ၎⟶⌮ᬻ⾜ᘚἲ㸦ᘓタ㒊௧➨��ྕ㸧

�������� ⤒῭㐺⏝ఫᡣ౯᱁⟶⌮ἲ㸦ィ౯᱁>����@����ྕ㸧

���������� ⤒῭㐺⏝ఫᡣ⟶⌮ᘚἲ㸦ᘓఫᡣ>����@��ྕ㸧㸦����������ᗫṆ㸧

���������� ⤒῭㐺⏝ఫᡣ⟶⌮ᘚἲ㸦ᘓఫᡣ>����@���ྕ㸧

ᗮ౯㈤㈚ఫᏯ
㸦ᗮ⛒ᡣ㸧
㛵ࡿࡍἲ௧

�������� ᇛ㙠ᗮ⛒ఫᡣ⟶⌮ᘚἲ㸦ᘓタ㒊௧➨��ྕ㸧㸦��������ᗫṆ㸧

�������� ᇛ㙠᭱పධᐙᗞᗮ⛒ఫᡣ⟶⌮ᘚἲ㸦ᘓタ㒊ࠊ㈈ᨻ㒊௧➨���ྕ㸧㸦���������ᗫṆ㸧

�������� ᇛ㙠ᗮ⛒ఫᡣ⛒㔠⟶⌮ᘚἲ㸦Ⓨᨵ౯᱁>����@���ྕ㸧

��������� ᗮ⛒ఫᡣಖ㞀ᘚἲ㸦ᘓタ㒊௧➨���ྕ㸧

�������� ᗮ⛒ఫᡣಖ㞀㈨㔠⟶⌮ᘚἲ㸦㈈⥲>����@��ྕ㸧

බඹ㈤㈚ఫᏯ
㸦බ⛒ᡣ㸧
㛵ࡿࡍἲ௧

�������� 㛵னຍᛌⓎᒎබඹ⛒㈤ఫᡣࡢᣦᑟពぢ㸦ᘓಖ>����@��ྕ㸧

��������� බඹ⛒㈤ఫᡣ⟶⌮ᘚἲ㸦ఫᡣᇛ㒓ᘓタ㒊௧➨��ྕ㸧

ᡂ㒔ᕷࡢἲ௧

�������� ᡂ㒔ᕷᇛᕷබඹఫᡣไᗘᐇ᪉㸦ヨ⾜㸧㸦ᡂᗓⓎ>����@��ྕ㸧

�������� ᡂ㒔ᕷ⤒῭㐺⏝ఫᡣ㈍⟶⌮ᐇ⣽๎㸦ᡂᗓⓎ>����@��ྕ㸧

�������� ᡂ㒔ᕷᇛᕷබඹಖ㞀ఫᡣ⛒㈤⟶⌮ᐇᬻ⾜ᘚἲ㸦ᡂᡣᘚ>����@���ྕ㸧

��������� ᡂ㒔ᕷಖ㞀ᛶఫᡣ≀ᴗ⟶⌮ᘚἲ㸦ᡂᡣⓎ>����@��ྕ㸧

��������� ᡂ㒔ᕷேẸᨻᗓ㛵னⓎᒎබඹ⛒㈤ఫᡣఫᡣࡢᐇពぢ㸦ᡂᗓⓎ>����@��ྕ㸧㸦���������ᗫṆ㸧

��������
ᡂ㒔ᕷ㝈౯ၟရఫᡣ㈍つ๎㸦ᡂᡣⓎ>����@��ྕ㸧
ᡂ㒔ᕷ୰ᚰᇛᕷ㝈౯ၟရఫᡣ⏦ㄳ࣭ᑂ᰾࣭㓄၎ཬ┘╩⟶⌮ᬻ⾜ᘚἲ㸦ᡂᡣⓎ>����@��ྕ㸧

�������� ᡂ㒔ᕷබඹ⛒㈤ఫᡣ㞟యྜ⛒⟶⌮ᬻ⾜ᘚἲ㸦ᡂᡣⓎ>����@���ྕ㸧㸦��������ᗫṆ㸧

�������� ᡂ㒔ᕷ୰ᚰᇛ༊ಖ㞀ᛶఫᡣᬻ⾜ᘚἲ㸦ᡂᡣⓎ>����@���ྕ㸧㸦��������ᗫṆ㸧

ഛᩚࡢಖ㞀ᛶఫᏯἲไᗘࡿࡅ࠾୰ᅜࠉ���⾲
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ᐇࠋࡓࡋᗮ⛒ᡣไᗘࡢᚲせᛶ࣭᭷ຠᛶࡀㄆࡢ≦⌧ࠊࢀࡽࡵపᐙ㈤ఫᏯࡢ

㊊ࢆ㋃ࠊ࠼ࡲᗮ⛒ᡣࡢ᪂つᘓタࡢቑຍࠋࡿ࠸࡚ࡋ❧☜ࢆ౪⤥ᑐ㇟᭱ࠊࡣ

పᡤᚓᒙࡽపᡤᚓᒙᗈࠋࡓࡋࡇࡿࡆᆅᇦ࡚ࡗࡼᡤᚓỈ‽ࡀ

ᇶᮏ᮲ࡣつᐃ࡞ヲ⣽ࡢ࡚࠸ࡘ㇟౪⤥ᑐࡢᗮ⛒ᡣࠊࡾ࠾࡚ࡗ࡞␗ࡃࡁ

ᗮ⛒ఫࠕࡢ2008ᖺࠊࡓࡲࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉᐃࡇࡿࡵᐃࡀᆅ᪉ᨻᗓ࡚࠸࡙

ᡣಖ㞀㈨㔠⟶⌮ᘚἲࠖ㸦㈈⥲[2007]64ྕ㸧࡛ࠊࡣᗮ⛒ᡣࡢᘓタ㈨㔠ᐙ㈤⿵

ຓ㔠ࡢண⟬⏝࣭⟶⌮࡚࠸ࡘつᐃࠋࡿ࠸࡚ࡋ

⛒ᗮࡢ㈤㈚ᆺࡢࡵࡓపᡤᚓᒙࠊࡣ㐺⏝ఫᏯ῭⤒ࡿ࠶࡛ࡘ୍ࡢಖ㞀ᛶఫᏯࠉ

ᡣࠊࡾ࡞␗୰పᡤᚓᒙࡿࡼศㆡఫᏯࡢᨭࢆ┠ⓗ࠶࡛ࡢࡶࡓࡋ

ఫᏯศㆡ౯ࡢ㒔ᕷ㒊ࠊ࠸క㐍ᒎࡢရఫᏯၟࡽ1990ᖺ௦ࠊࡣ୰ᅜ࡛ࠋࡿ

᱁ࡢ㧗㦐୍ࠊࡣ㒊ࡢ୰ὶᒙᐩ⿱ᒙ௨እࡢ㝵ᒙࡢఫᏯ㉎ධࢆᅔ㞴ࡢࡶ࡞

࠸୰పᡤᚓᒙࠊ࡚ࡋ⎔୍ࡢఫᏯไᗘᨵ㠉ࠊ࠼ࡲ㋃ࢆᬒ⫼ࡢࡑࠋࡓࡏࡉ

ࡘࡘࢀࡉഛᩚࡀ㐺⏝ఫᏯไᗘ῭⤒࠺࠸ࡿࡍᥦ౪ࢆప౯᱁ศㆡఫᏯ

Ỵᐃࠖ㸦ᅜⓎ[1994]43ࡢᅜົ㝔㛵ன῝ᇛ㙠ఫᡣไᗘᨵ㠉ࠕ1994ᖺࠋࡓࡗ࠶
ྕ㸧➨25᮲ࠊࡾࡼᨻᗓࡀ⤒῭㐺⏝ఫᏯࡢᘓタࢆ✚ᴟⓗᥦၐࣟ࣋ࢹࠊࡋ

ࠋࡓ࠸࡚ࡵᐃ20㸣ࡢ✚ẖᖺ⥲ᘓタ㠃ࢆ౪⤥┠ᶆࡢ㐺⏝ఫᏯ῭⤒ࡢ࣮ࣃࢵ

ࡀഛᩚࡢ࡚࠸ࡘつไࡢㄳୡᖏ⏦ᅵᆅไᗘࡢࡵࡓ㐺⏝ఫᏯ῭⤒ࠊࡋࡋ

㐜ࠊࢀᘓタ┠ᶆ್ࡀ㐩ᡂ1994ࠊࡓࡲࠋࡓࡗ࡞࠸࡚ࡋᖺࠕᇛ㙠⤒῭㐺⏝ఫ

ᡣᘓタ⟶⌮ᘚἲࠖ㸦ᘓᡣ[1994]➨761ྕ㸧➨8᮲12➨᮲ࠊࡾࡼ⤒῭㐺⏝ఫ

Ꮿᘓタࡢ㈨㔠ㄪ㐩᪉ἲࢺࢫࢥᵓᡂ࡚࠸ࡘつᐃ1995ࠊࡋᖺࠕᅜᐙᏳᒃᕤ

⛬ᐇ᪉ࠖ㸦ᅜᘚⓎ[1995]➨6ྕ㸧ࡾࡼ⤒῭㐺⏝ఫᏯࡢᘓタ᥎㐍ィ⏬ࢆ

⟇ᐃ1999ࠋࡓࡋᖺࠕᕬ㉎බ᭷ఫᡣ⤒῭㐺⏝ᡣୖᕷฟ၎⟶⌮ᬻ⾜ᘚἲࠖ㸦

ᘓタ㒊௧➨69ྕ㸧࡛ࡣ⤒῭㐺⏝ఫᏯࡵྵࢆไ㝈ࡁᡤ᭷ᶒࡢఫᏯࡢ㌿᪉

ἲࢆつᐃ2003ࠊࡋᖺࠕ⤒῭㐺⏝ఫᡣ౯᱁⟶⌮ἲࠖ㸦ィ౯᱁[2002]2503ྕ㸧➨

6᮲ࠊࡾࡼᘓタࡢࢺࢫࢥᵓᡂ࡚࠸ࡘᨵ࡚ࡵලయⓗつᐃࡽࡉࠋࡿ࠸࡚ࡋ

ಟࡣ㐺⏝ఫᡣ⟶⌮ᘚἲࠖ㸦ᘓఫᡣ[2004]77ྕ㸧῭⤒ࠕࡓࡋᐇ2004ᖺࠊ

ṇ2007࡚⤒ࢆᖺ㸦ᘓఫᡣ[2007]258ྕ㸧බᕸ2➨ࠋࡓࡋ᮲࡛ࠊࡣ⤒῭㐺⏝ఫ

Ꮿࡀ㒔ᕷ㒊ࡢపᡤᚓୡᖏᥦ౪ࡿࡍఫᏯᨻ⟇♫ಖ㞀ࡢ㐃ᦠ࡚ࡗࡼ⚟

♴ఫᏯᐃ⩏3➨ࠊࡓࡲࠋࡓࡋ᮲ࠊࡾࡼ⤒῭㐺⏝ఫᏯᗮ⛒ᡣࡣಖ㞀ᛶఫ

Ꮿᨻ⟇ࡢ㔜せ࡞ᵓᡂせ⣲15➨࡚ࡋࡑࠋࡿࢀࡽ࠼⪄᮲ࡣ⤒῭㐺⏝ఫᏯࡢつ

ᶍࢆ⣙60ᖹ⡿つᐃ20➨ࠊࡋ᮲ࡣ⤒῭㐺⏝ఫᏯࡢᘓタࣃࢵࣟ࣋ࢹ࡚࠸ࡘ

ࠋࡿ࠸࡚ࡋつᐃ࡚࠸ࡘไ㝈ࡢᡤ᭷ᶒࡣ30᮲➨ࠊไ㝈3%ࢆ⋠┈ࡢ࣮

ศㆡᆺࡢࡅ୰పᡤᚓᒙྥᗮ⛒ᡣไᗘࡿࡍ㈤㈚ᆺఫᏯࡢࡅపᡤᚓᒙྥ

ఫᏯࡿࡍ⤒῭㐺⏝ఫᏯไᗘࡽᵓᡂࡓࢀࡉಖ㞀ᛶఫᏯไᗘᩚࡀഛࠊࢀࡉ

࠾㒔ᕷ㒊ࡢ୰ᅜࠊ࡚࠼ຍࢆศㆡᆺၟရఫᏯไᗘࡢࡅ୰㧗ᡤᚓᒙྥࡓࡲ

ಖ㞀ᛶఫ࡛ࡲࠋࡓࢀࡉᙧᡂᇶᮏⓗࡀࡳ⤌ᯟࡢఫᏯ౪⤥ไᗘ࡞ࡓ᪂ࡿࡅ

Ꮿᨻ⟇ࡢ㔜Ⅼࡿ࡞ᗮ⛒ᡣ⤒῭㐺⏝ఫᏯࡢἲไཬࡧᘓタࡢ㐍ᒎࡀぢࡽ
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ࡣ୰ᅜ࡛ࠊᅾ⌧ࡋࡋࠋࡿ࠸࡚ࢀࡽ㝈⪅ᡞ⡠ࡢᆅඖࡣ㇟౪⤥ᑐࠊࡀࡓࢀ

ᛴ㏿࡞㒔ᕷࡢ㐍ᒎࢆ⫼ᬒࠊ㎰ᮧ㒊ࡽ㒔ᕷ㒊ࡢேཱྀ㞟୰ࡀᚋࡽࡉ

୰పᡤࠊ࡚ࡗࡼቑຍࡢ⪅㠀ᆅඖᡞ⡠ࡢ㒔ᕷ㒊ࡓࡋ࠺ࡇࠊࢀࡽࡳࡴ㐍

ᚓᒙࡢఫᏯၥ㢟ࡀ῝้ࡿࡍഴྥ࡞࠺ࡼࡢࡇࠋࡿ࠶≧ἣࠊࡅཷࢆ㏆ᖺ㒔

ᕷ㒊࡛ࡣᡞ⡠ࡿࡼఫᏯᑐࡿࡍつไ⦆ࡀᑟධࡓࢀࡉಖ㞀ᛶఫᏯࡘ୍ࡢ

ࠋࡓࡗࡲጞࡀ⤥౪ࡢ㸧⛠␎බ⛒ᡣࠖࠕබඹ㈤㈚ఫᏯ㸦௨ୗ࡚ࡋ

⛒㛵னຍᛌⓎᒎබඹࠕ2010ᖺࠊࡣ࡚࠸ࡘഛᩚࡢἲไᗘࡿࡍ㛵බ⛒ᡣࠉ

㈤ఫᡣࡢᣦᑟពぢࠖ㸦ᘓಖ[2010]87ྕ㸧ࠊࡾࡼබ⛒ᡣࡢไᗘࡀ㔜どࢀࡉ

ࡢබ⛒ᡣࡣ3᮲࡛➨ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉ❧☜ࡀᨻ⟇ᨭไᗘᣑࡢ⤥౪ࠊࡾ࠾࡚

㈤㈚ዎ⣙ᮇ㛫3ࠥ5ࡀᖺไᐃ5➨ࠊࡋ᮲࡛ࡣබ⛒ᡣࡢつᶍ60ࡀᖹ⡿ᢚࡽ࠼

බඹ⛒㈤ఫᡣ⟶⌮ᘚἲࠖ㸦ఫᡣࠕࡓࢀࡉᐇ2012ᖺࠊࡓࡲࠋࡿ࠸࡚ࢀ

ᇛ㒓ᘓタ㒊௧➨11ྕ㸧࡛ࠊࡣබ⛒ᡣ࡚࠸ࡘ⏦ㄳ࣭ᑂᰝ᪉ἲࢆつᐃࠊࡋ㈤

ேࡢ࠸᪉⟶⌮᪉ἲࡀヲ⣽ᐃࠋࡿ࠸࡚ࢀࡽࡵ

ࡅ࠾㒔ᕷ㒊࡚ࡌᛂኚࡢໃ♫࡞㏿ᛴࡣᅾ୰ᅜ࡛⌧ࠊ࠺ࡼࡢࡇࠉ

ၟࡢศㆡᆺ༢ࠊࡽ1990ᖺ௦ࠊࡵࡓࡿࡍ⌧ᐇࢆఫ⏕ά࡞㇏ࡢఫẸࡿ

ရఫᏯࡢᘓタࢆᅗࡿᨻ⟇ࠊࡽ୰పᡤᚓᒙࢆᑐ㇟ࡓࡋఫ⎔ቃࡢᨵၿࢆᅗ

ࡢබ⛒ᡣ㐺⏝ఫᏯ῭⤒ࠊᗮ⛒ᡣ࡞ࡓ᪂ࠊࡾᅗࢆ㌿࡞ᮏ᱁ⓗ⟇ᨻࡿ

ಖ㞀ᛶఫᏯᨻ⟇ࡢᇶᮏࡿ࡞ไᗘࢆᵓ⠏ࡢࡑࠋࡿ࠸࡚ࡋ୰࡛ࠊࡣᨻᗓࡢᙺ

ࡀぢ┤ࠊࢀࡉ㔜せ࡞ᙺࢆᢸࢆࡇࡿ࠶ࡘࡘ࠸᫂ࠊࡋࡽ┤᥋ⓗ࡞ᐙ

㈤⿵ຓࡸఫᏯබඹ✚❧㔠ไᗘࠊఫᏯࡢ౪⤥ࡢ࡞ಖ㞀ᛶᨻ⟇ᩚࡀഛࢀࡉ

ᐇ࣭᥎㒔ᕷࡢ➼ᾏୖࡸிึ᭱ࡀಖ㞀ᛶఫᏯไᗘࡢ୰ᅜࠊࡓࡲࠋࡓ

㐍ࠊࢀࡉ㏆ᖺࡣᅜᆅ᪉㒔ᕷᗈࡿ࠸࡚ࡗࡀഴྥࠋࡿ࠶ࡀㄪᰝᑐ㇟࡚ࡋ

ᚎࡽ2006ᖺࠊࡁᇶ࡙࡞‽ᡤᚓỈࡸఫᏯつᶍࡢ⮬ྛࠊࡣᡂ㒔ᕷ࡛ࡿ࠸

ࠋࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࢆഛᩚࡢಖ㞀ᛶఫᏯไᗘࠎ



-45-

ᚩ≉⛬㐣ࡢఫᏯⓎᒎࡿࡅ࠾୰ᅜࠉ❶�➨

ᚩ≉ࡢಖ㞀ᛶఫᏯࠉ�����

ศ㢮㐺⏝ఫᏯ῭⤒ࡢศㆡᆺබ⛒ᡣࠊᗮ⛒ᡣࡢ㈤㈚ᆺࠊࡣಖ㞀ᛶఫᏯࠉ

ࢆ௳ㄳ᮲⏦ࡿࡼᆅᇦᚩ≉ࡢࡈ㢮✀ࡢಖ㞀ᛶఫᏯࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ

つࡢఫᏯࡓࡋタᐃࡀᆅ᪉ᨻᗓྛࡁᇶ࡙ᅜᐙἲᚊࠊ࠺ࡼࡓࡋ♧���⾲

ᶍࡸ⏦ㄳ᮲௳ࠊࡣ࡛ࡇࡑࠋࡿ࡞␗ࡀ࡞㈤㈚ᆺࡢᗮ⛒ᡣࠊබ⛒ᡣࠊศㆡᆺ

ࡗ⾜ࢆᐹ⪄࡚ࡆୖࡾྲྀࢆ㝈౯ᡣಖ㞀ᛶఫᏯࡿ࠸࡚ࡵྵࢆ㐺⏝ఫᏯ῭⤒ࡢ

ࠋࡓ

ᆅඖᡞ⡠ࡀ㢮✀୕ࡢ㝈౯ᡣ㐺⏝ఫᏯ῭⤒ࠊᗮ⛒ᡣࠊࡿࡳࢆ㇟౪⤥ᑐࠉ

㒔ᕷ㒊ࡽᆅ᪉ࠊࡣබ⛒ᡣࡿ࠶ࡘࡘࢀࡉ㏆ᖺᩚഛࠊࡀࡿ࠸࡚ࡅྥࡳࡢ⪅

㇟౪⤥ᑐࡶ⪅㠀ᆅඖᡞ⡠ࡿ࠸࡚ࡵ㛗ᮇ࡛Ᏻᐃⓗࠊࡕ࠺ࡢ⪅ࡓࡋఫ⛣

ᘓࡸഛᩚࡢಖ㞀ᛶఫᏯไᗘࡢࡵࡓ୰పᡤᚓୡᖏࡢእ᮶ࡶᚋࠋࡿ࠸࡚ࡋ

タࡢᣑࡀணࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉ

ࢀࡉつไࡾࡼἲᚊࠊࡾ࡞␗ရఫᏯၟࡣ౪⤥つᶍࡢಖ㞀ᛶఫᏯࠊࡓࡲࠉ

ᗮ⛒ᡣࠊࡾࡼᗮ⛒ఫᡣಖ㞀ᘚἲࠖ㸦ᘓタ㒊௧➨���ྕ㸧➨��᮲ࠕࠋࡿ࠸࡚

ࡢ㛵னຍᙉಖ㞀ᛶᏳᒃᕤ⛬⏝ᆅ⟶⌮᭷㛵ၥ㢟ࠕࠊ��ᖹ⡿௨ୗࡣ✚ఫᡞ㠃ࡢ

㏻▱ࠖ㸦ᅜᅵ㈨㟁Ⓨ>����@��ྕ㸧➨�᮲ࡾࡼබ⛒ᡣࡢఫᡞ㠃✚ࡀ��ᖹ⡿௨

ୗࠊ⤒῭㐺⏝ఫᡣ⟶⌮ᘚἲ㸦ᘓఫᡣ>����@���ྕ㸧➨��᮲ࡾࡼ⤒῭㐺⏝ఫ

Ꮿࡀ⣙��ᖹ⡿つไࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉ㝈౯ᡣࠊࡣ࡚࠸ࡘఫᡞつᶍࡀᅜᐙἲᚊ

ிࠕࡓࢀࡉிᕷ࡛ᐇࠊࡀࡿ࠶࡛≦⌧ࡀࡢ࠸࡞࠸࡚ࢀࡽࡵᐃ࡚ࡗࡼ

ᕷ㝈౯ၟရఫᡣ⟶⌮ᘚἲ㸦ヨ⾜㸧ࠖ㸦ிᨻⓎ>����@�ྕ㸧➨�᮲ࠊࡾࡼ㝈

౯ᡣࡢつᶍࡀ��ᖹ⡿ᢚୖ࡛ࡇࡑࠋࡿ࠸࡚ࢀࡽ࠼ᾏࡸᡂ㒔ᕷࡢ࡞㒔ᕷࡣ

ிᕷࡢ᮲ࢆཧ⪃ࠊࡋ㝈౯ᡣࡢつᶍࢆ��ᖹ⡿௨ୗつᐃࠋࡿ࠸࡚ࡋఫᡞ

㠃✚㛵ࡿࡍつไࠊ࡚࠸ࡘఫᏯᅔ❓⪅ࡢ⏕άᏳ♫⚟♴ᐤࡿࡍ

㐺⏝ఫ῭⤒ࠊࡀࡿ࠸࡚ࢀࡉつไࡃࡋཝࡾࡼᨻᗓࡀබ⛒ᡣᗮ⛒ᡣࡢࡵࡓ

Ꮿၟࡢ⯡୍ࡣရఫᏯࡾࡼつᶍࡀᑠࡵࡉᢚࠊࡾ࠾࡚ࢀࡽ࠼ᐙ᪘⏕άᛂࡌ

࡚ከᵝ࡞㛫ྲྀࡢࡾఫᏯࢆᥦ౪ࠋࡿ࠸࡚ࡋ

ࠊᐙ᪘ᵓᡂ࣭ᖺ㱋ࡢ⪅ㄳ⏦ࠊࡿࡳ࡚ࡳࢆ௳ㄳ᮲⏦ࡢಖ㞀ᛶఫᏯࠊ᪉୍ࠉ

⌧ᒃఫ㠃✚ᡤᚓ≧ἣࢁ࠸ࢁ࠸࡚࠸ࡘつᐃࡎࡲࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉᐙ᪘ᵓᡂ

ᖺ㱋᮲௳ࠊࡿࡳࢆᗮ⛒ᡣࡢ⏦ㄳ᮲௳㛵ࠊࡣ࡚ࡋிᕷࡣᐙ᪘ᡂဨࡀ

㞀ᐖ⪅ࡸ��ṓ௨ୖࡢ㧗㱋⪅ࡿ࠸ࡀሙྜࡀඃඛୖࠊࡾ࠾࡚ࢀࡉᾏᕷࡣᢇ㣴

ᐙ᪘ࡿ࠸ࡀᐙ᪘ୡᖏ��ṓ௨ୖࡢ༢㌟⪅ࢆᑐ㇟ࠋࡿ࠸࡚ࡋᡂ㒔ᕷࡣᇶᮏ

ⓗ�ே௨ୖࡢᐙ᪘ࡋ⏦ㄳ࡛ࠊࡀ࠸࡞ࡁ༢㌟⏦ㄳ⪅ࡢሙྜࡣᡂ㒔ᕷ᭱పᡤ

ᚓ⪅࡛ࠊࡾ࠶ዪᛶࡣ��ṓ௨ୖࠊ⏨ᛶࡣ��ṓ௨ୖࠋࡿ࠸࡚ࡋᗮ⛒ᡣࡌྠ

㈤㈚ᆺࡢබ⛒ᡣࡢᐙ᪘ࡸᖺ㱋ࡢ࡞⏦ㄳ᮲௳㛵ࠊࡣ࡚ࡋிୖᾏࡀつ

ไࠊࡀ࠸࡞࠸࡚ࡋᡂ㒔ᕷࡣᢇ㣴ᐙ᪘ࡿ࠸ࡀᐙ᪘ୡᖏᏛ༞ᴗᚋ�ᖺ௨ୖ

࡚ࡋ㛵⪅ㄳ⏦ࡢ㐺⏝ఫᏯ῭⤒ࠊࡓࡲࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉ㇟ㄳᑐ⏦ࡀ⪅༢㌟ࡢ

ࠊ⪅༢㌟⏦ㄳࡢ��ṓ௨ୖ⪅ㄳ⏦ࡢ��ṓ௨ୖࡿ࠸ࡀᢇ㣴ᐙ᪘ࡣிᕷࠊࡣ



㢮ᆺ ᐃ⩏ ᡞ⡠᮲௳ つᶍ㸦ͤ�㸧
⏦ㄳ᮲௳

ᐙ᪘࣭ᖺ㱋᮲௳ ⌧ᒃఫ㠃✚㸦ͤ�㸧 ᡤᚓ᮲௳ ഛ⪃

ಖ
㞀
ᛶ
ఫ
Ꮿ

㈤㈚ᆺ

ᗮ⛒ᡣ
㒔ᕷ㒊ఫẸࡢపᡤᚓୡᖏྥࡅ

බⓗ㈤㈚ఫᏯࡢ
ᆅඖᡞ⡠⪅ࡳࡢ

ᅜᐙつᐃ㸸��੍௨ୗ ࣭᭱పᡤᚓᒙࡢ⏦ㄳ⪅ྥࡢࡅබⓗ㈤㈚ఫᏯ ࣭ᴟ࡚ࡵᏳ࠸ᐙ㈤ࢆタᐃࡿ࠸࡚ࡋ

ி㸸��੍௨ୗ
࣭ᐙ᪘ᡂဨࡣ㞀ᐖ⪅ࡸ��ṓ௨ୖࡢ㧗㱋

ࡿࢀࡉඃඛࡀሙྜࡿ࠸ࡀ⪅
୍࣭ேᙜࡢࡾࡓᒃఫ㠃✚੍���ࡣ௨ୗ

࣭ᐙ᪘ࡢᖹᆒ᭶୍ࡣᖺ㛫㐃⥆࡚ࡋ���ඖ௨ୗ

࣭༢㌟ᐙ᪘ࡢᖺࡀ����ඖ௨ୗ㸦ᐙ᪘ࡀ�ேቑࡿ࠼

��ࠊ��ඖࢆຍ࡚࠼ィ⟬ࡿࡍ㸧

࣭ᐙ᪘⥲㈨⏘㢠ࡣ༢㌟ୡᖏ��ඖ௨ୗࠊ�ேୡᖏ��

ඖ௨ୗࠊ�ேୡᖏ��ඖ௨ୗࠊ�ேୡᖏ��ඖ௨ୗࠊ�

ே௨ୖ��ඖ௨ୗ

࣭ிᐇ㝿ᒃఫࠊࡋ�ᖺ௨ୖࡢᖖఫᡞ⡠ࢆ᭷ࡿ࠸࡚ࡋ

ୖᾏ㸸��੍௨ୗ
࣭ᐙ᪘⏦ㄳࡢሙྜࡣᢇ㣴ᐙ᪘ࡿ࠸ࡀ

࣭༢㌟⪅ࡢ⏦ㄳ⪅ࡀ��ṓ௨ୖ
୍࣭ேᙜࡢࡾࡓᒃఫ㠃✚੍�ࡣ௨ୗ

࣭༢㌟�ேୡᖏ୍ࡢேᙜࡢࡾࡓᖺࡣᖹᆒ�����ඖ

௨ୗ୍ࠊேᙜࡢࡾࡓ㈈⏘ࡣ���ඖ௨ୗ

࣭�ேୡᖏ௨ୖ୍ࡢேᙜࡢࡾࡓᖺࡣᖹᆒ�����ඖ௨

ୗ�୍ேᙜࡢࡾࡓ㈈⏘ࡣ�ඖ௨ୗ

࣭ୖᾏᕷᐇ㝿ᒃఫࠊࡋ�ᖺ௨ୖᖖఫᡞ⡠ࢆ᭷ࠊࡋ⏦ㄳᆅ

༊�ᖺ௨ୖ⥆࡚ࡅᒃఫࡿ࠸࡚ࡋ

࣭�⏦ㄳࡢ�ᖺ๓ࡽఫᏯࡢ㈍ࡸ㉗࠸࡞࠸࡚ࡗ⾜ࢆ

ᡂ㒔㸸��੍௨ୗ

࣭ᇶᮏⓗࠊࡣ�ே௨ୖࡢᐙ᪘ࡋ⏦

ㄳ࡛࠸࡞ࡁ

࣭༢㌟⏦ㄳ⪅ࡢሙྜࡣᡂ㒔ᕷ᭱పᡤ

ᚓ⪅࡛ࠊࡾ࠶ዪᛶࡣ��ṓ௨ୖࠊ⏨ᛶ

��ṓ௨ୖࡣ

୍࣭ேᙜࡢࡾࡓᒃఫ㠃✚੍��ࡣ௨ୗ
࣭ᐙ᪘ᖺࡣ���ඖ௨ୗ

࣭༢㌟⏦ㄳ⪅ࡢᖺࡣ���ඖ௨ୗ
࣭⏦ㄳ⪅ࡀᡂ㒔ᕷᡞ⡠ࢆ᭷ࡿ࠸࡚ࡋ

බ⛒ᡣ

㒔ᕷ㒊ఫẸࡢ୰పᡤᚓୡᖏࡸ

㎰ᮧ㒊ࡽฟ✌ࡂ᮶࡚ࡿ࠸

పᐙ㈤㈤㈚ఫᏯࡢࡅྥ࡞⪅

ᆅඖᡞ⡠⪅㒔ᕷ㒊
㠀ᆅඖᡞ⡠ࡿࡵ

⪅㸦᮲௳㸧

ᅜᐙつᐃ㸸��੍௨ୗ㸦੍��㸧 ࣭୰పᡤᚓᒙࡢ⏦ㄳ⪅ྥࡢࡅ㈤㈚ఫᏯ ࣭ᇶᮏⓗ࡞㈤㈚ᮇ㛫ࡣ�ᖺ㛫௨ෆᢚࡿ࠸࡚ࢀࡽ࠼

ி㸸��ࠥ��੍ ࣭つᐃ࠸࡞࠸࡚ࡋ ୍࣭ேᙜࡢࡾࡓᒃఫ㠃✚੍��ࡣ௨ୗ
୍࣭ேᙜࡢࡾࡓ᭶ࡣ����ඖ௨ୗ ࣭ிᕷࡢᖖఫᡞ⡠ࢆ᭷ࠊࡾ࠾࡚ࡋ㠀ிᡞ⡠⪅ࡢሙྜࠊࡣ

ୖᾏᕷෆ࡛Ᏻᐃࡿ࠸࡚ࡵ

ୖᾏ㸸��ࠥ��੍ ࣭つᐃ࠸࡞࠸࡚ࡋ ୍࣭ேᙜࡢࡾࡓᒃఫ㠃✚੍��ࡣ௨ୗ
࣭�ேୡᖏ௨ୗࡢᐙ᪘ᖺࡣ��ඖ௨ୗ

࣭�ேୡᖏ௨ୖࡢᐙ᪘ᖺࡣ��ඖ௨ୗ

࣭ୖᾏᕷࡢᖖఫᡞ⡠ࢆ᭷ࠋࡿ࠸࡚ࡋ㠀ୖᾏᡞ⡠⪅ࡢሙྜࠊࡣ

ୖᾏᕷෆ࡛Ᏻᐃࡿ࠸࡚ࡵ

ᡂ㒔㸸��ࠥ��੍

㸦⏦ㄳ࡛ࡿࡁఫᡞࡢつᶍࠊࡣ༢㌟⪅ྥࡅ

௨੍��ࡀࡢࡅ�ேᐙ᪘ྥࠊ௨ୗ੍��ࡀࡢ

ୗࠊ�ேᐙ᪘௨ୖྥ੍��ࡀࡢࡅ௨ୗ㸧

࣭ᐙ᪘⏦ㄳࡢሙྜࡣᢇ㣴ᐙ᪘ࡿ࠸ࡀ

࣭༢㌟⏦ㄳ⪅ࡀᏛ༞ᴗᚋ�ᖺ௨ୖ
࣭つᐃ࠸࡞࠸࡚ࡋ

࣭༢㌟⪅ࡢሙྜࡣᖺ�ඖ௨ୗ

࣭ᐙ᪘ᖺࡀ��ඖ௨ୗ

࣭ᡂ㒔ᕷࡢᖖఫᡞ⡠ࢆ᭷ࠋࡿ࠸࡚ࡋ㠀ᡂ㒔ᡞ⡠⪅ࡢሙྜࠊࡣ

ᡂ㒔ᕷෆ࡛Ᏻᐃࠊࡾ࠾࡚ࡵ�ᖺ㛫㐃⥆࡚ࡋ♫ಖ㝤ຍ

ධࠋࡿ࠸࡚ࡋ

ศㆡᆺ
⤒῭㐺⏝
ఫᏯ

㒔ᕷ㒊ఫẸࡢ୰పᡤᚓୡᖏྥ

ศㆡఫᏯࡢࡅ
ᆅඖᡞ⡠⪅ࡳࡢ

ᅜᐙつᐃ㸸⣙��੍ ࣭୰పᡤᚓᒙࡢ⏦ㄳ⪅ྥࡢࡅศㆡఫᏯ ࣭ఫᏯࡢᡤ᭷ᶒࡢไ㝈ࡿ࠶ࡀ

ி㸸��ࠥ���੍

㸦�/'.�㸸��ࠥ��੍.'/�ࠊ੍��ࠥ��

੍���ࠥ��㸸.'/�ࠊ㸧

࣭ᢇ㣴ᐙ᪘ࡿ࠸ࡀሙྜࡣ⏦ㄳ⪅ࡀ��

ṓ௨ୖ

࣭༢㌟⪅ࡢሙྜࡣ��ṓ௨ୖ

୍࣭ேᙜࡢࡾࡓᒃఫ㠃✚੍��ࡣ௨ୗ
࣭༢㌟ୡᖏࡢᖺ�����ඖ௨ୗ

࣭ᐙ᪘⥲㈨⏘㢠ࡀ��ඖ௨ୗ
࣭ிᐇ㝿ᒃఫࠊࡋ�ᖺ௨ୖࡢᖖఫᡞ⡠ࢆ᭷ࡿ࠸࡚ࡋ

ୖᾏ㸸��ࠥ��੍

㸦�/'.����੍௨ୗࠊ�/'.㸸��੍௨

ୗࠊ�/'.㸸��੍௨ୗ㸧

࣭༢㌟⪅ࡢሙྜࡣ��ṓ௨ୖ ୍࣭ேᙜࡢࡾࡓᒃఫ㠃✚੍��ࡣ௨ୗ
୍࣭ேᙜࡢࡾࡓ᭶ࡣ����ඖ௨ୗ

୍࣭ேᙜࡢࡾࡓ㈈⏘ࡣ�ඖ௨ୗ

࣭ୖᾏᕷᐇ㝿ᒃఫࠊࡋ�ᖺ௨ୖᖖఫᡞ⡠ࢆ᭷ࠊࡋ⏦ㄳᆅ

༊�ᖺ௨ୖ⥆࡚ࡅᒃఫࡿ࠸࡚ࡋ

࣭�⏦ㄳࡢ�ᖺ๓ࡽఫᏯࡢ㈍ࡸ㉗࠸࡞࠸࡚ࡗ⾜ࢆ

ᡂ㒔㸸��ࠥ���੍

㸦�ேᐙ᪘㸸��੍௨ୗࠊ�ே㸸��੍௨

ୗࠊ�ே௨ୖ㸸���੍௨ୗ㸧

࣭�ேᐙ᪘௨ୖࡢሙྜࡀ⏦ㄳ࡛ࡁ㸦༢

㌟⪅ࡀ⏦ㄳ࡛ࡎࡁ㸧ࠊ⏦ㄳ⪅ࡀᡂ㒔ᕷ

ᡞ⡠ࡓࡗ࡞�ᖺ㛫௨ୖ࡛ࡿ࠶

୍࣭ேᙜࡢࡾࡓᒃఫ㠃✚੍��ࡣ௨ୗ ࣭ᐙ᪘ࡢᖺࡀ�ඖ௨ୗ ࣭ᡂ㒔ᕷ༊ᐇ㝿ᒃఫࠊࡋᖖఫᡞ⡠ࢆ᭷ࡿ࠸࡚ࡋ

㝈౯ᡣ

㒔ᕷ㒊ఫẸࡢ୰పᡤᚓୡᖏྥ

ศࡢఫᡞᆅㆡΏ౯᱁ᩜࠊࡅ

ㆡ౯᱁ࡀᨻᗓࡾࡼᢚࢀࡽ࠼

ศㆡఫᏯࡿ࠸࡚

ᆅඖᡞ⡠⪅ࡳࡢ

ᅜᐙつᐃ㸸࠸࡞ ࣭୰పᡤᚓᒙࡢ⏦ㄳ⪅ྥࡢࡅศㆡఫᏯ࡛ࠊࡾ࠶⤒῭㐺⏝ఫᏯၟࡢ⯡୍ရఫᏯࡢ୰㛫⨨ࡿ࠸࡚ࡋ
࣭୰ኸᨻᗓࡿࡼἲไᗘࡢᐇࢆᙉไࠊࡃ࡞࠸࡚ࢀࡉ⌧ᅾࡣ

ிୖࡸᾏ➼ࡢ㒔ᕷࡋᐇ࠸࡞࠸࡚ࡋ

ி㸸��੍௨ୗ

㸦�/'.���੍௨ୗࠊ�/'.㸸��੍௨

ୗࠊ�/'.㸸��੍௨ୗ㸧

࣭༢㌟⪅ࡢሙྜࡣ��ṓ௨ୖ

࣭ᐙ᪘⏦ㄳ⪅ࡢሙྜ୍ࡣேᏊࡢᐙ᪘ᵓ

ᡂࠊ୧ぶࡀ��ṓ௨ୖ

୍࣭ேᙜࡢࡾࡓᒃఫ㠃✚੍��ࡣ௨ୗ

࣭�ேୡᖏ௨ୗࡢᐙ᪘ᖺࡣ���ඖ௨ୗࠊᐙ᪘⥲㈨

⏘㢠ࡀ��ඖ௨ୗ

࣭�ேୡᖏ௨ୖࡢᐙ᪘ᖺࡣ����ඖ௨ୗࠊᐙ᪘⥲㈨

⏘㢠ࡀ��ඖ௨ୗ

࣭⏦ㄳ⪅ࡀிᕷࡢᖖఫᡞ⡠ࢆ᭷ࡿ࠸࡚ࡋ

ୖᾏ㸸��੍௨ୗ ࣭༢㌟⪅ࡢሙྜࡣ��ṓ௨ୖ ୍࣭ேᙜࡢࡾࡓᒃఫ㠃✚੍��ࡣ௨ୗ
࣭ᐙ᪘ᖺࡣ���ඖ௨ୗࠊᐙ᪘⥲㈨⏘㢠ࡀ��ඖ

௨ୗ
࣭⏦ㄳ⪅ୖࡀᾏᕷࡢᖖఫᡞ⡠ࢆ᭷ࡿ࠸࡚ࡋ

ᡂ㒔㸸��੍௨ୗ

㸦༢㌟⪅㸸��੍௨ୗࠊ�ேᐙ᪘㸸��੍௨

ୗࠊ�ே௨ୖ㸸��੍௨ୗ㸧

࣭༢㌟⪅ࡢሙྜࡣ��ṓ௨ୖ

࣭ᐙ᪘ࡿ࠸ࡀሙྜࡣ⏦ㄳ⪅ࡀ�ᖺ㛫௨

ୖ㐃⥆࡚ࡋ♫ಖ㝤ຍධࡿ࠸࡚ࡋ

୍࣭ேᙜࡢࡾࡓᒃఫ㠃✚੍��ࡣ௨ୗ
࣭༢㌟⏦ㄳ⪅ࡢᖺࡣ���ඖ௨ୗࡓࡲࠊᐙ᪘⏦ㄳ⪅

�ඖ௨ୗࡀᖺࡣሙྜࡢ

࣭ኵ፬⏦ㄳ⪅ࡀ㠀ᡂ㒔ᕷᡞ⡠⪅ࡢሙྜࠊࡣኵ፬ேඹ�ᖺ㛫

㐃⥆࡚ࡋ♫ಖ㝤ຍධࡿ࠸࡚ࡋ

ᚩ≉⛬Ⓨᒎ㐣ࡢ㞟ྜఫᏯࡿࡅ࠾୰ᅜࠉ❶�➨

௳ㄳ᮲⏦㢮࣭≉ᚩ✀ࡢಖ㞀ᛶఫᏯࡢ୰ᅜࠉ���⾲

ࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞␗ࡣ✚㠃ࡿࡍෆἲ᪉ᘧ࡛⟬ฟࡢ᪥ᮏࠊ࡛ࡢࡶࡿࡼồ✚᪉ἲࡢ✚ᑓ᭷㠃ࡢ୰ᅜࡣఫᏯつᶍࠖࠕࡿ࠸࡚ࡋ♧࡛ࡇࡇࠉ�ͤ

ࠋࡿ࠶࡛✚㠃ࡓࡋෆἲ᪉ᘧ࡛⟬ฟࡣࠖ✚ᒃఫ㠃⌧ࠕࡿ࠸࡚ࡋ♧࡛ࡇࡇࠉ�ͤ
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ᚩ≉⛬㐣ࡢఫᏯⓎᒎࡿࡅ࠾୰ᅜࠉ❶�➨

ୖᾏᕷࡣᐙ᪘ୡᖏ��ṓ௨ୖࡢ༢㌟⪅࡛ࠊࡾ࠶ᡂ㒔ᕷࡣ�ேᐙ᪘௨ୖࡋ⏦

ㄳ࡛ࠊࡀ࠸࡞ࡁ⏦ㄳ⪅ࡀᡂ㒔ᕷᡞ⡠ࡓࡗ࡞�ᖺ㛫௨ୖつᐃࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉ

᭱ࡢ㒔ᕷࡣᗮ⛒ᡣࠊࡿࡳࢆつᐃࡢ✚ᒃఫ㠃ࡢࡾࡓேᙜ୍ࡢㄳ⪅⌧ᅾ⏦ࠉ

పᒃఫ㠃✚Ỉ‽ࢆ☜ಖࠊࡵࡓࡿࡍிᕷࡣ���ᖹ⡿௨ୗୖࠊᾏᕷࡣ�ᖹ⡿௨

ୗࠊᡂ㒔ᕷࡣ��ᖹ⡿௨ୗࡢ⏦ㄳ⪅ࠋࡿ࠸࡚ࡅྥࢆබ⛒ᡣࡢไ㝈ࡵ⦅ࡸࡸࡣ

࡞࠸࡚ࢀࡉつไࡣᡂ㒔ᕷࠊࡾ࡞��ᖹ⡿௨ୗࡣᾏᕷୖிࠊ࡚ࡋ࠺ࡼ

��ᖹࡀிᕷࠊࡣᒃఫ㠃✚ไ㝈⌧ࡢࡾࡓேᙜ୍ࡿࡍ㛵㐺⏝ఫᏯ῭⤒ࠋ࠸

⡿௨ୗୖࠊᾏᕷࡀ��ᖹ⡿௨ୗࠊᡂ㒔ᕷࡀ��ᖹ⡿௨ୗ࡛ࠋࡿ࠶

⏝㐺῭⤒බ⛒ᡣࠊᗮ⛒ᡣࠊࡿࡳࢆつไࡢ࡚࠸ࡘᡤᚓ≧ἣࡢ⪅ㄳ⏦ࠉ

ఫᏯྛࡣᆅࡢᖹᆒධ≧ἣᛂࠊ࡚ࡌ⏦ㄳ⪅ࡢධ≧ἣࡸᐙ᪘⥲㈨⏘࡞

බ⛒ᡣࠊࡌᛂ‽పධỈ᭱ࡢᙜᆅࡣᗮ⛒ᡣࠊࡾࡲࡘࠋࡿ࠸࡚ࡋつไࢆ
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3.1　研究目的と方法

3.1.1　研究目的

　　本研究は、中国南部地区の集合住宅住戸の空間構成と生活様式に注目

し、伝統的な住様式から近代化してきた現代の集合住宅住戸についての調

査を行い、現代中国南部地区の集合住宅における住戸の型を明らかにする

とともに、近代化という名の下に、新奇なもの、便利なものを採り入れよ

うとする動きを明らかにし、現代の住様式の特徴をとらえることを目的と

する。

3.1.2　調査概要

　　調査方法は、大きく分けて文献調査と実地調査により成り立ってい

る。文献調査については、中国の集合住宅に関する社会学や建築学の各種

文献・統計資料・設計図面などを収集し、その発展過程と特徴を把握し、

実地調査の準備に用いた。実地調査においては、中国南部地区の南京市、

上海市、厦門市、成都市の4都市における118例（有効回答90例）の集合住

宅住戸を取り上げて、アンケート調査・ヒアリング調査と写真撮影調査を

行い、対象地域住戸の空間構成と生活様式を分析した。　

　実地調査で収集した90事例は1980年から2009年までに建設された集合住

宅の住戸であり、居住者はサラリーマン、公務員、技術者などの中流階層

が中心であった（表3-1）。

　調査はアンケート用紙を配布し、居住者に記入してもらう留置方式、ヒ

アリング方式によって実施した。住戸の内部空間の使い方に関しては、ヒ

アリングの際に質問に加えて写真撮影を行い調査した。アンケートの質問

項目は表3-2に示すように、以下の5項目からなっている。①住宅の建設年

代、形式、居住者の家族構成について、②住宅の平面と住まい方がわかる

家具配置について、③接客、団らん、余暇、睡眠、食事の部屋と使い方に

ついて、④洋風化、日本風化と現代化の考え方について、⑤住宅の評価に

ついてである。住戸平面図は、アンケートからの図面収集と実測の2つ方法

で収集し、図面化した。
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注 1）

①住戸の基本情報

◆住戸の所在地、建設年、面積、所有形式と構造形式。

◆家族構成について、続柄、年齢と職業。

◆住棟の階数と住戸の所在階数。

②住戸の平面図

◆家具・生活用品の配置状況を含め、各部屋の名称を平面図に記入。

③生活様式の特徴

◆各部屋で行われる椅子座と床座の生活行為。

◆靴脱ぎの場所と頻度。

◆食事の場所と頻度。

◆テレビ鑑賞・読書・仕事の場所と頻度。

◆団らんと接客の場所と頻度。

◆親しい友人と話す時使う部屋。また、親戚やお客が泊まる部屋。

◆住みたいのは、どのような形式の住宅か。

◆近隣関係について、近所の居住者とどんな関係を示す。

④洋風化・日本風化・現代化に対する住意識

◆住宅の洋風化・日本風化・現代化はどういうことと思うか。具体的に記入。

⑤住宅に対する満足度

◆住戸の満足度はどうか、15 項目について 5 段階で評価。

◆ 15 項目で重要と考える項目から順番に並べる。

表3-2　アンケート調査の内容

表3-1　調査対象の属性と居住者のデータ
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年代（年）

1人当たりの住宅面積

竣工面積
 

63.7㎡

48.8㎡

67.5㎡
80.2㎡

103.8㎡
95.4㎡

5 年毎の平均面積

3.1.3　住戸面積の変化

　図3-1に示すように、中国全国における住宅竣工面積や1人当たりの住宅

面積は、1949年の建国以降増加しつつあったが、1980年頃に改革開放に

より急速な変化が見られた。図3-2には、調査を行った住戸の面積を建設

年代別に示してある。ここでも時代が下るにつれて、増加傾向が見られ

た。2000〜2005年の間が住戸面積の幅が最も大きく、平均面積は103.8㎡で

あった。ただし、それ以降120㎡以上の住戸が少なくなり、2005〜2009年の

平均面積は95.4㎡であった。

図3-2　建設年代による住戸面積の変化

図3-1　中国全土における住宅竣工面積と一人あたりの住宅面積の変化注2）
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3.2　公室と私室の関係

3.2.1　隣接グラフによる分析方法

　室のつながり関係を明らかにするために、隣接グラフによる空間記述の

方法を用いた。この方法は、スペースシンタクス理論2）に基づくもので、

平面図を単純化して空間のつながり関係を表現するものである。ノード

（○）は空間を、リンク（—）は空間のつながりを表す。本稿では、居室を

○、居間兼食堂（LD）を●で示すことにした（居間と食堂が離れており、

どちらかの機能の空間として使うものは●を2つ示した）。廊下などの移行

空間を○に／、外部空間（基底）を○に＋と区別して表記する。このよう

な方法で住戸室内空間の基本の骨格を取り上げ、居室を単純化し、文献3

・4に示された隣接グラフの類型化の方法論を用いて分析を行った。

3.2.2　分析の結果

　収集した90例の住戸の平面の一部を隣接グラフに基づいて整理したもの

が表3-3である。これを見ると、「居間連結型」が圧倒的に多く97%を占め

ている。また、図3-3は住戸類型の割合の年代による変化を示したものだ

が、特に、1990年以降は全て居間連結型であった。これは、日本の集合住

宅の住戸が「居間連結型」「中間型」「廊下連結型」の中で中間型の多い

状況16）とは大きく異なる注3）。このように、現在、中国都市部における集

合住宅の間取りは空間構造の面からはほぼ均一であると考えられる。この

理由を考えると、面積効率を考えて、廊下や玄関などをL・LDと一体化させ

た結果によるものと考えられる。あるいは庁をもった住戸が昔からあった

が、その流れをくんでいるのかもしれない。また、日本のように玄関を設

けてはいないことも重要な要因かもしれないが、これらの理由については

個別調査を行う必要があるテーマである。

（年）

図3-3　隣接グラフの年代別による住戸類型の変化
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居

間

連

結

型

（87例）

（3例）

（85例）

（11例）

（37例）

（31例）

Ⅰ
型

例10 例36 例54 例59 例85

例2 例26 例39 例50 例71

例17 例25 例34 例52

Ⅲc型 Ⅲc型Ⅲc型

例61 （1980年建設）例55 （1980年建設） 例89 （1988年建設）

例80

廊
下
連
結
型

中間型 Ⅲa型・Ⅲb型なし

凡例： ‑居室 ‑空間のつながり ‑外部空間‑廊下などの移行空間 ‑居間兼食堂

（2例）

Ⅱ
型

1F 2F

例38 例41

（5例）

例12 例76 例78

1F 2F

表3-3　住戸別にみた隣接グラフの内訳（代表的な事例を示す）　縮尺：1/400
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3.3　住戸の公的空間の構成

　2章で示した●の空間は、簡略化のために居間と食堂のつながり関係が不

明確な上に、台所も含まれていない。そこで、住戸の居間、食堂、台所の

空間構成を検討する必要があると考え分類した。

3.3.1　居間と食堂の関係

　集合住宅住戸における公的空間のうち、居間と食堂のつながりをみる

と、「一体タイプ」「中間タイプ」「分離タイプ」の3タイプに分類でき

る。これらの特徴を示したものが表3-4である。それぞれ、一体タイプは居

間と食堂が一つの空間として認められるもの、中間タイプは人の動線や間

仕切り家具で部屋を間仕切るもの、分離タイプは居間と食堂の間が壁と扉

付きであるもの、という特徴がある。また、各タイプの割合はそれぞれ、

中間タイプ55.6%、一体タイプ31.1%、 分離タイプ13.3%であり、中間タイ

プが最も多かった。図3-4のグラフは建設年代による各タイプの割合を示し

中間タイプ一体タイプ 分離タイプタイプ

数 28戸（31.1%） 50戸（55.6%） 12戸（13.3%）

例1 例74 例78

1F

平面図

モデル化

特徴 起居と食事を一つの空
間に揃える

扉と壁が付いていない、人
の動線や間仕切り家具で心
理的な方法で分離される

居間と食堂が壁や扉な
どで分けられる

間仕切り家具

居間兼食堂 居間 居間食堂 食堂

表3-4　居間と食堂の関係から見た分類
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たものである。1990年代前半までは、居間と食堂が一つの空間として使わ

れる一体タイプが最も多く、66.7%を占めていたが、その以降、一体タイプ

が減少し、中間タイプが増加しつつあることが分かった（図3-4）。

3.3.2　台所の開放性

　台所については、表3-5に示すように、空間の連続性と開放感によって3

つに分類できた。既往研究10）では独立したものが多いという報告があった

が、調査事例の内訳は、「独立タイプ」57.8%、「半開放タイプ」26.7%、

「開放タイプ」15.6%であった。また図7には各タイプの割合の建設年代別

の変化を示している。中国南部地区でも、他の地区と同様に油を使用する

調理法が多いため、独立型が最も多い。ただ近年では、海外文化の影響の

せいか、台所開放化の住要求が高まっているようで、間口が広い透明のガ

ラス引き戸が付く、半開放型の台所が徐々に増加している。また、2000年

以前に建設された住戸で、独立の台所を開放型に改装した住戸も2例見られ

た。

（年）

図3-4　居間と食堂の各分類の建設年代による違い
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52戸（57.8%） 24戸（26.7%） 14戸（15.6%）

タイプ

数

平面図

モデル化

特徴

半開放タイプ独立タイプ 開放タイプ

例15 例66 例77

台所と食事空間が壁や
扉などで分けられる

台所の間口が広く、透明の
ガラスの引き戸が付く。台
所と食事空間は視線と心理
的に繋がる

台所と食事空間が壁で
仕切られない

透明のガラスの引き戸

食堂

台所 台所

食堂

表3-5　台所の開放性から見た分類

（年）

 図3-5　台所の各タイプの建設年代による違い
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個数 0 1 2 3

バスユニット 0 62（68.9%） 28（31.1%） 0

バルコニー 30（33.3%） 31（34.4%） 25（27.8%） 4（4.5%）

書斎 58（64.4%） 32（35.6%） 0 0

収納スペース 41（45.6%） 49（54.4%） 0 0

注）　バルコニーがある住戸は 60 戸（66.7%）であった。この中で、生活補助用の
バルコニーがあるのは 6戸（6.7%）、休息用のバルコニーがあるのは 32 戸（35.6%）、
両方ある住戸が 22 戸（24.4%）であった。

3.3.3　水回り・書斎・バルコニーなどの空間

　住戸の居間・食堂・台所以外の公的空間の特徴を把握するため、水回り

や書斎やバルコニー、収納スペースなどの空間の特徴についての内訳を表

3-6に示した。まず、現代の中国南部地区における集合住宅には住戸面積の

増加に伴い、バスユニット数が増えており、複数設置している住戸は28戸

（31.1%）であった。位置については寝室付属化の傾向が見られた。これ

は、米国流のバスユニットが複数ある例を取り入れたものと考えられる。

また、書斎がある住戸は32例（35.6%）で、仕事や接客などの生活行為に使

われていた。また近年、室内空間を有効に生かすため、造り付けの収納ス

ペースは増加しており、実地調査では49例（54.4%）が見られるようになっ

た。それはインタビューの調査結果によると、日本の住宅や和室において

寝具・衣類・道具等を収納する押入れや納戸等の空間の影響を受けている

と考えられる。

　一方、バルコニーのない住戸が30例（33.3%）であるのに対し、1つの住

戸は31例（34.4%）、2つのものは25例（32.2%）であり、バルコニーが付

いている住戸が多かった。さらに、休息用のバルコニーは寝室と連結する

場合が多く見られ、面積と個数も増加している。また、文献7・文献8で

は、1980年代からの経済発展に伴う生活水準の向上と共に、狭い住戸には

バルコニーの増改築が一般化しており、特にバルコニーを囲んで台所や食

堂等の室内空間として使われる場合が多いと指摘したが、実地調査ではこ

のようなバルコニーの物理的な改造行為が殆ど見えなくなった。ただし、

防犯等の安全面の要求によって、バルコニーにサッシ取り付けることが多

く見られ、そこで棚を設置し、私物や植木鉢等の置場として使われてい

る。さらに、1階に住んでいる居住者がバルコニーの部分を拡張し、専用庭

として改造した例が見られた（例7・例55・例87）。

表3-6　水回りや書斎などの特徴（総数90戸）
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3.4　生活様式の変化

　中国の現代集合住宅の新たな生活様式が伝統住宅の生活様式と大きく異

なることについて、日本の住宅研究の住まい方と空間構成を関連づけてい

く方法を応用して考察を行った。実地調査で得られた各部屋の使い方と居

住者の意識、習慣を分析し、新しい生活様式が現代生活にどんな影響を与

えるかを考察した。「起居様式」「食事様式」「寝室での生活行為」「団らん・

接客様式」の四つの面から考察した。

3.4.1　起居様式ー椅子座・床座と靴脱ぎ

　漢民族の伝統的な起居様式は椅子座である。明・清の時代から椅子を使っ

た生活をしていたが、現在では、家具や起居様式も西洋的暮らしや日本的

暮らしの影響を受けて変化しつつあった。

　調査事例を見ると（図 3-6）、居住者は居間と食堂などでは椅子座の生活

をしており、ほとんどの住戸が居間にはソファセットを設置し、接客や団

らん場合などに利用していた。さらに近年は複数のソファセットを設置す

表3-7　入口空間の類型と空間構成上の特徴

靴・荷物の置き場

入口空間
入口空間

間仕切り家具

引き戸
階段

盆栽

中庭

靴・荷物の置き場

入口空間

靴脱ぎ場所として
使う入口空間

結界を作る入口空間 日本風の玄関タイプ

数 18戸（20.0%） 67戸（74.4%） 5戸（5.6%）

例1 例6 例7

平面図

モデル化

特徴 出入り動線が真っすぐ

　心理的には、独立の玄
関のようなイメージで、
扉や家具など付けずに、
居間と1つの空間として
使われる

独立の玄関

居室

居間居間居間

居室
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たまにはする凡例： よくする　（図 8〜図 14）

図3-11　

靴脱ぎ場所とし
て使う入口の例

図3-12

結界を作る入口
の例

図3-10　室内で靴脱ぎの割合

居間・寝室はn=90、書斎はn=32

図3-8　各室での床座の割合

居間・寝室はn=90、書斎はn=32

図3-6　各室での椅子座の割合

居間・寝室はn=90、書斎はn=32

図3-9　居間でカーペットに座
り、ソファーに寄りかかる例

図3-7　居間でソファーと椅子
合わせて利用する例
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くつろいだ雰囲気の床座を好む人々が増えている傾向があった。49% の居住

者が床座の生活していると答えており注 4）、居間と寝室では床座が 30% 前後

とかなり多く（図 3-8）、また居間（図 3-9）や書斎でも床座でリラックス

するような行為が増加しつつあった。しかし、食事時に食堂で床座を行う

ことはなかった。さらに、南部地区では床暖房がなく、冬に床座する例は

少なかった。

　中国南部地区では、伝統的な住様式では靴脱ぎが一般的ではない。今回

の調査の都市部における住宅では、日本風の玄関と靴脱ぎの影響を受けて

いる例が多く、90% の住戸で靴を脱ぐ行為が見られた注 5）。靴脱ぎの場所と

しては（図 3-10）、玄関や居間や寝室や書斎などである。43% が玄関で靴を

脱ぎ、スリッパなどの室内履きに履きかえていた（図 3-11・図 3-12）。39%

の住戸が寝室で、24% が居間だけで靴を脱いでいた。入口空間の特徴をみ

ると（表 3-7）、 「玄関タイプ」「結界を作るタイプ」「靴脱ぎ場所のタイプ」

の三つに分類される。調査事例の中では、玄関タイプが 5 例（5.6%）、結界

を作るタイプが 18 例（20%）、靴脱ぎ場所のタイプが 67 例（74.4%）で、居

間の一部空間を靴脱ぎ場所として使うタイプが最も多かった。

3.4.2　食事様式ー料理と食事の場所

　中国人の生活において、最も重要なのは食事である。それは栄養補給の

みならず、家族団らんや接客の場でもある。昔は一住戸に大家族が居住し

住戸面積が不足していたので、食事と就寝の場所が重なっていたことも多

く見られた。出入口を入った庁の空間を折りたたみのテーブルを使って食

事に使う例 1）も報告されている。しかし、集合住宅の発展と生活様式の多

様化に伴って、食事習慣や食事を行う場所も大幅に変化しているようであ

る。生活様式の近代化によって、ほとんどの住戸で食堂が固定されるとと

もに、食寝分離が見られるようになった。調査事例を見ると（図 3-13）、

60% の住戸では日常生活において食事を食堂でしていた。一方で、居間や

休息用のバルコニーや書斎などの空間で食事を行う傾向もあった。このよ

うに食事様式が近代化されていた （図 3-14）。 

3.4.3　寝室での生活行為ー寝室での仕事・読書・テレビ視聴

　中国の集合住宅住戸では、テレビを見るのはほとんどが居間であり、人々

の間には公的な生活行為といった意識があった。調査事例の分析結果を見

ると（図 3-15）、89% の回答で居間でテレビを見ていた。しかし、住戸あた

りのテレビの数は増えており、各々個人的な好みに応じ、寝室と書斎など

の私室でテレビを見る傾向も見られた。このようにテレビの視聴が公的な

生活行為から私的なものへと変化しつつあることが分かった。
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る傾向が見られた（図 3-7）。一方で、寝室では 41% の居住者が仕事や化粧

する場合に椅子で腰掛けて生活していた。しかし、寝室での生活の場面を

ヒアリングで聞くと、ベッド上で床座をしてくつろぐことも多いという印

象を得た。また、事実、33%の居住者が寝室で床座の生活をすると答えていた。

このように寝室でも床座となる生活場面がかなり多いという傾向を確認で

きた。

　現在の住戸で床をフローリング仕上げにするのは普通である。居住者は

テレビ鑑賞や仕事や団らんなどの時、床に座り、ソファに寄りかかるなど、

図3-15　テレビ鑑賞の場所と割合
居間・寝室はn=90、書斎はn=32

図3-13　食事の場所と割合
居間・寝室はn=90、書斎はn=32

図3-17　仕事の場所と割合
居間・寝室はn=90、書斎はn=32

図3-16　読書の場所と割合
居間・寝室はn=90、書斎はn=32

図3-18　寝室で仕事と読書が
行われる住戸の配置例

図 3-14　核家族が多いが、最大
6人で使える方形の食卓が食堂に
はよく見られた　



-63-

第3章　中国の集合住宅専有空間と生活様式の近代化特徴

　読書や仕事などの生活行為は、居間・寝室と書斎で行われていた。調査

事例では（図 3-16）、書斎がある住戸は 35.6% であった。これらの住戸に

おいては、ほぼこの場所で読書・仕事が行われていた。書斎がない場合に、

寝室で読書をするのは 66%、仕事をするのは 48% であった（図 3-17）。図

3-18 のように読書と仕事は居間より寝室で行われる割合が高かった。その

点でも私的な生活行為が私室に集約され、現代の集合住宅住戸の公私分離

という特徴が理解できた。

3.4.4　団らん・接客様式ー家族団らんと親友に対しての接客

　中国の伝統的な生活様式では、家族団らんや食事やテレビ視聴などの生

活行為が大切であった。現在は核家族になり、家族や親族などとの団らん

が少ない。今回の調査では、居住者が自宅で団らんを行っている例は 14%

に過ぎなかった注6）。また、寝室で団らんを行っている例はなかった。

　また、中国における伝統的生活では、友人を自宅に招いて会話や食事な

どを楽しみ、友人をもてなし、遠来の客ならば、自宅に宿泊させることも

多い。調査結果を見ると、現在でも、66% の居住者が親友を寝室や書斎な

どの私室に招待する注 7）。さらに、一般の接客と親友に対する接客行為の場

所をみると（図 3-19）、一般の友人を招き入れる場所としては公室（居間

82%、食堂 14%）であり、親友を招き入れる場所としては私室（寝室 44%、

書斎 63%）であった。このように、公私分離の意識は接客様式でも見られ

ることが興味深い。しかしながら、特に、遠いところから訪ねてきた親友

は自宅に泊まる（図 3-20）という、中国独特の接客様式は守られていた。

主人のベッド

お客用のベッド

図3-19　接客の場所と割合
居間・寝室はn=90、書斎はn=32

図3-20　寝室に客を泊まらせるた
めに2つのベッドを置いてある例
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3.5　住戸の近代化 

3.5.1　近代化の３つの側面

　現代の中国集合住宅は近代化、すなわち図 3-21 で仮説的に考えた近代化

の影響を受け、急激に変化しつつある。そこで、3節と 4節で分かった近代

化現象を整理すると、評価項目として側面 A〜 Cに分類できた。（表 3-8）。

　側面 A は、公私が明確に分けられた生活様式に関する理由であったが、

実際の現象としては、「寝室のプライバシーの高まり」や「ワークスペース

や書斎などの付属している住戸が多いこと」が挙げられた（現代化）。また、

側面 B は、欧米流の生活様式の導入としたが、この影響としては、「バスユ

ニットの複数設置と寝室付属化」と「台所の開放化」が挙げられた（洋風

化）。側面 C は日本的な生活様式の導入としたが、この現象としては「造り

付けの収納スペースの増加」や「入口の玄関化」などが見られた（日本風化）。

このように近代化現象を 3 つに分類したのは、それぞれが別のことがらで

あるにもかかわらず、新奇なものならば、すなわち近代化するものならば（図

16）何でも採り入れる様子が見られ、興味深いと考えたからである。

　90 例の中では現代化現象が洋風化・日本風化よりも多いことが分かっ

た。つまり、表 3-9 には、これらの影響を分類したものに対応し、平面を

表3-8　住戸の近代化についての評価項目

現代洋風
日本風化

洋風日
本風化

現代洋風化 現代日本風化

近代化

洋風化 日本風化

現代化
A

AB AC

ABC

BC
B C

図3-21　近代化の各側面

3.3.1

3.3.2

3.3.3

3.4.1

3.4.2

3.4.3

3.4.4

い

ろ

は

に

ほ

へ

と

い

居間と食堂のつながりについては中国式の中間タイプが多い

台所が開放的になっている

■　ワークスペースや書斎などが増加している

■　バスユニットの複数設置と寝室付属化

■　造り付けの収納スペースがよく見られるようになっる

入口の日本風化の玄関化

食寝分離がはっきり見られる

公私分離がよく見られる

■　団らんが寝室に行われない

■　中国独特の接客様式が守られている

側面A

中国式のもの

寝室のプライバシ

が高まる

側面C

側面B

章節 内容（評価項目） 影響要素の分類
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７つのタイプに類型化したが、この中では現代化タイプが最も多く（27 例、

30%）、次には日本風タイプ（13 例、14.4%）が多く、洋風化タイプ（8例、8.9%）

が最も少なかった。また、全ての影響を反映している現代洋風日本風化タ

イプは 15 例あり、全体の 16.7% を占めていた。このように、現代南部地区

の集合住宅住戸はますます近代化され、大きな変化を確認できた。

　一方、2節の隣接グラフ分析によって、現在中国都市部における集合住宅

の間取りは居間連結型が圧倒的に多く、この点で近代化の 3 つの力の影響

を受けても中国独特の居間と食堂を住戸の中心とする空間構成の特徴は失

われていないことも明らかになっている。
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3.5.2　住宅に対する満足度

　以下、住戸の空間構成と居住者の生活様式が多様化しているという中国

南部地区における近代化現象を見てきたが、さらに現代化・洋風化・日本

風化された住戸について、居住者の意見や要求などを把握するために行っ

た満足度の調査の結果を分析した。

　調査では、間取り、住戸面積、部屋数、通風、採光、構造形式、収納スペース、

トイレ、バスユニット、台所、バルコニー、居間、外観、近隣関係、住戸

全体の計 15 項目についての満足度を調査し、各項目別に 5 段階で評価をし

てもらった（表 3-10）。結果としては、 図 3-22 に示すように、各評価項目

の平均満足度と建設年代と対応させると、満足度が年々高くなったことが

分かった。15 項目の平均満足度は建設年代との相関関係について、R を相

関係数（決定関数）とすると、R2=0.44 となり、新しい住戸に住んでいる人々

満足

やや満足

普通

やや不満

不満

平均満足度 間取り 部屋数 バスユニット 台所 居間 収納スペース 住戸全体

現代化されたタイプ 3.59 3.34 3.43 3.02 3.46 3.23 3.53

洋風化されたタイプ 3.3 3.3 3.38 3.16 3.38 3.05 3.41

日本風化されたタイプ 3.37 3.05 3.35 3.14 3.48 3.03 3.42

考察項目

平均満足度

R2 の数値
（n=90）

順

位

満足は 5、やや
満足は 4、普通
は 3、やや不満
は 2、不満は 1

採光 1 3.69 0.2732

通風 2 3.60 0.24258

住戸全体 3 3.39 0.28471

間取り 4 3.38 0.43028

居間 5 3.36 0.23755

バスユニット 6 3.29 0.11021

部屋数 7 3.22 0.17881

構造形式 8 3.20 0.2529

近隣関係 9 3.18 0.05379

住戸面積 10 3.13 0.15541

バルコニー 11 3.09 0.02595

台所 12 3.03 0.04387

収納スペース 13 3.01 0.266663

トイレ 14 2.98 0.14069

外観 15 2.92 0.09105

各住戸平均満足度 3.23 0.44015

満足

やや満足

普通

やや不満

不満

表3-11　近代化のタイプ別にみる満足度

図3-23　間取りの満足度の変化

図3-22　各住戸平均満足度の変化

表3-10　平均満足度と各考察項目のR2値
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ほど平均満足度が高いことが分かった。個別の項目の満足度を見ると、住

戸の採光・通風・間取りといった住戸のハード面や居間空間に対する満足

度が高かった。これらから採光と通風が重視され、満足していることを除

いて考えると、住戸全体・間取りの満足度が 3・4 位と高いことから、現代

的な間取りには満足していると解釈できる。また、図 3-23 にあるように、

間取りの満足度が年々高まる傾向が確認できることも、付け加えることが

でき、さらに、2節で示したように、居間連結型がほとんどであることから、

居間をはじめとする公室が中心性を持っていることや公室空間が充実して

いることに満足していることが分かった。一方で、収納スペース・トイレ

には不満・やや不満といった回答が多かった。近年、日本風化として取り

上げた造り付けの収納スペースが注目されていることも理解できる。

　各平面タイプ別の満足度を見ると（表 3-11）、現代化された住戸（現代

化洋風化、現代化日本風化、現代化洋風化日本風化を含む）における間取

り・部屋数・住戸全体についての満足度は最も高いことが分かった。つまり、

各室に公私生活が分離される現代化された住戸については満足しているこ

とが理解できる。

　洋風化された住戸（現代化洋風化、洋風化日本風化、現代化洋風化日本

風化を含む）に関しては、台所の満足度が相対的に低い中、洋風化された

台所への満足度は比較的高く、バスユニットの満足度は現代化タイプより

低いことが分かった。これを解釈すると、台所に対しては、現状にあまり

満足しておらず、洋風化された開放・半開放タイプの台所は、比較的満足

している人々が多いことが分かる。しかし、もう一つの洋風化の側面であ

るバスユニットのあり方については、必ずしも満足していないことが分かっ

た。

　日本風化された住戸（現代化日本風化、洋風化日本風化、現代化洋風化

日本風化を含む）には居間の満足度が高く、収納スペースの満足度が低い

ことが見られた。この結果からは、居間で床座の生活ができることについ

て満足していることが影響していると考えることができ、現代の住戸が収

納スペースを要求していることが理解できるものの、必ずしも、日本風化

した造り付けの収納スペースには満足していないことが分かった。
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3.6　近隣関係と居住意識の特徴

3.6.1　居住者間のつながりの特徴

　以上、現在では住戸の空間構成と居住者の生活様式が欧米や日本からの

影響により変化しているが、中国の独自の住意識が持続されたのも事実で

ある。また、現在都市部における核家族化と人間関係の希薄化により、居

住者同士のつながりと近隣との関係に関わる意識はどのように変化したか

を考察した。そこで、居住者同士のつながりについては、殆ど 付き合いが

ないのは 33.3% であり、隣戸、同じ階及び上下階との付き合いがあるのは

38.9% であり、同じ住棟内に知人がいるのが 24.4%、その以外の住棟の居住

者との付き合いが僅か 3.3% である（図 3-24）。そこで、近隣の居住者のつ

ながりが多く見られ、同じ住棟における上中下層間でも居住者の交流が見

られるが、住棟間のつながりが少ないことが挙げられた。

　また、団地内では居住者同士の関係は、挨拶をする程度が多く、60 例中

の 42 例がある。それらは他の居住者と一定の距離を置いており、コミュニ

ティ活動が積極的ではないと見られる。また、60 例中 18 例が積極的に近隣

のつながりをしている。それらは日常の挨拶だけではなく、サークルやイ

ベント・催事等のコミュニティ活動により居住者同士が親しくなる場合が

多いと見られる。そこで、コミュニティ活動が活発に行われている居住者

では、6階以下の多層住棟の居住者が 31.8%（22 例中の 7例）を占めており、

7 階〜 11 階の中高層居住者が 20.5%（39 例中の 8 例）、12 階〜 20 階の高層

居住者が 11.1%（18 例中の 2例）、21 階以上の超高層居住者が僅か 9.1%（11

例中の 1 例）であり、高層と超高層住棟におけるコミュニティの希薄化が

見られた。

　さらに、図 3-25 に示すように、居住者同士のつながりに対する満足度と

住宅建設年代との相関関係について、R を相関係数（決定関数）とすると、

満足

やや満足

普通

やや不満

不満

33.3%	  

38.9%	  

24.4%	  

3.3%	  

0.0%	  

10.0%	  

20.0%	  

30.0%	  

40.0%	  

50.0%	  

殆ど近所の⼈人と知り
会わない	  

近隣の住戸と知り合
う（左右と上下の住

戸）	  

同じ住棟の他の住戸
と知り合う	  

団地の他の住棟の住
戸と知り合う	  

図3-24　居住者間のつながり 図3-25　居住者間のつながりの
満足度の変化
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R2=0.31 となり、近隣関係では、親しい関係が年々減少している傾向が確認

できる。それは価値観、生活様式が多様化している現代には、プライバシー

を守るため、居住者自らの住居に対する無関心により、近隣関係の再構築

が必要であると考えられる。

3.6.2　家族同居に対する意識

　中国の伝統的家族扶養は同居による扶養であった。つまり、伝統住宅や

公有住宅等には、家族の絆が大切され、親世帯と子世帯が同居する形で暮

らしている。現在では、核家族の進展と生活様式・意識の変化に伴い、親

子同居が衰退しており、実地調査では 90 例中の僅か 6 例がある。しかし、

別居の親子世帯の中には、同じ都市に住んでいる親世帯と子世帯はお互い

の交流が盛んであり、休日に食事や外出等を共にするという習慣が継続し

ている。

　また、親子同居の志向を見てもると、図 3-26 に示すように、実地調査で

は、親子別居を志向する居住者は 32.2% を占め、62.2% の居住者が親子同

居を志向していることが見られた。 さらに、現在の家族構成からみた同居

意識の特徴については、図に示すように、現在が親子同居している場合は

同居を継続希望する者が 3人家族（夫婦＋息子（娘））の 74.1%、4 人家族（親

夫婦＋息子夫婦）の 83.3%、5 人家族（親夫婦＋息子夫婦＋子供）の 100%

であるのに対し、別居を希望する者が圧倒的に少ないことが見られる。さ

らに、現在が親子同居していない場合は、同居を希望する者が 1 人（独身）

の 54.5%、2 人（夫婦）の 53.3% であるのに対し、そのまま別居で住むのが

36.4%（独身）と 46.7%（夫婦）を占めている。そこでは、現在の若年層には、

「プライバシー・個人の嗜好・生活行為の外部化」を重視する居住観に変化

してきているが、将来の高齢期における居住形態についても、家族を大事

にするという伝統の居住意識は継承されていることがうかがえる。

54.5%	   53.3%	  

74.1%	  
83.3%	  

100.0%	  

36.4%	  

36.4%	  
46.7%	  

18.5%	  

16.7%	  

45.5%	  

9.1%	   7.4%	  
18.2%	  

0%	  

20%	  

40%	  

60%	  

80%	  

100%	  

1⼈人（独⾝身）	   2⼈人（夫婦）	   3⼈人（夫婦＋息⼦子
（娘））	  

4⼈人（親夫婦＋息
⼦子夫婦）	  

5⼈人（親夫婦＋息
⼦子夫婦＋⼦子供）	  

その他	  

不明	  

親⼦子別居したい	  

親⼦子同居したい	  

図3-26　居住者の家族同居に対する意識
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3.7　まとめ

　以上、中国南部地区の 4 都市の 90 例の集合住宅住戸の空間構成と居住者

の生活様式についての分析を行った。本稿で明らかになった点をまとめる

と以下のとおりである。

①中国南部地区の集合住宅住戸の空間構成上の特徴は、隣接グラフの分析

によると、居間連結型が圧倒的に多く、近代化の変化を受けても、中国独

特の住戸の空間構成の特徴は保持されている。

②中国南部地区における集合住宅は「現代化」「洋風化」「日本風化」とい

う３つの面からその変化の様子を理解できることが分かった。つまり、寝

室のプライバシーが高まって公私分離がはっきり見られ、ワークスペース

や書斎などが増加していた（現代化）。食堂は開放的になり、台所の開放化

とバスユニットの複数化と寝室付属化の傾向が見られた（洋風化）。造り付

け収納スペースと入口の空間が玄関化される形式は増加しつつあった（日

本風化）。

③現代の住戸では、室内での床座と靴脱ぎ行為が多く見られた。テレビ鑑

賞は居間で、食事は食堂で行われることが多い。読書と仕事は寝室や書斎

などの私室を利用していた。さらに、客を自分の家に泊めるといった接客

様式は現代の集合住宅でも守られている。

④住宅に対する満足度をみると、建設年代が新しいほど高くなり、現代化

タイプの住戸に対する満足度が高いことが分かった。また、洋風化や日本

風化の項目については、満足度が低いものもあり、新奇なものだからといっ

て異文化を取り入れてみたものの中国流の住文化とは合わずにあまりうま

く受容できていないことを示していた。

　このように中国南部地区における集合住宅の近代化の特徴を明らかにし

た。今後の課題としては、住戸内部に限らず、中国でますます増えている

住宅団地の共有空間の使い方を取り上げ、その近代化現象を検討する必要

があると考える。
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注

注1）　中国の「住宅設計規範GB50096-1999（2003年版）」には、1〜3層は低層、4

〜6は多層、7〜11層が中高層と定義されている。本稿では日本で20層以上は超高

層とされるのが多いことを参考にし、6層以下を中層、7〜11層を中高層、12〜20

層を高層、20層以上を超高層、と分類した。

注2）　本稿では例年の「中国統計年鑑」の中で示した中国全国住宅の竣工面積の

データの基に作成したもの。

注3）　筆者らは欧米の事情を詳しく調べたわけではないので、断ずることはでき

ないが、米国の事例には、居間連結型が多いように思われる。しかし、欧州の事

情はよく分からない。

注4）　90例の中には44戸（49%）が住戸で床座をすることと回答した。

注5）　90例の中には81戸（90%）が住戸に入る前に靴を脱ぐと回答した。残りの9
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戸（10%）が土足で住戸に入ると回答した。

注6）　90例の中には13戸（14%）が自宅で親族を集まり、団らんしていることと回

答した。

注7）　90例の中には59戸（66%）が親友を大事と考え、寝室や書斎などの私室に招

待することと回答した。
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᪉ἲⓗ┠✲◊ࠉ���

 ⓗ┠✲◊ࠉ�����

㢮ఝࠊࡋ┠ὀㅖไᗘࡧἲᚊཬࡿࡍ㛵㞟ྜఫᏯࡢ௦୰ᅜ⌧ࠊࡣ✲◊ᮏࠉ

Ⅼࡢከ࠸ἲไᗘࡿࢀࡽ࠼⪄᪥ᮏࡢ༊ศᡤ᭷ἲ➼ὀ�㸧ẚ㍑ࠊ≉ࠋࡿࡍ�

㸧ἲไᗘࡢᵓᡂࠊ�㸧ᅵᆅ༊ศᡤ᭷ᘓ≀ࡢᡤ᭷ᶒࠊ�㸧ᑓ᭷㒊ศඹ⏝㒊

ศࡿࢀࡲྵࢀࡒࢀࡑࡢ⠊ᅖࡢ㐪ࠊ࠸�㸧⟶⌮᪉ᘧࡢᐇែ༊ศᡤ᭷⪅ᅋయ

�㸧⟶⌮つࠊ࠸㐪ࡢỴ㆟㡯ࡢỴ㆟ู≉�㸧ᬑ㏻Ỵ㆟ࠊ࠸㐪ࡢࡅ࡙⨨ࡢ

⣙ࡢタᐃẁ㝵ⓗ᪉ἲࠊ�㸧㞟ྜఫᏯࡢಟ⧋ಟ⧋㔠ไᗘࡢ㐪ࠊ࠸↔Ⅼࢆ

ၥࡢ㞟ྜఫᏯ༊ศᡤ᭷ᶒไᗘࡿࡅ࠾➼ᶒἲ≀ࡢ୰ᅜࠊ࠸⾜ࢆᐹ⪄࡚ࡗ⤠

㢟Ⅼཬࡢ㇟⌧ࡿࡌ⏕ࡾࡼࢀࡑࡧ≉ᚩࢆ᫂ࢆࡇࡿࡍࡽ┠ⓗࠋࡿࡍ

≀ࡢ୰ᅜἲᚊࡿࡍ㛵⌮⟶ࣥࣙࢩ࣐ࣥࡧ༊ศᡤ᭷ἲཬࡢ᪥ᮏ࠺ࡼࡢࡇ

ᶒἲཬࡧ㛵㐃ㅖἲẚ㍑ࠊࡣࡇࡿࡍᚋࡢ୰ᅜࡢἲไᗘᩚࡢഛࠊࡸᗈࡃ

ࠋࡿࢀࡽ࠼⪄ࡢࡶࡿ࠼ࢆ၀♧ࡶഛᩚࡢἲไᗘࡢ᪥ᮏࡣ

᪉ἲ✲◊ࠉ�����

ࡅ࠾᪥ᮏ୰ᅜࠊࡾࡼㄪᰝ㸦ㄪᰝ�㸧⫣ᩥࡎࡲࠊ࠺ࡼࡍ♧���⾲ࠉ

✲◊ ᪤ࠊィ㈨ᩱ⤫ࠊἲᚊ᮲ᩥࡿࡍ㛵⌮⟶㞟ྜఫᏯࡧ༊ศᡤ᭷㛵ಀཬࡿ

ࡢࡽࢀࡇࠋࡓࡋ⌮ᩚࢆἲᩚഛ≧ἣࡢ༊ศᡤ᭷ᶒไᗘࡢ୰ᅜࠊࡋ㞟ࢆ࡞

㈨ᩱࠊ࡚࠸ࡘ᪥ᮏࡢ༊ศᡤ᭷ἲࡢẚ㍑࣭ศᯒࠊ࠸⾜ࢆ୰ᅜ༊ศᡤ᭷ᶒ

ไᗘࡢ≉ᚩၥ㢟Ⅼ᳨ࢆウࠋࡓࡋ

㞟ྜఫᏯࡢ୰ᅜࠊᚋࡓࡋศᯒࢆ㇟⌧ἲࡢ༊ศᡤ᭷ᶒไᗘୖࡢ୰ᅜࡓࡲࠉ

ᡂ㒔ᕷࡿ࠶㒔ᕷ࡛࡞㔜せࡶ᭱ࡢ୰ᅜ༡す㒊ࠊࡵࡓࡿࡍᢕᥱࢆ≦⌧ࡢ⌮⟶

�ᐇᆅㄪᰝ㸦ㄪᰝࡢ࡚࠸ࡘඹ⏝タࠊࡋ㑅ᐃࢆὀ�㸧ఫᏯᅋᆅ࡚ࡋ㇟ᑐࢆ

㸧ྛࡽࡉࠋࡓࡗ⾜ࢆᅋᆅࡿࡅ࠾⟶⌮♫ࠊ⌮ᑐࢢࣥࣜࣄࡿࡍ

ㄪᰝ㸦ㄪᰝ�㸧ࠋࡓࡗ⾜ࢆ

ᩥ
⊩
ㄪ
ᰝ

ㄪᰝ�

ㄪᰝᑐ㇟ ᪥ᮏ୰ᅜࡢ༊ศᡤ᭷ἲཬࡧఫᏯ⟶⌮㛵ࡿࡍㅖἲᚊ

ㄪᰝ᪉ἲ ᩥ⊩ㄪᰝ

ㄪᰝෆᐜ

��୰ᅜࡿࡅ࠾ఫᏯ⟶⌮ἲไᗘᩚࡢഛ

��᪥୰ࡢఫᏯ༊ศᡤ᭷ไᗘࡢ┦㐪

��᪥୰ࡢఫᏯ⟶⌮ไᗘࡢ┦㐪

ᐇ
ᆅ
ㄪ
ᰝ

ㄪᰝ�

ㄪᰝᑐ㇟ ୰ᅜᡂ㒔ᕷࡢ㒔ᕷ㒊ࡿࡅ࠾㞟ྜఫᏯᅋᆅ

ㄪᰝᮇ �ᅇ┠㸸����ᖺ�᭶ࠊ�ᅇ┠㸸����ᖺ�᭶

ㄪᰝᩘ ��ᅋᆅ

ㄪᰝ᪉ἲ ᅗ㠃㞟ཬࡧᙳㄪᰝ

ㄪᰝ�

ㄪᰝᑐ㇟ ㄪᰝࡢ�ᅋᆅࡿ࠸࡚ࡋ⌮⟶ࢆ⟶⌮♫

ㄪᰝᮇ �ᅇ┠㸸����ᖺ�᭶ࠊ�ᅇ┠㸸����ᖺ�᭶

ㄪᰝᩘ ��♫

ㄪᰝ᪉ἲ ⟶⌮♫㈐௵⪅ࢢࣥࣜࣄࡢㄪᰝ

ㄪᰝෆᐜ㇟ㄪᰝᑐࠉ���⾲
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ẚ㍑ࡢ༊ศᡤ᭷ไᗘࡢ᪥ᮏ୰ᅜࠉ���

ẚ㍑ࡢ༊ศᡤ᭷ἲࡢ᪥ᮏᶒἲ≀ࡢ୰ᅜࠉ�����

��ࠊࡣ༊ศᡤ᭷ἲࡢ᪥ᮏࠉ��ᖺไᐃࠊࢀࡉ����ᖺ����ᖺࡢ㸰ᅇࡢᖜ

ᨵṇࢆ⤒࡚⌧ᅾࠋࡿ࠸࡚ࡗ⮳㸯ᅇ┠ࡢἲᨵṇࠊࡣ୰㧗ᒙࡢࣥࣙࢩ࣐ࣥ

ᖜቑຍఫᡞつᶍࡢᣑᑐᛂࠋ࠺࠸ࡓࢀࢃ⾜ࡵࡓࡿࡍ㸰ᅇ┠ࡢἲᨵṇ

༊ศᡤ᭷ᘓࠊⓗ┠࠺⾜ࢬ࣮࣒ࢫࢆ࠼ᘓ᭰ࡢࣥࣙࢩ࣐ࣥࡓࡋᮙ⪂ࡣ࡛

୰ᅜࡢ᪉୍ࠋὀ�㸧࠺࠸ࡓࡗ⾜ࢆἲᨵṇࠊࡵࡓࡿᅗࢆ⌮⟶࡞㐺ṇࠊࡢ≀

ࡢ᭷≉ࡢ௦୰ᅜ⌧ࠊࡾ࠶ἲᚊ࡛ࡿࡍ㛵⯡ᡤ᭷ᶒ୍ࡢ≀ࡃᗈࠊࡣᶒἲ≀ࡢ

බ᭷ไᗘ࡛ࡶࡢ⚾᭷㈈⏘ࡢ⠊ᅖࢆ᫂☜ࠊࡋ⚾᭷㈈⏘ࢆಖㆤࡢࡵࡓࡿࡍ

ἲᚊ࡛࠺ᢅ࡛ࡇࡇࠋࡿ࠶බ᭷ไᗘࡣ᪥ᮏἲࡢࡑࡸẕἲࢶࢻࡿࢀࡉἲ

ᶒ≀ࡢ୰ᅜࡵࡓࡢࡑࠊࢀࡽࡅぢཷไᗘࡿ࡞␗ࡃࡁࡶἲࢫࣥࣛࣇࡸ

ἲࡢ≉⊃ࡣࡢࡶࡓࢀࡉ♧༊ศᡤ᭷ไᗘࠋࡿࢀࡽ࠼⪄ࡿ࠸࡚ࡗ࡞

つᐃࡿࡍ㛵༊ศᡤ᭷ࡢ⏘ືࠊࡣᶒἲ≀ࡓࢀࡉ⾜୰ᅜ࡛����ᖺࠉ

୰ࡢࡑࠋࡿࡓ࠶つᐃࡢࡇࡀ��᮲ࡢ࡛ࡲ��᮲➨ࡽᶒἲ➨��᮲≀ࠋࡿ࠶ࡀ

ಟࠊつ⣙⌮⟶ࠊ㞟య⌮⟶ࠊ༊ศᡤ᭷㛵ಀࡢඹ⏝㒊ศᑓ᭷㒊ศࠊ࡛

⧋㔠ࡢ⏝➼㛵ࡿࡍつᐃࡀᐃࠋࡿ࠸࡚ࢀࡽࡵ

ࡳ࡚ࡋ༊ศᡤ᭷ἲไᗘࡢ୰ᅜࢆ⩌㛵㐃ἲつࡃᗈࠊࡃ࡞ࡣᶒἲ༢య࡛≀ࠉ

ࢀࡉつᐃ࡚ࡋ⡆␎࡚ࡋ㒊୍ࡢᶒἲ≀ࠊẚ༊ศᡤ᭷ἲࡢ᪥ᮏࠊࡿ

ࡿ࠸࡚ࡋタᐃࢆつ๎࡞ἲᚊ࡛ヲ⣽ࡢูࡢᩘ「ࠊࡵࡓࡿࡍ⿵ࢆⅬࡿ࠸࡚

ᇛࠕࠊࡣ࡚࠸ࡘᆅ⏝ᶒᩜࡢ≀༊ศᡤ᭷ᘓࠊࡤ࠼ࠋࡿ࠶ᚩ࡛≉ࡀࡇ

㙠ᅜ᭷ᅵᆅ⏝ᶒฟㆡཬ㌿ㆡᬻ⾜᮲ࠖ㸦����ᖺ㸧ࠕᇛᕷᡣᆅ⏘⟶⌮

ἲࠖ㸦����ᖺ㸧࡚ࡗࡼᐃྜ⤌⌮⟶ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡽࡵ⟶⌮♫ࡢᶒ࣭⩏

⧋ಟࠊࡓࡲࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉᴗ⟶⌮᮲ࠖ㸦����ᖺ㸧࡛つᐃ≀ࠕࡣ࡚࠸ࡘົ

㔠ࡢ⏝࡚࠸ࡘ⌮⟶⣽๎ࡢ✀ྛ⟶⌮⣽๎ࠕࡀఫᏯᑓ㡯⥔ಟ㈨㔠⟶⌮

ᘚἲࠖ㸦����ᖺ㸧࡚ࡗࡼỴࡣࡽࡉࠋࡿ࠸࡚ࢀࡽࡵ⮬⟶⌮つ๎࠸ࡘ

ᑓ᭷ࡢఫᡞࠊ࡚ࡗࡼᴗཬᴗጤဨᣦᑟつ๎ࠖ㸦����ᖺ㸧ࠕࡣ࡚

㒊ศඹ⏝㒊ศࡢ☜ᐃࠕࡣ࡚࠸ࡘᡣ⏘ 㔞つ⠊ࠖ㸦����ᖺ㸧࡚࠸࠾ᐃ

⠊࠺ᢅࡀࢀࡒࢀࡑࡢ㞟ྜఫᏯἲไᗘࡢ୰ᅜ᪥ᮏࡣ���ᅗࠋࡿ࠸࡚ࢀࡽࡵ

ᅖࡢ㔜ࡿ࡞㛵ಀࠋࡓࡋ♧࡚࠸ࡘ

≉ࡢࢀࡒࢀࡑࠊࡋᴫ␎ẚ㍑ࢆ༊ศᡤ᭷ἲࡢ᪥ᮏ༊ศᡤ᭷ἲไᗘࡢ୰ᅜࠉ

ᚩࠋࡓࡵࡲ���⾲ࢆ୧ᅜࡢἲไᗘୖࡢ࡞ࡁ㐪ࠊࡣ࠸୰ᅜ࡛ࠊࡣᨻ࣭

⤒῭ไᗘࡾࡼᒃఫ⏝ᆅᩜࡢ࡚ࡋᆅࡢ⏝ᖺ㝈ࡀ��ᖺไ㝈ࡿ࠸࡚ࢀࡉ

ࠊࡀࡔᬑ㏻ࡀࡇࡿࡍ⾜ࢆᡤ᭷ᶒࡢᅵᆅࠊࡣ᪥ᮏ࡛ࠋࡿࢀࡽࡆᣲࡀࡇ

୰ᅜ࡛ࠊࡣᐃᮇᆅᶒࡀ㑅ᢥ⫥࡚ࡋ⏝ពࠊࡓࡲࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉ୰ᅜ࡛ࠊࡣ

ࢀࡉᚲせࡀ༠ຊᣦᑟࡢᨻᗓ㒊㛛ࡣ➼ᣍ㞟ࡢ༊ศᡤ᭷⪅⥲㞟ࡢึ᭱

༊ศࡢඹ⏝㒊ศᑓ᭷㒊ศࠋ࠸࡞ࡣつᐃࡓࡗ࠸࠺ࡇࡣ୰ࡢ᪥ᮏἲࠊࡀࡿ
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ẚ㍑ࡢ༊ศᡤ᭷ἲࡢ᪥ᮏఫᏯ⟶⌮ㅖἲࡧᶒἲཬ≀ࡢ୰ᅜࠉ���⾲

୰ᅜࡢ㞟ྜఫᏯ㛵ࡿࡍἲᚊ᮲ᩥ
୰ᅜࡢἲᚊ᮲ᩥࡢෆᐜ ୰ᅜ᪥ᮏࡢἲᚊෆᐜࡢẚ㍑ͤࠉ� ᑐᛂࡿࡍ᪥ᮏࡢ㞟ྜఫᏯ㛵ࡿࡍἲᚊͤࠉ�

ἲᚊ ෆᐜࡢศ㢮ͤ� ᮲ᩥ

≀ᶒἲ

� ➨��᮲ ᑓ᭷㒊ศඹ⏝㒊ศࡢᐃ⩏ ۑ ➨�᮲�㡯ࠊ➨�᮲�㡯

� ➨��᮲ ᑓ᭷㒊ศ㛵ࡿࡍ༊ศᡤ᭷⪅ࡢᶒ⩏ົ ۑ ➨�᮲�㡯ࠊ➨�᮲�㡯

� ➨��᮲�㡯 ඹ⏝㒊ศ㛵ࡿࡍ༊ศᡤ᭷⪅ࡢᶒ⩏ົ ۑ ➨��᮲

� ➨��᮲�㡯 ᑓ᭷㒊ศࡢ༊ศᡤ᭷ᶒඹ⏝㒊ศࡢඹ᭷ᣢศ୍ࡢయ ۑ ➨��᮲�㡯ࠊ➨��᮲�㡯

� ➨��᮲ ᩜᆅෆࡿࡅ࠾㐨㊰ࡸ⥳ᆅࡸඹ⏝タࡢᡤᒓ ୰ᅜ㸸༊ศᡤ᭷⪅ඹ᭷ᅜ᭷ేࡢᏑ ᪥ᮏ㸸༊ศᡤ᭷⪅ඹ᭷ ➨�᮲�㡯ࠊ➨�᮲�㡯

� ➨��᮲ 㥔㌴ሙ㌴ᗜࡢᡤᒓࠊ࣮ࣝࣝ࠸ཬࡧỴᐃࡿࡍ᪉ἲ ۑ ᶆ‽⟶⌮つ⣙㸦ᅋᆅᆺ㸧➨��᮲ࣥࣙࢩ࣐ࣥ

� ➨��᮲�㡯 ༊ศᡤ᭷⪅ᅋయࡢ⌮ࡢ㑅௵ ۑ ➨�᮲

� ➨��᮲�㡯 㞟ࡢ㛤ദ⌮ࡢ㑅௵ࡣᨻᗓ㒊㛛ࡢᣦᑟ༠ຊᇶ࡙ࡿ࠸࡚࠸ ୰ᅜ㸸ᨻᗓ㒊㛛ࡢᣦᑟࡀᚲせ࡛ࡿ࠶ ᪥ᮏ㸸⟶⌮⤌ྜࡀ㞟ࢆ㛤ദࡿࡍ ➨��᮲�㡯

� ➨��᮲�㡯 ᬑ㏻Ỵ㆟ࡿࢀࡉ㞟ࡢ㆟つ๎ࡢタᐃಟṇ ۑ ➨��᮲�㡯

� ➨��᮲�㡯 ᬑ㏻Ỵ㆟ࡿࢀࡉ⟶⌮つ⣙ࡢタᐃಟṇ ୰ᅜ㸸ᬑ㏻Ỵ㆟ ᪥ᮏ㸸≉ูỴ㆟ ➨��᮲�㡯

� ➨��᮲�㡯 ᬑ㏻Ỵ㆟ࡿࢀࡉ⌮ࡢ㑅௵ཬࡧᙺဨࡢኚ᭦ ۑ ➨��᮲�㡯

� ➨��᮲�㡯 ᬑ㏻Ỵ㆟ࡿࢀࡉ⟶⌮♫ཬࡢࡑࡧࡢ⟶⌮ேࡢ㑅௵ゎ௵ ۑ ➨��᮲

� ➨��᮲�㡯 ≉ูỴ㆟ࡿࢀࡉಟ⧋㔠ࡢᚩ⏝ ୰ᅜ㸸≉ูỴ㆟ ᪥ᮏ㸸ᬑ㏻Ỵ㆟ ➨��᮲�㡯

� ➨��᮲�㡯 ≉ูỴ㆟ࡿࢀࡉᘓ≀ඹ⏝タࡢᘓ᭰ࠊ࠼ᘓ ۑ ➨��᮲�㡯

� ➨��᮲�㡯 ᬑ㏻Ỵ㆟ࡿࢀࡉඹ᭷ඹྠ⟶⌮㛵㐃ࡿࡍᶒࡢࡑ㔜㡯 ۑ ➨��᮲�㡯

� ➨��᮲ ᑓ᭷㒊ศ㛵ࡿࡍ⾜Ⅽࡣඹྠ┈࠸࡞ࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ ۑ ➨�᮲�㡯

� ➨��᮲�㡯 㞟⌮ࡢỴᐃࡢἲᚊຠᯝࡣ༊ศᡤ᭷⪅ဨᡤᒓࡿࡍ ۑ ➨��᮲�㡯

� ➨��᮲�㡯 ᐖࡓࡅཷࢆ༊ศᡤ᭷⪅ࡀุᡤ᧔ᅇㄳồࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ ۑ ➨��᮲�㡯

� ➨��᮲ ಟ⧋㔠ࡢᡤᒓཬࡧ࠸ᡭ㡰 ۑ ��➨ࠊᶆ‽⟶⌮つ⣙㸦ᅋᆅᆺ㸧�➨��᮲ࣥࣙࢩ࣐ࣥ᮲

� ➨��᮲ ඹ⏝㒊ศࡢ㈇ᢸཬࡧ┈ྲྀࡀつ⣙ཪࡣඹ⏝㒊ศࡢᣢศࡿࡼ ۑ ➨��᮲

� ➨��᮲�㡯 ⟶⌮᪉ᘧࡣ࡚࠸ࡘ⮬⟶⌮ཬࡿࡁ࡛ࡀ⌮⟶⪅୕➨ࡧ ۑ ➨��᮲�㡯

� ➨��᮲�㡯 ༊ศᡤ᭷⪅㞟࡛➨୕⟶⌮⪅ࢆኚ᭦ࡿࡍᶒࡿ࠶ࡀ ۑ ➨��᮲�㡯

� ➨��᮲ ༊ศᡤ᭷⪅ࡣ⪅⌮⟶୕➨ጤ௵㛵ಀ࡛ࡿ࠶
୰ᅜ㸸⟶⌮♫ጤク࠺⾜ࢆ⌮⟶ࡿࡍ

ᐃࡿ࠸࡚ࡋ

᪥ᮏ㸸⟶⌮⪅୍ேࢆ㑅௵ࡿࡍ⟶⌮᪉ᘧࡀ

ᐃࡿࢀࡉ
➨��᮲�㡯

� ➨��᮲�㡯 ⟶⌮つ⣙ࡣ༊ศᡤ᭷⪅ဨᣊ᮰ຊࡿ࠶ࡀ ۑ ➨��᮲�㡯

� ➨��᮲�㡯 ඹྠ┈ࡿࡍ⾜ⅭࡢṆࠊ㈺ൾࠊッゴ➼ࡢㄳồࡿࡁ࡛ࡀ ۑ ➨��᮲�㡯ࠊ➨��᮲�㡯

ᇛᕷᡣᆅ⏘⟶⌮ἲ � ➨��᮲ ᑓ᭷㒊ศࠊඹ⏝㒊ศᩜᆅ⏝ᶒࡢศ㞳ฎศࡢ⚗Ṇ ۑ ➨��᮲�㡯

≀ᴗ⟶⌮᮲

� ➨�᮲ࠥ➨��᮲ ⣽๎ࡿࡍ㛵㞟ࡢ㞟ࡧ㑅௵ཬࡢ⌮ࠊᶒࠊົ⩏ࡢྜ⤌⌮⟶ ۑ ᶆ‽⟶⌮つ⣙㸦ᅋᆅᆺ㸧�➨��᮲ࠥ➨��᮲ࣥࣙࢩ࣐ࣥ

� ➨��᮲ࠥ➨��᮲ ๓ᮇ≀ᴗ⟶⌮ᮇ࣮ࣃࢵࣟ࣋ࢹࡣ⟶⌮♫ົ⩏ࡢᶒ ୰ᅜ㸸≀ᴗ⟶⌮ࢆ๓ᮇᚋᮇศࡽࡅ

ࡿࢀ
᪥ᮏ㸸ศ࠸࡞࠸࡚ࢀࡽࡅ

� ➨��᮲ࠥ➨��᮲ ᚋᮇ≀ᴗ⟶⌮ᮇࡣ⟶⌮♫ົ⩏ࡢᴗົෆᐜࡢ࡚࠸ࡘ⣽๎

ᇛ㙠ᅜ᭷ᅵᆅ⏝ᶒฟㆡཬ㌿ㆡ
ᬻ⾜᮲

� ➨�᮲ࠊ➨�᮲�㡯 ᘓ≀ᩜࡢᆅ㛵ᩜࡿࡍᆅ⏝ᶒ࡚࠸ࡘ
୰ᅜ㸸ᒃఫ⏝ᆅᩜࡢᆅ⏝ᶒࡣ��ᖺ࡛

ࡿ࠶
᪥ᮏ㸸ᩜᆅࡣ༊ศᡤ᭷⪅ࡢඹ᭷࡛ࡿ࠶ ➨�᮲�㡯

ఫᏯᑓ㡯⥔ಟ㈨㔠⟶⌮ᘚἲ

� ➨�᮲ ඹ⏝㒊ศࡢලయⓗ࡞ᐃ⩏
୰ᅜ㸸ෆቨࠊ࣮ࢲࣥࣛ࣋ࠊ࣮ࢽࢥࣝࣂࠊᒇୖ

࠸࡞࠸࡚ࢀࡲྵࡀࢫࣛࢸ

᪥ᮏ㸸ෆቨࠊ࣮ࢲࣥࣛ࣋ࠊ࣮ࢽࢥࣝࣂࠊᒇ

ࡿ࠸࡚ࢀࡲྵࡀࢫࣛࢸୖ
�➨⾲ูࠊᶆ‽⟶⌮つ⣙㸦ᅋᆅᆺ㸧➨�᮲ࣥࣙࢩ࣐ࣥ

� ➨�᮲ ಟ⧋㈝⏝ࡢᚩ᪉ᘧࡢ࡚࠸ࡘ⣽๎
୰ᅜ㸸࣮ࣃࢵࣟ࣋ࢹ༊ศᡤ᭷⪅୍ࡽ

ᣓ࡛ᚩࡿࡍಟ⧋㔠

᪥ᮏ㸸༊ศᡤ᭷⪅ࡽᅋᆅ࣭ྛᲷࡢಟ⧋✚

❧㔠ࢆᚩࡿࡍ
��᮲�㡯➨ࠊᶆ‽⟶⌮つ⣙➨��᮲�㡯ࣥࣙࢩ࣐ࣥ

� ➨��᮲ ಟ⧋㈝⏝ࡢᡤᒓ⟶⌮
୰ᅜ㸸⟶⌮⤌ྜࡀᡂ❧๓ࡣᨻᗓࡀ௦⌮࡛

࠺⾜ࢆ⌮⟶
᪥ᮏ㸸⟶⌮⤌ྜࡿࡍ⌮⟶ࡀ ᶆ‽⟶⌮つ⣙㸦ᅋᆅᆺ㸧➨��᮲ࣥࣙࢩ࣐ࣥ

ᴗཬᴗጤဨᣦ
ᑟつ๎�

� ➨��᮲�㡯 ㇟ᑐࡿࡍ⌮⟶ᚩ࣭ࢆ⏝㈝⌮⟶ ୰ᅜ㸸⟶⌮㈝⏝ࡣ⟶⌮♫ᨭᡶ࠺ ᪥ᮏ㸸⟶⌮㈝⏝ྜ⤌⌮⟶ࡣᨭᡶ࠺ ��᮲➨ࠊᶆ‽⟶⌮つ⣙㸦ᅋᆅᆺ㸧➨��᮲ࣥࣙࢩ࣐ࣥ

� ➨�᮲ࠥ➨��᮲ ⥆ᣍ㞟ᡭࡢ༊ศᡤ᭷⪅⥲㞟ࡢึ᭱
୰ᅜ㸸᭱ึࡢ⥲㞟ࡣᨻᗓࡢᙺဨࡀᣍ㞟

ࡿࡍ
᪥ᮏ㸸⟶⌮⤌ྜࡀᣍ㞟ࡿࡍ ᶆ‽⟶⌮つ⣙㸦ᅋᆅᆺ㸧➨��᮲ࣥࣙࢩ࣐ࣥ

ᡣ⏘ 㔞つ⠊ � 㝃㘓% ᑓ᭷㒊ศࡢ㠃✚ࡢィ⟬᪉ἲ
୰ᅜ㸹ᑓ᭷㠃✚࡛࣮ࢲࣥࣛ࣋ࡣෆቨࡢ

㠃✚ࡿ࠸࡚ࢀࡲྵࡀ
᪥ᮏ㸸ᑓ᭷㠃✚ࡣෆἲᘧ࡛⟬ฟࡿࡍ ➨��᮲�㡯

⣽๎ࡢࡢࡑ��ࠉࠉࠉࠉ⏝ࡢ��ಟ⧋㔠ࠉࠉࠉࠉつ⣙⌮⟶��ࠉࠉࠉࠉ㞟ࡧయཬ⌮⟶��ࠉࠉࠉࠉ༊ศᡤ᭷㛵ಀࡢඹ⏝㒊ศ��ᑓ᭷ࠉࠉࠉࠉᶒࡢᆅᩜ��ࠉศ㢮㸸ࡢෆᐜࡢἲᚊ᮲ᩥࠉ�ͤ

ࠋࡿ࠶࡛ࡢࡶࡿ࡞␗ࡀἲᚊ࡛ෆᐜࡢ᪥ᮏ୰ᅜࡣࡢࡶࡿ࠸࡚ࡗḍ࡛༊ษࡢࡇࠋࡿ࠶᮲ᩥ࡛ࡿ࠸࡚ࡋἲᚊ࡛ᑐᛂࡢ᪥ᮏ୰ᅜࠊࡣࡢࡿ࠸࡚ࡋ♧ࢆۑࠉ�ͤ

ࡿ࠸࡚ࡋពࢆἲᚊࡿࡍ㛵➼༊ศᡤ᭷ࡢ≀ᘓࡣ࡛ࡇࡇࠉ�ͤ
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ࠋࡿ࠸࡚ࡋグ㏙࡚࠸⏝ࢆྡ⛠␎ࡢἲ௧࡞࠺ࡼࡢḟࠊᐅୖ౽ࠉͤ

༊ศᡤ᭷ἲ㸦ᘓ≀ࡢ༊ศᡤ᭷➼㛵ࡿࡍἲᚊ㸧

ᶆ‽⟶⌮つ⣙㸦ࣥࣙࢩ࣐ࣥᶆ‽⟶⌮つ⣙㸦ᅋᆅᆺ㸧㸧

ἲᚊ㸧ࡿࡍ㛵᥎㐍ࡢ㐺ṇࡢ⌮⟶ࡢࣥࣙࢩ࣐ࣥ㐺ṇἲ㸦⌮⟶ࣥࣙࢩ࣐ࣥ

ἲᚊ㸧ࡿࡍ㛵➼ࡢ࠼ᘓ᭰ࡢࣥࣙࢩ࣐ࣥἲ㸦࠼ᘓ᭰ࣥࣙࢩ࣐ࣥ

ࠋࡿ࠶ෆᐜ࡛ࡢἲᚊࡣࡢࡿ࠸࡚ࡋ♧ࢆᏐᩥࡢ᫂ᮅࠊ⛠ྡࡢἲᚊࡣࡢࡿ࠸࡚ࡋ♧ࢆᏐᩥࡢࢡࢵࢩࢦࠉͤ�

ࠋࡿ࠶ఫᏯ⟶⌮ἲᚊ࡛࡞࣮ࣝ࢝ࣟࡿࡍᑐ㞟ྜఫᏯࡓࡋᐇᆅㄪᰝࠉ�ͤ

ͤ

ᶆ‽⟶⌮つ⣙

㐺ṇἲ⌮⟶ࣥࣙࢩ࣐ࣥ

ἲ࠼ᘓ᭰ࣥࣙࢩ࣐ࣥ

ᪧᘓ᭰࠼

࠼ᘓ᭰ࠉࠉ
㛵ࡿࡍㅖつᐃ

ࡢࡑ

⩏ົ㐪⪅ᑐࡿࡍᥐ⨨

࣐ ࣥࣙࢩࣥ ⟶⌮ኈ

⟶⌮⤌ྜἲே

つ⣙ཬࡧ㞟

㞟ྜఫᏯࡅ࠾
⟶༊ศᡤ᭷ࡿ
⣽๎ࡿࡍ㛵⌮

⟶⌮⪅

ᩜᆅ⏝ᶒ

ඹ⏝㒊ศ➼

༊ศᡤ᭷ἲ

ͤ�

ͤ�

≀ᶒἲ
㸦➨��᮲㹼➨��᮲㸧

༊ศᡤ᭷⪅ᅋయ

༊ศᡤ᭷⪅ࡢᶒ⩏ົ
༊ศᡤ᭷⪅ᅋయࡢᵓᡂ
༊ศᡤ᭷⪅ᅋయࡢᶒ⩏ົ
㞟ࡢᣍ㞟㆟つ๎ࡢసᡂ
⌮ࡢ㑅௵ཬࡧᶒࠊ⩏ົ
ཎጞつ⣙⟶⌮つ⣙ࡢసᡂ
⟶⌮♫ጤクࡿࡍ⟶⌮᪉ᘧ
⟶⌮♫ࡢ㈨᱁ཬࡧᶒࠊ⩏ົ
ඹ⏝㒊ศࡢ⏝⥔ᣢ⟶⌮
⩏ົ㐪⪅ᑐࡿࡍᥐ⨨

ᅵᆅࡢ⏝ᶒ⏝ᖺ㝈
ᅵᆅࡢㆡΏࠊᢸಖࠊ㈤㈚ࡢᐃࡵ

ᅵᆅࡢㆡΏࠊᢸಖࠊ㈤㈚ࡢᐃࡵ
ື⏘ࡢㆡΏࠊᢸಖࠊ㈤㈚ࡢᐃࡵ
ᅵᆅື⏘ࡢⓏグไᗘ

⟶⌮♫

ఫᏯᑓ᭷㠃✚ࡢィ⟬᪉ἲ
ື⏘ࡢ 㔞

㞟ࡢᣍ㞟ཬࡧ㆟つ๎㛵ࡿࡍ⣽๎
㆟㘓ࡢෆᐜసᡂ㛵ࡿࡍ⣽๎
⌮ࡢᶒ⩏ົ
⌮ࡢ㑅௵ゎ௵

ඹ⏝㒊ศࡢලయ
ಟ⧋㔠ࡢᚩ⟶⌮᪉ἲ
ಟ⧋㔠ࡢ⏝࣮ࣝࣝ

⟶⌮つ⣙

㞟

ඹ⏝㒊ศᑓ᭷㒊ศ

ᩜᆅ

ಟ⧋㔠

ᇛᕷᡣᆅ⏘⟶⌮ἲ

≀ᴗ⟶⌮᮲

ᡂ㒔ᕷ≀ᴗ⟶⌮᮲
ᐇᆅㄪᰝࡓࡋᡂ㒔ᕷࢆ≦⌧ࡢᛂ
⣽๎ࡢ⌮⟶ఫᏯࡿࢀࡉタᐃ࡚ࡌ

ᇛ㙠ᅜ᭷ᅵᆅ⏝ᶒ
ฟㆡཬ㌿ㆡᬻ⾜᮲

ఫᏯᑓ㡯⥔ಟ㈨㔠⟶⌮ᘚἲ

ᴗཬᴗጤဨᣦᑟつ๎

ᡣ⏘ 㔞つ⠊

᪥ᮏࡢ㞟ྜఫᏯἲไᗘࡢᵓᡂ

ᅗࠉ���୰ᅜ᪥ᮏࡢఫᏯἲไᗘࡢᵓᡂ

୰ᅜࡢ㞟ྜఫᏯἲไᗘࡢᵓᡂ
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ᡤ᭷ࠊ࡚࠸ࡘ᪥ᮏἲ࡛ࡣෆቨࠊࢲࣥࣛ࣋ࠊ࣮ࢽࢥࣝࣂࠊᒇୖࡀ➼ࢫࣛࢸ

ඹ⏝㒊ศᐃ⩏ࠊࡀࡿ࠸࡚ࢀࡉ୰ᅜ࡛ࡣᑓ᭷㒊ศ࡚ࡋㄆ࡞ࡿ࠸࡚ࢀࡽࡵ

ఫᡞࡿࡅ࠾୰ᅜ᪥ᮏࠊࡓࡲࠋࡿ࡞␗ࡀ⩏ᐃࡢඹ⏝㒊ศᑓ᭷㒊ศࠊ

ࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞␗ࡶฟ᪉ἲ⟭ࡢ✚ᑓ᭷㠃ࡢ

୰࡛ಟࡢἲᚊ᮲ᩥࠊࡵࡓࡿࡍ㜵Ṇࢆ⏝ὶࡢಟ⧋㔠ࠊࡣ㏆ᖺ୰ᅜ࡛ࠊ᪉୍ࠉ

⧋㔠ࡢ⏝࡚࠸ࡘ⌮⟶ከࡢࡃὀពࡀᡶࠋࡿ࠸࡚ࢀࢃ᪥ᮏ࡛ࠊࡣಟ⧋✚

❧㔠ࠊࡣ࡚࠸ࡘ༊ศᡤ᭷ἲࡢ୰࡛ࡣᐃࠊࡢࡢࡶ࠸࡞࠸࡚ࢀࡽࡵᶆ‽⟶⌮

つ⣙ࡸಟ⧋✚❧㔠ࣥࣛࢻ࢞ὀ�㸧ࡣ࡞ヲ⣽࡞つᐃࠋࡿ࠶ࡀ⟶⌮᪉ᘧ

⌮⟶⪅୕➨᪉ᘧ㸦ࡿࡍ௵㑅ࢆ⪅⌮⟶㞟࡛ࡀ⪅༊ศᡤ᭷ࡣ᪥ᮏ࡛ࠊ࡚࠸ࡘ

᪉ᘧ㸧ࢆἲⓗᐃࠊࡀࡿ࠸࡚ࡋ⌮ࡿࡼ⟶⌮᪉ᘧ୍ࡀ⯡ⓗ࡛ࡢࡿ࠶

⌮⟶࡞ᑓ㛛ⓗࠊࢀࡽࢀධࡾྲྀࡀ᪉ᘧ⌮⟶⪅୕➨࡛ࡍࠊࡣ୰ᅜ࡛ࠊࡋᑐ

♫ࡿࡼ㞟ྜఫᏯ⯡ࡢ⟶⌮㐠Ⴀࡀࡢࡿࢀࡉ࡞ࡀᬑ㏻࡛ࡢࡇࠋࡿ࠶⟶⌮

᪉ᘧࡾྲྀࢆධࢆࡇࡿࢀ๓ᥦࠊ୰ᅜࡢఫᏯ⟶⌮ࡣ๓ᮇ㸦ࡀ࣮ࣃࢵࣟ࣋ࢹ

㑅ࡔࢇ⟶⌮♫ࢆ⌮⟶ࡀᒎ㛤ࡿࡍᮇ㛫㸧ᚋᮇ㸦༊ศᡤ᭷⪅ࡀ㑅ࡔࢇ⟶⌮

♫ࢆ⌮⟶ࡀᒎ㛤ࡿࡍᮇ㛫㸧ࡢ�ẁ㝵ศྜ⤌⌮⟶ࠊࡾ࠾࡚ࢀࡽࡅ⟶⌮

ࠊࡣ᪥ᮏ࡛ࠋࡿ࠸࡚ࡋᴗ⟶⌮᮲࡛タᐃ≀ࢆ⣽๎ࡿࡍ㛵ົ⩏ᶒࡢ♫

⟶⌮♫ࡽྜ⤌⌮⟶ࡀጤクࡀࡇࡿࡅཷࢆᐃࠊࡀࡿ࠸࡚ࢀࡉఫᏯ⟶⌮

ࠋ࠸࡞࠸࡚ࢀࡽࡅศ�ẁ㝵ࡣ

ᩚࢆἲᚊࡿࡍ㛵㐃⌮⟶ఫᏯࡧ༊ศᡤ᭷ᶒཬࡢ᪥ᮏ୰ᅜࠊ࠺ࡼࡢࡇࠉ

⌮⟶ࠊ࡚ࡋ㛵⌮⟶ఫᏯࠊࡋࡋࠋࡿୖࡧᾋࡀ㐪Ⅼ┦ࠊࡿࡍẚ㍑ࠊ⌮

୰ᅜࡿ࠸࡚ࡁ࡚ࡋ㢧ᅾࡍࡲࡍࡲࡀၥ㢟࡚࠸ࡘ࡞ఫᏯಟ⧋㔠ࡸ㈝

୰ࠊࡣࡇࡿࡍẚ㍑༊ศᡤ᭷ἲไᗘࡢ᪥ᮏࡓࢀࡉഛᩚ࡚ࡋ⾜ඛࠊࡣ࡚ࡗ

ᅜࡿࡅ࠾ఫᏯ༊ศᡤ᭷ᶒไᗘ⟶⌮ไᗘᩚࡢഛ㛵࡚ࡋ㔜せ࡞♧၀ࢆ

ࠋࡿࢀࡽ࠼⪄ࡢࡶࡿ࠼
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ᡤ᭷ไᗘࡢఫᏯᅵᆅࡿࡅ࠾୰ᅜࠉ�����

��ࠊ㸦⾲���㸧ࡿࡍᴫほࢆᡤ᭷ไᗘࡢఫᏯᅵᆅࡿࡅ࠾୰ᅜࠉ��ᖺࡢᘓ

ᅜ௨๓ࡣ⚾ⓗ㈈⏘ࡢᡤ᭷ࢆㄆࡵಖ㞀ࠊࡀࡓ࠸࡚ࡋ୰⳹ேẸඹᅜࡢᘓᅜ

௨ᚋࠊࡣ♫⩏ᅜᐙ࡚ࡋᪧࢯ㐃ࡢᙳ㡪ࡾࡼᅜᐙᡤ᭷㎰ᮧ㞟ᅋᡤ᭷

��ࠋࡓࡗ࡞୪Ꮡࡢබ᭷ไᗘࡢ㸰✀㢮ࡢ��ᖺ௦ධࠊࡿィ⏬⤒῭ࡽᕷ

ሙ⤒῭ไᗘࡢኚ᭦ࠊࡾࡼᅵᆅࡢᅜᐙᡤ᭷ࡣศ㞳ࡓࡋ⏝ᶒࢆㄆࡿࡵ

ᅵᆅ⏝ᶒไᗘࡀタࠊࢀࡽࡅఫᏯࡢಶே⚾᭷ࡀㄆࠋࡓࡗ࡞࠺ࡼࡿࢀࡽࡵ

ࠊࡳ㐍ࡀ㛤Ⓨࡢ㞟ྜఫᏯᅋᆅ࡞つᶍࠊࡋ㐍ᒎࡀရၟࡢఫᏯࠊࡵࡓࡢࡑ

ఫᏯ⟶⌮ไᗘᩚࡢഛἲไࡀᮏ᱁ⓗᒎ㛤ࠋࡓࢀࡉ⌧ᅾ୰ᅜ࡛ࠊࡣ��ᖺ

��ᖺᆅᶒࡢࡇࠊ㏆ᖺࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉᐇࡀఫᏯไᗘࡢࡁᐃᮇᆅᶒࡢ

���➨ᶒἲ≀ࡀࡇࡿࡍ⥆⥅ື⮬ᮇᚋ‶ࠊࡣ࡚࠸ࡘ᮲࡚ࡗࡼᐃࢀࡽࡵ

ࡔࡲࡣ࡚࠸ࡘ➼㈤ᩱ⥆⥅ࡸㄳ᪉ἲ⏦ࡿࡍ㛵⥆⥅ࡢᆅᶒࠊࡋࡋࠋࡓ

ἲⓗタᐃࡼࡏࢀࡎ࠸ࠋ࠸࡞࠸ࡣ࡚ࢀࡉ୰ᅜ࡛ࠊࡣ����ᖺ௦㡭ࡽඛ⾜

ၥ㢟ࡢ��ᖺᆅᶒ‶ᮇࠊࡾ࠾࡚⤒ࢆ��ᖺ᪤ࡣ㞟ྜఫᏯࡓࢀࡉᘓタ࡚ࡋ

Ᏻࢆᢪࡃ༊ศᡤ᭷⪅ࡣᑡࠋࡿࢀࡽ࠼⪄࠸࡞ࡃ࡞

ഛᩚࡢἲไᗘࡿࡍ㛵⌮⟶ఫᏯ༊ศᡤ᭷ࡢ୰ᅜࠉ�����

��ࠊࡿࡳぢ࡚ࢆఫᏯ⟶⌮ἲไᗘࡢ୰ᅜࠊ࠺ࡼࡍ♧���⾲ࠉ��ᖺ௦௨㝆

ᚎࠎ����ᖺ௦ᩚ࡚ࡅഛࡀࡇࡓࡁ࡚ࢀࡉศࠋࡿ୰࡛ࠊࡶᅵᆅ⏝

ᶒ㛵ࡿࡍἲᚊ㸦ࠕᇛ㙠ᅜ᭷ᅵᆅ⏝ᶒฟㆡཬ㌿ㆡᬻ⾜᮲࣭ࠖࠕᇛᕷᡣ

ᆅ⏘⟶⌮ἲࠖ㸧ࠊ㞟ྜఫᏯ⌮⟶ࡢ㛵ࡿࡍἲᚊ㸦ࠕ≀ᴗ⟶⌮᮲࣭ࠖࠕఫ

Ꮿᑓ㡯⥔ಟ㈨㔠⟶⌮ᘚἲ࣭ࠖࠕᴗཬᴗጤဨᣦᑟつ๎ࠖ㸧ࠊ༊ศ

ᡤ᭷ᶒ㛵ࡿࡍἲᚊ㸦ࠕ≀ᶒἲ࣭ࠖࠕᡣ⏘ 㔞つ⠊ࠖ㸧ࡢไᐃࡀ࣏࡞ࡁ

ࠋࡓࡗ࠶ഛ࡛ᩚࡢἲᚊࡿ࡞ࢺࣥ

��ࠉ��ᖺ௦௨๓ࡣཎ๎࡚ࡋ࡚ࡢఫᏯࡀබ᭷ఫᏯ࡛ࠊࡾ࠶ఫᏯࡢඹ⏝

タࡢ⥔ᣢ⟶⌮ࡸᐙ㈤ࡢᚩ࡚ࡍࡣᨻᗓࡢᮎ➃⤌⧊ࡓ࠸࡚ࢀࢃ⾜ࡾࡼ

��ࠊࡀ��ᖺ௦ࡣఫᏯ౪⤥ไᗘ⟶⌮ไᗘࡀኚ᭦ࠊࢀࡉ⚾᭷㈈⏘ࡢ࡚ࡋ

ၟရఫᏯࡢᡤ᭷ᶒࡸඹ⏝㒊ศࡀ➼⌮⟶ࡢㄆࠋࡓࡁ࡚ࡗ࡞࠺ࡼࡿࢀࡽࡵఫ

Ꮿ⟶⌮㛵ࠊ࡚ࡋ����ᖺ῝ᆆᕷᅜึࡢ⟶⌮♫ࡀタ❧ࠊ࡚ࢀࡉ㤶 ࡢ

⟶⌮᪉ᘧὀ�㸧ࢆཧ⪃ࠊ࡚ࡋἲே᱁ࢆ᭷ࡿࡍ⟶⌮♫ࡀᥦ౪ࡿࡍ⟶⌮ᴗົࡀ

ࠋࡓࡗ࡞࠺ࡼࡿࢀࡤࠖ⌮⟶ᴗ≀ࠕࡣࢀࡇࠊࡀࡓࡗ࡞࠺ࡼࡿࢀࡉ࡞

��ࠊࡣഛᩚࡢἲไᗘࡿࡍ㛵㐃ఫᏯࠉ��ᖺ௦௨㝆ࡾࡼࠊ✚ᴟⓗ᥎㐍ࢀࡉ

ࡢఫᏯᅵᆅ࡛࠸ḟࠊࡵᐃࢆ㎰ᮧ㞟ᅋᡤ᭷ᅜᐙᡤ᭷ࡢᅵᆅࡣึ᭱ࠋࡓ

��ᖺᐃᮇᆅᶒ㛵ࡿࡍἲᚊࢆタᐃࡓࡋ㸦ࠕᇛ㙠ᅜ᭷ᅵᆅ⏝ᶒฟㆡཬ㌿

ㆡᬻ⾜᮲ࠖ㸦����ᖺ㸧࣭ࠕᇛᕷᡣᆅ⏘⟶⌮ἲࠖ㸦����ᖺ㸧㸧ࠊࡓࡲࠋ��

ᖺ௦ࡢఫᏯᅋᆅ࣒࣮ࣈᑐᛂࠊࡋቑຍࡿ࠶ࡘࡘࡋศㆡ㞟ྜఫᏯ⌮⟶ࡢᑐ

ᛂࠊࡵࡓࡿࡍ⟶⌮つ⣙ࡢぢᮏࠕ࡚ࡋᴗබ⣙♧⠊ᩥᮏࠖ㸦����ᖺ㸧ࡀタ
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ᮇ 㞟ྜఫᏯ㛵ࡿࡍἲᚊࡢ⾜㸦ۑ㸧ཬࡧ᪂࡞ࡓ⟶⌮᪉ᘧͤ ἲᚊ᮲ᩥࡢෆᐜཬࡧᙳ㡪

������ ῝ᆆᕷ୰ᅜึࡢ≀ᴗ⟶⌮♫ࡀタ❧ࡓࢀࡉ ᘓ≀ࡣ⌮⟶ࡢ⮬⟶⌮ࡽ⟶⌮♫⟶⌮ࡢኚ

������� ۑ ᇛᕷ⚾᭷ᡣᒇ⟶⌮᮲ࠖ㸦���������ᗫṆ㸧ࠕ ఫᏯࡢ⚾᭷ᶒఫᏯᡤ᭷⪅ࡢᶒࢆಖㆤࡢ࡚࠸ࡘࡇࡿࡍつᐃ

������� ۑ ᇛᕷ␗⏘ẜ㐃ᡣᒇ⟶⌮つᐃࠖ㸦���������ᗫṆ㸧ࠕ ༊ศᡤ᭷ᘓ≀ࡢඹ⏝㒊ศࡢ⏝ಟ⧋⩏ົࢆ⟇ᐃࡓࡋ

������ ۑ ᇛ㙠ᅜ᭷ᅵᆅ⏝ᶒฟㆡཬ㌿ㆡᬻ⾜᮲ࠖࠕ ୰ᅜࡿࡅ࠾ᅵᆅࡢබ᭷ไᗘཬࡧᅵᆅࡢㆡΏ㛵ࡿࡍ⣽๎

������ ῝ᆆᕷ୰ᅜึࡢ≀ᴗ⟶⌮༠ࡀタ❧ࡓࢀࡉ ⟶⌮♫ࡢ⤒Ⴀⓗࢆ⌮⟶࡞ᬑཬ࣭᥎㐍ࡓࡋ

������ ۑ ᇛᕷ᪂ᘓఫᏯᑠ༊⟶⌮᪉ἲࠖࠕ ఫᏯᅋᆅࡢ⟶⌮ᴗົࡣ⟶⌮♫ጤクࢆࡇࡿࡍไᐃࡓࡋ

������ ۑ ᇛᕷᡣᆅ⏘⟶⌮ἲࠖࠕ ᅵᆅ⏝ไᗘཬࡧື⏘ࡢ㛤Ⓨ࣭㈙࣭Ⓩグࡢㅖつᐃ

������ ۑ ᴗබ⣙♧⠊ᩥᮏࠖࠕ ఫᏯᅋᆅࡿࡅ࠾ᒃఫ⪅ࡢ⏕ά⾜Ⅽࡢつ⣙ࡢぢᮏ

������ ۑ ᴗ⟶⌮ᴗ㈈ົ⟶⌮つᐃࠖ≀ࠕ ⟶⌮♫ࡀᅋᆅࡢඹ⏝㒊ศࡢಟ⧋ᇶ㔠ࢆಖ⟶ࡢࡇࡿࡍ᫂☜

������� ۑ ఫᏯඹ⏝㒊ඹ⏝タタഛ⥔ಟᇶ㔠⟶⌮᪉ἲࠖࠕ
ಟ⧋ᇶ㔠ࡢタᐃࡢ⩏ົཬࡧ༊ศᡤ᭷⪅ᡤ᭷ࠊ⟶⌮♫ಖ⟶ࠊᨻᗓ㒊
㛛┘╩ࡢ᫂☜

������ ۑ ᆆ⤒῭≉༊ఫᏯ༊≀ᴗ⟶⌮᮲㸦ಟṇ㸧ࠖ῝ࠕ ୰ᅜࡢఫᏯ⟶⌮つ⣙ࡢぢᮏ

������� ۑ ๓ᮇ≀ᴗ⟶⌮᭹ົ༠㆟♧⠊ศᮏࠖࠕ ぢᮏࡢつ⣙ࡓࡋዎ⣙࣮ࣃࢵࣟ࣋ࢹ♫⌮⟶タ❧๓ࡀྜ⤌⌮⟶

������ ۑ ᡣ⏘ 㔞つ⠊ࠖࠕ ື⏘ࡢⓏグࠊ 㔞ྲྀᘬࡢ᪉ἲཬࡧື⏘㈙ࡢ⛯㔠㛵ࡿࡍつᐃ

������ ۑ ࠖ⛬ᴗつࠕ ⮬⟶⌮⤌⧊ࡢタ❧ࠊᙺဨࡢ㑅௵ཬࡧᶒ⩏ົ

������ ۑ ᴗ⟶⌮᮲ࠖ≀ࠕ ༊ศᡤ᭷⪅⮬⟶⌮⤌⧊ࡢᶒࠊົ⩏ཬࡧ⟶⌮♫ࡢ⩏ົ

������� ۑ ᴗ᭹ົ㈝⟶⌮ᘚἲࠖ≀ࠕ ఫᏯᅋᆅࡢ⏝㈝⌮⟶ࡢᚩࡢᇶ‽

������ ۑ ᴗ᭹ົᴗ㈨㉁⟶⌮ᘚἲࠖ≀ࠕ ⟶⌮♫ࡢ㈨᱁ࡢㄆᐃไᗘࡢタ❧

������� ۑ

ᴗ⟶⌮ኈไᗘᬻ⾜つᐃࠖ≀ࠕ

ఫᏯ⟶⌮ኈࡢㄆᐃไᗘࡢタ❧ࠕ≀ᴗ⟶⌮ኈ㈨᱁⪃ヨᐇ᪉ἲࠖ

ᴗ⟶⌮ኈ㈨᱁ㄆᐃ⪃ヨ᪉ἲࠖ≀ࠕ

������ ୰ᅜึࡢὀ≀ᴗ⟶⌮ኈࡢ㣴ᡂࡓࢀࢃ⾜ࡀࢫ࣮ࢥ ఫᏯ⟶⌮ᑓ㛛⫋ࡢ✀㢮࣭⫋⬟ཬࡧ㣴ᡂᶵᵓࢆタ❧ࡓࡋ

������� ୰ᅜ≀ᴗ⟶⌮༠ࡀタ❧ࡓࢀࡉ ୰ᅜࡢ⟶⌮♫ࡢ⟶⌮ᴗົࢆୖྥ╩┘ࡢ᥎㐍ࡓࡋ

������ ۑ ᶒἲࠖ≀ࠕ ༊ศᡤ᭷ᶒไᗘࡢἲไ

������ ۑ ᅜ≀ᴗ⟶⌮♧⠊ᑠ༊ᶆ‽ཬホศ⣽๎ࠖࠕ
ఫᏯᅋᆅࡿࡅ࠾ඹ⏝タࡢタ⨨㐠Ⴀ⥔ᣢ⟶⌮ࡽ⥲ྜⓗ࡞ホ
౯ไᗘࡢタ❧

������ ۑ ఫᏯᑓ㡯⥔ಟ㈨㔠⟶⌮ᘚἲࠖࠕ ಟ⧋ᇶ㔠ࡢᚩ࣭⟶⌮ཬࡧ⏝ࡢヲ⣽ⓗ࡞つᐃࡀタᐃࡓࢀࡉ

������� ۑ ᴗཬᴗጤဨᣦᑟつ๎ࠖࠕ ⮬⟶⌮⤌⧊ཬࡧ⌮ࡢάືࡀ࣮ࣝࣝࡢタᐃࡓࢀࡉ

ࠋࡿ࠶ἲᚊ࡛ࡓࢀࡽࡆୖࡾྲྀ࡚ࡋẚ㍑᪥ᮏἲࡣࡢࡿ࠸࡚ࡋ♧࡛ࠉࠉࠉࠉࠉͤ

ഛᩚࡢఫᏯ⟶⌮ἲไᗘࡿࡅ࠾୰ᅜࠉ���⾲

ᮇ ᡤ᭷ไᗘ ᡤ᭷ไᗘࡢኚ

ࠥ����ᖺ ⚾᭷ ᅵᆅఫᏯࡀ⚾᭷≀࡛ࡓࡗ࠶

����ᖺࠥ����ᖺ බ᭷ ື⏘ᕷሙࡀཝࡃࡋᢚࠊࢀࡽ࠼ᅵᆅఫᏯࡀබ᭷㈈⏘ࡓࢀࡉ⌮⟶࡚ࡋ

����ᖺࠥ����ᖺ බ᭷
♫⩏ࡢィ⏬⤒῭ไᗘࠊࡾࡼᅵᆅࡀᅜᡤ᭷㎰ᮧ㞟ᅋᒓࠊࡋఫᏯࡀ㎰ᮧ㞟ᅋࠊ♫ᅜᡤ᭷
ࡓࡗ࠶බ᭷ไ࡛ࡢ

����ᖺࠥ
බ᭷㸦ᅵᆅ㸧࣭
⚾᭷㸦ఫᏯ㸧

ィ⏬⤒῭ไᗘࡽᕷሙ⤒῭ไᗘࡢ㌿ࠊࡘࡘࡋఫᏯࡢ⚾᭷ไᗘࡀㄆࡓࢀࡽࡵ

ኚࡢఫᏯᡤ᭷ไᗘᅵᆅࡿࡅ࠾୰ᅜࠉ���⾲
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ᐃࠊࢀࡉಟ⧋㔠ࠕࡣ࡚࠸ࡘ⌮⟶ࡢఫᏯඹ⏝㒊ඹ⏝タタഛ⥔ಟᇶ㔠⟶

⌮᪉ἲࠖ㸦����ᖺ㸧ࡀᐃࠋࡓࢀࡽࡵ

㆟ෆᐜࡢ㞟ࠋࡿࢀࡉไᐃࠎ⥆ࡀἲᚊ࡞㔜せࡿධ����ᖺ௦ࡽࡉࠉ

㛵⌮⟶ఫᏯࠊࡓࡲࠊࢀࡽࡵᐃࡀᴗつ⛬ࠖ㸦����ᖺ㸧ࠕࡣ࡚࠸ࡘ

ࡢࡑࠊࢀࡉไᐃࡀᴗ⟶⌮᮲ࠖ㸦����ᖺ㸧≀ࠕࡿ࠶ἲᚊ࡛࡞㔜せࡶ᭱ࡿࡍ

୰࡛ࡣ⟶⌮♫ົ⩏ࡢ⟶⌮ᴗົࡢෆᐜࠊ⮬⟶⌮⤌⧊ࡢタ❧㛵ࡿࡍつ

ᐃࡀᐃࡢࡑࠋࡓࢀࡽࡵᚋࡣ⟶⌮♫ࡢ⏝㈝⌮⟶ࡢᚩ᪉ἲ㛵ࡢࡶࡿࡍ

㸦����ᖺ㸧ࡸᅜᐙ㈨᱁ࡸఫᏯ⟶⌮ᑓ㛛⫋ဨࡢ㣴ᡂไᗘ㸦����ᖺ㸧➼ࡢ⟶⌮

㐺ṇࡢ᥎㐍㛵ࡿࡍἲᚊࡀタᐃࠊࡽࡉࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉ����ᖺࠊࡣ≀ᶒ

ἲ࡛ᘓ≀ࡢ༊ศᡤ᭷ᶒ㛵ࡿࡍつᐃࡀỴࡣࢀࡇࠋࡓࢀࡽࡵఫᏯἲไᗘࡢ୰

ࡸ࠺ࡼࡣᶒἲ≀ࡢࡇࡢ࡚ࡋἲୖࠊࡋࡋࠋࡿ࠶ἲᚊ࡛࡞㔜せࡶ᭱ࡣ࡛

༊ศᡤ᭷ࡢඹ⏝㒊ศᑓ᭷㒊ศࡶࡋࠊࡾ࠶࡛ࡾࡤࡓࢀࡉタᐃ�ᖺ๓ࡃ

ඹ⏝㒊ศࡸồ✚᪉ἲࡢ✚ᑓ᭷㠃ࠊࡓࡲࠊࡎࢀࡽぢࡀࡵᐃ࡞☜᫂ࡣ࡚࠸ࡘ

㏫ࡾࡼไᐃࡢἲୖ࠺ࡼࡢࡇࠋ࠸࡞ࡶつᐃࡢ࡞つ⣙⌮⟶ࡸ⪅ᡤ᭷ࡢ

ࡢୖ⌮⟶ࡢ㞟ྜఫᏯࠊ➼ࡿ࡞ᅔ㞴ࡀ༊ศࡢඹ⏝㒊ศ࣭ᑓ᭷㒊ศࡢ≀ᘓ

ᵝ࡞ࠎၥ㢟ࡶࡇࡓࡁ࡚ࡌ⏕ࡀᐇ࡛ࠋࡿ࠶



-82-
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༊ศᡤ᭷ࡢඹ⏝㒊ศᑓ᭷㒊ศࠉ���

つࡢ࡚࠸ࡘ༊ศࡢඹ⏝㒊ศᑓ᭷㒊ศࠊ୰࡛ࡢἲไᗘࡿಀ㞟ྜఫᏯࠉ

ᐃࡶ᭱ࡣ㔜せ࡛ࠊࡾ࠶㐺ṇ࡞⏝⥔ᣢ⟶⌮⾜Ⅽࡢᇶ♏ࠋࡿ࡞༊ศᡤ᭷

ᘓ≀ࡿࡅ࠾ᑓ᭷㒊ศྛࡣ༊ศᡤ᭷⪅ࡀ༢⊂ᡤ᭷ࠊࡋඹ⏝㒊ศࡣ࡚࠸ࡘ

༊ศᡤ᭷⪅୍ࡢ㒊ࡣ࠸ࡿ࠶ဨ࡛ඹ᭷ࡢࡇࠋࡿࡍⅬࡀẸἲᮏ᮶୍ࡢ≀୍ᶒ

⩏㐪࠺Ⅼ࡛ࠊࡵࡓࡢࡑࠋࡿ࠶᪥ᮏࡢ༊ศᡤ᭷ἲ➨�᮲୍࡛ࠊࡣᲷࡢᘓ

��᮲➨ࠊࡾ࠾࡚ࡵᐃࢆሙྜ࡞ู≉ࡿࡍ❧ᡂࡀ༊ศᡤ᭷ᶒ࡚࠸ࡘ㒊୍ࡢ≀

㡯࡛ࡣᵓ㐀ୖ⏝ୖࡢ⊂❧ᛶࡿ࠶ࡀ㒊ศࢆᑓ᭷㒊ศࠊࡋ➨�᮲�㡯࡛ࡣ

ᑓ᭷㒊ศ௨እࡢᘓ≀ࡢ㒊ศࢆඹ⏝㒊ศࡿࡍᐃࡓࡲࠋࡿ࠸࡚ࡵ➨��᮲࡛

ࡢᑓ᭷㒊ศ࡚ࡋཎ๎ࠊࡣྜࡢᣢศࡢඹ⏝㒊ศࡿࡍ᭷ࡀ⪅༊ศᡤ᭷ࠊࡣ

ᗋ㠃✚ࡢྜ࡚ࡗࡼᐃ୍ࠋࡿ࠸࡚ࡋࡿࡵ᪉ࡢ୰ᅜࡢ≀ᶒἲ࡛ࡣ➨��᮲

࡛ᑓ᭷㒊ศࡀ༊ศᡤ᭷⪅ᒓࢆࡇࡿࡍᐃࢀࡑࠊࡀࡿ࠸࡚ࡵ௨እࡢᑓ᭷㒊

ศࡸඹ⏝㒊ศ㛵ࡿࡍලయⓗ࡞つᐃࡣぢࠋ࠸࡞ࢀࡽ

ᐃࢆ᪉ἲࡿࡍㄆ☜ࢆྜࡢඹ⏝ᣢศࠊࡣἲᚊ࡛ࡢḢ⡿ㅖᅜࡸ᪥ᮏࠊࡓࡲࠉ

ࡿࡍᑐඹ⏝㒊ศᶒἲ➨��᮲≀ࠊࡾ࠶ᵝ࡛ྠࡶ୰ᅜࡣⅬࡢࡇࠋࡿ࠸࡚ࡵ

┈ᶒ㈝⏝ศᢸ࡚࠸ࡘᑓ᭷㒊ศࡀᘓ≀⥲㠃✚༨ࡿࡵྜࠊࡿࡼ

ࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞

ィ⟬᪉ᘧࡢ✚ᑓ᭷㠃⩏ᐃࡢᑓ᭷㒊ศࠉ�����

ࡳࡢ᪉୍ࡣ࡚ࡋ㛵ඹ⏝㒊ศᑓ᭷㒊ศࠊࡶ࡛ࡽࡕࡢ୰ᅜἲ᪥ᮏἲࠉ

༊ศᡤ᭷ࡿࡅ࠾᪥ᮏࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞ࡇࡿࡍつᐃࢆ᪉ࠊ࡚ࢀࡉ⩏ᐃࡀ

ᘓ≀ࡢ୰࡛ࠊࡣᵓ㐀ୖࠊ⏝ୖ⊂❧ᛶࡿ࠶ࡀ㒊ศࢆᑓ᭷㒊ศࡿ࠸࡚ࡋ㸦

༊ศᡤ᭷ἲ➨�᮲࣭➨�᮲㸧࡚ࡋࡑࠋලయⓗ࡞ゎ㔘ࣥࣙࢩ࣐ࣥࡣᶆ‽⟶⌮つ

⣙࣭ᅋᆅᆺ➨�᮲タᐃࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉ୰ᅜ࡛ࠊࡣ≀ᶒἲ➨��᮲࡛༊ศᡤ᭷⪅

ࡣᶒἲ≀ࠊࡀࡿ࠸࡚ࡵᐃࢆࡇࡿࡍ᭷ࢆ༊ศᡤ᭷ᶒࡿࡍᑐᑓ᭷㒊ศࡀ

ᐃࢆ༊ศᡤ᭷ᶒࡢ୰ᅜ࡛ࡇࡑࠋ࠸࡞ࢀࡽぢࡀつᐃ࡞ヲ⣽ࡣࡢ᮲ᩥࡢࡇ

ඹ⏝㒊ศࡿࡍ�᮲࡛つᐃ➨ࡢఫᏯᑓ㡯⥔ಟ㈨㔠⟶⌮ᘚἲࡢࡘ୍ࡢㅖἲつࡿࡵ

ẚ⩏ᐃࡢᑓ᭷㒊ศࡿࡅ࠾᪥ᮏࠊࡆୖࡾྲྀࢆᙧ࡛ᑓ᭷㒊ศࡿࡏࡉ㌿ࢆ

㍑ࠋࡓࡋࡇࡍ♧���⾲ࠊࡋ

ࠊࡾ࡞␗᪥ᮏࡣ୰ᅜ࡛ࠊ࡚ࡋᑐ༊ศᡤ᭷ࡢᵓ㐀㒊ศࠊࡿぢࢆࢀࡇࠉ

ఫᡞෆࡢ⪏ຊቨ௨እࡢ㛫ษࡾቨࠊෆቨཬࡣ࣮ࢽࢥࣝࣂࡧᑓ᭷㒊ศࡉ

ࡉᑓ᭷㒊ศࡣ➼ࢫࣛ࢞❆ࡸᯟ❆ࡸ㛵ᡬ⋟ࠊࡣᒓ㒊ศ࡛ࡢ≀ᘓࡓࡲࠊࢀ

ෆᕤ㞟ྜఫᏯ࡛ఫᡞ㉎ධᚋࡢࢇࠊᯝ⤖ࡢ�ᐇᆅㄪᰝࠋࡿ࠸࡚ࢀ

ࠊࢀࢃ⾜ࡀ㛫ษࡾቨࡢ᧔ཤ࣮ࢽࢥࣝࣂࡸ㒊ศࡢᶵ⬟ኚ࠸࡚ࢀࢃ⾜ࡀ

ࣥࢸ࣮࢝ࢫࣛ࢞ࡿࡍࡾᙇࢫࣛ࢞ࢆእቨࠊࡣ㞟ྜఫᏯࡢ㏆ᖺࠊࡓࡲࠋࡿ

ඹᑓ᭷㒊ศࡀࢀࡇࠋࡿ࠶ࡘࡘࡾ࡞ၥ㢟ࡾ࡞࠺ࡼࡿࢀࡽぢࡀ࣮࢛ࣝ࢘
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ⓗ⯡୍ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉศ㢮㛤ᨺᘧࠊ㛢㙐ᘧࡣ࣮ࢽࢥࣝࣂࡢ㞟ྜఫᏯࠊࡣ�୰ᅜ࡛ࠉͤ

ࣜࢡࣥࢥࡀୗ㒊ศࠊࢀࡲᅖᵓ㐀㒊ศࡢ࡞ᱱࡸᰕࡸቨࡀ࣮ࢽࢥࣝࣂ㛢㙐ᘧࠊࡣ

ࠊࢀࡉ㛤ᨺࡀ㒊ศୖࡣ࣮ࢽࢥࣝࣂ㛤ᨺᘧࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞ࡾᙇࢫࣛ࢞ࡀ㒊ศୖࠊሟࢺ࣮

ୗ㒊ศࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥࡣሟࡸ㕲ࡢ࣑ࣝࠊᡭ࡞ࡾࡍᅖࠊࡓࡲࠋࡿ࠸࡚ࢀࡲᑓ᭷㠃

ࣂ㛢㙐ᘧࠊࡣලయⓗࠋࡿ࡞␗ࡾࡼᵓ㐀ᙧᘧࡣ✚㠃ࡢ࣮ࢽࢥࣝࣂࡿࢀࡉ⟭ィ✚

ࡣ✚㠃ࡢ࣮ࢽࢥࣝ �� ࠊ㛤ᨺᘧࡣ �࡚ࡋィ⟬ࠊࡋࡔࡓࠋࡿࢀࡉ㛤ᨺᘧࢽࢥࣝࣂ

ࡀࡉ㧗ࡢኳࡣཪ࠸࡞ࡀᗊࠊᒇ᰿㒊ୖࡢ࣮ �ᒙศࢆ㉸ࡿ࠼ሙྜࠊࡣᑓ᭷㠃✚ィ

ࢆ✚㠃ࡢ࣮ࢽࢥࣝࣂࠊࡣᐇ㝿ࠊࡋࡋࠋ࠸࡞ࢀࡉ⟭ �࡚ࡋᑓ᭷㠃✚ィ⟬ࡉ

ࠋࡿ࠸࡚ࡋ⏝㏻ࡀࡇࡿࢀ

⦰ᑻ㸸�����

᪥ᮏᘧ㸸ෆἲ㠃✚ 㸦�� ੍㸧

୰ᅜᘧ㸸ቨⰺ㠃✚ 㠃✚㸦ͤ㸧࣮ࢽࢥࣝࣂ 㸦�� ੍㸧㸩

ᅗࠉ���୰ᅜ᪥ᮏ࡚࠸࠾ఫᡞࡢᑓ᭷㠃✚ࡢィ⟬᪉ᘧࡢẚ㍑ࠉ
㸦୰ᅜࠕࡢᡣ⏘ 㔞つ⠊ࠖ᪥ᮏࠕࡢ༊ศᡤ᭷ἲࠖࡾࡼసᡂࡓࡋ㸧

ᑓ᭷㒊ศࡢศ㢮 ୰ᅜ ᪥ᮏ

ఫᡞෆ㒊 ఫᡞ ఫᡞ

ᵓ㐀㒊ศ

ෆቨ

㛫ษࡾቨ 㛫ษࡾቨ

࣮ࢽࢥࣝࣂ

ᒓ㒊ศ

⋞㛵ᡬෆ㒊ሬ㒊ศ ⋞㛵ᡬࡢෆ㒊ሬ㒊ศ

㘄 㘄

ෆቨሬ ෆቨሬ

❆ᯟࢫࣛ࢞❆ࠊ

ศ㢮⩏ᐃࡢᑓ᭷㒊ศࡢ᪥ᮏ୰ᅜࠉ���⾲
㸦୰ᅜࠕࡢఫᏯᑓ㡯⥔ಟ㈨㔠⟶⌮ᘚἲࠖ᪥ᮏࠕࡢᶆ‽⟶⌮つ⣙࣭ࠖࠕ

༊ศᡤ᭷ἲࠖࡾࡼసᡂࡓࡋ㸧
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⏝㒊ศࡢ࡚ࡋࢫࣛ࢞❆ࠊࡾࡲࡘࠊࡣᑓ᭷㒊ศࠊእቨࡢ࡚ࡋඹ⏝㒊

ศࠊࡣ࡚࠸ࡘ୰ᅜࡢ༊ศᡤ᭷ㅖἲ᫂☜ࠋࡿ࠶࡛ࡢ࠸࡞࠸࡚ࢀࡉ♧

ෆἲ᪉ࠊࡣ࡚ࡋồ✚᪉ἲࡢ✚ᑓ᭷㠃ࠊࡣ༊ศᡤ᭷ἲ➨��᮲�㡯࡛ࡢ᪥ᮏࠉ

ᘧࢆཎ๎ࠋࡿ࠸࡚ࡋ୰ᅜࡢ≀ᶒἲ୰࡛ࡣලయⓗ࡞ィ⟬᪉ἲࡣᐃ࡚ࢀࡽࡵ

ࡲỴࡢᡣ⏘ 㔞つ⠊ࡍ♧���ᅗࠊࡣࡢࡿ࠸࡚ࡋ⏝ᅾ㏻⌧ࠊࡋࡋࠋ࠸࡞࠸

୰ᅜ࠺ࡼࡢࡇࠋࡿ࠶ቨⰺ㠃✚᪉ᘧ࡛ࠊࡾ࠶ⓗ࡛⯡୍ࡀ᪉ἲࡿ࠸⏝ࢆࡾ

✚ቨⰺ㠃ࡓࢀࡽ ࡛⥺୰ᚰࡢቨࡴᅖࢆఫᡞࠊࡣồ✚᪉ἲࡢ✚ᑓ᭷㠃ࡿࡅ࠾

ࢥࣝࣂࠊࡽࡀ࡞ࡋࡋࠋࡿ࠶࡛ࡢࡶࡿ࠼ຍࢆ✚㠃࣮ࢽࢥࣝࣂࡓࡲࠊࡾ࠶࡛

⏝ඹࡣࢀࡇࠊࡓࡲࠋࡿ࠶㞧࡛「ࡀ⟭ィࠊࡾ࡞␗ࡾࡼᵓ㐀ᙧᘧࡣ✚㠃࣮ࢽ

ᣢศࡢ⟬ฟࡶᙳ㡪ࢆཬࠋࡍࡰᐇࠊ㏆ᖺࡢ୰ᅜࡿࡅ࠾ఫᏯ⣮தࡣᑓ᭷

㒊ศ㠃✚ࡀࡢࡶࡢ࡚࠸ࡘከࠊࡃ༊ศᡤ᭷⪅࣮ࣃࢵࣟ࣋ࢹ㛫ࡢッゴ௳

ᑓ᭷㒊ศࢆ࣮ࢽࢥࣝࣂἲไᗘ࡛ࡢ୰ᅜࠊ࠺ࡼࡢࡇࠋࡿࢀࡽぢࡃከᩘࡶ

ぢࠊࡣ⏤⌮ࡍ࡞ᚑ᮶ࡢ࣮ࢽࢥࣝࣂࡢ࠸᪉ࡢࡽᙳ㡪ࠋࡿࢀࡽ࠼⪄୰ᅜ

��ࡣ��ᖺ௦ࡢࡽఫᏯไᗘᨵ㠉ࠊࡾࡼఫᏯࡀ⚾᭷㈈⏘࡚ࡋㄆࡘࢀࡽࡵ

࠸⊂ࡢᙜࠊ๓ࡿࢀࡉ❧☜ࡀ༊ศᡤ᭷ࡢඹ⏝㒊ศᑓ᭷㒊ศࠋࡓࡗ࠶ࡘ

ఫᡞࡢቑᨵ⠏ࡀከࡃぢࢆ࣮ࢽࢥࣝࣂࠊࢀࡽᅖ࡛ࢇᐊෆ✵㛫࡚ࡋࡿࢀࢃ

ᒃఫ⪅ព㆑ࡿࡍᑐ࣮ࢽࢥࣝࣂࠊ࠺ࡼࡢࡇࠋࡓࡗ࡞ⓗ⯡୍ࡀࡇ

��࡛ୖࡓ࠼ࡲ㋃ࢆ≦⌧ࡢࡇࠊࢀࡉᅛᐃ࡚⤒ࢆ㛗ᮇ㛫ࡀ᪉࠸��ᖺ௦ࡢࡽఫ

Ꮿไᗘᨵ㠉ࡾࡼἲไᗘᩚࡀഛࡓࢀࡉ᥎ ࠋࡿࢀࡉᚋࡢ࣮ࢽࢥࣝࣂࠊ

༊ศᡤ᭷࡚࠸ࡘㄆ㆑ࠊࡋᑓ᭷㒊ศࡢ⟬ฟ᪉ἲࡢ࣮ࢽࢥࣝࣂࡸ⏝࣭⟶

⌮᪉ἲ࡚࠸ࡘ࡞ཝᐦ࡞ἲᚊ᮲ᩥ࠺⿵ࢆᚲせࠋࡿࢀࡽ࠼⪄ࡿ࠶ࡀ

⩏ᐃ⪅ᡤ᭷ࡢඹ⏝㒊ศࠉ�����

ࢆᶒࡢ➼┈ᶒࡸ⏝ᶒࡿࡍᑐඹ⏝㒊ศࡢ㞟ྜఫᏯࠊࡣ⪅༊ศᡤ᭷ࠉ

᭷ࢆົ⩏ࠊࡋ㈇ࠋ࠺᪥ᮏࡢ༊ศᡤ᭷ἲ➨��᮲ࠊ➨��᮲➼୍࡛ࠊࡣ㒊ࡢ༊ศ

ᡤ᭷⪅ࡿࡼඹ⏝㒊ศ࡚࠸ࡘᐃࠊࡋࡋࠋࡿ࠸࡚ࡵ୰ᅜࡢ≀ᶒἲ࡛ࡣඹ

⏝㒊ศࡣ༊ศᡤ᭷⪅ဨᒓࠊࡋဨ࡛⟶⌮࠺⾜ࢆᐃ୍ࠊࡾ࠾࡚ࢀࡉ

㒊ඹ⏝㒊ศ㛵ࡿࡍつᐃࠋ࠸࡞ࡣᐇᆅㄪᰝࠊࡾࡼ�ㄪᰝࡓࡋ��୰ࡢ�

࡛ࡀࢢࣥࢽ࣮ࢰ࡚࠸࠾ࢫ࢘ࣁࢫࣛࢸࡣ༊⏬ࢀࡉ⏝ࡀไ㝈࠸࡚ࢀࡉ

ࡸᆅ⥳ࡸᗞࡿࡍ⏝ඹ࡛ࡳࡢ⪅ᡤ᭷ࢫ࢘ࣁࢫࣛࢸࡢ㒊୍ࡽࢀࡇࠊࡋࡋࠋࡓ

タഛ࡞ᑐࡿࡍ⥔ᣢ⟶⌮ୖࡣົ⩏ࡢἲᚊୖ࡛᫂☜ࢀࡇࠋ࠸࡞࠸࡚ࢀࡉ

ࠋࡓ࠸࡚ࡋ༊ศᡤ᭷⪅ဨ࡛㈇ᢸࡣ㈝⌮⟶ࡢ࡚࠸ࡘ㒊ඹ⏝㒊ศ୍ࡽ

��᮲�㡯➨ࡣ༊ศᡤ᭷ἲ࡛ࡢ᪥ᮏࠊ࡚࠸ࡘ⪅ᡤ᭷ࡢඹ⏝㒊ศࠊࡓࡲࠉ

ࡇࡿࡵᐃ⪅ᡤ᭷ࡢඹ⏝㒊ศࢆ⪅ࡢ༊ศᡤ᭷⪅௨እ࡚࠸㝖ࢆ⪅⌮⟶ࠊࡾࡼ

ࡢ࠸࡞ࡀࡵᐃ࡞☜᫂ࡣᶒἲ࡛≀ࡢ୰ᅜࠊ᪉ࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞࠸࡞ࡁ࡛ࡣ

�ᶒἲ➨��᮲≀ࠊ࡚࠸ࡘᡤ᭷ᶒࡢ㥔㌴ሙ࣭㌴ᗜࠊࡤ࠼ࠋࡿ࠶࡛≦⌧ࡀ

㡯ࠊࡣ༊ศᡤ᭷ᘓ≀ᩜࡢᆅෆࡿࡅ࠾㥔㌴ሙ࣭㌴ᗜࡢᖐᒓࠊࡣᙜ⪅ࡀ
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㈙ࡸ㉗ࠊ㈤㈚ࡢ࡞᪉ἲ࡛⣙ᐃࡿࡍつᐃࠊࡾࡼࢀࡇࠋࡿ࠸࡚ࡋ㥔

㌴ሙ࣭㌴ᗜࡀ༊ศᡤ᭷⪅௨እࡢ⪅୕➨ࡢᡤ᭷ྍࡿ࡞⬟ᛶࠋࡿ࠶ࡀ⌧≧࡛

ࡍ㈤㈚⪅༊ศᡤ᭷ࠊࡋಖ␃ࢆᡤ᭷ᶒࡢ㥔㌴ሙࡀ࣮ࣃࢵࣟ࣋ࢹᐇ㝿ࠊࡣ

༊ࠊࡋ༨⊃ࢆ㥔㌴ሙࡀ⪅୕➨ࡢ༊ศᡤ᭷⪅௨እࠊࡣ࡛ࡇࡑࠋ࠸ከࡀ᪉ᘧࡿ

ศᡤ᭷⪅ᑐࡋ㧗㢠ࡢ㥔㌴ᩱ㔠ࢆせồࡿࡍ༴㝤ᛶࠋࡿࡌ⏕ࡀ୰ᅜࠕ≀ᶒ

ἲ࡛ࠖඹ⏝㒊ศࡢᡤ᭷⪅ࢆ᭕ࠊࡣ⏤⌮ࡓࡁ࡚ࡋ༊ศᡤ᭷ᶒไᗘࡢ

ഛᚑ᮶ࡢఫᏯබ᭷ไᗘࡢࡽᙳ㡪ࠋࡿࢀࡽ࠼⪄୰ᅜࡣఫᏯไᗘᨵ㠉௨

๓ࡢ㛗ᮇ࡚ࡗࡓࢃఫᏯࡢ⚟♴ᨻ⟇ࢆᐇࠊࡋᨻᗓࡸᅜ᭷ᴗ࡞ᡤ᭷ࡢ

බ᭷ఫᏯࢆᒃఫ⪅ᆒ㉁ศ㓄ࠊ࡚ࡋࡑࠋࡓࡁ࡚ࡋᘓ≀ࡢ⥔ᣢ⟶⌮ࡸಟ⧋

㛵↓࡚ࡋᑐඹ⏝㒊ศࡣ⪅ᒃఫࠊࡵࡓࡓࡗ࡞᪉ᘧࡿࡏ௵ᨻ㒊㛛⾜ࡣ➼

ᚰ࡛ၟࠋࡓࡗ࠶ရఫᏯࡢ㐍ᒎకࠊ࠸ᒃఫ⪅ࡣఫᡞࡢ༊ศᡤ᭷⪅ࡢ࡚ࡋ

❧ሙኚ᭦ࠊࡋఫᡞࡣ⚾᭷㈈⏘ࡢ࡚ࡋᶒࢆ᭷ࡋࠋࡓࡗ࡞ࡇࡿࡍ

ࡢ➼ᣢ⥔ࡢ㈨⏘౯್ࡸ⧋ಟࡢఫᏯࡴྵࢆඹ⏝㒊ศࡣ⪅༊ศᡤ᭷ࠊࡣ≦⌧ࡋ

༊ศᡤ᭷ࡣᶒἲ࡛ࠖ≀ࠕࠊࡵࡓࡿࡍᑐᛂࢀࡑࠋ࠸పࡀព㆑ࡿࡍᑐົ⩏

⪅௨እࡀ⪅୕➨ࡢඹ⏝㒊ศࡢᡤ᭷ᶒ⪅ࡿ࡞ㄆࠋࡓࡗ࡞࠺ࡼࡿࢀࡽࡵ

ୖྥࡢព㆑ࡿࡍ㛵ඹྠᒃఫࡸ⌮⟶㐠Ⴀࡢඹ⏝㒊ศࡀ⪅ᒃఫࠊᚋࡓࡲ

ඹࡿࡅ࠾㞟ྜఫᏯࠊࡣ㝿ࡿ࠼⪄ࢆᨵṇࡢ༊ศᡤ᭷ἲไᗘࡢ୰ᅜࠊࡾࡼ

ඹ⏝㒊ศ ୰ᅜ ᪥ᮏ

Ჷඹ⏝
㒊ศ

ᵓ㐀㒊ศ
እቨࠊ⪏ຊቨ

ᰕࠊᱱࠊᗋࣈࣛࢫ

ᇶ♏㒊ศ

ෆእቨࠊ⏺ቨࠊᗋࣈࣛࢫ

ᇶ♏㒊ศ

Ჷඹ⏝✵㛫

⋞㛵ࠊ࣮ࣝ࣍ᗯୗࠊ㝵ẁ

࣮࣮ࣝ࣍ࢱ࣮࢚࣋ࣞ

ᐊ࣮ࢱ࣮࢚࣋ࣞ

ᒇୖ✵㛫➼

⋞㛵ࠊ࣮ࣝ࣍ᗯୗࠊ㝵ẁ

࣮࣮ࣝ࣍ࢱ࣮࢚࣋ࣞ

ᐊ࣮ࢱ࣮࢚࣋ࣞ

㟁ẼᐊࠊᶵᲔᐊ

ࢫࢡࢵ࣮࣎ࢱ࣮࣓ࠊࢫ࣮࣌ࢫࣉࣃ

ࢲࣥࣛ࣋ࠊ࣮ࢽࢥࣝࣂ

ᒇୖࠊࢫࣛࢸ㌴ᗜ➼

Ჷඹ⏝タഛ

タഛ࣮ࢱ࣮࢚࣋ࣞ

タഛࣅࣞࢸࣝࣈ࣮ࢣ

↷᫂タഛࠊᾘ㜵タഛ

タഛ࣮ࢱ࣮࢚࣋ࣞ

㟁Ẽタഛࠊ⤥Ỉ⾨⏕タഛ

ⅆ⅏㆙ሗタഛࠊ㓄⟶タഛࢫ࢞

㏻ಙタഛࢺࢵࢿ࣮ࢱࣥ

タഛࣅࣞࢸࣝࣈ࣮ࢣ

タഛࢡࢵࣟࢺ࣮࢜

Ꮿ㓄ࠊࢫࢡࢵ࣎㑊㞾タഛࠊሪᒇ

㞟ྜ㒑౽ཷ⟽ࠊ㓄⥺㓄⟶

⋞㛵ᡬࠊ⥙ᡞࠊ㞵ᡞ➼

ᅋᆅඹ⏝
㒊ศ

ᅋᆅඹ⏝✵㛫
⥳ᆅࠊ㐨㊰ࠊỈ㊰

ᗞࠊᡞ

ᅋᆅඹ⏝タ
㥔㌴ሙࠊタഛᐊࠊ

බ┈య⫱ᩥタ➼

⟶⌮ົᡤ

㞟ᡤࠊ⟶⌮⏝ᗜ➼

ศ㢮⩏ᐃࡢඹ⏝㒊ศࡢ᪥ᮏ୰ᅜࠉ���⾲
㸦୰ᅜࠕࡢఫᏯᑓ㡯⥔ಟ㈨㔠⟶⌮ᘚἲࠖ᪥ᮏࠕࡢᶆ‽⟶⌮つ⣙ࠖࡾࡼసᡂࡓࡋ㸧
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⏝㒊ศࡢᡤ᭷⪅ࢆ༊ศᡤ᭷⪅㝈ࡿᚲせࠋ࠺ࢁ࠶ࡀ

ᶒ≀ࡢ୰ᅜ༊ศᡤ᭷ἲ➨�᮲�㡯ࡢ᪥ᮏࠊ࡚࠸ࡘ༊ศᡤ᭷ࡢඹ⏝㒊ศࠉ

ἲ➨��᮲ࡣᑓ᭷㒊ศ௨እࡢ㒊ศࢆඹ⏝㒊ศࡾࡼࠊࡓࡲࠋࡿ࠸࡚ࡋලయⓗ

࣓ࢥᶆ‽⟶⌮つ⣙ࡧ�ཬ➨⾲ูࠊᶆ‽⟶⌮つ⣙➨�᮲�࣭�㡯ࡣ᪥ᮏ࡛ࠊࡣ

ࡢᆅෆᩜᶒἲ➨��᮲≀ࠊࡣ୰ᅜ࡛ࡢ᪉୍ࠋࡿ࠸࡚ࡅタࢆ�᮲㛵ಀմ➨ࢺࣥ

බ⏝✵㛫ࠊබඹタ⟶⌮ົᡤࢆඹ⏝㒊ศᐃࡓࡲࠊࡾ࠾࡚ࡵఫᏯᑓ㡯

⥔ಟ㈨㔠⟶⌮ᘚἲ➨�᮲ヲ⣽࡞つᐃࢆタᐃࠋࡿ࠸࡚ࡋ

࠸ࡘ➼ෆቨࠊ❆ࠊ㛵ᡬ⋟ࠊࢲࣥࣛ࣋ࡸ࣮ࢽࢥࣝࣂࠊ࠺ࡼࡍ♧���⾲ࠉ

ࡑࡣἲᚊ࡛ࡢ୰ᅜࠊࡀࡿ࠸࡚ࡵᐃඹ⏝㒊ศࡣ༊ศᡤ᭷ἲ࡛ࡢ᪥ᮏࠊࡣ࡚

❆ࡸ࣮ࢽࢥࣝࣂࡣ⪅༊ศᡤ᭷ࠊࡣ᪥ᮏ࡛ࠋࡿ࠸࡚ࡋつᐃᑓ᭷㒊ศࢆࡽࢀ

ࢀࡽࡌ⚗ࡀኚ᭦ࡢ⬟ᶵࡸእほࠊࡀࡿ࠶ࡀᑓ⏝⏝ᶒࡿࡍᑐඹ⏝㒊ศࡢ➼

ఫᏯᐊෆ㣭ಟ⟶⌮ᘚἲࠖ㸦୰ࠕࡓࡋᐇ����ᖺࠊࡣ୰ᅜ࡛ࠋࡿ࠸࡚

ᅜᘓタ㒊௧➨���ྕ㸧ࡢ➨�᮲�㡯ࠊࡾࡼ㜵Ỉᶵ⬟ྎࢆ࣮ࢽࢥࣝࣂࡢ࠸࡞ࡢ

ᡤ➼ࣞࢺࡸᨵಟࡀࡇࡿࡍ⚗Ṇࠊࡀࡓࢀࡉලయⓗ࡞つᐃࡣ⟶⌮つ⣙

ㆡࠊࡣ࡛��⫣ᩥࠊࡓࡲࠋࡿ࠸࡚ࡗ����ᖺ௦ࠊࡣఫᏯࡢタィ⪅ࢽࢥࣝࣂࡣ

ࡉṆ⚗ࡣἲᚊୖࡢᅾ⌧ࠊࡀࡓࡋᣦࢆࡇࡿࡍタィ࡛ࢇぢ㎸ࢆቑᨵ⠏ࡢ࣮

࡞❆ࢫࣛ࢞ࢆ࣮ࢽࢥࣝࣂࡿ࠸࡚ࢀࡉ㛤ᨺࠊࡣᐇᆅㄪᰝ�࡛࡚ࡋࡑࠋࡿ࠸࡚ࢀ

��ᅋࠊࢀࡽぢࡃከࡀࡓࢀࢃ࡚ࡋᘏ㛗✵㛫ࡢᒃ㛫ࠊ࠸ᘓල࡛ᅖࡢ

ᆅ୰��ᅋᆅ࡛☜ㄆࠊ࠺ࡼࡢࡇࠋࡓࢀࡉከࡢࡃ㞟ྜఫᏯᅋᆅ࡛ࢥࣝࣂࠊࡣ

ࡌ⏕ࡀၥ㢟࠺࠸࠸࡞ࡀឤ୍⤫ࡢᬒほୖࠊࢀࡉ⨨タࡀࢩࢵࢧእഃࡢ࣮ࢽ

ࠋࡓ࠸࡚

⪅ែ࡛ᒃఫ≦࠸࡞࠸࡚ࡋࢆ㸦ෆࡋΏࣥࢺࣝࢣࢫࠊࡣఫᏯ㈍ࡢ୰ᅜࠉ

Ώࡍ᪉ᘧ㸧୍ࡀ⯡ⓗ࡛ࠊࡾ࠶ᑓ᭷㒊ศࡢෆᕤࢆ༊ศᡤ᭷⪅ಶே࡛⾜࠺

ࡇࡿ࠼ࢆᙳ㡪㌣యࡢ≀ᘓࡿ࠸࡚ࡋඹ⏝㒊ศࡵࡓࡢࡑࠋ࠸ከࡀࡢࡶ

እほࡢࡑࠊࡣ࡚࠸ࡘᑓ᭷㒊ศࡢ➼࣮ࢽࢥࣝࣂࡸ❆ࠊࡓࡲࠋࡿࢀࡽぢࡀ

ࡿ࠼ᙳ㡪ࠊ࡚࠼⪄ࢆ⟶⌮つ⣙࡚ࡗࡼ⏝ࡢ⮬⏤ᗘࢆపࡃつไࡿ࠸࡚ࡋ

࡚ࢀࡤつ⣙ඹ⏝㒊ศࠊࡀࡿ࠶ᑓ᭷㒊ศ࡛ࡣ㒊ศࡢࡽࢀࡇࠋ࠸ከࡀࡇ

ἲⓗඹ⏝㒊ศࠊ࡚ࡋ㛵༊ศࡢඹ⏝㒊ศࡢᚋ୰ᅜࠊ࠺ࡼࡢࡇࠋࡿ࠸

つ⣙ඹ⏝㒊ศࡢ༊ูὀ�㸧᳨࡚࠸ࡘウࡀࡇࡿࡍᚲせ࡛ࠋࡿ࠶
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ไᗘ⌮⟶ࡢ㞟ྜఫᏯࡿࡅ࠾୰ᅜࠉ���

᪉ᘧ⌮⟶య⌮⟶ࠉ�����

⟶༊ศᡤ᭷⪅ဨ࡛ᙉไⓗࡘⓗື⮬ࠊࡣ༊ศᡤ᭷ἲ➨�᮲ࡢ᪥ᮏࠉ

ࡲࠊࡵᐃ࠺⾜ࢆ⌮⟶ࡢᒓタࠊᆅᩜࠊ≀༊ศᡤ᭷ᘓࠊࡋᵓᡂࢆྜ⤌⌮

ࡵㄆࡀࡇࡿࡍἲே࡚ࡗࡼከᩘỴ㆟ࡢ㞟ࡣྜ⤌⌮⟶ࠊࡣ��᮲➨ࡓ

ࢆᖐᒓࡢົ⩏ᶒࠊࡿࡍ⧊⤌ἲேࢆྜ⤌⌮⟶࡚ࡋ࠺ࡼࡢࡇࠋࡿࢀࡽ

᫂☜ࠋࡿࡁ࡛

༊ࡢ᪥ᮏࡣ࡚ࡋ㛵❧ᡂࡢ༊ศᡤ᭷⪅ᅋయࠊࡣᶒἲ࡛≀ࡢ୰ᅜࠊࡋࡋࠉ

ศᡤ᭷ἲぢ࡞࠺ࡼࡿࢀࡽ⮬ືᛶᙉไᛶ࠺࠸≉ᚩࡀぢࠊࡓࡲࠊࡎࢀࡽ

ᅋయࡢἲே᱁ࡢ࡚࠸ࡘつᐃࡀタࠋ࠸࡞࠸࡚ࢀࡽࡅᐇࠊ୰ᅜࡢ㞟ྜఫᏯ

ᅋᆅ࡛ࠊࡣ༊ศᡤ᭷⪅ᅋయࡢᡂ❧ࡿ࡛ࡲ㛫ࡀ㛗ࡃὀ�㸧ࡓࡲࠊᇳ⾜ᶵ

ᅗࠉ���୰ᅜ᪥ᮏࡢ⟶⌮ᴗົࡢጤク

᪥ᮏᘧ

୰ᅜᘧ

⟶⌮♫Ľ Ľ

⟶⌮⤌ྜ⥲㸦ᴗ㸧

㑅௵

ᴗົሗ࿌

ጤク

ձղճմ յն

㆟

⌮㸦ᴗጤဨ㸧

༊ศᡤ᭷⪅ᅋయ

Ľ
շո
Ľ

Ľ

ĽĽ

ጤク

ᴗົሗ࿌

⟶⌮♫Ľ Ľ

ᴗ㸦⟶⌮⤌ྜ⥲㸧

㑅௵

ղ

㆟

ᴗጤဨ㸦⌮㸧

༊ศᡤ᭷⪅ᅋయ

Ľ
ձճմշո յն

Ľ

Ľ

ĽĽ

⟶⌮ᴗົ ᪥ᮏ ୰ᅜ

ձタィᅗ᭩ࡢ⟶⌮ᴗົ 㐺ṇἲ➨���᮲⌮⟶ࣥࣙࢩ࣐ࣥ ≀ᴗ⟶⌮᮲➨��᮲࣭➨��᮲

ղಟ⧋㔠ࡢ㐠⏝⟶⌮ ᶆ‽⟶⌮つ⣙��᮲➨�࣭ �㡯 ≀ᴗ⟶⌮᮲➨��᮲�㡯

ճᙺᡤ࣭⏫ෆࡢ΅እᴗົ ᶆ‽⟶⌮つ⣙➨��᮲��㡯 ᴗཬࡧᴗጤဨᣦᑟつ๎➨��᮲

մദ࣭ࡢࢺࣥ࣋ィ⏬ ᶆ‽⟶⌮つ⣙➨��᮲��㡯

յ⟶⌮㈝ࡢ⣡ ᶆ‽⟶⌮つ⣙➨��᮲�㡯 ≀ᴗ⟶⌮᮲➨��᮲

նᑓ᭷㒊ศࡢಟ⧋ㄳồ ᶆ‽⟶⌮つ⣙➨��᮲ ≀ᴗ⟶⌮᮲➨��᮲

շΎᤲ࣭㆙ഛ➼ࡢ᪥ᖖ⟶⌮ᴗົᶆ‽⟶⌮つ⣙➨��᮲ ≀ᴗ⟶⌮᮲➨��᮲

ոඹ⏝タࡢ⤒Ⴀᴗົ ᶆ‽⟶⌮つ⣙➨��᮲�㡯
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ᵓࡢ࡚ࡋ⌮ࢆᵓᡂࠊࡵࡓࡿࡍ༊ศᡤ᭷⪅ࡀ✚ᴟⓗ㞟ࡢᣍ㞟ࡸ

ཧຍ➼ࡢάືࡀࡇࡿࡍࢆከࠋ࠸࡞ࡃᐇ㝿ࠊࡶㄪᰝ�࡛ㄪࡓ��௳୰�௳

ᣍ㞟ࢆ⪅༊ศᡤ᭷ࡀ♫⌮⟶ࡾࢃ௦ࠊࡎࡏᏑᅾࡀ⌮ྜ⤌⌮⟶ࡣ࡛

ㄪᰝࠊࡓࡲࠋࡓࢀࡽぢࡀࡇࡓࡗ࠸ࡿࡍ㛤ദࢆ㞟⥲ࡢ⪅༊ศᡤ᭷ࠊࡋ

⏕࡛ࡇࡑࠋࡓࡗ࡞࠸࡚ࡋ᭷ࢆἲே᱁ࡣ༊ศᡤ᭷⪅ᅋయࡢ��ᅋᆅ࡚ࡓࡋ

ࢀࡽࡆᣲࡀࡇ࠺࠸࠸ࡋ㞴ࡀ༊ูࡢ⏘ಶே㈈⏘ᅋయ㈈ࠊࡣၥ㢟Ⅼࡿࡌ

⤌⌮⟶ࡢ࡚ࡋ⏘㈈ࡢ༊ศᡤ᭷⪅ဨࡿࡅ࠾ఫᏯᅋᆅࠊ㏆ᖺࡓࡲࠋ࠺ࡼ

ࠋὀ�㸧ࡓࡗ࠶ࡶሗ㐨ࡢ࡚࠸ࡘὶ⏝ၥ㢟ࡢ࡞㈝┈ࡸ㈝ྜ

ࡢ㞟࡛�ྡ��᮲➨ࡣ༊ศᡤ᭷ἲ࡛ࡢ᪥ᮏࠊࡿ㏙࡚ࡋ㛵᪉ᘧ⌮⟶ࠉ

ࡢࡶࡿ࠸࡚ࡋᐃࢆ᪉ᘧ⌮⟶⪅୕➨ࡿࡏࢃ⾜ࢆ⌮⟶ఫᏯࠊࡋ௵㑅ࢆ⪅⌮⟶

��➨ᶒἲ≀ࠊࡣ୰ᅜ࡛㏫ࠋ࠺࠸࠸࡞ࢇࡀ࠺࠸࠺ࡇࡣ≦⌧ࠊࡢ

࣭��᮲ࠊࡾࡼᅋᆅࡿࡼྜ⤌⌮⟶ࡿࡅ࠾⮬⟶⌮ࡿ࠸࡚ࡗ࡞⬟ྍࡣ

ἲࡀ᪉ᘧ࠺⾜ࢆᴗົ⌮⟶ࡀ♫⌮⟶࡛ୖࡢዎ⣙ࡀ♫⌮⟶ྜ⤌⌮⟶ࠊࡀ

ⓗᐃࠊࡾ࠾࡚ࢀࡉ⌧ᐇࡶᅽಽⓗከࠊࡾࡲࡘࠋ࠸᪥ᮏ࡛ࠊࡣᅗࡢ���

⟶ࡀ⌮ࠊࡋᵓᡂࢆ⌮ࡾࡼ⌮ࡢᩘ「ࡓࢀࡉ௵㞟࡛㑅ࠊ࠺ࡼ

⌮యࡀࡇࡿ࡞ከࠊࡃලయⓗ࡞⟶⌮ᴗົࡣ⟶⌮♫ጤクࡿࡍሙྜࡀ

ከࠋ࠸୰ᅜ࡛ࡣ⟶⌮♫ࡿࡼ➨୕⪅⟶⌮᪉ᘧࢆ᥇⏝ࠊࡀࡿ࠸࡚ࡋ⟶⌮㈝

ࠊࡣ࡚࠸ࡘ࡞⏬ィࢺࣥ࣋ദ࣭ࠊಟ⧋ㄳồࡢᑓ᭷㒊ศࠊ࠸ᨭᡶࡢ⏝

⌮ࢆ㏻ࡎࡉ༊ศᡤ᭷⪅ಶேࡀ⟶⌮♫┤᥋⾜୍ࡀ࠺ࡢࡇ࠺⯡ⓗ

ࡢ⌮ࡢ࡛⌮⟶ఫᏯࠊࡣ࡚࠸࠾ఫᏯᅋᆅࡢ୰ᅜࠊ࠺ࡼࡢࡇࠋࡿ࠶࡛

⨨࡙ࡀࡅᙅࠋࡿࢀࡽ࠼⪄࠸බ᭷ఫᏯ௦࡚ࡢఫᏯ⟶⌮ࡣᨻᗓࡢ⾜

ᨻᶵ㛵ࡿࡏ௵᪉ᘧࡢࡽᙳ㡪ࠊ࡚ࡗࡼ⌧ᅾ࡛ࡶᒃఫ⪅ࡢ⮬ⓗ࡞⟶⌮

ព㆑ࡀపୗࠋࡿ࠸࡚ࡋᒃఫ⪅ࡀఫᏯ⟶⌮ࡢ⤒㦂ࡸ▱㆑ࠊࡃ࡞ࡀ༊ศᡤ᭷⪅

ᅋయࢆᵓᡂࡋ⮬⟶⌮ࠊࡓࡲࠋ࠺ࢁ࠶࡛⌮↓ࡣࡇ࠺⾜ࢆ୰ᅜ࡛ࡣつᶍ

ఫᏯᅋᆅࡀከࠊࡃᒃఫ⪅ࡢ౯್ほࡢ┦㐪ࡸ⟶⌮άືࡢ↓㛵ᚰ➼ྜࠊࡾࡼ

ពᙧᡂࢆᅗࡀࡇࡿᅔ㞴࡛ࠊࡾ࠶༊ศᡤ᭷⪅ᅋయ࠸࡞ࢀࡉ⧊⤌ࡀሙྜࡶከ

ࡸྜ⤌⌮⟶ࠊࡵࡓࡿࡍ㐍ಁࢆ⟶⌮άື⮬ࡢᚋఫᏯᅋᆅࠋࡿࢀࡽぢ࠸

⌮㛵ࡿࡍἲᚊୖ࡛ࡢ⨨࡙ࢆࡅ᫂☜ࠊࡋᶒ㝈ࢆࡿ࠼᪉ἲ᳨ࡢウ

ࠋࡿࢀࢃᛮᚲせࡀ
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㞟Ỵ㆟ࠉ�����

༊ศᡤ᭷ࠋࡿࡓ࠶⥲ྜ⤌⌮⟶ࡢ᪥ᮏࡣ㞟ࡿࡅ࠾㞟ྜఫᏯࡢ୰ᅜࠉ

⪅ᅋయ᭱ࡢ࡚ࡋ㧗ࡢពᛮỴᐃᶵ㛵࡛ࠊࡾ࠶㞟࡚ࡗࡼ༊ศᡤ᭷ᘓ≀ࠊ

ᩜᆅඹ⏝タࡢ⏝᪉ἲ⌮⟶㛵ࡿࡍ㔜せ࡞㡯ࢆᐃࡁ࡛ࡀࡇࡿࡵ

ࠋࡿࢀࡉࡿ

ẚࢆ᪥୰ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉ༊ูࡀ✀㢮ࡢỴ㆟ู≉ᬑ㏻Ỵ㆟ࠊࡣ㞟Ỵ㆟ࠉ

㍑ࠊࡿࡍᬑ㏻Ỵ㆟ࡶࠊ࡚࠸ࡘ༊ศᡤ᭷⪅ᩘ㆟Ỵᶒࡢྜࡢ㐣༙

��➨㸦༊ศᡤ᭷ἲࡿ࡞❧㈶ᡂ࡛ᡂࡢᩘ᮲�㡯ࠊ≀ᶒἲ➨��᮲㸧ࡓࡲࠋ≉ู

Ỵ㆟ࠊࡣ࡚࠸ࡘ୰ᅜࡣ༊ศᡤ᭷⪅ᩘཬࡧ㆟Ỵᶒྛࡢ�ศࡢ�௨ୖࡢከᩘ

ࠊ≉ࠋࡿࢀࡉỴᐃࡾࡼከᩘࡢ�௨ୖࡢ�ศྛࡣ᪥ᮏ࡛ࠊࡾ࠶࡛❧ᡂࡿࡼ

᪥ᮏ࡛ࡣ༊ศᡤ᭷ᘓ≀ࡢᘓ᭰࠼㛵ྛࡣ࡚ࡋ�ศࡢ�௨ୖࡢከᩘࡢ㈶ᡂࡀᚲ

せ࡛ࠋࡿ࠶

つᬑ㏻Ỵ㆟㡯ᶒἲ≀ࠊ࠺ࡼࡍ♧���⾲ࠊࡿࡳぢ࡚ࢆỴ㆟㡯ࠉ

ᐃࡢࡕ࠺ࡢࡢࡶࡿ࠸࡚ࢀࡉከࡀࡃ༊ศᡤ᭷ἲ࡛ࡣ≉ูỴ㆟㡯࠸࡚ࡗ࡞

Ỵࡿẚ᪥ᮏࡀ᪉ࡢ୰ᅜ࠺ࡼࡢࡇࠋࡿࢀࡽࡆᣲ࡚ࡋᚩ≉ࡀࡇࡿ

㆟㛵ࡵࡿࡺࡸࡸࡣ࡚ࡋタᐃࠊࡓࡲࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉ୰ᅜࡢ≀ᶒἲ࡛ࡣᘓ≀

Ỵ㆟ෆᐜ࡞ヲ⣽ࠊࢀࡉ⡆␎ࡣỴ㆟㡯ࡿࡍ㛵࠼ᘓ᭰ࡧಟ⧋࣭ᪧཬࡢ

⪅㐪ົ⩏ࡧἲேཬࡢྜ⤌⌮⟶ࠊࡽࡉࠋ࠸࡞࠸࡚ࢀࡽࡵỴࡀ➼᪉ἲࡸ

ࠊẚỴ㆟㡯ࡢ༊ศᡤ᭷ἲࠊ㏫ࠋ࠸࡞࠸࡚ࢀࡽࡵᐃࡶ๎⨩ࡿࡍᑐ

ẚ㍑ࡢ㞟Ỵ㆟㡯ෆᐜࡢ᪥ᮏ୰ᅜࠉ���⾲
㸦୰ᅜࠕࡢ≀ᶒἲࠖ᪥ᮏࠕࡢ༊ศᡤ᭷ἲࠖࣥࣙࢩ࣐ࣥࠕࠊᶆ‽⟶⌮つ⣙࣭ᅋᆅᆺࠖࡾࡼసᡂࡓࡋ㸧

Ỵ㆟㡯
ศ㢮ࡢ

୰ᅜࡢ≀ᶒἲࡿࡅ࠾Ỵ㆟㡯
ᑐᛂ
㛵ಀ

᪥ᮏࡢ༊ศᡤ᭷ἲࡿࡅ࠾Ỵ㆟㡯

ἲ᮲ᩥ ෆᐜ ෆᐜ ἲ᮲ᩥ

ᬑ㏻Ỵ㆟
㡯

➨��᮲

㞟ࡢ㆟つ๎ࡢタᐃಟṇ
ඹ⏝㒊ศࡢ⟶⌮㸦ኚ᭦ཬࡧಖᏑ⾜Ⅽ㸧

㛵ࡿࡍ㡯
➨��᮲�㡯

⟶⌮つ⣙ࡢタᐃಟṇ

༊ศᡤ᭷ᘓ≀ᩜࡢᆅཪࡣඹ⏝㒊ศ௨እࡢ

ᒓタࡢ⟶⌮

㸦ኚ᭦ཬࡧಖᏑ⾜Ⅽ㸧㛵ࡿࡍ㡯

➨��᮲

⌮ࡢ㑅௵ཬࡧᙺဨࡢኚ᭦ ௵㑅௵࣭ゎࡢ⪅⌮⟶ ➨��᮲�㡯

⟶⌮♫ཬࡢࡑࡧࡢ⟶⌮ேࡢ

㑅௵ゎ௵
⌮ࡢ㑅௵࣭ゎ௵ ➨��᮲�㡯

ඹ᭷ඹྠ⟶⌮㛵㐃ࡿࡍᶒ

㔜㡯ࡢࡑ

ඹྠ┈ࡿࡍ⾜ⅭࡢṆㄳồ ➨��᮲�㡯

ಟ⧋✚❧㔠ࡢಖ⟶࣭㐠⏝᪉ἲ
ᶆ‽⟶⌮つࣥࣙࢩ࣐ࣥ

⣙㸦ᅋᆅᆺ㸧➨��᮲�㡯

≉ูỴ㆟
㡯

➨��᮲

ಟ⧋㔠ࡢᚩ⏝

ඹ⏝㒊ศࡢ㔜ኚ᭦ ➨��᮲�㡯

⟶⌮つ⣙ࡢタᐃ࣭ኚ᭦࣭ᗫṆ ➨��᮲�㡯

⟶⌮⤌ྜἲேࡢタ❧࣭ゎᩓ ➨��᮲�㡯࣭➨��᮲�㡯

ᘓ≀ඹ⏝タࡢᘓ᭰ࠊ࠼ᘓ

⩏ົ㐪⪅ᑐࡿࡍ⏝⚗Ṇㄳồ࣭➇

ㄳồ࣭ᘬΏㄳồ

➨��᮲�㡯࣭➨��᮲�

㡯࣭➨��᮲�㡯

つᶍᪧ ➨��᮲�㡯

ᘓ᭰࠼Ỵ㆟ ➨��᮲�㡯
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≀ᶒἲ࡛ࡣᬑ㏻Ỵ㆟࡚ࡋ⟶⌮♫ࡢ㑅௵ゎ௵ࢆᐃࠊࡾ࠾࡚ࡵ≉ูỴ㆟

㡯࡚ࡋಟ⧋㔠ࡢᚩ⏝ࢆ㔜どࣟ࣋ࢹࡣࢀࡑࠋࡿ࠶ࡀࡇࡿ࠸࡚ࡋ

ࡽ࠼⪄⟇᪉ࡢࡵࡓࡿࡍ㜵Ṇࢆ⏝ṇὶࡢಟ⧋㔠ࡿࡼ♫⌮⟶ࡸ࣮ࣃࢵ

ࠋࡿࢀ

ศㆡ㞟ྜࡢ༊ศᡤ᭷ᙧᘧࡿࡅ࠾㒔ᕷ㒊ࠊࡶ୰ᅜࠊ᪥ᮏࠊᅾ⌧ࠊ࠾࡞ࠉ

ఫᏯࡢ㈤㈚୍ࡀ⯡ⓗࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞᪥ᮏࡢ༊ศᡤ᭷ἲ➨��᮲�㡯࡛ࡣ⟶⌮

つ⣙ཬࡧ㞟Ỵ㆟࡚࠸࠾㈤ேࡀἲᚊຠຊࢆ᭷ࡢࡶࡿࡍᐃࡓࡲࠊࡵ➨

��᮲�㡯ࠊ࡚ࡗࡼᐖ㛵ಀࡿ࠶ࡀሙྜ࡛ࡣ㞟ฟᖍࡿࡍᶒពぢ㝞㏙

⌮⟶ఫᏯࡧᶒἲཬ≀ࡢ୰ᅜࠊࡋࡋࠋࡿ࠸࡚ࡋࡢࡶࡿࢀࡽࡵㄆࡀᶒࡢ

ㅖἲ࡛ࠊࡣ༊ศᡤ᭷⪅ࢆࡳࡢᑐ㇟ࠊࡾ࠾࡚ࡋᅋᆅࡣ࡚࠸࠾㈤ேࡢᶒ

ࢆົ⩏᫂☜つᐃࠋ࠸࡞࠸࡚ࡋ୰ᅜ࡛ࡢ࣒࣮࣐࣍ࠊࡣࡀࢀᙉࡃ

Ṥ㈤㈚ఫᏯࡀ㈤ேࠊࡵࡓࡿ࠶ᮍഛ࡛ࡀ㈤㈚ఫᏯᕷሙࠊࡢࡢࡶࡿ࠶

↓㛵ᚰ࡛ࢆ≦⌧ࡢࡑࠋࡿ࠶㋃ࠊࡿ࠼ࡲ㈤ேࡢᶒ࣭⩏ົࡣ࡞᫂☜

つᐃࡀࡢ࠸࡞ࢀࡉ⌮ゎ࡛ࠋࡿࡁᐇᆅㄪᰝࡓࡋఫᏯᅋᆅ࡛ࠊࡣ㈤ேࡀ㞟

 ࠋࡓ࠸࡚ࢀࡉ࠸࡞࠸࡚ࡋ᭷ࡣᶒࡿࡍពぢ㝞㏙ࠊࡋཧຍ

つ⣙⌮⟶ࠉ�����

Ỵ㆟࡛Ỵࡢ㞟ࠊࡾᅗࢆ┈ඹྠࡢ⪅༊ศᡤ᭷ࠊࡣつ⣙⌮⟶ࡢ㞟ྜఫᏯࠉ

࡚࠸ࡘタᐃࡢつ⣙⌮⟶ࠋࡿ࠶つ๎࡛࡞ヲ⣽ࡿࡍ㛵ඹྠ⏕άࡿࢀࡽࡵ

࡞ࡇ࠺⾜࡚ࡗࡼỴ㆟ู≉ࠊࡋᣍ㞟ࢆ㞟ࡀ⪅༊ศᡤ᭷ࡣ᪥ᮏ࡛ࠊࡣ

ᶒἲ➨��᮲࡛⟶⌮つ⣙≀ࠊࡣ୰ᅜ࡛ࠋ㸦༊ศᡤ᭷ἲ➨��᮲�㡯㸧ࡿ࠸࡚ࡗ

ࡽ࠾࡚ࢀࡉ☜᫂ࡣ➼ෆᐜࡸ᪉ἲࡢタᐃࡢࡑࠊࡀࡿ࠸ࡣ࡚ࡋᐃࢆᏑᅾࡢ

࣮ࣃࢵࣟ࣋ࢹศㆡ๓ࢆཎጞ⟶⌮つ⣙ࡣᴗ⟶⌮᮲➨��᮲࡛≀ࠊࡓࡲࠊࡎ

ࠋࡿ࠸࡚ࡵᐃࡁࡍసᡂࡀ

ᐇ㝿ࠊࡀ࠸࡞ࡣᚲせࡿࡍព⏝ࢆཎጞつ⣙ࡀ࣮ࣃࢵࣟ࣋ࢹࠊࡣ᪥ᮏ࡛ࠉ

ᥦ༊ศᡤ᭷⪅ဨࢆཎጞつ⣙ࡓࡋసᡂࡀ࣮ࣃࢵࣟ࣋ࢹఫᏯศㆡࠊࡣ

タࢆ࡛⟶⌮つ⣙⥲ࠊࡏࡉ❧ᡂ࡚ࡋつ⣙⌮⟶࡛ୖࡓᚓࢆ᭩㠃ྜពࠊࡋ♧

ᐃ࣭ኚ᭦ࡿࡍ᪉ἲࡀᅽಽⓗከࠋ࠸

๓ᮇ≀ᴗ♫⌮⟶ࡣ࣮ࣃࢵࣟ࣋ࢹ㞟ྜఫᏯศㆡ๓ࠊࡣ୰ᅜ࡛ࡢ᪉୍ࠉ

⟶⌮ዎ⣙࡚ࡋࡑࠊࡧ⤖ࢆཎጞつ⣙ࡣ୧⪅ඹྠ࡛సᡂ࠺࠸ࡿࡍ᪉ᘧࡗࢆ

ศࢆఫᏯ⟶⌮ᴗࡽ࣮ࣃࢵࣟ࣋ࢹࠊᵝྠ᪥ᮏࡶ୰ᅜ࡛ࠊࡓࡲࠋࡿ࠸࡚

㞳⊂❧࡚ࡋᏊ♫࡚ࡋ⟶⌮♫ࢆタ❧ࡿࡍሙྜࡀከࠊࡃᐇᆅㄪᰝ�࡛ㄪ

ࠋࡿ࠶࡛♫ࣉ࣮ࣝࢢࡌྠ࣮ࣃࢵࣟ࣋ࢹࡀ௳�ࡣ࡛♫⌮⟶ࡢ௳��ࡓ

ࣥࣙࢩ࣐࡚ࣥࡋࣝࢹࣔ↷ཧࡢつ⣙⌮⟶ࡢ᪥ᮏࠊࡋ㛵ෆᐜࡢཎጞつ⣙ࠉ

ᶆ‽⟶⌮つ⣙ࢆぢࠊࡿඹ⏝㒊ศࡢ⏝࣭ಟ⧋ࡸ⌮ࡢ㐠Ⴀ➼ࡢ⣽๎ࡀ

タᐃࠊࡢࡢࡶࡿ࠸࡚ࢀࡉ⟶⌮♫㛵ࡿࡍつᐃࡀᑡࢀࡇࠋ࠸࡞ᑐࠊࡋ୰

ᅜ࡛ࠊࡣศㆡ๓ࡽ࣮ࣃࢵࣟ࣋ࢹ⟶⌮♫ጤクࡿࡍ᪉ᘧࢆἲⓗᐃ
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⩏ᙺࡢ♫⌮⟶ࡣཎጞつ⣙࡛ࠊ㸦≀ᴗ⟶⌮᮲➨��᮲㸧ࡵࡓࡿ࠸࡚ࡋ

ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡽࡅ㔞タࡢࡾ࡞ࡀࡵᐃࡢ࡚࠸ࡘົ

ࠊ࠺ࡼࡍ♧���ᅗࠊ࡚ࡋࡢࡶࡿࡼ♫⌮⟶ࡣ⌮⟶㞟ྜఫᏯࠊࡓࡲࠉ

୰ᅜ࡛ࡣ๓ᮇ≀ᴗ⟶⌮ᚋᮇ≀ᴗ⟶⌮ࡢẁ㝵ศࠋࡿ࠸࡚ࢀࡽࡅ≀ᴗ⟶

⌮᮲ࡣ➨୕❶㸦➨��᮲ࠥ➨��᮲㸧ࡀ๓ᮇ≀ᴗ⟶⌮㛵ࠊࢆࡇࡿࡍ➨

ᅄ❶㸦➨��᮲ࠥ��᮲㸧ࡀᚋᮇ≀ᴗ⟶⌮㛵ࢆࡇࡿࡍᐃࠋࡿ࠸࡚ࡵ๓ᮇ≀

ᴗ⟶⌮ὀ┠࣮ࣃࢵࣟ࣋ࢹࠊࡿࡍዎ⣙ࡿࡍ⟶⌮♫ࡢ㐠Ⴀ⟶⌮ᴗົ

ࡿࡍ᥎㐍ࢆ㐺ṇࡢ⌮⟶ࡿࡼ♫⌮⟶ࠊࡋつไࡽ᪉㠃࡞ࠎᵝ࡚࠸ࡘ

⌮⟶ࠊࡿࡍ┠ὀ⌮⟶ᚋᮇ≀ᴗࠊࡓࡲࠋࡿࢀࡽ࠼⪄ࡿ࠶ᚩⓗ࡛≉ࡀࡢ

♫ࡀ༊ศᡤ᭷⪅ᅋయዎ⣙ࡀࡇࡿࡍᚲせ࡛ࡀࡇࡿ࠶ศࡑࠋࡓࡗ

ධᒃࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉつᐃࡀົ⩏ᶒࡢ༊ศᡤ᭷⪅ᅋయ♫⌮⟶ࠊ࡛ࡇ

ᥦ౪ࡀ♫⌮⟶ࡢ➼Ύᤲࡸ㆙ഛࡢᅋᆅෆࠊࡎࢀࡉ⧊⤌ࡀ༊ศᡤ᭷⪅ᅋయ

ⓗ⯡୍ࡀࡋΏࣥࢺࣝࢣࢫࡣఫᏯࡢ୰ᅜࠊࡓࡲࠋࡿ࠶ᚲせ࡛ࡀࢫࣅ࣮ࢧࡿࡍ

ࠋࡿ࠶ㄢ㢟࡛࡞㛗ᮇⓗࡘ㔜せࡣ⌮⟶ࡿࡍᑐෆᕤࡢࡑࠊࡵࡓࡿ࠶࡛

ఫᏯ❹ᕤᚋࡽ༊ศᡤ᭷⪅ᅋయࡀᡂ❧ࡢ࡛ࡲࡿࡍ㛫ࠊࡣ⟶⌮♫࣮ࢧࡢ

࠸࡚ࢀࡉㄆ㆑ࡀᚲせᛶ㔜せᛶࡢ⌮⟶๓ᮇ≀ᴗࠊ࠼⪄ྍḞࡀᴗົࢫࣅ

ࠋࡿ

⏕ࢆἲᚊຠᯝࡢ୍ྠࠊࡢࡢࡶࡿ࠸࡚ࡋ้῝ࡀᆅᇦ᱁ᕪࡣ୰ᅜ࡛ࠊࡓࡲࠉ

࠾࡚ࡋタᐃࢆἲᚊ᮲ᩥ␎⡆ࡾ㝈࡞⬟ྍࡣᶒἲ࡛≀ࠊࡵࡓࡿࡴࡋࡏࡉࡌ

ࢀࡑࠊ࠺࠸㏫ࡋࡋࠋࡿ࠸࡚ࡋ㊊ࡀタᐃࡢつ๎࡞ලయⓗ࡛ヲ⣽ࠊࡾ

ᚲせࡀࡇࡿࡍタᐃࢆつ⣙⌮⟶࡞ヲ⣽࡚ࡋࡢࡶࡿࡍ㊊⿵ࢆἲᚊࠊࡾࡼ

⮬ࡣᚋࠊࡽࡉࠋࡿࢀࡽ࠼⪄ࡢࡶ࠸㧗ࡶ᭷ຠᛶࡢࡑࠊࡓࡲࠊࡾ࡞

ࡢࡶࡓࡋᫎ༑ศࡀពᛮࡢ⪅༊ศᡤ᭷ࢆつ⣙⌮⟶ࠊࡵࡓࡿࡍ㐍ಁࢆ⌮⟶

ࠋ࠺ࢁ࠶ࡀᚲせࡿࡍ

⟶⌮♫ ⟶⌮♫

࣮ࣃࢵࣟ࣋ࢹ

༊ศᡤ᭷⪅

༊ศᡤ᭷⪅

༊ศᡤ᭷⪅

๓ᮇ⟶⌮ዎ⣙

๓ᮇ≀ᴗ⟶⌮ ᚋᮇ≀ᴗ⟶⌮

ཧ⪃

ணࡵసᡂࡿࡍ タᐃ࣭ኚ᭦

ᚋᮇ⟶⌮ዎ⣙

ཎጞつ⣙

Ľ

Ľ

Ľ Ľ Ľ

Ľ

Ľ
Ľ

Ľ Ľ

ᴗ㸦⥲㞟㸧

㑅௵㆟

ᴗጤဨ㸦⌮㸧

༊
ศ
ᡤ
᭷
⪅
ᅋ
య

⟶⌮つ⣙

Ľ

Ľ

Ľ

Ľ

Ľ

ᅗࠉ���୰ᅜࡿࡅ࠾⟶⌮つ⣙ࡢసᡂ⟶⌮ẁ㝵ࡢ༊ู
㸦୰ᅜࠕࡢ≀ᴗ⟶⌮᮲ࠖࡾࡼసᡂࡓࡋ㸧

つ⣙ࡢసᡂ

ẁ㝵ࡢ⌮⟶



-92-

ᐹ⪄ࡢఫᏯ⟶⌮ἲไᗘࡧ༊ศᡤ᭷ᶒཬࡿࡅ࠾㞟ྜఫᏯࡢ௦୰ᅜ⌧ࡿࡼ᪥୰ẚ㍑ࠉ❶�➨

⌮⟶ᚩࡢಟ⧋㔠ࡧཬ࠼ಟ⧋࣭ᘓ᭰ࡢ㞟ྜఫᏯࠉ���

ࠊࡾ࠶ࡀᛶ⬟ྍࡿࡍኻ⁛ࡀ≀ᘓ࡚ࡗࡼ࡞ⅆ⅏ࡸᆅ㟈ࠊࡣ㞟ྜఫᏯ࡛ࠉ

ࢆ౯್ࡢఫᏯ࡚ࡋࡑࠋ࠸࡞ࢀࡽࡅ㑊ࡣᮙ⪂ࡢᘓ≀࣭タഛ࠺కᖺ⤒ࡓࡲ

⥔ᣢࠊࡋ⪏ஂᖺᩘࢆ☜ಖࠊࡣࡵࡓࡿࡍィ⏬ⓗ࡞ಟ⧋ᕤࡢᐇࡀᚲせ࡛

ᣢ⟶⌮㸦ಟ⧋࣭ᨵⰋ࣭ᪧ㸧⥔ࡢఫᏯ࡚࠸࠾༊ศᡤ᭷ἲࡢ᪥ᮏࠋࡿ࠶

⏕㸦ᘓ᭰࠼㸧㛵ࡿࡍไᗘࡀタࠊࡾ࠾࡚ࢀࡽࡅ㛗ᮇಟ⧋ィ⏬ಟ⧋✚❧

㔠ࡢタᐃ㛵ࡿࡍつᐃࡶ✚ᴟⓗᑟධࠋࡿ࠸࡚ࡋ

ᬑ㏻Ỵࡣ⌮⟶ࡢඹ⏝㒊ศࡢ⯡୍ࡴྵࢆಟ⧋⾜Ⅽࠊࡣ༊ศᡤ᭷ἲ࡛ࡢ᪥ᮏࠉ

㆟ࡿࢀࡉ࡞ࡾࡼ㸦➨��᮲�㡯㸧ࡓࡲࠋᨵⰋ⾜Ⅽࡣ≉ูỴ㆟ࢀࡉ࡞ࡾࡼ㸦

➨��᮲�㡯㸧ࠊᪧࡣ࡚࠸ࡘ≉ูỴ㆟ࡾࡼ㸦➨��᮲�㡯㸧ࠊᘓ᭰࠼㛵

ࢀࡉ࡞ࡾࡼỴ㆟㸦➨��᮲�㡯㸧ู≉ࡢ�௨ୖࡢ�ศྛࠊࡃࡋཝࡶ᭱ࡣ࡚ࡋ

ࡿࡍ㛵➼ಟ⧋࣭ᨵⰋ࣭ᪧࡢఫᏯࠊࡣ୰ᅜ≀ᶒἲ࡛ࠊ࡚ࡋᑐࢀࡑࠋࡿ

ᶒࡣົ⩏ᐃࠋ࠸࡞࠸࡚ࢀࡽࡵ➨��᮲�㡯ࠊࡾࡼ㞟࡛�ศࡢ�௨ୖࡢ

≉ูỴ㆟ࡾࡼᘓ᭰ࢆ࠼Ỵᐃࠊࡀࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍᘓ᭰ࡅ࠾ࢫࢭࣟࣉ࠼

ࡲࠋ࠸࡞࠸࡚ࢀࡉつᐃࡣ࡚࠸ࡘពᙧᡂྜࡢ⪅༊ศᡤ᭷ࡧཬࢀὶࡢᴗࡿ

ಟࡢᑓ᭷㒊ศ࡛ࡽ⮬ࡣ⪅༊ศᡤ᭷ࠊࡾ࠶࡛☜᫂ࡀ‽ᇶࡢ⧋ಟࡣ୰ᅜ࡛ࡓ

⧋࣭ᨵၿ⾜Ⅽࢆ✚ᴟⓗᐇࠊࡾࡼࡇࡿࡍඹ⏝㒊ศࡢಟ⧋ࡣ࡚࠸ࡘ

㛵ᚰࡀపࠊࡃఫᏯࡢ㛗ᮇಟ⧋ィ⏬ࡢព㆑ࡀᕼ࡛ⷧࠋࡿ࠶

┦ࠊ࡚ࡋᑐ➼ඹ⏝タഛࡸᵓ㐀㒊ศࡢ≀ᘓࠊࡣ࡚࠸࠾㞟ྜఫᏯࡢ୰ᅜࠉ

㛫ෆᐜࡢົ⩏⧋ಟࡿࡅ࠾୰ᅜࠉ���⾲

㸦୰ᅜࠕࡢఫᏯᑓ㡯⥔ಟ㈨㔠⟶⌮ᘚἲࠖࡾࡼసᡂࡓࡋ㸧

⪅ᒃఫࡣሬ㒊ศࡧᗋཬࠊ㘄ࠊᡬࠊ❆ࠊᾎᵴࠊჾ౽ࠊὙ㠃ჾࠊࢳࢵࢫࠊ᫂ჾල↷ࠊࡣ࡛ࡇࡇͤ
ࠊ♏ᇶእቨࠊᒇ᰿ࠊ෭ᡣタࠊᬮᡣࠊ⟶㓄⥺㓄ࠊタഛࢫ࢞ࠊỈ⤥ࠊ㟁Ẽࠊࢀࡽࡳᑓ᭷㒊ศࡢ
ᵓ㐀㒊ศࡣඹ⏝㒊ศࠋࡿ࠸࡚ࡋ

㛫㍈

࣮ࣃࢵࣟ࣋ࢹ

ಟ⧋㔠ࢆ⣡ධࡿࡍ

ᑓ᭷
㒊ศ

↷᫂ჾලࢳࢵࢫࠊ

Ὑ㠃ჾࠊ౽ჾࠊᾎᵴ➼ࡢ⾨⏕ჾල

≀ᘓල㔠ࡢ➼㘄ࠊᡬࠊ❆

ቨࡢሬ㒊ศᗋ

ඹ⏝
㒊ศ

㟁Ẽࠊ⤥Ỉࢫ࢞ࠊタഛཬࡧ㓄⥺㓄⟶

ᬮᡣࠊ෭ᡣタ

ᒇ᰿ࠊእቨ

ᇶ♏㒊ศࠊᵓ㐀㒊ศ

༊ศᡤ᭷⪅
ಟ⧋㔠ࢆ⣡ධࡿࡍ

ᑓ᭷㒊ศᑐࡿࡍಟ⧋⾜Ⅽ

⟶⌮♫ 㞟ྜఫᏯࡢඹ⏝㒊ศᑐࡿࡍ᪥ᖖࡢಟ⧋⾜Ⅽ

ఫᏯศㆡڸ �ࣨ᭶ �ᖺ �ᖺ �ᖺ

ᘓ≀ࡢᑑಟ⧋⠊ᅖ
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ᙜ㛗ᮇ㛫㸦⾲ࡿࡼ����ᖺ㛫௨ୖ㸧ࡀ࣮ࣃࢵࣟ࣋ࢹಟ⧋⩏ົࢆ㈇࠺

つᐃࡓࡲࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉᐇ㝿ࠊࡶ⟶⌮ᴗົࢆ㐍ࠊࡵࡓࡿࡵ㞟ྜఫ

Ꮿࡢඹ⏝㒊ศࡿࡅ࠾᪥ᖖⓗಟ⧋ࡣ⟶⌮♫ࡋࠋࡿ࠸࡚ࢀࢃ⾜ࡾࡼ

༊ศᡤ᭷ࠊࡎࡽ࠾࡚ࢀࡽ࡚❧ࡀ⏬ಟ⧋ィࡃࡣ��ᅋᆅ࡛ࡓࡋᐇᆅㄪᰝࠊࡋ

⪅ᑟࡢಟ⧋άືࡀぢࠋ࠸࡞࠸࡚ࢀࡽ

ಟࠊࡢࡢࡶ࠸࡞࠸࡚ࢀࡉᐃ⟇ⓗ⯡୍ࡣ⏬㛗ᮇಟ⧋ィࠊࡣ୰ᅜ࡛ࠊ࠾࡞ࠉ

⧋㔠㛵ࡿࡍつᐃࠋࡿ࠶ࡀ≀ᶒἲ➨��᮲�㡯࡛ࡣಟ⧋㔠ࡢᚩ⏝ࡣ≉ู

Ỵ㆟ࠊࢀࡉ࡞ࡾࡼ➨��᮲ࡣಟ⧋㔠ࡢᡤᒓ⏝᪉ἲࢆつᐃࡲࠋࡿ࠸࡚ࡋ

⣽᪉ἲ⌮⟶ࡢ࡚࠸ࡘಟ⧋㔠ࠊ࡚࠸࠾ఫᏯᑓ㡯⥔ಟ㈨㔠⟶⌮ᘚἲࠊࡓ

ಟ⧋✚❧㔠ไᗘ࡞ⓗ⯡୍࡞࠺ࡼࡢ᪥ᮏࠊࡣ୰ᅜ࡛ࡋࡋࠋࡿ࠸࡚ࡅタࢆ๎

ࡿࡍᣓᚩ୍ࡵணࡽ⪅ศㆡ࡚ࡋಟ⧋ᇶ㔠ศㆡࠊࡎࡽ࠾࡚ࡋ⏝᥇ࢆ

ไᗘࡿ࠸࡚ࡗ࡞ὀ�㸧ࡵࡓࡢࡑࠋಟ⧋㔠ࡣ⌮⟶ࡢ㔜せ࡛ࠊࡾ࠶㈨㔠ࡢὶ⏝ࢆ

㜵ࠊࡵࡓࡄ⟶⌮つ⣙ࠊࡃ࡞ࡣ࡛ࡅࡔἲᚊୖ࡛ಟ⧋㔠ᑓ⏝ࡢ⟶⌮⤌ྜಖ⟶ཱྀ

ᗙࢆ㛤タࠊࡋಟ⧋㔠ࡢ㐠⏝ࢆᨻᗓࡢཝ࠸ࡋ┘╩ୗࠋࡿ࠸࡚ࡋࡇࡃ⨨
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ࡵࡲࠉ���

㛫᥋ࡣࡓࡲ᥋┤ࠊࡣไᗘ⌮⟶ࡧఫᏯ༊ศᡤ᭷ᶒཬࡿࡅ࠾ᶒἲ≀ࡢ୰ᅜࠉ

ἲไࡢᐇ㝿ୖࠊࡀࡿࢀࡽ࠼⪄ࡿ࠸࡚ࡅཷࢆᙳ㡪ࡽ༊ศᡤ᭷ἲࡢ᪥ᮏ

ẚ㍑ࡢ᪥ᮏἲࡣ࡛✏ᮏ࡛ࡇࡑࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞␗ࡣ᪥ᮏἲࡣᐇែᒎ㛤ࡢ

༊ศᡤ᭷ᶒไࡢඹ⏝㒊ศᑓ᭷㒊ศࡿࡅ࠾㞟ྜఫᏯࡢ୰ᅜࠊ࡚ࡋ㏻ࢆ

ᗘࡣࡽࡉࠊඹ⏝㒊ศ⌮⟶ࡢ㛵ࡿࡍ୰ᅜⓗ࡞≉ᚩၥ㢟Ⅼࢆ᫂ࡋࡽ

ࠋࡓ

ձ୰ᅜ࡛ࠊࡣ㞟ྜఫᏯࡢ༊ศᡤ᭷ᶒࢆ⌮⟶つไࡿࡍἲᚊࡀ」ᩘ㔜࡚ࡗ࡞

Ꮡᅾୖࠋࡿ࠸࡚ࡋἲ࡛ࡿ࠶≀ᶒἲ࡛ࡣෆᐜࡀ⡆␎ࠊࢀࡉ⟶⌮つ⣙ࡸ㛗

ᮇಟ⧋ィ⏬➼㛵ࡿࡍヲ⣽࡞つᐃࡀタྛࠊࡓࡲࠋ࠸࡞࠸࡚ࢀࡽࡅἲᚊ࣭᮲

ࠊࡎࢀࡉ୍⤫ࡀෆᐜࡢ୍⮴ࠋࡿ࠶ࡶỴᐃྖࢆἲゎ㔘ㆡࡣࡇࡿ୰ᅜ

ఫᏯἲไᗘࡢ≉ᚩ࡛ࠋࡿࢀࡽ࠼⪄ࡿ࠶

ղ୰ᅜ࡛ࠊࡣ᪥ᮏࠊࡾ࡞␗ࡣᅵᆅཬࡧᘓ≀୍ࡣయࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉᒃఫ⏝

ᆅࡢ⏝ᶒ㛵ࠊࡋ��ᖺࡢᐃᮇᆅᶒࡢࡁఫᏯᡤ᭷ไᗘࡀタᐃࡲࠊࢀࡉ

ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡽࡵᐃࡀ⥆⥅ື⮬ࡣᮇᚋ‶ࠊࡓ

ճ༊ศᡤ᭷ᶒࠊ࡚࠸ࡘ୰ᅜୖࡢἲࡢ࡚ࡋ≀ᶒἲ࡛ࡣᑓ᭷㒊ศඹ⏝

㒊ศࡢ⠊ᅖࡀ᫂☜≉ࠊࡎࢀࡉ᪥ᮏἲ࡛ඹ⏝㒊ศࡿ࠸࡚ࡋෆቨࣝࣂࡸ

ࡽࢀࡑࠊࡀࡿ࠸࡚ࢀࡉㄆᐃᑓ᭷㒊ศࡣ୰ᅜἲ࡛ࠊࡣ࡚࠸ࡘ࡞࣮ࢽࢥ

≉ᐃࡢᑓ᭷㒊ศࡢ⟶⌮᪉ἲࡣ࡚࠸ࡘἲᚊ⟶⌮つ⣙࡛᫂☜࡞࠸࡚ࢀࡉ

ࡢ࣮ࢽࢥࣝࣂࡣồ✚ἲࡢ୰ᅜࠊࡶ࡚࠸ࡘ✚ᑓ᭷㠃ࡢ⪅༊ศᡤ᭷ࡓࡲࠋ࠸

ᵓ㐀ᙧᘧࠊࡾ࡞␗࡚ࡗࡼィ⟬ୖࡢᅔ㞴ࡵࡓࡿࡌ⏕ࡀఫᏯ⣮தࡀከࠋ࠸

༊ศᡤ᭷⪅ࡢඹ⏝㒊ศࡓ࠸⏝ࢆᡤࡸ㥔㌴ሙ➼ࡢඹ⏝タ࣮ࣃࢵࣟ࣋ࢹࡣ

ࠋࡿ࠶ࡀሙྜࡿࡍᡤᒓ⪅୕➨࡞࠺ࡼࡢ

մ୰ᅜࡿࡅ࠾⟶⌮᪉ᘧࠊࡣ⟶⌮♫㠃ጤクࡿࡍ᪉ᘧࡀᐃ࠸࡚ࢀࡉ

⌮⟶ࡣྜ⤌⌮⟶ࡢ༊ศᡤ᭷⪅ᅋయࡣᶒἲ࡛≀ࠊẚ᪥ᮏἲ࡚ࡋࡑࠋࡿ

యࡢ࡚ࡋᙺࡀᚋ㏥ࠊࡾ࠾࡚ࡋ⟶⌮♫ࡢᙺศᢸࡀ᫂☜࠸࡚ࡗ࡞

ពᛮỴࡢ㐠Ⴀୖ⌮⟶ࡢ㞟ྜఫᏯࠊࡣ࡚࠸ࡘ㸦ᴗጤဨ㸧⌮ࠋ࠸࡞

ᐃᶵ㛵ࡢᙺࢆᯝࠊࡎࡽ࠾࡚ࡋࡓᐇ㝿࡛ࡣ⌮ࡀᡂ❧࠸࡞࠸࡚ࡋࡶ

ᑡࠋ࠸࡞ࡃ࡞

յ㞟Ỵ㆟㡯ࠊࡣ࡚࠸ࡘ୰ᅜἲࡣ᪥ᮏἲࡵࡿࡺࡸࡸࡾࡼタᐃ࡚ࢀࡉ
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5.1　研究の目的と方法

5.1.1　研究目的

　近年、中国の集合住宅団地における区分所有の進展に伴い、住宅水準を

向上させるため共用空間と共用施設の計画・整備が求められている。永年

にわたり住み続けられる集合住宅団地に求められる要件として、住戸の間

取りと広さ、住棟や共用施設等の建物における物理的・機能的な長期耐用

性の他に、多様なニーズに適応できる豊かな共用施設及びサービス内容が

重要である。そこで、集合住宅団地の計画において、多様な所得層、家族

構成及び生活様式の居住者を想定した場合、共用施設の配置と構成が課題

の一つと考えられる。

　本章では、現代の中国の集合住宅団地における共用施設の設置状況と空

間構成の特徴を把握し、居住者の所得層による共用施設の維持管理につい

て問題の相違を明らかにする。また、居住者の評価、利用状況と要望の視

点から共用施設の計画の改善の方向を考察する。

　

5.1.2　研究方法

　中国南西部の最も重要な都市である成都市を対象として、都心地区と郊

外地区において、できるだけ所在地が分散するように13件の集合住宅団地

を取り上げる。表5-1に示すように、調査4では、団地おける住棟の配置形

式による共用空間の形態、共用施設・設備の設置状況を把握し、団地の立

地条件と周辺環境の特徴について調査を行った。また、調査6では、13団地

調査4

調査対象 中国成都市の都市部における集合住宅団地

調査時期 1回目：2011年3月、2回目：2011年7月

調査数 13団地

調査方法 図面収集及び撮影調査

調査内容

・ 団地の所在地、建設年代、規模と立地
・ 住棟形式と居住者の収入層
・ 団地における共用空間の形態、共用施設・設備の設置状況
・ 団地内共用施設の維持管理の状況

調査6

調査対象
調査4で調べた13団地の居住者
（一部の団地にはは理事会の幹事にヒアリング調査を行った）

調査時期 2012年3月

調査数 390部（有効回答240部）

調査方法 アンケート調査

調査内容
・ 団地内の共用施設に対する満足度
・ 団地内の共用施設の利用に対する評価
・ 団地内の共用施設に対する意見と要求

表5-1　調査方法
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の居住者へのアンケート調査を行った。アンケート内容は主に共用施設の

利用実態、満足度、要望などに関するものである。

5.1.3　実地調査の概要

　実地調査した13件団地の属性を表5-2に示した。立地条件と建設年月を見

ると、主に2000年以降に建設された団地を調査しており、その中では、交

通の利便性が高い都市部の10件を調査した。さらに、近年では都市部の地

価高騰により団地の郊外化傾向が見られるため、ここでは郊外部の3件を調

査した。

　団地の規模として住戸数を見てみると、少ない団地は324戸、多いのは

3900戸と幅広く、住戸数1000戸以上の大規模住宅団地が多い。

　住棟階数と棟数を見てみると、中国の団地ではほとんどが複数棟であ

る。高層住棟（18階以上）が建設された団地が多く、13件中11件である。

また、2棟のタワー型住棟で構成される団地（事例D）を1件調査した。

　団地の住戸数と駐車場台数を見てみると、全ての団地が全戸分の駐車場

が確保できていないことが見られる。

事例 住宅団地 立地 竣工年月
敷地面積
（万㎡）

容積率
棟数
（棟）

階数
（階）

総戸数
（戸）

駐車場台数
（台）

平均単価
（元/㎡）

所得階層

A 成都市蜀都花園 都市部 2002.3 10.41 336% 34 18-26階 3600 1488 3400 イ

B 成都市書香門第 都市部 2004.9 2.4 690% 4 18階 668 283 3677 イ

C 成都市錦江城市花園 郊外部 2010.4 3.07 550% 6 34階 3541 2000 7200 イ

D 成功银玺国际 都市部 2011.3 0.69 890% 2 32階 686 200 9000 ア

E 成都市置信麗都花園 都市部 1999.9 25.34 120% 50 4-18階 3600 2800 4100 ア

F 成都市中海名城 都市部 2001.6 30 150% 47 4-18階 3900 3100 4500 ア

G 成都市華潤翡翠城 都市部 2006.9 8 258% 20 2-32階 1138 880 8000 ア

H 成都市沙河麗景 都市部 2007.4 8.33 277% 9 11階 667 403 4300 ウ

I 成都市西線陽光 郊外部 2008.1 1.45 830% 7 18階 1280 580 4500 ウ

J 成都市卓錦城 郊外部 2008.6 9.82 240% 33 2-24階 1470 1092 4550 ウ

K 成都市凱麗豪景 都市部 2008.7 2.54 420% 6 30階 1142 600 6700 イ

L 成都市香山苑 都市部 2009.9 7.2 487% 6 23階 769 501 5800 ウ

M 成都市嘉瑞苑 都市部 2003.5 2.66 158% 6 6階 324 197 2300 ウ

表5-2　調査概要
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5.1.4　調査対象の類型化

　中国の成都市で過去10年間に建設された13件の住宅団地を対象とする

と、建設年代と販売単価により、（ア群）富裕層向けのゆとりのある住宅

団地（D、E、F、G）、（イ群）中流層向けに経済能力に準じて建設された

高層及び超高層住宅団地（A、B、C、K）、（ウ群）一般層向けの中高層住

宅が混在する団地（H、I、J、L、M）の3タイプに分けることができた（図

5-1）。

図5-1　対象住宅団地の所得層別にみた分類

対象住宅団地住戸の平均単価成都市区地域の住戸の平均単価

E
F

G

D

A
B

C
K

H
IJ

L

M

（ア）富裕層

（イ）中流層

（ウ）一般層
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5.2　共用施設設置の動向

　中国における集合住宅団地のメリットの一つは、集住生活の効果、団地

規模の効果により、効率的に質の高い共用施設や居住サービスを享受する

ことができる。近年は、団地の差別化によって、住戸、共用施設を変化さ

せながら数を増やしている。また、社会状況や居住者のニーズ等の変化と

共に、共用施設の機能変化と多種多様化の傾向が見られるようになった。

表5-3　調査した住宅団地における共用施設の設置状況

凡例：　○ー設置している      △ー廃止       ▲ー増設

ア群 イ群 ウ群
設
置
率

D E F G A B C K H I J L M

屋内 （平均66.1%） （平均39.3%） （平均35.7%）

集会室、多目的室 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ▲ ○ ○ 92%

会議室 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 69%

ゲストルーム ○ 8%

サービスセンター ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 69%

ロービ ○ 8%

ライブラリー ○ ○ ○ ○ ○ 38%

幼稚園、託児施設 △ ○ △ 8%

店舗 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 85%

屋内温水プール ○ ○ △ 15%

会所 ○ ○ ○ ○ △ △ △ ○ 38%

レストラン ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 69%

アスレチックジム ○ △ 8%

美容室 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 62%

喫茶店 ○ ○ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ 77%

屋外 （平均82.5%） （平均90%） （平均70%）

共用庭 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 92%

人工の水環境 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ △ 62%

子供の遊び場 ○ ○ ○ ○ ▲ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 92%

子供用の遊具 ○ ○ ○ ○ ▲ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ▲ 92%

大人用の運動器具 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ▲ 69%

運動場 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 62%

休憩用のベンチ ○ ○ ○ ○ ▲ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ▲ 92%

プール ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 54%

地上駐車場 ○ ▲ ○ ○ ▲ ▲ ○ ○ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ 100%

地下駐車場 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 85%

共用施設

事例
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5.2.1　共用施設の設置状況

　現在、中国では、集合住宅水準の向上に向けて専用の住戸空間を拡充し

ながら、居住者のライフスタイルにより共用施設の種類が増加している。

表5-3に示すように、屋内の共用施設の設置状況をみると、集会室・多目的

室は92％、会議室は69％、サービスセンターは62％、店舗は85％、レスト

ランは69%、美容室は62%、喫茶店は77%の団地に設けられていた。これらの

中では、居住者の日常生活の利便性のために必要性が高い集会室、会議室

が設置されており、店舗やレストラン等の共用利用を前提とした施設が設

置されている団地が多く見られた。また、喫茶店は13件中の10件が存在し

ているが、これは増設されてきた施設が多い（10件中8件）。それは団地の

計画段階で当時の生活様式が想定されていなかった。そして成都市におけ

る地域の特徴的なコミュニケーションの場として要求され増設した。

　一方、近年の日本では、各住戸あるいは各居住者の所有するものを収納

するための宅配ボックスやトランクルームなどの共用施設が増加・定着し

ている。安全性へのニーズの高まりに対応するため、集合住宅全体の共有

物が収納される備蓄庫の増加も見られる注1)。日本の超高層マンションで

は、比較的小規模でも数種類の共用施設が設けられ、大規模になると多種

多様になることを指摘している注2)。また、キッズルーム、スタジオ、ゲス

トルーム、展望ラウンジなどの設置が圧倒的に多い。居住者の趣味の多様

化と先鋭化によるフィットネス、和室、パーティールームなどの施設を増

加する傾向が見られる。

　中国の集合住宅は日本と異なり、居住者が個別に使用する共用施設につ

いては、中流層と一般層向けの団地にはほとんど見られない。ただし、富

裕層向けのタワー型の集合住宅（D）にはロービやアスレチックジム等が設

置されており、個人利用ができる施設としてゲストルームが設置されてい

る。別の富裕層向けの団地にはライブラリーや屋内温水プールなど運営コ

ストが高い施設が設置されていた。また、大規模団地に、子育てを支援す

るために、幼稚園や託児施設などを団地内に設置した例があったが、子供

が外部の友達を招くこと等により、施設の乱暴な利用や安全問題などが多

発し、苦情が多く寄せられたため、子育て支援のための施設は廃止になっ

た団地が複数あることも分かった（3団地中2件）。住宅団地の会所という

共用施設は、居住者の多様な生活行為のために団地の中に設けられた、売

店、美容、趣味、娯楽など中国特有の複合施設である。しかし、運営コス

トが高いため、殆ど富裕層向けの団地においてしか維持できない状況であ

った。

　中国における集合住宅は殆ど複数棟の団地型だが、屋外の共用施設は共

用庭、人工の水環境、子供の遊び場や休憩・運動施設等がある。屋内の共
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用施設と比べ、屋外共用施設の設置率は比較的高い。タワー型（D）以外全

ての団地が共用庭を設けており、大規模な集中緑地や水環境等を中心とし

て構成されている。また、共用庭と歩道の周辺は休憩の場と子供の遊び場

として扱われ、ベンチや遊具等が多く設置されている。さらに近年、団地

内の居住者の健康維持のため、運動器具と運動場の整備も増加する傾向が

見られた。

5.2.2　共用施設の設置に関する全体の傾向

　集合住宅団地の規模別に共用施設の設置傾向を見てみる。表5-4に示すよ

うに、屋内共用施設については、13件中4件では1～4種類、13件中1件では5

～8種類、13件中8件では9種類以上の施設が設置されていた。また、屋外共

用施設については、13件中7件では9種類以上の施設があり、13件中5件では

5～8種類の施設があった。ただ、13件中1件のタワー型集合住宅は1～4種類

の施設であった。このように中国の住宅団地は、総戸数の多い団地には共

用施設の設置率がおおむね高いことが分かった。また、屋内より屋外の共

用施設のほうが多く設置されていることが分かった。

　一方、共用施設の増設・廃止の傾向を分析すると、全体では、屋内の共

用施設の増設・廃止が比較的に少ない。ただし、会所やアスレチックジム

などの施設は中層と一般層向けの団地には高い運営コストにより廃止され

た事例が幾つがあった。中国では、夫婦の共働きは常識化し、より子供を

育てやすい環境にするための託児所と幼稚園が供給されていたが、維持管

理の問題によって廃止された事例も13件中2件あった。また、高齢社会に進

むことにより、日常生活における高齢者の新たな居場所が求められること

となる。その高齢者たちが自らの時間を消化するために、成都市の地域的

な特徴がある喫茶店を用いると考えられる。しかし、ほとんどの団地はこ

の施設を想定しおらず、実際には、団地の一階の居住者は専用利用権がつ

いている庭を利用し、機能変更をするところが多く見られた。もちろん、

中国の物権法と住宅管理法律では禁止されているが、実際はその現状を受

表5-4　戸数別にみた屋内と屋外共用施設の設置数

総戸数
屋内の共用施設の設置数

1−4 5−8 9以上

500戸以下 １ 0 0

500〜1000戸 2 1 1

1000〜2000戸 0 1 3

2000戸以上 0 0 4

総戸数
屋外の共用施設の設置数

1−4 5−8 9以上

500戸以下 0 １ 0

500〜1000戸 １ ３ 0

1000〜2000戸 0 １ ３

2000戸以上 0 0 ４

（屋内N＝14） （屋外N＝10）
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け入れ認めるところがある。

　さらに、屋外には、子供の遊び場と遊具の設置数が足りないことによ

り、それらを増設した団地が2件みられた。駐車問題が深刻になり、地上駐

車場の増設が多く見られた（13件中8件）。増設方法は道路や緑地などを駐

車場に機能変更することによる。多くの団地が屋外に人工の水環境を整備

していたが、コストと維持管理の問題によって廃止した例もあった。
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5.3　共用空間の空間構成

5.3.1　住棟と共用庭の構成

　中国の集合住宅の発展状況を見てみると、庭は多目的で使われており、

物を置く、眺望、居住者のコミュニケーションなどの住生活が行われてい

る。現在では、団地規模の拡大、共用施設の計画などの要因により、共用

庭の重要性が増加している。実地調査では、13件中12件が共用庭を設けて

いた。そこで住棟の配置と共用庭の関係によって団地を3つに分類できた。

　表5-5に示すように、共用庭がある団地の12件中の7件は共用庭の全面が

複数の住棟によって囲まれる「一点集中型」であった。庭の規模や形など

にかかわらず、全体は1つの共用庭として認識され、居住者全員が共同で使

われるようにしている。そこでは、中心性が高い空間構造の特徴が見られ

る。また、12件中の4件は、複数の共用庭が設けられる「多心型」であっ

た。それらは団地の区画されたゾーニングによって、小規模の共用庭が分

散で配置されている。そこでは、各共用庭を中心として、近所の居住者が

使われている。12件中の1件は共用庭が住棟に面しておらず、住棟に囲まれ

ていない「行列式」であった。この共用庭には主要な歩行者動線が集めら

れ、団地の通り空間として使われている。

庭と住棟の関係 包含関係 非包含関係

タイプ 一点集中型 多心型 行列式

モデル化

特徴
一つの大規模な共用庭が複

数の住棟から囲まれる

複数の共用庭がそれぞれの住棟から

囲まれる
共用庭が住棟と隣接する

居住者の利用状態 居住者全員で共用する 居住者が分散利用する 居住者全員で共用する

住棟の公共性 公共性高い 公共性とプライバシー性が両方兼有 プライバシー性が高い

共用施設の設置数 比較的に多い 多い 少ない

数 7 4 1

表5-5　住宅団地における住棟の配置と共用庭の関係
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　一方、住戸と共用庭のつながりを見てみると、団地の共用庭が住棟に囲

まれている「一点集中型」の場合には、ほとんどの住戸のバルコニーや居

間などのような公的空間が共用庭を向いており、バルコニーは住戸空間の

延長としての機能がある。そこでは共用庭を中心として、住棟配置から住

戸平面に渉り、公的領域から私的領域が段階的に移行している。こうした

公的行為を一点の共用庭に集中する空間構造は公共性が高いと考えられ

る。

　また、複数の共用庭を持つ「多心型」の団地には、共用庭が住棟から完

全に囲まれておらず、一部の境界は緑地や歩道等によって構成されてい

る。ここでは、庭の開放性と住戸のプライバシーのバランスが程よく併存

し、住棟から共用庭へのアクセスが便利である。実地調査した富裕層向け

の団地には共用庭が全て多心型の構造様式であった。また、このような共

用庭は、部分的に開放される特徴がみられ、開放されているところから各

共用庭がつながり、団地の主要な共用空間が形成されている。

　さらに、共用庭が住棟に囲まれていない「行列式」の団地には、住戸の

プライバシーが高く、逆に共用庭で行われる活動は少ない。

5.3.2　道路の構成

　中国の集合住宅団地の計画方針により、都市計画道路や生活道路などと

団地内の道路の役割が明確化され、通過交通が団地内に入り込まないよう

にしている。そこで、中国の集合住宅団地における道路網の構成では、歩

行者の安全で快適な歩行環境の整備及び自動車が円滑に移動できる動線の

確保をいかに両立させるかが重要な課題であり、そのために、限られた団

地の敷地内に自動車と歩行者の交通空間をどのように配置するかが問題に

なっている。まず、団地内の道路の使い方を見てみると、団地内の歩道は

団地内道路の
特性

循環型 ループ型 グルドサック型

モデル化

事例 A、B、C、H、I、M、L D、K F、G、J

歩行者と自動車
の分離

歩車共用 歩車分離 歩車分離

道路幅 4.5〜6m 6〜8m 6〜8m

敷地境界

道路

表5-6　住宅団地における道路の形態と特徴
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緑道として整備され、共用庭や遊び場や共用施設などへのアクセスが便利

であり、居住者の主な生活道路に位置づけられている。また、団地内の道

路は機能による歩車分離と歩車共存の2種類がみられ、表5-6に示すよう

に、道路の平面構成により、循環型、ループ型とグルドサック型の3タイプ

に分類することができる。多くの中流層と一般層向けの団地には循環型の

道路であり、幅員4.5m〜6mである。それらの道路の両側は歩道が整備され

ず、歩車共用道路として使われている。また、ほとんどの富裕層むけの団

地は循環型とグルドサック型の道路構成であり、歩車分離道路として幅員

（車道＋歩道）は6m以上になっている。このように、富裕層向けの団地に

は、回遊性が低く、団地内の通り抜けがしにくい道路構成の特徴と考えら

れる。
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5.4　共用施設の維持管理の実態

5.4.1　駐車場の実態

　中国の集合住宅団地には、人間のための住空間へのバイクや自動車など

の侵入が問題となっている。つまり、駐車場不足を解消するために、団地

内の道路空間はしばしば駐車場化し、団地周辺の道路も臨時駐車場として

使われている。さらに、自動車の急増と当初の計画の配慮不足等により、

駐車場不足がますます深刻化している。実地調査した13件団地は敷地内で

居住者用の駐車場を全戸分確保できず、来客用の駐車場も用意されていな

い。調査した13件の団地で富裕層向けの住宅団地は駐車場の設置率が比較

的高いが、それでも1台/戸には達していなかった（Eは0.78台/戸、Fは0.79

台/戸、Gは0.77台/戸）。そこで、駐車場不足を解消するため、団地内の道

路や緑地等の共用空間を駐車場に転用し、路上駐車を許可することが全団

地で一般的になっている。

　駐車場の所有形態みてみると、団地内の地下駐車場は区分所有権の対象

物として認められ、地上で整備された駐車場は団地の共用部分とされてい

る。また、地下駐車場を区分所有者が所有する分譲駐車場が一部みられる

が、地下駐車場の所有権をデベロッパーが留保し、区分所有者に賃貸する

方式が中国では一般的になっている。また、地上駐車場は団地の共用部分

として、管理会社により維持管理されている。駐車場の利用料金体系につ

いては、分譲された地下駐車場の場合は管理会社に維持管理費用を支払

い、賃借の地下駐車場の場合は、管理費以外の賃借料をデベロッパーに支

払うことになっている。さらに、地上駐車場の利用料が回数と月極の2つの

表5-7　住宅団地における駐車場の形態と特徴

類型

特徴
地下駐車場 団地内の地上駐車場 団地周辺の路上駐車場

所有者 デベロッパー

利用者 分譲者 団地の居住者共用 団地と周辺住民共用

管理主体 管理会社 管理会社 管理会社／街道弁事処

駐車費用 分譲費用＋毎月の管理費 回数／月極 回数／無料

駐車場の現状
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徴収方法があるが、料金は管理会社の管理費に充当する部分以外では、区

分所有者団体の収益になっている。実地調査した団地では、地上駐車場よ

り地下駐車場の賃料が高く設定されているため、地下駐車場が空いている

が、地上駐車場が非常に混むのが現状である。

　駐車場の形式については、地下駐車場、団地内の路上駐車場、団地周辺

の臨時路上駐車場の3タイプが見られた（表5-7）。日本と異なるのは、中

国の住宅団地には地下駐車場が一般的に整備されるものの、機械式駐車場

はまだ導入されていないことである。また、それら駐車場の維持管理をみ

てみると、団地内駐車場の場合は管理会社、団地周辺の路上駐車の場合

は、管理会社あるいは街道弁事処（政府の行政組織）により管理されてい

た。ただ、そこでの管理主体が不明確であり、トラブルが起きた際に責任

の所在が難しいと言える。

5.4.2　会所の実態

　会所という共用複合施設は、一般的には、住宅を販売する時期にデベロ

ッパーが団地の模型を設置して、住宅購入意向者の応接をするサービスセ

ンターとして使われ、販売終了後は飲食施設や集会室やスポーツ娯楽施設

などの団地共用施設として使われることを意図している。しかし、会所

の運営状況は表5-8と図5-2に示すように、富裕層向けの4事例中の3事例

（E、F、G）で運営が継続されているが、中流層と一般層向けの団地には殆

ど見られない（団地Jだけが運営されている）。また、団地A、H、Kには会

所が建設されたが、利用者が団地内の居住者のみに限られるため、営業利

益が得られず、廃業されてしまった。

　運営されている会所の施設内容をみてみると、商業的性格が強い。主に

は飲食施設、美容室と売店があり、団地Fと団地Gの会所には温水プールが

整備されている。また、5件中４件の会所はデベロッパーが所有しており、

運営管理は管理会社に委託している。そこで、会所の機能変化や料金設定

はデベロッパーにより決定されているため、居住者のニーズと要望に対応

していない。このように会所はデベロッパーの意思により運営され、団地

内の居住者のための共用施設としての役割を果たしていない。なお、富裕

層向けの団地（G）には、会所は団地の共用施設として区分所有者に属し、

会所の運営と管理はデベロッパーから離れている。そこで、実際では、管

理会社は区分所有者団体と契約し、会所の運営管理を担っている。そこか

ら生み出された利益は、契約に決められた一定の比率で、管理会社の運営

費用と区分所有者団体の利益に帰属している。

　一方、5件中3件の会所は団地の内部に位置しており、利用者は団地の居

住者に限定されている。また、5件中2件の会所は団地の外側に向けて設け
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ており、会所の運営のため、利用者が限定されていない。

　このように、現在、中国の集合住宅団地における会所といった共用施設

は、殆どデベロッパーが所有権を留保し、管理会社により運営管理がされ

ている。そこで、居住者のニーズと要望が無視され、会所施設の用途の転

用や廃止などに伴い、団地生活の質に影響を与えると考えられる。

団地 D E F G J

施設

アスレチックジム

レストラン

美容室

コーヒー屋

ホール

レストラン

美容室

店舗

喫茶店

ホール

レストラン

店舗

美容室

喫茶店

温水プール

屋上運動場

集会室、多目的室

ライブラリ

レストラン

美容室

温水プール

店舗

ライブラリ

レストラン

美容室

喫茶店

規模（㎡） 680 1800 3400 4200 1000

所有者 デベロッパー デベロッパー デベロッパー 区分所有者 デベロッパー

利用者 限定なし 限定なし 団地居住者 団地居住者 団地居住者

管理者 管理会社 管理会社 管理会社 管理会社 管理会社

特徴
住戸分譲時に使われて

いなく、新設の施設。

住戸分譲時にサービ

スセンターとして使

われ、分譲後はリノ

ベーションし、区間

を間仕切ることによ

って、会所になる

住戸分譲時にサービス

センターとして使わ

れ、分譲後はリノベー

ションし、区間を間仕

切ることによって、会

所になる

住戸分譲時にサービス

センターとして使わ

れ、分譲後はリノベー

ションし、区間を間仕

切ることによって、会

所になる

住戸分譲時に使わ

れていなく、新設

の施設。

表5-8　住宅団地における会所の特徴

図5-2　調査した住宅団地における会所の実態

団地Eにおける会所 団地Jにおける会所
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5.4.3　住棟の共用部分の実態

　中国の物権法第71・72条、物業管理条例第6・7条及び住宅専項維修資金

管理弁法第3条により、住戸のバルコニーは専有部分として認められるが、

ここで行われる生活行為と内装工事は共用部分に関する制限がある。近

年、中国の住宅団地には、バルコニーの内装改修工事が多く行われ、これ

に伴う共用部分の変更や騒音・ゴミ処理などの問題が多発している。富裕

層向けの住宅団地にはバルコニーの不当利用が少ないと見られたが、中流

層と一般層向けの団地にはサッシの設置やバルコニー用途変更が多く見ら

れる。また、管理会社と居住者との合意により、盗難防止のため、外壁に

接続する配水管に防犯用の網を設置する例も少なくない（図5-3）。さら

に、一階に住んでいる居住者は共用の緑地を占用し、専用の庭に改造した

例も調査した団地I（ウ群）に見られた。これらは、居住者の利用面の問題

だと考えられるが、管理会社の管理面においても積極的な取り組みが必要

だと思われる。

図5-3　調査した住宅団地における共用部分の不正利用に実態

団地Iにおける共用緑地を専用庭に改造した事例

団地Aにおける住棟外壁に防犯網を設置した事例
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5.5　共用施設に対する居住者の評価

5.5.1　調査概要

　以上、団地内の共用施設の設置状況と構造形式の特徴を考察したが、さ

らに本章では、これらの共用施設について、居住者の利用度や意見や要求

等を把握するために行ったアンケート調査の結果を分析した。本調査は

2012年3月に実施しており、調査方式は13団地の居住者にアンケート用紙を

30部ずつ配布し、居住者に記入してもらう留置方式である。その中で、有

効回答数は240部、有効回答率は80%であった（表5-9）。

　属性 ア群（人） イ群 （人） ウ群 （人） 合計 （人）

性別
男 25 42 43 110

女 31 37 62 130

年齢層

20代 23 45 50 118

30代・40代 23 26 34 83

50代以上 10 8 21 39

家族構成

単身（1人） 5 6 15 26

若夫婦（2人） 13 27 29 69

若夫婦＋息子（娘）（3人） 18 24 16 58

親夫婦（2人） 8 6 13 27

親＋若夫婦（3人） 4 8 19 31

親夫婦＋若夫婦（4人） 3 8 7 18

親夫婦＋若夫婦＋息子（娘）（5人） 5 0 6 11

注：ア群N=56、イ群N=79、ウ群N=105

団地の所得層

調査対象団地 D、E、F、G A、B、C、K H、I、J、L、M

団地の所得層 ア群 イ群 ウ群

調査時期 2012年3月 2012年3月 2012年3月

調査数（部） 120 120 150

有効回答数（部） 56 79 105

有効回答率 46.7% 65.8% 70%

調査内容

①調査対象の所在団地、性別、年齢、家族構成

②団地の共用施設に対する満足度

③共用施設の利用について、頻度と意見

④共用施設に対する要求

⑤具体的に、会所と駐車場についての評価

表5-9　調査の概要

表5-10　アンケート調査対象の属性と居住者データ
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　調査対象居住者の基本属性として、「性別」、「年齢層」、「家族構

成」に着目し、富裕層向けの団地（ア群）、中流層向けの団地（イ群）、

一般層向けの団地（ウ群）に占める割合を表5-10に示している。回答者は

男性が45.8%を占め、女性が54.2%を占める。また、回答者の年齢を見て

みると、20代の若者が多く、全体の49.2%を占め、中年層の30代・40代が

34.6%を占め、50代以上の中高年と高齢者が16.2%を占める。さらに、居住

者の家族構成については、単身と若夫婦は39.6%、子供育て世代が24.2%、

中高年と高齢者がいる世代が31.7%、親夫婦、若夫婦及び息子（娘）の大家

族の家族構成が全体の4.6%を占めている。

5.5.2　共用施設に対する満足度

　調査では、各団地の共用施設についての満足度を5段階で評価をしてもら

った。結果としては、団地居住者の所得階層別でみると、図5-4に示すよう

に、富裕層向けの団地（ア群）の居住者は「満足」・「やや満足」と評価

したのが78.6%、中流層向けの団地（イ群）が38%、一般層向けの団地（ウ

群）が27.6%、ア群の満足度が最も高い、ウ群が最も低いことが分かった。

そこで、団地内共用施設の数や種類等が充実するほど居住者の満足度が高

いと解釈できる。

　また、満足度を居住者の性別でみると、男性は45.5%、女性は40.8%が満

14.3%	  

5.1%	  

1.9%	  

64.3%	  

32.9%	  

25.7%	  

14.3%	  

44.3%	  

38.1%	  

7.1%	  

15.2%	  

29.5%	  

2.5%	  

4.8%	  

0%	   20%	   40%	   60%	   80%	   100%	  

ア群	  

イ群	  

ウ群	  

5.5%	  

6.2%	  

40.0%	  

34.6%	  

37.3%	  

32.3%	  

14.5%	  

23.8%	  

2.7%	  

3.1%	  

0%	   20%	   40%	   60%	   80%	   100%	  

男	  

⼥女	  

6.8%	  

3.6%	  

7.7%	  

29.7%	  

36.1%	  

61.5%	  

36.4%	  

36.1%	  

25.6%	  

22.9%	  

21.7%	  

5.1%	  

4.2%	  

2.4%	  

0%	   20%	   40%	   60%	   80%	   100%	  

20代	  

30代・40代	  

50代以上	  

7.4%	  

4.3%	  

4.6%	  

20.0%	  

44.9%	  

49.4%	  

38.9%	  

29.0%	  

33.3%	  

27.4%	  

20.3%	  

12.6%	  

6.3%	  

1.4%	  

0%	   20%	   40%	   60%	   80%	   100%	  

単⾝身・若夫婦世代	  

⼦子育て世代	  

⾼高齢者世代	  

図5-4　共用施設に対する満足度

男女別

所得層別 年齢別

家族構成別

凡例：

5.5%	  

6.2%	  

40.0%	  

34.6%	  

37.3%	  

32.3%	  

14.5%	  

23.8%	  

2.7%	  

3.1%	  

0%	   20%	   40%	   60%	   80%	   100%	  

男	  

⼥女	  

満⾜足	   やや満⾜足	   どちらともいえない	   やや不満	   不満	  
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足している。不満については、男性が17.2%、女性が26.9%であった。そこ

で共用施設に対しては満足している男性が多く、不満をもつ女性が多いと

考えられる。

　居住者の年齢別でみると、「満足」・「やや満足」と答えた20代が36.5%

、30・40代が39.7%、50代が69.2％であった。中高年層や高齢者などの満

足度が圧倒的に高いことが分かった。さらに、居住者の家族構成から満足

度を見てみると、満足している単身・若夫婦世代が27.4%、子育て世代が

49.2%、高齢者世帯が54%であり、共用施設を満足しているのは、子育て世

代と高齢者世代が多いことが分かった。

　これらは現在の中国の集合住宅団地には、中高年層の散歩やジョギング

や会話などの比較的に静的な生活行為のための共用施設がよく整備されて

いることが影響していると考えられる。また、単身・若夫婦世代の住生活

の外部化の傾向が見られ、若年層のスポーツや娯楽などの多様な趣味活動

に応じる施設が少ないのが現状である。そのため、単身・若夫婦世帯は団

地内の共用施設に満足していないことが分かった。

　

5.5.3　共用施設の利用に対する評価

　共用施設の利用状況については図5-5の通りである。居住者の所得層別に

よる分類した団地には、日常生活でよく利用されている共用施設の利用上

の特性は、以下のように読みとれる。

　屋内共用施設の利用率については、集会室、多目的室、サービスセンタ

ー、店舗やレストランなどの商業施設の利用率が高い。集会室、多目的室

の利用率が中流層（イ群）より富裕層向けの団地（ア群）で高く、団地内

での室内の集会やイベントや居住者による自主的なサークル活動が活発に

行われていると考えられる。また、ア群の団地には、サービスセンターの

利用率が92.9%と極めて高く、団地内では居住者間のコミュニケーションだ

けではなく、居住者と管理会社とのコミュニケーションが積極的に行われ

ていると考えられる。さらに、設置されたゲストルーム、ライブラリー、

温水プール、アスレチックジム、会所等のコストの高い施設がよく利用さ

れている。一方、店舗、レストラン、美容室、喫茶店等の商業施設の利用

率は、富裕層向けの団地が比較的に低いことが分かった。商業施設につい

ては、中流層と一般層向けの団地の居住者は日常の住生活に便利さを求め

ているが、富裕層向けの団地の居住者はより良いサービスを追求し、団地

外で代替しているためだと考えられる。

　また、全体でみると、屋外共用施設の設置が充実しているため、屋内よ

り屋外共用施設の利用率がおおむねに高いことが見られる。その中で、共

用庭は大規模で主要な共用空間として多様な生活行為が行われているが、
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図5-5　共用施設の利用に対する評価

所得層別 年齢別

0.0%	   20.0%	   40.0%	   60.0%	   80.0%	   100.0%	  

集会室、多⺫⽬目的室	  

会議室	  

ゲストルーム	  

サービスセンター	  

ロービ	  

ライブラリー	  

幼稚園、託児施設	  

店舗	  

屋内温⽔水プール	  

会所	  

レストラン	  

アスレチックジム	  

美容室	  

喫茶店	  

共⽤用庭	  

⼈人⼯工の⽔水環境	  

⼦子供の遊び場	  

⼦子供⽤用の遊具	  

⼤大⼈人⽤用の運動器具	  

運動場	  

休憩⽤用のベンチ	  

プール	  

地上駐⾞車場	  

地下駐⾞車場	  

ア群	   イ群	   ウ群	  

0.0%	   20.0%	   40.0%	   60.0%	   80.0%	   100.0%	  

集会室、多⺫⽬目的室	  

会議室	  

ゲストルーム	  

サービスセンター	  

ロービ	  

ライブラリー	  

幼稚園、託児施設	  

店舗	  

屋内温⽔水プール	  

会所	  

レストラン	  

アスレチックジム	  

美容室	  

喫茶店	  

共⽤用庭	  

⼈人⼯工の⽔水環境	  

⼦子供の遊び場	  

⼦子供⽤用の遊具	  

⼤大⼈人⽤用の運動器具	  

運動場	  

休憩⽤用のベンチ	  

プール	  

地上駐⾞車場	  

地下駐⾞車場	  

20代	   30代・40代	   50代以上	  
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子供や大人のための運動施設も積極的に使われている現象が見られる。ま

た、駐車場の利用を見てみると、地上駐車場の利用率が高く、地下駐車場

の利用率が低い。富裕層向けの団地では地下駐車場を利用している居住者

が50%を占め、比較的に高いことが分かった。

　居住者の年齢別から共用施設の利用率を見てみると、図に示すよう

に、50代以上の中高年層の利用率が圧倒的に高く、20代の若年層の利用率

が低い。ただし、プールや運動場等の運動施設については、若年層の利用

率が高い。また、消費者として、30代・40代の中年層が団地内の店舗やレ

ストランなどの商業施設を利用していることが多いことが分かった。

　

5.5.4　共用施設に対する意見と要求

　居住者の所得層別で、共用施設の要望を図5-6に示した。共用施設の機能

により、屋内では、文化活動施設、屋内運動施設、娯楽施設、商業施設と

その他で分類し、屋外では、休憩施設、子供施設と屋外運動施設に分類し

ている。そこで、富裕層向けの団地の居住者は、集会室やライブラリー等

の文化活動ための施設の要求が多く、高齢者社会に対応するための屋内の

高齢者活動室についての要求も多いと見られる。室内運動場や温水プール

などの屋内運動施設とパーティールームやリラクゼーション等の個人利用

ができる娯楽施設については、建設と維持管理費用の負担が大きいため、

富裕層向けの団地の居住者の要望が圧倒的に多く見られる。また、店舗や

レストラン等の商業施設については、富裕層向けの団地の居住者は団地外

で満たすことができると考えられ、このニーズは少ないと見られる。一

方、休憩施設、子供施設と屋外運動施設については、一般層向けの団地の

居住者の要望が多いと見られる。

　表5-11では、特に会所についての設置状況と要望をみてみる。富裕層向

けの団地には、会所の設置率が100%でおり、利用率は71.4%でよく利用され

ている。必要度は80.4%であり、居住者から見ると、有効性が高い共用施設

と考えられる。また、中流層向けの団地では、60.8%の居住者が会所を必要

だと思っているが、一般層向けの団地では、66.7%の居住者が会所は必要で

はないと考えている。その原因は、中流層の団地の居住者は会所を含める

共用施設の多様化を考えているが、一般層の団地の居住者は、現在会所の

運営・維持管理方式についての不安が多かったである。そのため、会所に

ついての評価を否定的に捉えるのではなく、今後は会所の設置と運営管理

に関する問題の解決に向けて積極的に評価すべきであろう。

　さらに、共用施設の改善要求については、自由意見記入の回答をKJ法に

より集計した結果を加えて考察した。すると表5-12に示すように、団地内

の共用施設の種類や運動施設と駐車場の現状に対する不満が大きいものと
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凡例：

文化活動施設（集会室、多目的室、会議室、ライブラリー、高齢者活動室）

屋内運動施設（室内運動場、屋内温水プール、アスレチックジム）

娯楽施設（飲み屋、パーティールーム、リラクゼーション）

商業施設（店舗、レストラン、美容室、喫茶店）

その他（診療所、託児所）

休憩施設（共用庭、休憩用ベンチ、人工水環境）

子供施設（子供遊び場、子供用の遊具）

屋外運動施設（運動器具、運動場、プール）

図5-6　共用施設に対する要求

表5-11　会所に対する要求

所得層

会所に対する要求
ア群 イ群 ウ群

設置度 100.0% 20.0%

利用度 71.4% 11.4%

必要度

必要 80.4% 60.8% 25.7%

必要ではない 5.4% 19.0% 66.7%

どっちでもいい 14.3% 20.3% 7.6%

0.0%	   20.0%	   40.0%	   60.0%	   80.0%	   100.0%	  

⽂文化活動施設	  

屋内運動施設	  

娯楽施設	  

商業施設	  

その他	  

休憩施設	  

⼦子供施設	  

屋外運動施設	  

ア群	  

イ群	  

ウ群	  

要求の平均割合

29.6%

34.2%

39.2%

17.5%

52.1%

50.8%

62.5%

56.7%
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して出されているが、管理会社による管理の問題も注目されている。そこ

で、共用部分の衛生管理と防犯性能の向上については、富裕層と中流層よ

り一般層向けの団地では要求が高まるが、ペットの飼育と有償共用施設利

用料金も管理規約で反映させる必要があると考えられる。また、共用施設

と共用設備の維持管理、特に、一般層向けの団地には既設エレベーターの

安全性向上のための定期点検や緊急時の対応策の実施が求められている。

管理会社のサービス内容に関しては、共用部分の問題への対応の緩慢や不

徹底が全団地で高く評価されている。

改善要求 ア群 イ群 ウ群 合計

共用施設設置の面

共用施設の種類の増加 57.1% 53.2% 71.4% 62.1%

運動場所、運動施設の増設 55.4% 58.2% 78.1% 66.3%

駐車場の増設 50.0% 58.2% 78.1% 65.0%

管理の面

共用施設の維持管理の改善 75.0% 74.7% 76.2% 75.4%

エレベーター等の共用設備の維持管理の強化 12.5% 25.3% 34.3% 26.3%

衛生状況の改善 17.9% 31.6% 49.5% 36.3%

防犯の強化 12.5% 26.6% 45.7% 31.7%

ペットの飼育ルールの設定 25.0% 31.6% 25.7% 27.5%

有償共用施設利用料金の改正 39.3% 32.9% 17.1% 27.5%

管理会社のサービスの即時対応 64.3% 50.6% 68.6% 61.7%

表5-12　共用施設に対する改善要求
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5.6　まとめ

　中国南部地区の成都市の集合住宅団地を取り上げ、近代化しつつある共

用施設の特性を考察するため、居住者の所得層別により富裕層、中流層、

一般層向けの団地を分類し、共用施設の設置状況、物的特性、維持管理の

相違を明らかにしており、それらに対する居住者の評価と要望も明らかに

した。

①現代の中国の集合住宅団地には、共用施設の多様化現象がみられた。日

本と比較すると規模が大きく共用庭や緑地や運動場など比較的に大規模の

屋外共用空間が設置され、規模のメリットもあって共用施設の種類も増え

ている。また、高齢者と子供のため、休憩の場と遊び場が全般に設けられ

ている。屋内共用施設については、集会室やサービスセンターや商業施設

等が充実している。団地のコミュニケーションをとる場所として、中国独

特の特徴をもっている喫茶店や会所等の施設が多く見られる。しかし、会

所のような運営コストの高い施設が富裕層向けの団地しか維持されていな

い。また、ゲストルームのような今までは見られない個人の専門利用を前

提とした施設がタワー型の集合住宅に現れている。

②団地の共用空間の空間構成については、富裕層向けの団地には、住戸と

住棟のプライバシーを確保するための共用庭と道路の空間構造が工夫され

ている。中流層と一般層向けの団地には、居住者全員で利用することを想

定し、共用庭が比較的開放されており、団地内には歩車共存道路が多く見

られる。これらは、居住者の公的な生活行為を屋外で行える共用空間の計

画上の特徴と考えられる。

③中国の集合住宅団地には、会所と地下駐車場の区分所有権をほとんどデ

ベロッパーが留保しており、団地の共用部分として、それらの運営・廃止

と利用料金の設定に区分所有者の意思が反映されていなかった。

④団地内の共用施設に対する評価については、一般層と中流層より富裕層

向けの団地の居住者の満足度が高く、中高年層、高齢者及び子育て世帯の

居住者は満足度が高いことが分かった。また、富裕層向けの団地では、屋

内共用施設の設置率が高いほど、利用率も圧倒的に高いが、屋外共用施設

については一般層向けの団地の居住者の利用率が高いと見られる。特に、

中高年層は集会室や共用庭等の活動と休憩施設をよく利用しているが、若

年層はサービスを団地外で満たすことにより、共用施設の利用率が低い傾

向が見られる。さらに、中流層と富裕層向けの団地の居住者は娯楽施設や

屋内の運動施設等のコストが比較的に高い屋内共用施設についての要望が

最も多く、一般層向けの団地の居住者は、屋外の運動施設や子供の遊具や

休憩施設などを求めていることが分かった。
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　以上のように、中国現代の集合住宅団地における共用施設の設置・運

営・廃止の動向から団地共用部分の計画の方向性について考察した。そこ

で、団地内の共用施設の多様化の傾向は今後いっそう進展していくと考え

られるが、個別利用を前提とする共用施設も増加している。これから集合

住宅団地のコミュニティ形成のため、高齢者と子育て世帯向けの支援及び

若年層向けの活動拠点の整備も重要な課題と考えられる。その際、団地共

用部分の空間構成・所有形態の計画と設定だけではなく、管理面も考慮し

て計画する必要がある。
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6.1　研究目的と方法

6.1.1　研究目的

　近年、中国における集合住宅に関する法制度が整備されており、専有部

分と共用部分の区分所有の進展に伴い、共用施設の整備や住宅管理の仕組

みなどが変化しつつある。また、区分所有者である居住者の権利と義務、

さらに管理者である管理会社の役割が大きく変わってきた。本研究は、こ

のような中国の住宅管理の発展期にあって、住宅管理体制の特徴、集合住

宅団地における共用施設の維持管理の実態及び管理会社の居住者に対する

サービスの展開を把握し、近代化されつつある中国の住宅管理の特徴と問

題点を明らかにし、また、居住者の評価の視点から住宅管理の改善方向を

考察する。　

6.1.2　用語の定義

①　物業管理

　中国の集合住宅団地には、住戸内部以外の共用空間と共用施設の管理は

全て専門の管理会社により行う管理方式があり、「物業管理」と呼んでい

る。この物業管理は香港の管理形式の影響を深く受け、1981年3月に香港と

隣接している深圳市で初登場した管理会社は、中国の近代化された住宅管

理の端緒である。その後は様々な試行を経て、この管理方式は1990年代前

半に全国に広がりつつ、次第に定着された。

　物業管理の内容については、９０年代には管理費用の徴収、共用施設と

設備の日常的な点検、防犯防災、清掃などの業務を統一的に行うものであ

った。現在は団地の立地、共用空間・施設、居住者の利用と要望によっ

て、各管理会社が実情に合わせて多様なサービスを提供している。

②　業主大会

　日本では管理組合と近く、区分所有建物における区分所有者によって構

成される団体である。

③　業主委員会

　日本では管理組合理事会に相当する。中国では、住宅行政部門の指導の

もとに、区分所有者から選任された複数の代表者により構成される居住者

団体である。その役割は団地自治管理規約の検討、管理会社の業務の監

督、居住者の近隣関係の協調など多岐にわたっている。
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④　居民委員会

　日本の町内会に相当する。各団地の居住者により構成され、住民の相互

扶助的な組織という性格である。

⑤　街道弁事所

　中国における都市政府行政の末端機関であり、幾つかの居民委員会を統

合し、街区の管理を行っている。その役割は地域内の生活管理や防災防犯

などの社会的な事務と居民委員会の指導や監察などの政治的な事務。

6.1.3　研究方法

　中国では、住宅管理に関する最も重要な法律である「物業管理条例」

（2003年）が制定され、2007年には建物の区分所有権に関する「物権法」

が制定された。そこで、80年代から整備されつつあった住宅管理制度がい

っそう推進されるとともに、大きく変わってきた。現代の中国の集合住宅

管理についての研究の蓄積や整理された資料の公表は少なく、本研究の目

的を達成するためには、中国の現代の住宅管理の基礎的な点を全般的に明

らかにすることから始めて行く必要があった。そこで、本章の手順が次の

ようになっている。

①中国現代の都市集合住宅の管理制度の全体像の解明。

②現代の住宅管理の実態はどのようなもので、問題はどんなところにある

か。問題とその要因の関係についての解明。

③住宅管理制度において、管理会社の組織構成を抽出し、その役割とサー

ビス内容の範囲の把握。

④中国の集合住宅団地における住宅管理の内容について、管理費用や催

事・イベントの開催等の特徴の解明。

⑤住宅管理の状況に対して、居住者がどのように考えるか、居住者の満足

度と要望の把握。

⑥現在進められようとしている住宅管理の改善動向と問題点の把握。

　第５章では、中国南西部の最も重要な都市である成都市における13団地

を取り上げて共用空間・共用施設の設置状況及び空間構成を把握し、また

居住者のそれらに対する満足度と要望を考察した。そこで、ハード面とし

て団地共用部分の物理的な特徴と問題点を検討してきたが、住宅管理のソ

フト面については本章で考察する。
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6.1.4　調査概要

　本章は、表6-1に示すように、第5章の調査4で選定された13団地について

調査した上で、以下の二つの調査を実施して中国の住宅管理の近代化現象

を考察する。

　まず、調査5として、2011年3月と2011年7月の2回の実地調査で13団地の

管理業務を行っている管理会社の責任者へのヒアリング調査を行った。

　調査内容は管理会社の資格、規模、組織構成などの現状、管理費用の設

定と共用施設に対する管理運営状況、居住者に対するサービス内容、修繕

金の徴収と修繕計画についての問題点などである。また、居住者は管理会

社が提供しているサービスについてどのように評価しているかを把握する

ため、調査6では2012年3月に13団地における居住者へのアンケート調査を

実施した。配付数300のうち回収数が240であった。そこで、管理会社のサ

ービス業務に関する評価、要望 、及び自治管理組織の活動と評価を把握し

た。

調査5

調査対象 調査4で調べた13団地を管理している管理会社

調査時期 1回目：2011年3月、2回目：2011年7月

調査数 13社

調査方法 管理会社責任者へのヒアリング調査

調査内容

・ 管理会社の資格、規模及び組織構成

・ 管理費用の設定と共用施設に対する管理運営状況

・ 居住者に対するサービス内容

・ 修繕金の徴収・使用及び修繕計画の作成

調査6

調査対象
調査4で調べた13団地の居住者

（一部の団地にはは理事会の幹事にヒアリング調査を行った）

調査時期 2012年3月

調査数 390部（有効回答240部）

調査方法 アンケート調査

調査内容

・ 居住者は管理会社が行った管理業務の全体的な満足度

・ 管理会社が提供しているサービス内容についての評価

・ 修繕金制度と長期修繕計画の必要性についての評価

・ 自治管理組織の活動についての評価

表6-1　調査方法と内容
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6.2　中国の住宅管理の変化

6.2.1　中国の住宅管理制度の変遷

　中国では、1949年の建国以後、都市部の住宅供給が社会主義福祉の一環

として位置づけられ、それらはほとんど公有住宅であった。そこで、住宅

は各国有企業の社員寮として統一計画、統一分配、統一管理制度が実施さ

れた。つまり当時の公有住宅は政府や国有企業の投資により建設され、無

償で社員に分配し、家賃が非常に安く設定されていた。また公有住宅の管

理は、政府の房地産管理部門のもとに、国有企業により行われた。一方、

住宅の共用部分について、ゴミ収集は衛生管理部門、道路と駐車場の管理

は交通管理部門によって行われ、清掃や警備などのような日常的な住環境

の維持管理は政府末端組織の街道弁事所の支援をうけた、居民委員会が自

主的に行っていた。管理費用は国有企業や政府など、いずれにせよ公的政

府機関の補助によることとなった。このように、中国の公有住宅制度の問

題点を見てみると、住宅の投資資金や維持修繕や管理費用などをほぼ全て

政府が負担するという方式により、住宅を建設すればするほど建設資金の

回収ができず、維持修繕予算が増大するという悪循環になっていた。

　上述のように、住宅公有制度の問題を解消するため、1980年代に入る

と、計画経済から市場経済制度への変更により、住宅制度の改革が始めら

れた。そこで、住宅公有制度と比べ、住宅の投資、建設と管理は行政と国

有企業から解放され、デベロッパーと専門の管理会社が主体として、住宅

市場に活躍することになった（表6-2）。その後、住宅の個人所有が認めら

れるようになり、住宅の商品化が進展することによって、大規模な集合住

宅団地の開発が進み、住宅管理制度の整備も本格に展開された。

住宅所有制度 住宅公有制度 近代化された住宅制度

年代 1949年〜1978年 1979年〜

住宅建設 投資方 政府・国有企業 デベロッパー

所有権
住戸の所有権 政府・国有企業 区分所有者

共用部分の所有権 政府・国有企業 区分所有者共用

住宅管理

ゴミ収集 衛生管理部門 管理会社

清掃・警備 居民委員会 管理会社

イベント・催事の開催 居民委員会 管理会社・区分所有者団体

共用施設の運営 街道弁事所 管理会社・区分所有者団体

共用設備の維持管理 政府部門 管理会社

共用部分の修繕 房地産管理部門 デベロッパーと区分所有者からの修繕基金

管理費の支払 房地産管理部門 区分所有者

表6-2　中国建国後の住宅管理制度の変遷
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　現代中国における近代化されつつある住宅管理制度においては、区分所

有者団体の主導のもとに専門の管理会社により行われる仕組みが物権法の

81・82条で想定されている。現在、住宅管理制度においては区分所有者団

体が主導的な立場に立つようになり、政府行政部門が直接管理せず指導的

な立場に後退した。図6-1に示すように、中国の都市部における住宅管理に

係る行政組織の構成を見てみると、中央の住房及び城郷建設部の行政組織

の細分化、専門化によって、房地産市場監管司という住宅管理と監察の役

割を担う行政機関が設置されている。それは、近年の中国では、住宅管理

の重要性が認められ、行政サービスの向上が図れていると考えられる。ま

た、中央政府から地方政府までは主に三つのレベルに分けて縦割り行政が

構成された。しかし現在は各行政部門が横の連携が見られることは現代中

国の住宅管理の行政組織の特徴といえるだろう。

　一方、近年、住宅管理の役割を担う管理会社について、デベロッパーは

住宅の計画・建設及び販売を行い、管理会社は独立の会社としてデベロッ

中華人民共和国国務院

住房と城郷建設部

省・自治区・直轄市

市・地区

県・区

省・自治区・
直轄市政府

市・地区政府

県・区政府

街道弁事処

居民委員会

省・自治区建設庁
直轄市建設委員会

房地産市場監管司

市房地産管理局

県・区房地産管理所

管理会社 デベロッパー

市建設委員会

県・区建設局

業主大会

選任 議案

業主委員会

区分所有者団体

▼

▼

図6-1　現代中国の住宅管理に関わる行政機関の構成
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パーから切り離された傾向が見られる。また、管理会社の管理資格の取得

が義務付けられ、専門知識を持つ職員の割合は管理会社の規模により法律

で定められている。さらに、団地の自治管理を促進するため、重要な役割

を果たす区分所有者団体を構成し、集会を開き、規約を定め、理事会を選

任することが制度化されている。

6.2.2　住宅管理サービス内容の変化

　中国では、1980年代から商品住宅の普及とともに集合住宅管理という業

態が一般的に浸透してきた。住宅管理といえば、中国では物業管理と言わ

れている。それは香港の管理方式を参考し、中国の事情に応じて新たな管

理サービスが始められた。もともと香港からの影響によって住宅管理の内

容は、清掃や警備といったソフト面に加えて、住棟や共用施設や共用設備

などの維持管理といったハード面の共用部分へのサービスを行うなど、居

住者のために様々なサービスを提供する総合的な管理方式である。近年は

団地建設と生活様式の近代化の影響を受けて、居住者ニーズの変化に応じ

て、管理サービス内容も大きく変化してきた。

　住宅管理のサービス内容については、社会の流れに対応してその業務範

囲が広がっている傾向が見られる。しかし、そのサービス内容や提供方法

などについて確定の方向性が定まっているとは言い難い。従来の住宅管理

では、共用部分を対象にしたハード面に関するサービスと清掃や警備等の

ソフト面のサービスが管理業務の契約内でに固定化されているが、現在は

ソフト面に関するものや専有部分を対象にするものにもサービス範囲の拡

大が見られる。さらに今後は住宅管理の進化により、サービス領域拡大の

可能性が高いと考えられる。

表6-3　中国の住宅管理サービス範囲の拡張

住宅管理サービス内容 ハード面 ソフト面

共用部分
へのサー
ビス

現在のサービス内容

（2000年代〜）

・ 路面駐車場の増設と運営

・ 運動器具の増設

・ 防犯カメラの増設

・ 催事・イベントの企画

・ 団地内の広告・宣伝の運営

・ 区分所有者集会の招集と支援

従来のサービス内容

（1980年代〜1990年代）

・ 共用施設の維持管理

・ 共用設備の維持管理

・ 建物の維持管理

・ 地域コミュニティ形成への支援

（主に居民委員会と連携する）

・ 管理費用の徴収

・ 警備

・ 清掃

専有部分
へのサー
ビス

・ 駆けつけサービス

・ 内装工事やリフォーム

等の相談

・ 郵便物の受取

・ 居住者近隣関係の調整

・ 買物代行のサービス

⇨ ⇨ ⇨
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　表6-3に示すように、中国の住宅管理サービスの特徴を見てみると、専有

部分へのサービスは従来の管理会社の業務内容として存在している。郵便

物の受取や駆けつけサービスなどのように契約に明確されていない管理業

務は現在でも一般的に行われている。それは1980年代に住宅管理が始まっ

てから、居住者と管理組合の要求によって押し付けられたが、現在は殆ど

定着されていると見られる。それらの契約外のサービスによるトラブルの

発生もあったが、現在は管理会社と居住者との合意形成に基づいて専有部

分へのサービスが行われている。これを解釈すると、中国の集合住宅団地

におけるコミュニティについて、居住者の近隣関係や居住者と管理会社と

の関係には、管理規約と法律上の権利業務関係より、幅広い人間関係が構

築されている。それは中国の現代の集合住宅団地には、近代化の生活様式

の影響を受けても、伝統住宅におけるようなゆるやかな人間関係が守られ

ていると考えられる。

　また、日本のマンションで提供されるサービス内容と比較すると、日本

で、2000年以降に建設されたマンションは、専有部分の快適性を高めるよ

うなサービスが集中しており、より個人的要求に適ったものを選択してい

ることの指摘がなされた注1）。中国はこれと異なり、居住者の個人要求へ

のサービスが従来から提供されつつあるが、現在は団地内の駐車場や運動

器具や防犯カメラ等の増設に関する共用部分へのサービスが求められてお

り、さらに団地内のイベント、催事の開催などのサービスも、管理会社は

積極的に行うことが分かった。
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6.3　 住宅管理会社についての考察

　中国の住宅管理制度には、管理会社による第三者管理方式を採用してい

るが、管理費用の支払、専有部分の修繕請求、催事・イベントの計画など

については、団地自治管理組織としての理事会を通さず区分所有者個人が

管理会社に直接行うことのほうが一般的である。このように、中国の住宅

団地においては、管理会社が重要な役割を担っていると考えられる。そこ

で、管理会社の発展状況と現状を以下で考察する。

6.3.1　管理会社の発展状況

　中国では、1981年に香港の住宅管理方式を参考し、香港の近くの深圳市

において、全国初の管理会社が設立された。その後は住宅の商品化に伴

い、管理会社の設立が増加しつつあった。図6-2に示すように、年間で新

設された管理会社の状況を見てみると、1981年から増加傾向がみられた

が、1990年代に入ると、急速な増加が見られた。また、2003年から住宅管

理といった「物業管理条例」の実施や管理会社の資格の認定制度の設立に

より、新設の管理会社が減少している傾向が見られた。

　中国において、2004年に実施された「物業服務企業資質管理弁法」で

は、管理会社の規模、従業員数、住宅管理士の資格取得人数などによっ

て、管理会社の資格を一級、二級、三級と設定し、管理会社が管理できる

物件の規模を規制している。図に示すように、中国では、大規模の一級管

理会社が7.9%、中規模の二級管理会社が15.5%、小規模の三級管理会社が

71.5%であり、小規模の管理会社が圧倒的に多い。そこでのデメリットとし

ては、多くの小規模管理会社は外圧に弱く、資金面に弱点がある。また、
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図6-2　年代別にみた管理会社の発展状況



-131-

第6章　現代中国の住宅管理の特徴

都市部における大規模な集合住宅団地の管理への委託対象は数が少ない一

級管理会社に限られており、選べられる管理会社が少ないによって、住宅

管理の向上に影響を与えることと考えられる。

　一方、図6-3で管理会社の企業形態をみてみると、国有企業は16.5%を占

めている。そこで、現在中国の主流になっている商品住宅以外では、社会

福祉住宅政策として経済適用住宅や廉価賃貸住宅などの低所得層向けの住

宅が計画・建設されている。それらは国家自らが所有し、国有企業により

管理することが基本とされてきた。住宅管理の社会化の一側面として、株

式の民間管理会社が圧倒的に多くなり、全体の71.2%を占めている。また、

私営と外資系の住宅管理企業はまだ少なく、全体の7.6%と2.5%であった。

今後は住宅管理水準の向上のため、特に高級マンションは管理の質を追求

し、日本のように成熟している管理会社が求められることが予想されてい

る。

管理資格

デベロッパーとのつながり

管理会社の企業形態

図6-3　管理会社の特徴
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6.3.2　管理会社の特徴

　調査した13団地は、形態や規模や所得階層などによって異なり、それら

の管理業務を行っている管理会社もそれぞれの特徴がある。本調査は事例

数が少ないとはいえるが、サンプリングの調査分析方法からは中国南部地

区の成都市の一般的状況を表すことができるといえる。

　調査対象とした管理会社は、表6-4に示すように、13社中10社が1990年

代後半から2000年代前半の間で設立し、10年間以上の住宅管理業務を行っ

ており、管理経験が豊富である。その中で、殆どの管理会社（13社中の11

社）は地元の成都市に本社があり、その以外の2社は外来系のデベロッパー

とのつながりによって管理業務が委託されている。また、住宅管理業務の

段階をみると、13社中の11社は区分所有者団体と契約をしており、住宅管

理後期に入っている。それ以外の2団地には区分所有者の総集会が開催され

ておらず、区分所有者団体と住宅管理を契約していない。このことから、2

社の管理会社はデベロッパーから委託されている住宅管理前期の段階であ

る。

　また、管理会社とデベロッパーとのつながりをみてみると、1990年代中

国の住宅商品化の初期には、専門の住宅管理会社が少ない。多くのデベロ

ッパーが販売促進のため、会社内部で住宅管理部門を設立した。そして現

在では、住宅管理部門はデベロッパーから切り離されており、独立の会社

として自力経営に転換した。そこで、本調査では13社中の6社の管理会社は

デベロッパーと同一グループ内の会社同士である。特に、富裕層向けの住

宅団地（ア群）と中流層向けの住宅団地（イ群）を管理している管理会社

でその比率が高い、8社中の6社である。これに対して、一般層向けの住宅

団地（ウ群）を管理している管理会社には、5社ともデベロッパーと関係な

く、別々の独立の会社としている。そこでは、高い物件では、中国の住宅

管理会社の営業面での同じグループのデベロッパーなどへの依存度は高い

とはいえるだろう。

　一方、管理会社の取得資格と規模をみると、4社中の3社の富裕層向けの

住宅団地を管理している管理会社が一級資格である。そこで、高い物件の

管理条件として、管理会社の規模や経験等のような取得資格に反映してい

るものが求められている。
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事
例

住
宅
団
地

所
得
階
層

管
理
会
社

デ
ィ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
と
の
関
係

管
理
資
格

従
業
員
数
（
人
）

登
録
年
月

種
類

管
理
段
階

A
成
都
市
蜀
都
花
園

イ
成
都
市
鴻
盛
物
業
管
理
会
社

同
じ
フ
ル
ー
プ
会
社

二
級

1
7
5

2
0
0
0
年

地
元

後
期

B
成
都
市
書
香
門
第

イ
四
川
深
聯
物
業
管
理
会
社

独
立

三
級

4
0

1
9
9
7
年

地
元

後
期

C
成
都
市
錦
江
城
市
花
園

イ
深
圳
合
能
物
業
管
理
会
社

同
じ
フ
ル
ー
プ
会
社

二
級

8
5

2
0
0
6
年

外
来

前
期

D
成
功
银
玺
国
際

ア
四
川
成
功
物
業
管
理
会
社

独
立

三
級

4
9

2
0
0
8
年

地
元

前
期

E
成
都
市
置
信
麗
都
花
園

ア
四
川
蜀
信
物
業
管
理
会
社

同
じ
フ
ル
ー
プ
会
社

一
級

2
5
3

1
9
9
8
年

地
元

後
期

F
成
都
市
中
海
名
城

ア
成
都
市
中
海
物
業
管
理
会
社

同
じ
フ
ル
ー
プ
会
社

一
級

2
4
1

2
0
0
1
年

地
元

後
期

G
成
都
市
華
潤
翡
翠
城

ア
華
潤
置
地
（
成
都
）
物
業
管
理
会
社

同
じ
フ
ル
ー
プ
会
社

一
級

7
3

2
0
0
3
年

外
来

後
期

H
成
都
市
沙
河
麗
景

ウ
成
都
市
金
房
物
業
管
理
会
社

独
立

一
級

3
1

1
9
9
8
年

地
元

後
期

I
成
都
市
西
線
陽
光

ウ
成
都
市
金
房
物
業
管
理
会
社

独
立

一
級

5
0

1
9
9
8
年

地
元

後
期

J
成
都
市
卓
錦
城

ウ
成
都
市
家
園
物
業
管
理
会
社

独
立

一
級

6
9

1
9
9
9
年

地
元

後
期

K
成
都
市
凱
麗
豪
景

イ
成
都
市
嘉
宝
物
業
管
理
会
社

同
じ
フ
ル
ー
プ
会
社

一
級

6
0

2
0
0
0
年

地
元

後
期

L
成
都
市
香
山
苑

ウ
四
川
省
潤
無
声
物
業
管
理
会
社

独
立

一
級

2
9

2
0
0
1
年

地
元

後
期

M
成
都
市
嘉
瑞
苑

ウ
四
川
省
潤
捷
物
業
管
理
会
社

独
立

三
級

1
5

2
0
0
8
年

地
元

後
期

表
6
-
4
　
調
査
し
た
管
理
会
社
の
概
要
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6.3.3　管理会社の組織構成と従業員数

　中国の住宅団地には、基本的に共用空間の清掃・ゴミの収集や24時間体

制の警備や設備の点検・整備や植栽の維持などの日常的管理業務が管理会

社によって行われている。また近年は、公共料金の代行徴収、郵便物・宅

配物の受け取りと分配等居住者のための専有部分へのサービスも提供して

いる。それらの管理業務を行うため、基本的には、管理会社の現地管理は

事務系の管理員、設備、緑化と清掃の管理員及び警備により構成されてい

る。そこで、管理会社が提供しているサービス内容により従業員の構成が

異なっている、例えば、駐車場の管理や催事・イベントの企画などための

管理員も見られている。また、中国の物業管理条例では、管理会社が具体

的な管理業務を再委託するのを禁じていないので、調査事例には、管理会

社Bが清掃業務を専門の会社に再委託しており、管理会社緑化と設備の点

検・維持管理業務を再委託している。

　管理会社の全体の従業員数については、表6-5に示すように、富裕層向け

の団地（ア群）には従業員数の配置率が最も高く、平均15戸/人であり、中

流層向けの団地（イ群）は24.8戸/人、一般層向けの団地（ウ群）は23.3

戸/人である。ただし、イ群においてC団地は全住棟が超高層のため、従業

員の配置率が41.7戸/人であり、最も低いと見られた。そこで、超高層住棟

においては、管理業務の効率化及び便利さによって、清掃と警備の従業員

が比較的に少ないと配置している。

　居住者対応の事務系の管理員数について、１人の管理員あたりの平均管

理戸数は、ア群が98戸、イ群が187戸、ウ群が298戸である。そこで、富裕

層向けの団地には、1人の事務管理員が対応する居住者が少ないであり、中

流層と一般層向けの団地には1人の事務管理員が対応する居住者が多いこと

が分かった。中国の高い物件では、より良いサービスを提供するため、多

くの事務管理員が配置されたといえる。また、業務別でみると、図6-4に示

すように、警備と清掃の従業員が最も多く、警備員は全体の43.7%、清掃員

は26.5%を占めている。現在の中国住宅団地には、環境の衛生管理と安全面

の確保は依然として管理会社の主要な業務内容である。

　日本のマンションと比べ、中国都市部の集合住宅団地には、建物規模と

戸数規模が大きく、屋外の共用空間と共用施設が大規模かつ複雑なものと

なっているため、清掃や警備や施設・設備の維持管理等に関する従業員を

多く必要となる。また、中国の住宅団地には、住棟建設当初から残る設計

上の問題と施工方法や技術の問題によって、居住者への応接、苦情、トラ

ブル相談等についての従業員も多く必要と考えられる。

　また、日中両国でも、現在の住宅管理業務には、複雑で専門知識が必要

なことから、住宅管理士制度が定められている。しかし、中国の住宅管理
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会社には、事務系の責任者及びエレベーターや給水・排水設備や電気やガ

スなどの共用設備管理員しか専門資格を取得していないのが現状である。

つまり、緑化管理や清掃や警備などの管理員は殆ど専門知識を有していな

い。それは管理会社の管理品質の維持と業務効率の向上に影響を与えると

考えられる。

所得階層 ア群 イ群 ウ群

事例 D E F G A B C K H I J L M

管理戸数（戸） 686 3600 3900 1138 3600 688 3541 1142 667 1280 1470 769 324

従業員数（人） 49 253 241 73 170 40 85 60 31 50 69 29 15

事務管理員 7 42 38 11 22 4 16 6 3 4 4 3 1

設備管理 5 24 20 10 15 6 12 6 3 3 9 1 1

緑化管理 1 15 15 5 13 1 4 11 1 2 6 2 1

清掃 12 75 62 20 46 12 18 12 9 15 25 9 2

警備 24 85 95 27 59 16 35 25 15 26 25 14 10

駐車場管理 ― 12 11 ― 15 1 ― ― ― ― ― ― ―

従業員１人当たりの平
均管理戸数（戸/人）

14.0 14.2 16.2 15.6 21.2 17.2 41.7 19.0 21.5 25.6 21.3 26.5 21.6

管理員１人当たりの平
均管理戸数（戸/人）

98.0 85.7 102.6 103.5 163.6 172.0 221.3 190.3 222.3 320.0 367.5 256.3 324.0

表6-5　管理会社の従業員構成の特徴

図6-4　従業員の種類別にみた割合
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6.4　中国の住宅管理の特徴と問題点

6.4.1　管理費用

　中国では、住宅分譲時から管理会社が前期物業管理業務を行うことは「

物業管理条例」により想定されているため、管理費用は住宅売買契約書に

記述されている。管理費用の設定について、日本における、マンション管

理費は、分譲価格やサービス内容等によって、管理組合と管理会社の契約

により設定されているが、中国は日本と異なり、管理費用は分譲前にデベ

ロッパーと管理会社の前期管理契約により一方的に決められている、その

算定方式は地域により異なっており、管理費のガイドラインが行政機関に

より制定されている。その基準は、団地の概要（主にはエレベーターの有

無などの共用設備の状況）、及び管理会社の資格に基づいている。

　管理会社の収入としては、居住者が支払う管理費を主としており、それ

以外は駐車料金、運動場やプールなどの共用施設の利用料金、及び団地内

の広告宣伝収入がある。管理会社の支出に関しては、主としては従業員の

人件費であり、また、共用施設の維持・運営費用、共用設備の維持・修繕

費用、共用部分の水道光熱費用、故障品や備品や消耗品など雑費、及び税

図6-5　管理費の設定
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金が含まれている。しかしそれ以外は、中国の住宅管理会社は、デベロッ

パーの計画・建設から残った問題を改善するため、共用施設・設備の増設

や改修などにより管理費から多額の費用を支出する場合がある。特に、一

般層向けの団地に多く見られている。実地調査では、団地内の防犯カメラ

の導入（事例A、B、E、F、H、I、M）や運動器具と子供用の遊具の増設（事

例B、I、M）などについては、管理組合からの予算ではなく、管理会社から

資金を補填している。

　また、管理費の初期設定については、中国では、住宅の販売価格の上昇

に伴い、人件費や材料費用などが急激に増加していたが、管理費用の徴収

基準がこの十数年間では値上げていないのが現状である。そこで、管理費

の設定基準が政府により低く抑えられ、管理会社の負担が高まり、利益が

少なくなり、欠損を出しているところも少なくない。実地調査した団地の

管理費用を見てみると、図6-5に示すように、富裕層向けの団地には、エレ

ベーター付きの中高層、高層及び超高層の住戸は平均2.03元/㎡/月、中層

の住戸は平均1.5元/㎡/月である。中流層向けの団地には、エレベーター

付きの住戸が1.55元/㎡/月、一般層向けの団地が1.3元/㎡/月である。そ

こで、富裕層向けの団地には管理費用が高く設定されていることが分かっ

た。また、日本のマンション管理費との比較について、国土交通省の「平

成20年度マンション総合調査」により注2）、平成20年日本のマンション平均

管理費は169円/㎡/月であり、中国では、中層住宅の管理費は平均0.7元/

㎡/月、高層が1.28元/㎡/月である注3）。中国の現在の住宅管理費は相当安

く設定されているとみえる。

　一方、日中の法律によって、管理費用の支払いは区分所有者の義務とさ

れている。管理費の徴収方式について、日本では、管理組合が区分所有者

から管理費を集め、その後は受託管理会社に支払う方式が一般的になって

いる。中国は日本と異なり、区分所有者は管理費を管理会社に直接支払う

方式である。そこで、管理費滞納の場合は、管理組合が滞納者に請求する

ことができ、集会の決議によって強制執行で回収することも考えられる。

しかし、中国では管理会社が裁判に解決を求めることが法的に設定されて

いるものの、殆どが実施されておらず、長期的な管理費の滞納は中国の住

宅管理における重要な問題になっている。管理費の滞納状況を見てみる

と、日本では、2008年マンション管理費の滞納率は38.5%であるが、中国

では管理費の滞納が殆ど一般的になっている。実地調査した団地には、全

ての団地は管理費滞納のトラブルが発生しており、管理費の徴収率は86%

〜95%である。長期的に見ると、管理会社は収入減少により運営が困難にな

ったり、区分所有者との対立が起こりやすくなったりと住宅管理の質やサ

ービスの向上に悪い影響を与える可能性があると考えられる。
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6.4.2　団地内の催事・イベント

　日本の「標準管理規約・団地型」第34条15項により、地域コミュニティ

にも配慮した居住者間のコミュニティ形成が管理組合の業務に加わり、第

27条10項によって、管理費は催事の開催や町内会の参加等に要する費用に

充当することになる。また、「マンション管理標準指針」には、コミュニ

ティ形成活動に関して、管理組合が催事等のコミュニティ形成活動の年間

計画を作成し、これに基づき実施していることを標準的な対応としてい

る。つまり、日本のマンションにおける催事のようなコミュニティ活動は

法的に想定され、管理組合の業務内容になっている。

　日本のマンションにおいてイベントや催事等の開催に関しては、規模が

大きく、祭りやサークル等の活動が活発で、年数の長いマンションで、交

流が盛んになることが指摘されている。また、現状のマンションのコミュ

ニティ活動は居住者の自主的な活動が主であり、管理会社が行っている自

治活動支援や近隣活動支援は少なく、行っていても管理会社の費用はほと

んど発生していないことが見られる注4）。

　中国は日本と異なり、防犯や防災などの地域コミュニティ活動の中で

は、居民委員会と街道弁事所のような政府行政機関の役割が「物業管理条

例」により規定されているが、団地内の居住者自らの意思による活動する

ことが想定されていない。また、中国の集合住宅団地には、区分所有者団

体の弱体化やむしろ設立されていない場合も多く見られる。そこで、居住

者同士の交流機会の減少とともに、居住者が管理組合活動に無関心になっ

てしまい、団地内のコミュニティ意識の希薄化が指摘されている。それに

対して、管理会社が催事やイベント等を計画し実行することにより、団地

コミュニティの形成を盛んに支援している。それは管理会社の計画・主催

による季節イベントや各種のパーティや文化活動、及び居住者のサークル

活動のための場所と情報の提供に関する支援等である。これらの活動で居

住者相互が知り合うきっかけになっていることが現状である。

　一方、費用負担の対象をみると、サークル活動費のほとんどは参加して

いる団地の居住者が自ら支払っているが、団地周辺の住民に広げ、地域コ

ミュニティ活動として行政組織の居民委員会から資金面の支援を受けた場

合も少なくない。また、管理会社による様々なイベントの開催について

は、管理会社の事務員が計画・準備し、所要経費が管理費から賄われてい

る。

　実地調査した住宅団地には、表6-6をみてみると、管理会社が団地内の

サークル団体や理事会などの協力を得て居住者のための多種多様なイベン

トを開催していることが分かった。開催したイベント・催事の内容をみる

と、全ての団地には、居住者全員を対象者とする防災演習が年一回以上行
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われている。それは地域連携により、居民委員会と所轄の消防署の協力を

経て、管理会社及び居住者が参加する活動として、現在は団地内に定着す

ることになった。

　その他、富裕層向けの団地には行、われた催事・イベントの種類が多

く、高齢者ための山登り・日帰りツーア、子供ための遊園会、旅行、夕べ

などコストが高いイベントが毎年開催されている。特に、高齢者と子供た

めの健康診断のように、地域の病院などの公用施設との連携活動が行われ

ている。また、高齢者と子供だけではなく、若年層と中年層の趣味に応じ

て、旅行や撮影会やパーティ等のイベントも活発に行われている。中流層

及び一般層向けの団地には、高齢者ためのイベントが正月等の祝日に開催

することが多く、子供ための活動が比較的に少ない。全員が参加できるイ

ベントは、定着された防災演習以外が少ない。それは管理費の設定及び管

理会社の経営状況によるものと考えられる。

　以上、現代中国の集合住宅団地では、管理会社により団地内の各方面の

コミュニティ活動が行われ、それに対する取り組みが活発になっている。

また、高齢者だけではなく子育て世代と単身者を含む多世代交流への支援

が求められており、今後の団地には、高齢者及び子育て世帯の増加が予想

される一方、管理会社と居住者団体との協同によるコミュニティ活動が必

要と考えられる。

6.4.3　修繕金と長期修繕計画

　中国の集合住宅団地には、修繕金は分譲時に区分所有者とデベロッパー

からあらかじめ一括で徴収している。それは区分所有者全員の共有財産と

して、団地内の共用部分と共用施設の修繕・改修等に使われることにな

る。また、修繕金の管理については、団地の区分所有者団体が設立するま

での間、政府の不動産管理部門に管理代行されているが、区分所有者団体

が設立された後は、申し込んだ専用の銀行口座に修繕基金を移転すること

になる。また中国では、日本で一般的な修繕積立金制度を採用していな

い。

　中国の集合住宅団地には、住棟の基礎や躯体などの構造部分及び共用設

備等に対し、相当長期間（電気、給排水、ガス設備、配線配管と冷房暖房

施設は2年間、屋根と外壁は5年間、構造部分は建物の寿命までの期間）に

わたり、デベロッパーが修繕義務を負うと規定されている。また、団地内

共用部分の日常的な修繕は、管理会社により行われ、修繕費用は管理会社

が負担されている。さらに、中国では、1990年代後半に導入された住宅商

品化制度の歴史がまだ浅く、殆どの団地は大規模修繕の時期にいたってい

ない。そのため、修繕基金がまだ使われていない団地が多く、実地調査し
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た13件中の10件が使われていない。

　長期修繕計画に関して、日本では「標準管理規約・団地型」、「長期修

繕計画標準様式」、「長期修繕計画作成ガイドライン」等により、長期修

繕計画の作成に関する規定を積極的に導入する傾向がみられる。しかし、

中国はこの点について、法制化されていないのが現状である。実地調査で

は、全ての管理会社は長期修繕計画を作成していない。そこで、将来住棟

などの劣化に対して修繕工事を行うための必要な修繕金を計画的に集める

ことができず、修繕時期や工事内容などが想定されていなく、住宅として

の資産価値を失う危険が生じている。

　また、住宅団地の大規模修繕工事を行う際、建物の現状を把握ために設

計図書が必要である。それについて、日本の「マンション管理適正化法」

第103条により、設計図書は管理組合により管理されている。しかし中国で

は、「物業管理条例」第29・37条により、設計図書は管理会社により保存

することが規定されている。また、実地調査した13社の管理会社には、3社

は設計図書が不備になっている。これは団地の管理会社を変更する場合に

は、管理会社間で引き継ぎが行われるが、不注意により設計図書がなくな

ってしまったためである。

　以上、中国では、修繕金の徴収と保管制度がすでに整備されたが、大規

模修繕と長期修繕についての計画への意識が希薄であることが分かった。
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6.5　管理会社のサービスについての評価

6.5.1　調査概要

　以上、中国の集合住宅団地における管理会社の組織構成とサービスを考

察したが、本章ではこれらのサービス内容に関して居住者の評価を考察し

ていく。本調査は2012年3月に実施しており、調査方式は13団地の居住者に

アンケート用紙を30部ずつ配布し、居住者に記入してもらう留置方式であ

る。その中で、有効回答数は240部、有効回答率は80%であった（表6-7）。

　調査対象居住者の基本属性として、「性別」、「年齢層」、「家族構

成」に着目し、富裕層向けの団地（ア群）、中流層向けの団地（イ群）、

一般層向けの団地（ウ群）に占める割合を表6-8に示している。回答者は男

性が45.8%を占め、女性が54.2%を占める。また、回答者の年齢を見てみる

と、20代の若者が多く、全体の49.2%を占め、中年層の30代・40代が34.6%

　属性
ア群
（人）

イ群 
（人）

ウ群 
（人）

合計 
（人）

性別
男 25 42 43 110

女 31 37 62 130

年齢層

20代 23 45 50 118

30代・40代 23 26 34 83

50代以上 10 8 21 39

家族構成

単身（1人） 5 6 15 26

若夫婦（2人） 13 27 29 69

若夫婦＋息子（娘）（3人） 18 24 16 58

親夫婦（2人） 8 6 13 27

親＋若夫婦（3人） 4 8 19 31

親夫婦＋若夫婦（4人） 3 8 7 18

親夫婦＋若夫婦＋息子（娘）（5人） 5 0 6 11

注：ア群N=56、イ群N=79、ウ群N=105

団地の所得層

調査対象の管理会社 D、E、F、G A、B、C、K H、I、J、L、M

団地の所得層 ア群 イ群 ウ群

調査時期 2012年3月 2012年3月 2012年3月

調査数（部） 120 120 150

有効回答数（部） 56 79 105

有効回答率 46.7% 65.8% 70%

調査内容

①調査対象の所在団地、性別、年齢、家族構成

②管理会社が提供した管理業務に対する満足度

③警備・清掃と共用施設の運営管理に対する評価

④イベントの開催・修繕基金及び管理費に対する評価

⑤自治管理組織の活動に対する評価

⑥集合住宅団地内の活動の参加に関する実態・意識

表6-7　調査の概要

表6-8　アンケート調査対象の属性と居住者データ（表5-10の再掲載）
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を占め、50代以上の中高年と高齢者が16.2%を占める。さらに、居住者の家

族構成については、単身と若夫婦は39.6%、子供育て世代が24.2%、中高年

と高齢者がいる世代が31.7%、親夫婦、若夫婦及び息子（娘）の大家族の家

族構成が全体の4.6%を占めている。

6.5.2　住宅管理会社に対する評価

　中国の集合住宅団地には、共用施設の運営管理や共用設備の点検・修理

などのハード面の管理業務が管理会社により管理され、また清掃や警備や

住生活に関わる様々なサービス業務が実施されている。管理会社に対する

居住者の満足度を問うた結果が以下になっている。

　団地居住者の所得層別みると、図6-6に示すように、富裕層向けの団地

（ア群）の居住者は管理会社のサービスに対して、満足とやや満足を含

め、67.9％が満足しており、中流層（イ群）の24.0%及び一般層（イ群）の

25.7%と比べ圧倒的に高いとみられる。また、不満について（やや不満と不

満の回答を加える）、ア群には3.6%、イ群には16.5%、イ群には20%となっ

ている。富裕層向け団地の管理会社の評判は良かったが、中流層と一般層

向けの団地の管理会社は様々な問題が起きていると予想される。

　居住者の年齢別にみる管理会社に対する評価については、20代の若者の

22.9%及び30・40代の中年層の32.5%が満足していることより、50代以上の

中高年層と高齢者の53.8%が満足し、中高年層の満足度が圧倒的高いことが

あげられる。また、若者における仕事や食生活の外部化などにより、団地

内の交流に対する関心や興味も低い場合が多く、54.2%の若者が管理会社の

管理業務に無評価である。さらに、20年代と30・40代の22.9%は管理会社に

対する不満があり、50年代以上は10.2%、比較的に不満が低くなっており、

中高年層を対象としているサービスが多く行われると考えられる。
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図6-6　管理会社が行った管理業務に対する評価
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6.5.3　警備・清掃と共用施設の運営管理に対する評価

　図6-7に示すように、集合住宅団地において安全・快適な住環境を創造す

るため、日常清掃とゴミ収集、24時間体制の警備、及び共用施設の運営管

理と共用設備の点検・修理は管理会社の管理業務の基本である。これらは

主な管理業務として、中国の住宅団地において全てが管理会社による行わ

れている。実地調査のによる居住者の満足度をみると、警備についての満

足度が40%、清掃についてが36.7%に対して、共用施設の運営管理について

は20%に低下している。また、不満の場合について、警備の22.9%、清掃の

21.3%に対して、共用施設の運営管理が30.8%と最も多いことが分かった。

それは団地内共用施設の設置不備の現状と施設の修繕・新設・改廃等の問

題に関連していると考えられる。
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図6-7　所得層別にみた管理業務の評価の特徴
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　団地の居住者の所得層別にみると、警備に対して満足している居住者の

割合は、ウ群の28.6%、イ群の35.4%と比べ、ア群の67.9%が圧倒的に多いこ

とが分かった。続いて年齢層別にみる各所得層の団地の評価については、

ア群では、各年齢層による違いが少ない、殆どの満足度が６割以上になっ

ている。これに対して、ウ群には全般的に満足度が低い。イ群には、年齢

層による違いが極めて大きく、満足度が最も高い50代以上の72.5%から50代

以上＞30・40代＞20代の順で20代は24.4%に低い。そこで、団地の所得層別

により、警備員の配置数や巡回警備体制や防犯カメラの整備等の要因の存

在が想定される。

　清掃に関する評価は、ウ群の15.2%、イ群の43%と比べ、ア群の67.8%の満

足度が高くなっているが、ウ群は34.3%が満足していないことが分かった。

また、居住者の年齢による評価の違いが少ないとみられる。

　一方、共用施設の運営管理について、ア群は37.5%、イ群は16.5%、ウ群

は僅か13.3%が満足しており、全般的に低下していることが分かった。特

に、ア群には、50代以上の60%が満足と回答している。ア群では、中高年層

居住者が共用施設をよく利用していることから、管理会社が中高年層居住

者のニーズへの対応を重視していることも確認できる。

6.5.4　催事・イベントの開催に対する評価

　中国の集合住宅団地においては、管理会社が居住者のために、様々なイ

ベントを開催し、団地内のコミュニティを促進させる効果が見られた。イ

ベント・催事の参加状況について、団地の所得層別にみると、イ群55.7%、

ウ群67.6%に対して、ア群では82.1%の居住者が参加したことあり、極めて

高くなっている。また年齢別の参加の割合をみると、20代68.6%、30・40代

62.7%だが、50代以上の中高年層は71.8%となっており、多くの人が参加し

たことがあるとしている。

　具体的には、図6-8に示すように、ア群の参加率が極めて高く、特に50代

イベントの参加率 参加したイベントについての評価

図6-8　管理会社が主催したイベントに対する評価
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以上の高齢者が90%参加している。イ群には、依然として50代以上の参加率

が高いが、20代と30・40代の参加が減少している。また、ウ群には、50代

以上の居住者の参加は逆に最も低く、高齢者ための活動が積極的に行われ

ていない現状の影響と推測される。

　イベントに対する満足度をみると、参加した居住者の45%が満足してお

り、不満の場合は7.5%であった。その中では、イ群63.6%、ウ群59.2%の満

足度に比べ、ア群の参加者には82.6%が満足と回答しており、満足度が極め

て高い。ウ群の参加者には、19.7%が不満であり、その原因をみると、イベ

ント・催事の開催場所や施設等のハード面の不満が多いことが分かった。

　以上述べたように、中国の集合住宅団地では、管理会社が自主的に開催

したイベントは、住生活の向上や近隣関係の構築にメリットがあると考え

られる。しかし現状として、管理会社は管理費から予算をつけており、管

理法制度や管理規約等にも反映していないため、不安定な関係だと考えら

れる。

6.5.5　修繕基金と長期修繕計画に対する評価

　中国では、従来の修繕基金の問題として、設定基準の不明や使い方が分

からないことと、保管上の問題（修繕金の流用）が多く指摘されていた。

現在の集合住宅団地には、修繕基金が分譲時に一括徴収され、銀行の専用

口座を開設して区分所有者の共有財産として保管する方式が法的に規定さ

れている。また、中国の「住宅専項維修資金管理弁法」には修繕基金の納

付・使用・管理について規定されているが、実際、修繕基金の集金代行、

共用部分の劣化調査・診断及び修繕金の積算（「住宅専項維修資金管理弁

法」第22・23条により）等は全て管理会社によって行われている。そのた

め、区分所有者は修繕基金についての関心や理解が低下し、修繕基金の使
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図6-9　修繕基金と長期修繕計画についての評価
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用も消極的になるのが現状である。実地調査により、修繕基金制度を知

っている区分所有者はわずか19.6%であり、その中では、20代の若者が多

く、30代・40代と50代以上に少ない傾向が見られる。また、イ群より、ア

群とウ群の居住者は修繕基金制度についての関心が高いことが分かった（

図6-9）。その原因としては、ア群は住宅の資産価値の維持につながる修繕

金制度の理解に前向きな姿勢を示しているためだと考えられ、ウ群は施工

上、工事監理上の問題として住棟や共用施設の早期劣化が多発しており、

それに対応するために修繕基金に関する知識が必要なためだと考えられ

る。

　一方、中国の住宅団地には、共用部分の日常的なメンテナンスは管理会

社によって行われ、建物の構造部分や共用設備などは長時間にデベロッパ

ーが修繕義務を負うこととなっている。そのため、適正な修繕計画が一般

的に立てられておらず、それは管理会社の業務なのか、区分所有者の責任

なのか、修繕計画策定の主体と体制が明確化されておらず、その重要性が

まだ認識されていないのが現状である。しかし調査結果により、図6-9に示

すように、92.9%と圧倒的に多くの居住者が長期修繕計画の作成を望んでい

る。そこで、中国では建物・設備の経年劣化に対応できる長期修繕計画制

度の整備は遅れているが、今後は居住者の要求に応じて、住宅の修繕に関

する制度の構築を改善していくことが必要である。

6.5.6　管理費に対する評価

　中国の集合住宅の管理費は、主に住棟形態（中層と高層）により初期設

定されており、管理会社の資格と共用設備の整備の現状に応じて調整され
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図6-10　管理費の設定についての評価
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ている。実地調査では、多層住棟の居住者31.3%に比べて、高層住棟に住ん

でいる居住者（68.7%）が多い。全体でみると、58.3%の多くの居住者は現

在の管理費体制が適正と回答し、17.5%は管理費が高いと思っている。ま

た、現在の管理費が低いと思っている居住者は24.2%を占めしており、少な

くない。それらはより良いサービスを求めるため、管理費の値上げを受け

入れると考えられる。

　図6-10は居住者の所得層別にみた現在の管理費の評価を示している。結

果をみると、ア群には管理費が適正と回答した居住者が67.9%と圧倒的に多

い。また、イ群は、22.8%の居住者が管理費を高いと感じており、29.1%は

低いと回答している。ウ群は24.8%が低いと回答している。そこで、イ群に

は管理費の見直しを求める居住者が多いと確認でき、ウ群は管理会社のよ

り良いサービスを望んでいると考えられる。

　一方、住棟形態別にみた管理費についての評価を図6-10に示した。多層

居住者には、管理費が適正と回答したのが65.3%、高いが8%、低いが26.7%

である。管理費が低いと回答した場合は、ア群が2.7%であり、イ群が10.7%

、ウ群が13.3%で、ウ群の割合が比較的多い。これらのことから、現在、多

層住戸では、管理費の設定が低いと認識している人が少なくないことが分

かった。高層居住者の評価をみると、管理費が適正と回答したのが55.2%、

高いが21.8%、低いが23%である。多層居住者より高層居住者の方が所得層

別にみた違いは少ないが、管理費が高いと回答した居住者が多いと見られ

る。

6.5.7　自治管理組織の活動に対する評価

　中国では近年、住宅管理の法制化の進展によって、管理会社による管理

方式が定着している。そこで、区分所有者全員により業主大会（管理組

合）が構成され、団地の最高意思決定機関として、業主委員会（理事会）

と管理会社の選任、管理規約または議事規則の設定・修正、集会の開催等

を行うことになっている。業主委員会は業主大会の執行機関として設けら

れることが法的に想定されているが、設立の手続きの煩雑さ及び区分所有

者の自己管理の主体意識の欠如によって、業主委員会が設立されていない

ものも少なくない。また現在、管理会社の業務範囲とサービス内容の拡大

に伴い、業主委員会は業務監督の役割を果たさず、必要性が希薄となって

いると見られる。

　実地調査した13団地中の5団地には業主委員会が設立されておらず、その

他の8団地には業主委員会の活動がほとんど行われていなかった。業主委員

会が設立された団地（ア群の事例E、F、G、イ群の事例C、K、ウ群の事例

I、J、L）では、業主委員会を行う報告や説明会等の活動について居住者の
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参加状況をみると、ア群は39.5%、イ群は21.7%、ウ群は38.4%であり、イ群

での参加率が極めて低いが、全体的には参加率が低下にしている。また、

年齢層別にみた各団地の業主委員会の活動の参加状況を図6-11に示した。

そこでの参加率は20代＜30・40代＜50代以上の順に高くなっている。若者

の20代の参加率はア群28.6%、イ群7.4%、ウ群17.6%であり、最も低い。50

代以上の中高年層はア群57.1%、イ群66.7%、ウ群80%であり、最も参加姿勢

が強いと考えられる。それは若者と中高年層の在宅時間や生活様式などの

違いによることと考えられるが、若者層より中高年層の居住者が住宅団地

に対する関心が高いのは現状である。

　一方、業主委員会の活動に対する評価を図6-11に示した。全体でみる

と、満足0%、やや満足7.5%と比べ、やや不満と不満を含め73.6%が圧倒的に

多い。また、団地の所得層別でみると、イ群には不満（やや不満と不満）

と回答したのが80%と比較的に高い。やや満足と回答したのはア群（13.3%

）＞イ群（10%）＞ウ群（3.6%）の順になっている。一方、年齢層別でみる

と、やや満足は20代＜30・40代＜50代以上の順となっており、若者の20代

は全て満足していないと回答していおり、50代以上は30%がやや満足してい

る。不満の場合は、20代の75%と30・40代の71.4%に比べて、50代以上の35%

は極めて低いと考えられる。そこで、現在の中国の集合住宅団地における

自治管理組織という業主委員会の活動効果を否定的に評価する居住者が圧

倒的に多く、特にイ群とウ群には不満と回答したのが比較的に多く見られ

た。また、50代以上の参加者30%がやや満足しているのに対して、20代の

参加者が全て満足していないのは特徴的である。その原因を考えると、業

主委員会は管理会社の管理業務の監査及び執行状況の監督の役割を果たさ

ず、理事会構成員の高齢化や若者の団地生活を改善するための議案が少な

いなどの影響を受けていると考えられる。

　さらに、業主委員会の活動への参加が極めて低下している現状に対し

て、活動の参加希望者は全体の74.2%を占めており、自治管理活動への参

加意欲は高い傾向を示している。また、参加希望者の中では、ア群が82.1%

、イ群が70.9%、ウ群が72.4%であり、ア群では参加希望者の割合が高いこ

とが分かった。参加希望者を年齢層別でみると、20代が74.6%、30・40代が

69.6%と低いが、50代以上は82.1%と高いことが分かった。また、20代の参

加希望者はア群が最も多く、87%を占めしている。50代以上の参加希望者は

イ群の87.5%が比較的に多い。30・40代の参加希望者は各団地で最も低い割

合になっている（図6-11）。
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図6-11　自治管理組織の活動についての評価
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6.6　まとめ

　本章では中国の住宅管理制度と管理内容の変遷を把握することを通し

て、現在の住宅管理の中で主役になった管理会社の特徴を明らかにすると

ともに、現代中国の住宅管理に関する課題を明らかにしようとした。ま

た、居住者の意向と評価を考察し、今後の住宅管理の改善方向を検討し

た。その結果をまとめると以下のとおりである。

　2節では、中国の住宅管理制度とサービス内容の変遷について検討した。

中国の公有住宅制度の改革によって住宅の商品化が進み、住宅管理制度も

行政機関から専門の管理会社が管理業務を行う仕組みに変更した。近代化

しつつある住宅管理制度においては、区分所有者団体が主導的な立場に立

つようになり、政府行政部門が直接管理せず指導的な立場に後退した。

　また、現在中国の集合住宅団地には、管理会社のサービス業務範囲の拡

張の傾向が見られるが、日本におけるマンションでの専用サービスの増加

とは異なり、中国における住宅専有部分へのサービスは従来の管理会社の

業務内容として存在しており、現在も継続されている。これらは殆ど契約

外の管理業務であるが、中国の団地には、管理規約と法律上の権利業務関

係から幅広い人間関係が構築されていることが特徴である。それは中国の

現代の集合住宅団地には、近代化の生活様式の影響を受けても、伝統住宅

におけるようなゆるやかな人間関係が守られているためだと考えられる。

　3節では、中国の住宅管理会社の発展状況と組織構成の特徴を考察した。

住宅管理の適正化を図るため、管理会社の資格・規模が法制度により規定

されていることが分かった。管理会社が行う管理業務は、団地の清掃と警

備が主要な仕事とされている。富裕層向けの団地及び団地規模が大きいほ

ど従業員が多く配置されていることが確認できた。しかしその中では、専

門知識を有する管理員が非常に少ないのが現状である。

　4節では、住宅管理において、管理費の設定、催事・イベントの計画、

修繕金の徴収と長期修繕計画の作成についての特徴と問題点を考察した。

現在の中国の住宅団地には、管理費用の徴収については管理組合を通さ

ず、居住者が直接管理会社に支払う方式であった。そのため、管理費の滞

納率が圧倒的に高く、長期的に見ると、管理会社は収入減少により運営が

困難になったり、区分所有者との対立が起こりやすくなったり、住宅管理

の質やサービスの向上に悪い影響を与える可能性があると考えられる。ま

た、管理費の初期設定は行政機関の政策により非常に安く抑えられている

ため、値上げの請求が殆ど無理であろう。また、中国の住宅団地は、居住

者による自主イベントや催事等の開催が少なく、管理会社が一つのサービ

スとして計画・実行し、イベントの所要経費が管理会社の管理費から賄わ
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れていることが確認できた。さらに、住宅団地においての住棟の構造部分

と共用設備等は設計・建設会社としているデベロッパーが修繕義務を負う

ことと規定されている。団地共用部分の日常的修繕は管理会社により行わ

れ、修繕費用が管理費に負担されているのが現状である。

　5節では、住宅管理会社が行う管理業務とサービス内容に対する居住者の

評価を考察した。主には清掃・警備・共用施設の運営管理、及び4節で考察

した「管理費用の設定」、「催事・イベントの開催」、「修繕金の徴収と

長期修繕計画の作成」などを抽出し、居住者のそれらに対する満足度を明

らかにした。

　管理会社の管理業務に関する全体的な評価については、所得層別にみる

と富裕層向けの団地において管理会社に対する満足度が高く、年齢層別に

みると若者より50代以上の中高年層の満足度が高いことが分かった。また

警備・清掃・共用施設の運営管理等に対しては、富裕層向けの団地の居住

者の満足度が極めて高く、一般層向けの団地には従業員が少なく配置さ

れ、管理業務が消極的行っているため満足度が低下している。

　一方、中国の住宅団地には、管理会社が団地住民のため様々な催事・イ

ベントを計画・開催している。また、参加者は中高年層が多く、イベント

に対する肯定的な評価が比較的に多く見られた。

　中国の集合住宅団地には、修繕金制度を理解している居住者が少ない。

その中では、中流層より富裕層と一般層の団地には修繕金を知っている居

住者の割合が高く見られた。長期修繕計画が現在作成されていないが、そ

の必要性と重要性が求められている。管理費の設定について、富裕層と一

般層の団地では適正と評価されることが多く、中流層の団地ではより良い

サービスを追求するため、管理費の見直しが求められている。多層住棟の

居住者には管理費の設定が適正だと思われているが、高層住棟では管理費

の見直しが求められている。

　さらに、中国の集合住宅団地には、業主委員会の活動が活発しておら

ず、管理会社の業務監査・監督の役割を果たせていないのが現状である。

それに対して、居住者の満足度が著しく低下していることが分かった。

　以上のことから、住宅管理に関連する要素と影響要因をみると、中国の

管理会社による管理方式の近代化の特徴を読み取ることができた。今後、

高齢化社会の進展に伴い、住宅サービス内容の拡大や自治管理組織の弱体

化などととともに、住宅管理の質の向上のためには、管理会社の組織構成

と自治管理組織の活動、管理費と修繕金・修繕計画制度の改善の必要があ

ると考えられる。



-153-

第6章　現代中国の住宅管理の特徴

参考文献

1）　山田哲弥、村田明子、田中康裕、鈴木毅、北後明彦：分譲マンションにおけ

る交流活動への影響要因ー都市集合住宅のコミュニティと相互支援に関する研究

その４、日本建築学会大会学術講演梗概集、pp307-308、2010.9

2）　花里俊廣：住生活総合サービスの理論的明確化　研究成果報告書、平成23年

度社団法人高層住宅管理業協会　受託研究、pp100、2012.4

注

注1）　参考文献2）参照

注2） 国土交通省住宅局市街地建築課マンション政策室：平成20年度マンション総

合調査結果報告書、p13、p155、2009.4のデータを参照した

注3）　中国物業管理協会：物業管理行業生存状況調査報告、2008.5のデータを参

照した

注4）　参考文献1）参照



-154-

第7章　結論

第７章

結論



-155-

第7章　結論

7.1　本章の構成

　本章では各章のまとめを通し、中国の商品住宅に関する法制度の特徴、

及び住戸と共用施設における空間構成と住宅管理の変容と影響要因を総合

的に評価した（2節）。3節では、今後商品住宅の健全な発展を図るため、

住宅法制度及び住戸や共用施設の設置・管理等の変容のあり方について考

察した。これらからは、商品住宅におけるコミュニティの形成の視点から

みた「中国における地域コミュニティの特徴」と「地域コミュニティの求

める項目」を明らかにし、商品住宅におけるコミュニティのあり方を検討

した。また最後の4節には、中国の商品住宅に関する今後の課題について触

れている。

7.2　第1章〜第6章の研究過程と成果の総括

　中国では、生活様式の変化により生活行為の外部化、家族構成や扶養観

念の変化により親子同居意識の希薄、夫婦共働きの子育て問題など、深刻

な少子高齢化社会を迎え、それに伴い様々な新しい問題直面している。こ

のように、中国の経済・社会環境が急速的に変化したことにより、中国人

の居住意識に何らかの影響を及ぼしていると推測され、居住環境の改善へ

の要求が高まると考えられる。

　本研究の主旨は、中国の商品住宅に関わる法制度の整備と住空間・住宅

管理の実態及び変容過程を明らかにし、その影響要因と問題点を明確化し

た上で、中国の居住環境の望ましいあり方について考察を行うことであ

る。以下、本研究の研究過程と成果を総括する。

7.2.1　南部地区の商品住宅の定義と抽出

　本論文では、まず北方地区の住宅に関する既往研究と比較して、中国南

部地区の地域性に注目し、多様な居住形態の中で商品住宅を抽出して、そ

の特徴を捉えた。具体的には、住宅法制度、住空間、住宅管理の3つの面か

ら、その変容過程と影響要因を考察した。

7.2.2　商品住宅に至るまでの変容過程

　前章で導き出した商品住宅について、中国の伝統住宅から公有住宅への

変容過程をおおまかに把握するために、文献調査を行った。そこでは客家

土楼、北京四合院、上海里弄住宅のような典型的な伝統住宅及び1949年以

降政府と国有企業の主導による建設された公有住宅を取り上げ、住宅の空

間構成と居住者の家族構成や生活様式等の特徴を考察した。すると、居住
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者の核家族化が進行しており、室内の公的空間の役割と使い方が変化して

いることが確認できた。このように、商品住宅に至るまでの公私分離・食

寝分離の変容が導き出された。また、現在中国では、住宅福祉政策の一環

としての保障性住宅は整備されつつ、それは政府主導による公有住宅の特

徴を持続しているといえる。さらに、現代中国主要な居住形態としての商

品住宅は保障性住宅と異なり、独自の発展を遂げて居住環境の向上を推進

している。この現状と動向を把握するため、商品住宅住戸と住宅団地に関

する詳細な調査が必要であることが導き出された。

7.2.3　商品住宅住戸の類型化と特徴

　次に、商品住宅における住戸の空間構成と居住者の生活様式について、

欧米からの影響（洋風化）、日本からの影響（日本風化）、中国独自の発

展（現代化）の3つ近代的な影響要素の側面から考察を行い、類型化を試み

た。さらにその変化に対する居住者へのアンケート調査により、各類型の

満足度評価が確認できた。そこで、中国南部地区の商品住宅は公私分離の

進展を遂げており、住戸におる空間構成と生活様式は、欧米と日本からの

影響を受けて変化しつつあるが、中国独特の特徴が保持されていることが

明らかとなった。

　このように、商品住宅住戸の変容状況と特徴を捉えた上で、異文化を取

り入れてみた中国流の住文化との調和・折衷を通して、現代中国の独特な

住環境が形成されていることが分かった。

　また、商品住宅住戸の変容からみた住空間・住生活の特徴を把握した

が、住戸といった専有部分の範囲を明確にする必要があると考えられる。

7.2.4　中国の住宅法制度の特徴と整備の動向

　次に、中国における商品住宅の専有部分と共用部分の区分についての法

的考察を行った上で、共用部分に対する管理の法的特徴を考察した。そこ

で、類似点の多い法制度と考えられる日本の区分所有法や標準管理規約等

との比較により、中国の住宅法制度の特徴と整備の動向を明らかにした。

具体的には、中国法では専有部分と共用部分の範囲が明確にされず、特に

バルコニーや窓や窓枠等の区分の仕方の曖昧さにより、専有面積と共有持

分の計算上の困難が生じていることが分かった。また、共用部分の管理

は、管理会社に全面委託する方式が法定に想定されており、区分所有者団

体の組織化を弱体化させる規定が見られた。さらに、管理規約は重視され

ていないが、修繕金の徴収と使い方は定められている。しかし、長期修繕

計画や修繕金の積立への意識の希薄により、これから住宅の修繕・再生に

ついての詳細な規定を定める必要がある。
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　このような商品住宅に関する区分所有権制度と住宅管理制度の特徴を把

握した上で、共用部分に注目し、それに関する法現象がどのように現状に

反映されているのかを検討する必要がある。

7.2.5　共用部分の現状把握と環境改善の動向

　上記で範囲が明確化された共用部分を取り上げ、商品住宅団地における

現状と環境改善の動向及び設置・運営実態についての調査・分析を行っ

た。また中国では、共用施設の設置と住生活サービスの導入は、富裕層向

けの団地でトレンドかつスタンダード化した上で、中流層と一般層向けの

団地に広がって行く傾向を背景として、本章は中国南部地区の最も重要な

都市である成都市における販売単価により分類した富裕層向け、中流層向

けと一般層向けの団地を踏まえ、共用施設の設置の効果と動向を明らかに

した。そこで、全ての団地には、共用施設の多様化傾向にあることが判明

し、その中では、会所という複合施設と駐車場の所有権がデベロッパーに

留保されることが多く、会所が富裕層向けの団地しか維持運営されていな

いのが現状であることが分かった。

　また、共用施設への評価に関するアンケート調査の結果、共用施設は高

齢者層の利用が多くみられた。また、富裕層と中流層向けの団地には、住

生活の利便性・快適性を重視し、文化、娯楽、屋内の運動施設が多く求め

られ、一般層向けの団地には、暮らすための休憩、運動施設が求められて

いた。これらのことから、共用施設の充実・運営が商品住宅団地にとって

解決すべき問題であることを指摘できる。

　さらに、4章における法制度の考察から、共用施設の運営管理を含め、住

生活における総合サービスの広範囲の提供は管理会社によるものの、その

現状を考察する必要がある。

7.2.6　住宅管理サービスの仕組みの特徴

　次に、団地における住宅総合サービスを提供している管理会社の組織構

成とサービス内容の特徴を捉えてみた。すると、従来型の管理業務の一環

として清掃や警備等が主なサービスと見られた。それ以外では、管理会社

のサービス業務範囲の拡張傾向があり、それらは殆ど契約外の管理業務で

あるが、管理規約と法律上の権利業務関係により、柔軟な対応になってい

ることが特徴的である。また、全体でみると、管理費の初期設定が低く抑

えられていたが、共用施設の増設・修繕、催事・イベントの開催の所要費

用が管理費から補填しているのが事実である。さらに、区分所有者団体の

弱体化により、管理会社が主導的役割を果たしているため、サービスの一

つとして、 団地内のイベント・催事を計画運営している。このことから、
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管理会社の支援により団地のコミュニティが形成されると考えられる。

　それらの住生活サービス業務について、高齢者層の参加が多く、肯定的

に評価とされている。一方で、区分所有者団体の活動に対する評価が低

く、団地の自主管理が居住者に否定されていると考えられる。

　このように、中国南部地区の商品住宅を抽出し、それに関する法制度の

規定を明確した。さらにその上で住戸と団地を類型ごとに分類し、商品住

宅の空間及び住宅管理の変容過程と現代的な特徴を捉えることができた。

　そして、現在の商品住宅おける法制度、住空間と住宅管理の変容を及ぼ

す影響を捉えるため、伝統住宅及び1949年〜1987年の公有住宅の特徴と変

容過程を把握し、商品住宅の近代的な特徴を確認した。その結果、商品住

宅における居住環境の特性把握という本研究の目的の一つについては成果

が得られたということができるだろう。

　また、それらの特徴を踏まえた上で、商品住宅における法制度、住戸と

住宅管理のあり方にについて、今後の整備方向に課題を取り上げる必要が

あろう。

　そこで次節からは、商品住宅における居住環境の整備への課題につい

て、本研究を進める段階において得られた住空間・住宅管理の問題点及び

住宅法制度が求められた項目を整理し、検討を行う。
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7.3　商品住宅における法制度と居住環境の整備に向けての課題

7.3.1　商品住宅の変容と影響要因

　前節から中国南部地区の商品住宅の変容は、制度面、空間面と管理面の3

つの側面から考察を行った、その結果、それらは中国自らの発展を遂げて

おり、かつ欧米や日本からの影響を受けていると考えられる（表7-1）。

　まず、法制度の変容について、土地制度が経済制度の変化と共に整備さ

れ、現在は70年定期借地権制度が設定された。住宅の区分所有制度は日本

の区分所有法から影響を受け、2007年の「物権法」の実施により確立され

た。また、現代中国の住宅団地においての管理業務は全て管理会社に委託

しており、その管理方式はもともと香港の第三者管理制度を参考とした

が、中国の社会・経済・商品住宅によって発展しつつあった。さらに近

年、急速な都市化の進展及び商品住宅価格の高騰の背景を踏まえ、政府の

主導により都市部に生活している中低所得層を供給対象として、福祉住宅

といった保障性住宅制度が整備されされているところである。そのため、

現代中国では、外国の法制度・法文化を積極的に受容しながら、中国の行

政制度と住宅・社会問題に対応し、中国独特の住宅法制度の枠組みが構築

されつつあると考えられる。

　また、住空間の変容を見てみると、まず住戸の空間構成について、欧米

のアイランドキッチンと複数設置される寝室付属のバスユニットの影響、

及び日本風の玄関と造り付けの収納スペースの影響を受けて変化している

が、公有住宅末期からの居間連結型の独特な住戸空間構成の特徴が保持さ

れている。また、現代的な公私分離、食寝分離の深化と共に、海外の生活

様式を取り入れながら、中国の接客様式も守られている。一方、住宅団地

においての共用施設は、居住者の多様なニーズに対応できるよう、屋内と

屋外の共用施設が充実しつつある。その中では、会所という複合共用施設

が運営・管理の状況により持続・廃止され、個人利用を前提としてのゲス

トハウスのような新しい共用施設等も現れてきた。

　次に、現在の住宅管理について、従来の政府の行政機関による一元管理

から専門の管理会社による管理へと変更し、多様な問題に対する柔軟かつ

効率的に対応できる管理の仕組みづくりが図られ、管理業務の拡張が見ら

れるようになった。管理会社の組織化が進み、住宅団地においての清掃、

警備、専用サービス、共用施設・設備の維持管理、日常的修繕等の他に、

イベントの計画や管理費の徴収等も管理会社が主体として行っている。

　以上、欧米や日本の住文化の浸透及び中国の独自的な発展に伴い、住宅

法制度、住空間、住宅管理が変化しつつあることを明らかにした。その結

果、それらの整備の方向性についての検討が必要だと考えられる。
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表7-1　中国の商品住宅の変容とその影響要因

商品住宅に関
わる内容

計画経済制度下の公有制度 影響要因 商品住宅の変容

法
制
度

区分所有権

・土地（農村集合体所有・国有）と建

物（国有）の公有制度

・統一計画・統一分配の住宅供給制度

・70年の定期借地権付きの土地及び商品住宅制度が設定された

・中国の現代的な区分所有権制度が整備されてきた

・専有部分についての所有権が認められた

・専有面積の計算方法が壁芯方式によるものであった

住宅管理

・地方行政機関による住宅管理が統一

的に行われた

・管理組合が存在していなかった、代

わりに居民委員会（公的組織）が管

理を行った

・住宅管理が法制化されなかった

・区分所有者団体の管理主体の権利が認められた

・専門の管理会社による管理方式が想定された

・管理会社の資格、管理員の割合が定められた

・区分所有者総集会が団地の最高意思決定機関として認められた

・団地の修繕金の徴収と利用が法的に重視されている

・前期管理と後期管理の二段階に分けられていた

・管理規約の存在が法的に想定された

・中国的な住宅修繕金の徴収・使用制度が整備された

・長期的な修繕行為はデベロッパーが義務を負うことにした

保障性
住宅制度

・制限がある区分所有権の保障製住宅制度が整備された

・公共賃貸住宅制度が整備された

・保障性住宅の申請条件が厳しく制限された

・保障性住宅の規模・戸籍が規定されている

住
戸
と
団
地
に
お
け
る
総
合
的
な
居
住
環
境

専有
部分

空間
構成

・多世帯家族が比較的に小規模の住戸

に住んでいた

・初期の廊下連結型から後期の居間連

結型に変化した

・居間や食堂等の公的空間が機能によ

る区分されなかった

・公私分離されていなかった

・台所が殆ど独立型であった

・核家族の居住と住戸面積の拡大が見られた

・居間連結型が圧倒的に多い

・居間と食堂のつながりは心理的に区別される形式が多かった

・書斎やバルコニーや収納スペース等の空間が固定・増加している

・寝室のプライバシーが高まって公私分離がはっきり見られた

・独立した台所は居間、食堂と心理的に繋がる場合が多くなった

・バスユニットの複数化、寝室付属化の傾向が見られた

・収納スペースの増加と入口空間の玄関化傾向が見られた

生活
様式

・室内は椅子座であった

・部屋の中に土足で入った

・食寝分離がはっきり見られなかった

・自宅で家族の団らん活動や友人・親

族に対する接客が多く行われた

・椅子座生活が基本であるが、床座も増えていることが確認できた

・靴脱ぎ行為が圧倒的に多くなった

・食寝分離がはっきり見られた

・自宅での団らんが少なくなり、中国独特の接客様式が守られた

共用
部分

共用
施設
の設
置運
営

・休憩施設以外の施設が少なかった

・室内の共用施設殆ど見られなかった

・住棟の平行配置により、単調な空

間構成が生み出された（中流・一

般層）

・共用施設の種類・個数が増えている

・高齢者と子供ための施設が多く見られた

・共用施設として、特徴がある施設（会所、喫茶店等）が見られた

・個人の専門利用を前提とした施設が現れた

・共用庭や道路や緑地等の整備が住戸のプライバシーを配慮した

共用
部分
の管
理

・住棟や共用施設等のハードの部分が

政府の房地産管理部門による管理を

行い、団地住民の生活管理のソフト

面が政府末端組織の居民委員会によ

り行われた

・管理費用と修繕金が家賃に含まれ、

非常に低く徴収された

・政府行政部門は直接管理から指導的な立場に後退した

・居住者に対する管理会社のサービス業務範囲の拡張傾向が見られた

・現在、管理会社は団地の清掃と警備が主要な管理業務としている

・管理費用は居住者が直接管理会社に支払う方式である

・管理費用の初期設定が非常に安く抑えられていた

・団地の日常の維持管理・修繕費用が管理会社の支出になっている

・修繕金の徴収と管理は管理会社と切り離されている

・管理会社は団地内のイベント・催事を計画・主催している

▲

▲

▲
▲

▲
▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲ ▲

▲

▲

▲

▲

▲

香港の物業管
理の影響

※：①中国現代の集合住宅の発展の影響（法制度、住戸空間、生活様式、共用施設、住宅管理等）②欧米からの影響（住戸空間、生活様式等）
　　③日本からの影響（住戸空間、生活様式、法制度等）　　　④中国式のものが守られている（住戸空間、生活様式等）

①

①

①

③

①

①

①

①

①

①

②

③

③

④

④
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7.3.2　商品住宅における法制度と居住環境のあり方

　前項で総括した商品住宅の変容過程を客観的に捉えた上で、居住者の主

観的満足度の評価に加えて、現代中国の商品住宅における空間面と住宅管

理面の問題点を整理し、それに対する解決策を検討していく。また、日中

比較による住宅法制度の構成の違いは、日本と中国の文化の違いによるも

のと考える。これから中国における住宅法制度の望ましいあり方について

考察する必要がある（表7-2）。

Ⅰ.中国住宅法制度のあり方

①区分所有法律の整備

　4章でふれたように、中国における住宅に関する各法律・条例が統一化

されず、内容の不一致が生じている。また、区分所有に関する法律の「物

権法」には、専有部分と共用部分の区分と所有者について明確化されてい

ない。そしてこれから中国の区分所有に関する法制度の整備は、日本の区

分所有法のような専門的な住宅の法律が望まれる。具体的に、専有部分と

共用部分の範囲と専有面積の計算方法を明確する必要がある。特に、現在

の中国の法制度では、バルコニー、窓、窓枠等を専有部分と見なしている

現状を踏まえ、それらについて具体的な使い方と管理方法を管理規約に反

映させるべきである。また、バルコニーは災害時の避難経路としての役割

もあり、私有物の放置とサッシの配置が団地の防災機能と景観の維持に悪

影響を与えると考えられ、これらの行為について必要な規制を行うこつが

必要である。さらに、団地共用部分の所有者を区分所有者に限定すること

が望まれるが、区分所有者団体の弱体化及び専門知識の不足により、管理

会社に委託する方式が有効であろう。そこで、管理会社の権利義務、及び

区分所有者との利益分配等についての詳細な規定を整備しなければならな

い。

②住宅管理法律の整備

　中国の「物業管理条例」には、住宅管理が管理会社による第三者管理方

式を想定したが、自治管理組織の権利義務の帰属と区分所有者団体の法律

上での位置づけが明確されなかった。これからは住宅の健全な管理体制を

確立するため、区分所有者団体における法人の性格の有無や業務違反者へ

の対応措置、及び自主管理の活性化を図る施策を設定することが必要であ

る。また、中国の各地域は経済発展水準、生活様式、住宅管理の組織化の

現状が異なり、全国で画一的に規定するのは無理であろう。そこで、北京

や上海や深圳や成都等の住宅管理が発展している大都市には、区分所有者

の自主管理の促進と管理会社の権利義務の明確化についての施策を推進
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し、その効果と問題点を検討した後で全国に広がることが有効であろう

　一方、商品住宅は1980年代から住宅改革によって現れており、2000年以

降に急速に増加してきた。そして住宅の資産価値を維持するため、近い将

来には、中国における多くの築10年以上の住宅が大規模修繕や改修等の住

宅再生事業に必ず直面すると予想できる。そこで、建物の調査診断の実

施、長期修繕計画の策定、修繕金の運用などについて、運営の主体と役割

分担を明確かつ詳細に規定しなければならない。また、大規模修繕計画の

策定や工事の実施には、建築や設備の専門的知識が必要であるが、現在の

中国の管理会社にはこのような人材の育成に取り組んでいないのが現状で

ある。

　このように、今後は住宅大規模修繕の体制を確立するため、管理会社は

区分所有者団体から委託を受け、運営主体として建設会社とのつながりを

構築し、修繕工事のプロジェクトを推進する方法が有効であろう。

③公共賃貸住宅制度の整備

　中国では、急激な都市化の進展に伴い、都市部における居住者の所得格

差が拡大している。そこで、中低所得層の住宅問題を解消するため、福祉

住宅といった保障性住宅制度の整備が重要になりつつある。しかし、現在

都市部においての廉租房、経済適用住宅、公租房などの保障性住宅は殆ど

地元の戸籍者を供給対象としており、外来の居住者もは含まれていないの

が現状である。今後、供給対象は都市部の住民全体に広がることが求めら

れ、また、保障性住宅の計画・建設の主体について、地方政府のような公

的機関だけではなく、民間企業の参入を促進することによって、中低所得

層を対象とする公共賃貸住宅制度の整備が不可欠であると考えられる。

Ⅱ.居住環境のあり方

④新たな生活様式による住空間の変化

　現代中国の主要な居住形態としている商品住宅住戸と居住者の生活様式

は欧米や日本等からの影響によって変化しつつあった。そこで、公室と私

室の分離が進展しており、居間と食堂が主な公室として住戸の中心になっ

ている空間構成が形成されている。また、中国における現代生活水準の向

上に伴い、公私分離が明確化しており、欧米からの影響によりバスユニッ

トの複数設置、寝室付属化、開放的な台所等が見られ、日本からの影響に

より入口の玄関化と造り付けの収納スペースの設置が多く見られた。ま

た、玄関や開放的な台所などの異文化を取り入れたものは中国流の住文化

と合わずにあまりうまく受容できていないことを示したが、利便性と快適

性のある複数のバスユニットや収納スペース等の設置が要求されている。
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⑤共用施設の充実

　現代中国の商品住宅団地には、居住者の生活をサポートするため、共用

施設が充実していく傾向がある。中流と一般所得層向けの団地には、広い

敷地を生かして居住者向けの共用庭、緑地、運動施設が作られていた。一

方で、富裕層向けの団地には、それらの共用施設を含めた豪華さを競うよ

うな傾向が見られ、日常生活の利便性を高める会所やゲストルーム、温水

プールのような非日常的な空間を楽しめるも見られるなどバラエティに富

んでいる。しかし、必ずしも共用施設はその設置目的にあい、良好な状態

で維持・継続されるとは限らず、用途変更や利用廃止などの例も少なくな

い。また、共用施設の運営主体と運営規則が不明確であり、運営費とそれ

に基づく収益の所属についての問題が生じる可能性がある。そして、中国

の少子高齢化社会の進展に伴う今後の住宅団地には、公共緑地、休憩施

設、運動施設、集会所等のような居住者の公共活動ためのコミュニティの

場が求められている。特に、都市部の住宅団地と富裕層の需要の動向を見

てみると、現在の住宅団地が提供する共用施設やサービスはさほど充実し

ておらず、トレンドの先端にいる居住者が快適性と利便性を備えより質

が高く、より個人利用に適したものを選択していることが推測できる。ま

た、現在の住宅団地の共用施設をより一層活用し、管理運営に関する必要

な事項を定め、さらに廃止した共用施設を機能変更し、再生を図る必要が

あろう。

⑥コミュニティの形成

　中国の住宅管理は、専門の管理会社による第三者管理方式を採用してい

る。管理会社は住宅団地における共用施設・設備等を管理するだけではな

く、専有部分の軽微な修繕やリフォーム相談、近隣居住者との調和などの

居住者のプライベートの要求にも対応しており、団地内のイベント・催事

の企画・運営も管理会社により手掛けられている。このように、現在の中

国の管理会社は、安全・衛生管理活動に集中しているが、多くの管理規約

外の簡単な手助けのサービスが見られた。それは第6章で「区分所有者団体

の主体化の欠如」を指摘したが、居住者の高齢化問題とも大きく関わるこ

とでもあるように考えられる。また、管理サービスの内容については、区

分所有者団体と管理会社の役割分担を明確化するとともに住宅内外の良質

なコミュニティの形成を促進する必要があろう。

　このように、中国の商品住宅団地の居住環境および管理会社による住宅

管理制度の実態からみた団地の特性を明らかにするとともに、それぞれに

共通する課題を抽出し、今後の改善方法を試みる。そこで、Ⅰは政府の法
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商品住宅に関わる内容 問題点 解決方向

商品住宅法
制度

法制度の構成
・各法律・条例が統一されず、内容の不一致が生じっている。

（4.2.1）

土地と建物
・70年借地権満期後の継続に関する申請方法や所要賃料などが規

定されていない。（4.2.2）

区分所有権

・集合住宅の新しい素材、構法や技術によって、専有部分と共用
部分との区別が明確されていなく、それによって、専有面積の
計算にも困難が生じている。（4.3.1）

・会所や駐車場等の共用部分が区分所有者以外の第三者の所有に
なる可能性があった。（4.3.2）

・一部共用部分の管理についての費用分担、収益分配の問題があ
った。（4.3.2）

住宅管理

・自治管理組織の権利義務の帰属が明確にされていなく、理事会
の法律上での位置づけが明確されなかった。（4.4.1）

・管理規約の設定方法と内容、義務違反者への対応が定められな
かった。（4.4.3）

・共用部分の修繕についての関心が低く、長期修繕計画への意識
が希薄である。（4.5）

保障性住宅法制度

・地元戸籍者しか申請できない保障性住宅が少なくない。（2.2.3
）

・住戸規模が法律上で抑えられ、間取りの多様性が見られなかっ
た。（2.2.4）

・賃貸住宅制度が整備されていない。特に、民間業者の介入が殆
どない。（2.2.4）

商品住宅の
居住環境

住戸

・室内の収納スペースが足りないと評価された。（3.5.2）

・複数のバスユニットが望まれている。（3.5.2）

・公室について、居間と食堂のつながりが満足しているが、開放
感のある台所が望まれている。（3.5.2）

共用施設

・殆どの団地には駐車場不足が深刻な問題となっている。（5.4.1
）

・会所のような共用施設が中流層と一般層向けの団地には殆ど廃
止されており、そこで共用施設の計画・維持運営政策の再考が
必要と考えられる。（5.4.2）

・富裕層向けの団地には運営コストの高い施設が望まれ、中流層
と一般層向けの団地には運動施設や休憩施設などが望まれてい
る。（5.5.4）

住宅管理

・中流層と一般層向けの団地には、清掃や警備等の基本の管理業
務の強化が望まれている。（6.5.3）

・管理費用が低く抑えられたが、長期滞納者比率が高いのが現状
である。（6.4.1）

・団地内の催事・イベントが管理会社による行われ、必要の費用
が管理会社から予算をつける。また、高齢者を対象とした活
動が多く、若者を対象とした活動が少ないのが現状である。
（6.4.2）

・管理組合は自治管理活動を積極的行っていなく、地域社会（主
には居民委員会）との連携が活発ではない。（6.5.7）

・コミュニティの形成

管理組合と管理会社の役割分担を明確
し、住宅内外の良質なコミュニティの
形成を促進する。

・共用施設の充実

個人利用を前提としている共用施設を
含め、共用施設全体の充実が計画上で
解決すべきである。また、共用施設の
運営負担を配慮し、廃止された共用施
設の再生を図る。

・新たな生活様式による住空間の変化

欧米や日本の生活様式の影響によっ
て、特に台所やバスユニットや収納ス
ペース等の要求に応じて間取りの設計
を考える必要がある。

・公共賃貸住宅制度の整備

保障性住宅の供給対象は都市部で生活
している住民に広がることが必要であ
り、政府による保障性住宅の計画・建
設だけではなく、民間企業の参入を促
進することによって、中低所得層を対
象とする公共賃貸住宅制度の整備し
ていく。

・住宅管理法律の整備

現在実施されている中国の「物業管理
条例」には、自治管理組織の団体性格
や義務や権利などを明確し、団地内の
業務違反者への対応措置の設定が望ま
れる。また、修繕計画の策定に関する
方針を明確すること。

・区分所有法律の整備

現在中国の「物権法」より、日本の区
分所有法律のような専門的な住宅法律
の整備が望まれる。そこで専有部分と
共用部分の範囲と専有面積の計算方法
を明確することが望まれる。また、共
用部分の所有者を区分所有者に限定す
ることが望まれる。

▲
▲

▲
▲

▲
▲

▲
▲

表7-2　商品住宅の変容からみた問題点と解決策
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制度整備の進展によるものと考えられる。Ⅱの中で④、⑤は住戸間取りの

研究や商品住宅団地の計画に関する研究、又は広く都市計画の進展による

ものと考えられる。さらに、⑥は管理会社及び区分所有者による構成した

区分所有者団体と形成した住宅コミュニティの活性化によるものである。

　一方、特に近年の中国では、団地生活の安定向上と住宅団地の健全な発

展に寄与するために、居住者と管理会社、政府の行政機関の協働により、

地域コミュニティの形成と活性化に向けた取組みが進んでいる。そこで

は、地域住民の組織の構成、住民に提供するサービスの内容の充実など

が、急速的に進められている。中国の団地における「社区建設」といった

地域コミュニティの形成は、日本の町内会と同じく、行政の末端組織と住

民の相互扶助的な組織の性格を持つ「居民委員会」が中心となりコミュニ

ティを育成しようというものである。その「社区建設」の具体的な内容と

しては、「街道弁事所」や「居民委員会」などの行政組織の主導により、

コミュニティ施設の計画・建設と地域住民ための安全・文化活動の開催運

営などであり、現在は社会構造の根幹に関わる地域社会政策の具体化に向

けて全国に広げ、中国的な特徴のある地域コミュニティの形成が示されて

いる。
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7.4　中国の住宅団地からみた「社区建設」のあり方

　前節では中国の商品住宅を抽出し、それに関わる住宅法制度・住宅団地

計画・住宅管理などの特徴と問題点を捉えた。今後の動向を踏まえること

によって、商品住宅に関する内容の改善方向を明らかにした。また、健全

な居住環境形成のあり方として、中国的な地域コミュニティ活動といった

「社区建設」の概念を提示した。そこで、行政末端組織の「居民委員会」

と団地の管理会社、団地の居住者団体と連携の仕組みの整備が必要である

ことを述べた。

　本節では、住宅団地の維持管理の視点からみた中国の「社区建設」の特

徴と現状を把握し、「社区建設」の活性化の動向及び整備手法のあり方を

検討していく。

7.4.1　「社区建設」の現状

　近年中国では、商品住宅団地の急激な増加や社会変化、居住環境問題の

発生などの地域課題の増加に伴い、居住者が地域コミュニティに対する帰

属意識が高まり、防犯防災や地域清掃などのサービスが求められるように

なった。そして「社区建設」という地域コミュニティ活動についていは、

末端行政機関としての街道弁事所と居民委員会が中心的な役割として位置

づけられ、一定地域の範囲内に住んでいる居住者に様々な社区サービスを

提供している。

1）「社区建設」の構成

　中国では、1954年「街道弁事所組織条例」の実施により、行政機関とし

ての街道弁事所及び居民委員会の設置に伴い、「社区」という地域コミュ

ニティが徐徐に形成された。その中では、街道弁事所及びその下に位置し

ている住民の自治管理の性格のある居民委員会が中心的な役割を担ってい

る。また、「社区建設」は1980年代になると、計画経済制度から市場経済

制度への変換とともに始まり、1990年代には中国国務院民政部が「社区建

設」を正式の政策として全国に広げようとした。

　図7-1は、「社区建設」を構成する諸主体間のつながりを示している。

公有住宅時代には、全ての住宅と住民に関する管理業務・サービスが居民

委員会とそれに所属する公有企業に依存されていた。公有企業と公的行政

機関は住宅の所有者と管理者の立場をとっており、居住者の地域への帰属

意識の低下などにより、地域住民同士の交流の機会が減少している。そし

て1980年代の住宅制度改革によって、住宅の個人所有化が進み、住宅団地

における専門的な管理会社と居住者団体の位置が法的に確保され、公的機

関が直接的かつ具体的な管理から管理業務の監督の役割に転換した。しか
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し、住宅団地間には空白地域があり、そこでの公共空間・施設に対する維

持管理や地域コミュニティ活動の開催などは「社区」に求められ、行政機

関の性格をもつ居民委員会が社区に対する統制機能を果たしている。

　また、現在「社区建設」には、居住者団体の弱体化に伴い、管理会社が

地域との連携が強まることにより、地域コミュニティの形成における重要

な役割を担っており、地域への貢献が広がっている。具体的な防犯・防災

活動については、地域の安全向上のため、周辺住宅団地との相互協力によ

ってパトロールを行い、風水災害や地震などが起こった場合、住民同士の

それぞれが話し合い、助け合って避難することが重要だと考えられる。
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図7-1　中国における「社区」の組織構成

従来の「社区」の構成
（公有住宅時代）

現在の「社区」の構成
（商品住宅時代）
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社区建設の内容 対応関係 連携する機関・組織

ハード面

共用空間・施設・設備の維持管理

居民委員会
（街道弁事所）

・地域住民と来客要の路上駐車場の設置と管理

・教育・娯楽・商業等の施設の設置と運営

・地域の電気・ガス・給排水諸設備の点検

・住宅団地の共用施設の公開と公開空地の確保

ソフト面

防犯・防災活動

管理会社・地域防犯パトロールの実施

・年数回の地域防災訓練の実施

清掃・衛生管理

各住宅団地の居住者団体

・定期清掃・ゴミ処理・植栽管理

イベント・催事

・高齢者や子育て家族への支援

・地域の屋台・移動販売の実施

・地域の健康診断と健康教育活動への支援

その他
（NGO、NPO、ボランティ
ア組織、会社組織等）

その他

・外来人口の非戸籍住民の管理

・居住者についての様々な証明書の発行

・住民に対する再就職への教育と支援

・近隣関係の調和と互助的な活動

2）「社区建設」の内容

　「社区建設」の内容をみてみると、主には経済・政治・文化・環境・教

育・衛生・防犯防災などを含む広範囲のサービスと支援を行っている（表

7-3）。それらの活動の計画と運営は、居民委員会及び街道弁事所の行政

機関が中心となっている。地域の共用施設や緑地の設置、設備の点検につ

いては、居民委員会が現状を把握し、当該の政府部門に報告・提案する役

割を担っている。つまり、地域における居住環境の物理的な整備について

は、居民委員会が政府と住民のつながりを持っており、行政機関と自治組

織の中間に位置づけられている。近年では、地域におけるコミュニティサ

ービスセンターが多く設置され、居民委員会の事務所と住民活動の拠点と

して使われている。

　社会的居住環境の面に関して、居民委員会はボランティア組織の協力で

団地間の空白地域のパトロールや定期清掃などを行い、地域の健康診断や

健康教育活動はNPO・NGOの支援を受けている。一方、中国の少子高齢化が

進み深刻な社会問題になっており、高齢者施設が増えつつあるものの、全

体としては施設が少なく、介護費用が高いのが現状である。このように、

多くの高齢者が在宅サービスを求めている。また第6章述べたように、現在

表7-3　「社区建設」の内容と対応組織
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中国では、高齢者層が地域活動に対する高い参加意識を持っており、実際

にも積極に居民委員会に入会し、社区の良好な高齢者居住環境を構築する

ために様々な活動を計画・運営している。

　さらに、近年の中国における都市化の急速な進展に伴い、農村部から都

市部への移住者が増加している。移住者は、技術能力や教育水準がく、都

市部での就職が非常に困難である。そのため、現在の社区では、居民委員

会はそれらに対する就職への教育と支援を行い、雇用機会の創出を実現し

ている。以上のことから、居民委員会は社区におけるサービスの供給側と

需要側をつなぐ役割として重要な役割を果たしているといえる。

　また、中国の住宅団地における共用施設の運営管理は、殆どの居住者団

体が管理会社に委託しており、緑地・広場を含め、会所や商業・教育施設

などを地域に開放することにより、社区の住民が広い住環境を得ることに

つながっている。

　以上のように、現在の中国における社区では、高齢者や身体障害者や子

育て世帯などを支援対象としていることが多く、各団地の居住者団体と管

理会社及びNPO・NGOなどの組織が連携することにより、居民委員会が主導

的な役割を果たす地域活動を管理・運営している。

7.4.2　「社区建設」の動向

　以上、中国の「社区建設」における主な構成要素の役割とつながりの特

徴を考察した。さらに、居民委員会は主導的な役割を果たしつつ、地域に

おける各組織・各団体の相互連携により、社区建設の推進に寄与してい

る。しかし現在の社区建設には、居住者団体やNPO・NGOなどの組織の弱体

化によって、行政機関以外の各主体の役割分担を補足するものとして、必

ずしも十分に機能しているとはいえない。それは居住者の自治意識が向上

せず、依然として政府の行政機関に頼る姿勢があるにもかかわらず、企業

や経済組織やNPO・NGOなどの組織の社区への参加意識が低下している点で

ある。また、社区建設に関わる法制度の整備と共に、地域に密着した社区

の社会管理・社会保障・社会福祉事業における役割が期待されているが、

社区の構成組織の義務と権利、社区の独立性や住民自治について、確定さ

れていないことが多く見られている。

　これまでの考察から、社区における「家族構成・生活様式の変化と居住

意識の乖離」「各主体の相互関係の希薄化と新しい関係の形成」「地域コ

ミュニティの衰退」が問題として残されていることが分かった。今後、「

社区建設」が重要な社会的意義と役割を持つことになると考えられ、受容

性の高いコミュニティ及び諸主体の連携が不可欠であろう。これらの問題

に対して「地域コミュニティの活性化」と「健全な地域環境の形成」に向
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けた検討を行う（表7-4）。

　「地域コミュニティの活性化」については、居住者の家族関係の希薄化

や移動性の増大、生活様式・ニーズの多様化により、地域への帰属意識・

愛着の喪失が見られる。また、社区における世帯間のかかわりと認識の

違いによる問題が生じている。6章で考察した居住者団体の弱体化がみら

れ、3章で考察した居住者間のつながりが団地に限られ、周辺とのつなが

りが殆どないことが見られた。現在の中国の社区には、法制度が進展し、

地域内のもめごとの解決については公的機関に委託する傾向がある。その

ため、居民委員会による地域関係の調整の組織としての役割が弱まってい

る。また、インターネットやSNSが普及してきたことにより、地域内の固定

したコミュニティ場所に依拠しない新しい関係が発生・進展している。そ

こで、「多様な年齢層・価値観・生活様式を持つ住民を受容できる社区づ

くり、活動づくり」によって、「社区の諸要素、諸主体間の連携」を強化

し、地域コミュニティを活性化させることが有効であろう。さらに、日常

生活の外部化、特に地域生活に無関心な若年者の増加にに伴い、社区にお

背景 社区の現状 対応関係
現状の改善手法が求め

る項目
目的

居住者側

・家族構成、生活

様式の変化

・居住意識の乖離

・家族間の血縁関係の希薄化

・住民の移動性が増大し、地域への帰属意

識・愛着の喪失

・居住者の生活様式・意識・ニーズの多様化

による認識のずれ

・社区における世帯間のかかわりと認識の違

いの表面化

・団地の居住者団体の成立率の低下による住

民の意見が反映されない

・多様な住民を受容

できる社区づくり、

活動づくり

・社区の諸要素、諸

主体間の連携

・産業構造の多様化

と社区経済の振興

地域コミュ
ニティの活
性化

相互関係

・各主体の関係性

の変化と希薄化

・新しい関係の

形成

・地域のつながりや連帯感の希薄化

・法制度の進展により、地域の中間領域とし

ての機能の衰退

・固定した場所に依拠しない関係の発生・進

展（インターネットやSNS上の関係の向上）

社区建設
・社区コミュニテ

ィの衰退

・高度経済成長期、急速な都市化により、地

域の個性（歴史、伝統、建物、活動、景観

など）の喪失

・地域の条件（政策、所得層、建設時期・

状態、周辺環境など）の違いが問題として

顕在化

・社区の経済活動の不振、地域企業が多様な

主体との連携の不足

・団地間の空白地域の清掃・防犯などに係る

対策が確立されていない

・居民委員会や管理

会社などの組織が地

域活動（イベント・

清掃・防犯防災）へ

の支援

・社区で共有（帰属

意識）・共用（施

設・緑地など）でき

るものの創出

健全な地域
環境の形成

表7-4　中国の「社区」の現状・問題点と改善方法の提案
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ける経済活動の衰退が現れ始めた。これに対して、社区の諸主体の連携と

共に、産業構造の多様化を図り、地域の魅力・個性を引き出すことが有効

ではないかと考えられる。

　また、「健全な地域環境の形成」については、6章でふれたように、中

国の住宅管理として、防犯防災や24時間の警備・パトロールといった安全

面の管理及び清掃やゴミ収集・処理などの環境衛生面の管理は、依然とし

て最も重要なサービス業務として認識されている。社区建設でも居民委員

会、居住者団体、管理会社、地域防犯ボランティア団体等が連携をとりな

がら、地域一体化の防犯対策を確立し、防犯力を高める取組みが求められ

る。また、清掃や地域イベントの開催については、居民委員会の指導に基

づいた各組織・団体の参加と支援の推進が必要である。

　さらに社区においては、共用施設の種類が少なく、殆どは高齢者のため

の活動場所であるのが現状である。多様な年齢層の居住者とニーズに対応

できる利便性の高い居住環境を創出するため、社区における各団地の共用

施設の統合利用によって、施設の共用を量的・質的に拡大していく取組み

が期待されているのである。

　このように、中国では、「社区建設」を通して地域社会を活性化させ、

都市部のコミュニティを構築している。さらにこれからは、高齢者や身体

障害者など向けのサービスだけではなく、社区における多様な主体の連携

による多様な年齢層の幅広いニーズに対応できる「地域社会統合サービス

体系」の形成が期待されている。また、居民委員会が行政機関としての役

割を果たしながら、地域自治組織としての機能を強化するためには、管理

会社、居住者団体、NPO・NGOなどの組織による支援が必然的に求められて

いる。そして、有効な行政管理・指導、健全な地域サービス、良好かつ安

全な環境づくり、便利で快適な生活、穏やかな住民関係を持つ中国の特徴

のある地域コミュニティの形成に努力しなければならないと考えられる。
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7.5　今後の研究課題

　本研究では現代の中国における主な居住形態として、商品住宅に関する

法制度の特徴に注目し、住戸と団地においての空間構成、生活様式及び管

理サービスの変容影響要素を明らかにすることにより、現代の中国におけ

る健全な居住環境を形成するための仕組み・制度のあり方を考察した。そ

こで明らかになった点を以下にまとめている。

①中国南部地区の商品住宅は、公私分離の進展を遂げており、住戸の空間

構成と生活様式は、欧米と日本からの影響を受けて変化しつつあるが、中

国独特の特徴が保持されていることが明らかとなった（仮説1）。

②中国の住宅に関する区分所有権制度は日本法からの影響を受けている

が、専有部分と共用部分の範囲と専有面積の計算方法が日本と異なり、共

用部分についての管理方式と実際の管理業務の展開は中国独自の変容過程

が見られる。また商品住宅の進展に伴い、中低所得層を供給対象とした保

障性住宅制度も整備されつつあった（仮説2）。

③団地における居住者間のつながりが希薄しており、居住者団体の弱体化

が見られた。そして団地の主体としての居住者団体の代わりに、専門的な

管理会社により、管理業務が行われていることが明らかにした（仮説3）。

④中国の住宅団地には、共用施設は居住者ニーズの個別化・多様化傾向に

対応するために設置されている。これらの管理を含め、管理会社による住

生活へのサービス対象・内容の拡大が明らかになった（仮説4）。

　これまでは住宅団地内におけるハード面とソフト面を総合的に分析して

おり、居住環境に関わるしくみ・法制度のあり方を検討したが、団地の周

辺環境との関係からみた地域コミュニティといった「社区建設」活動につ

いて考察する必要があることを見出した。

⑤中国では、行政機関と自治組織の性格のある「居民委員会」が主導的な

役割を果たしていた。さらに各団地の居住者団体と管理会社及びNPO・NGO

組織等の連携により、中国的な地域コミュニティである「社区」が形成さ

れていた （仮説5）。

　そして「団地内」と「団地外」両方を総合的に捉え、空間構成と共用施

設の設置状況をハード面と生活様式、管理実態、コミュニティ形成などの

ソフト面の考察によって、現代中国の居住環境のあり方を提示している。

　しかし、本研究は現代の中国の居住形態に対する全般的・概括的な考察
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を行ったこともあり、今後も継続的に中国の住宅に関する以下の研究内容

を深めてゆきたいと考えている。

①中国における住宅団地の大規模修繕工事に関して、長期修繕計画の制定

と修繕金の利用計画、管理会社と区分所有者団体の役割の分担及び全体の

プログラムを明らかにする。

② 本研究で明らかにした商品住宅と保障性住宅の比較を通して、中低所得

層向けの保障性住宅における住戸と生活様式の特徴を考察する。

③商品住宅の全体的な特徴を考察したが、1980年代から現在に至る商品住

宅の経年変化を検討する。

④中国の社区建設の活動の実態を考察する。
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あとがき

　近年、中国の中・大都市には、住宅ブームを背景に都市化社会への移行

が加速しており、都市部においての住宅地として土地を供給する量が減少

し、商品住宅の価格が引き続き上昇する傾向がある。こうした住宅市場の

拡大に対応し、中国は過熱抑制に向けた施策を相次いで導入している。そ

こで、不動産取引抑制策の強化と共に、住宅ローンの貸出規制が強化され

ている。また、住宅の商品化と住宅価格の高騰により、中低所得層の住宅

問題を解消するため、福祉住宅とした保障性住宅の建設も進んでいる。

　一方、日本における不動産投資の中心が土地であることと異なり、中国

では土地公有制度と定期借地権付きの住宅制度により、住宅投資が事実上

の主役になっている。そこで、近年、中国の北京や上海や深圳等の大都市

では、投資目的の住宅の需要により住宅バブルが生じているものの、住宅

バブルが崩壊するという懸念も増えているが、多くの地域では、住宅価格

は住民の所得に見合う水準にある。特に大都市においての住宅金融政策に

より、２軒目以上の住宅購入について、頭金比率と貸出金利を大幅に引き

上げようと求められ、投資目的の住宅需要とみなして住宅ローン融資を断

られている。このような措置は2011年から中・小都市でも導入され始め

た。しかし、中国における居住者の住意識を見てみると、所得階層を問わ

ず賃貸住宅ではなく、マイホームを購入する志向が非常に高いことが現状

である。また、都市化の進展に伴う都市部への人口集中が続き、核家族化

とマイホーム購入者の若年化が進み、今後都市部における住宅の需要が拡

大し続けることが考えられる。

　また、近年中国の都市開発やインフラ整備等により、都市部における交

通、緑化、住宅、公共施設等が改善されてきたものの、依然として改善余

地が大きい。その中の一つとして、都市の外縁部に無秩序に形成された旧

市街地において、密集住宅の老朽化に加えて、インフラ不足等問題が深刻

化している。今後は地域の特性に応じた適正な居住環境の改善方法に導く

ことが重要であると考える。

　さらに、現在中国では空き家が多いという報道が見られたが、これから

は空き家の適正管理と住宅ストックの活用が重要な課題であろう。そこ

で、住宅ストックの再生に対する需要が拡大することが予想でき、日本や

欧米諸国の先進事例を参考し、制度の整備も含め再生工事に関わる技術・

構法等の手法の中国への導入を検討すべきである。



-184-

謝辞

　本論文は、筆者が在学中の筑波大学に学位申請論文として提出したもの

である。

　筆者は中国の重慶大学に大学五年間で都市計画を専攻しており、その後

の二年間は建築設計院で都市デザインや住宅団地の計画など様々な設計プ

ロジェクトに携わることができた。当時は中国の住宅ブームを背景に盛ん

に海外の住文化を取り入れようとした時期で、集合住宅の設計と研究も日

本や欧米諸国等の事例が取り上げられた。そして本研究を始めた動機は、

住宅設計の理論と実務との間に生じる齟齬に疑問・興味を持っており、そ

こまでに得た知識や経験の蓄積が原因でした。

　この研究を行うにあたって、多くの方々のご指導・ご協力を得た。

　本論文は筑波大学において、花里俊廣教授のご指導のもとでまとめたも

のである。花里先生には、修士課程の学生時代から長年にわたって、基本

的な論文指導から、まとめ方や調査方法など研究の細部に至まできめ細か

なご指導をいただき、また暖かく見守っていただきました。深く感謝いた

します。論文審査において、主査を担当頂いた鈴木雅和先生及び副査の橋

本剛先生から貴重なご意見・ご助言を頂きました。さらに、千葉大学の小

林秀樹先生には、専門の立場から中国の集合住宅における問題点と論点の

整理について貴重な意見を頂きました。記して感謝の意を表します。

　実地調査にあたっては、成都市房地産管理局担当者、多くの物業管理会

社担当者の方々、重慶大学城市規劃99級1班の同級生の皆様、親友の趙軍

夫婦、楊紅平夫婦、範大林夫婦、劉峰夫婦に感謝の辞を述べたいと思いま

す。また、長い間花里研究室の皆様にご協力を頂きましたこと厚くお礼を

申し上げます。

　最後に、長年にわたって日本での留学生活と研究を温かく励まし、心強

く支えてくれた両親に深く感謝したい。

　本研究は単なる一つの出発点にすぎない。今後のさらなる研究と国際的

な視野に基づいた居住環境づくりに貢献するべく研究の途を担うことを誓

って、多くの方々への謝辞としたい。

２０１３年８月

何　昕
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1 ᡂ㒔ᕷṊ༊ 2000 ಶே 100.2 2LDK ᵓ㐀࢞ࣥࣞ ⫋ሙ㏆ࠊࡃ⏕άࡀ౽ 2 ኵጔ 7 6

2 ᡂ㒔ᕷṊ༊ 2004 ಶே 75 2LDK ࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥ ᆅ㟈ࡣᛧ࠸ 4 ♽ẕࠊ୧ぶࠊ⮬ศ 6 3

3 ᡂ㒔ᕷ㟷⨺༊ 2005 ㈤㈚ 60 1LDK ࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥ ⤖፧ 2 ኵጔ 24 18

4 ᡂ㒔ᕷ㟷⨺༊ 1999 ㈤㈚ 65 2LDK ࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥ  2 ኵጔ 7 4

5 ᡂ㒔ᕷᡂ⳹༊ 2006 ಶே 122 2LDK ࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥ 㒊ᒇ࠸⊂ࡀ 4 ኵጔࠊ୧ぶ 6 6

6 ᡂ㒔ᕷ㟷⨺༊ 2009 ಶே 90 2LDK ࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥ ಶேఫᏯࡢ㉎ධ 3 ኵጔᘵ 9 6

7 ᡂ㒔ᕷᙰᕞᕷ 2008 ಶே 118 3LDK ࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥ 㒊ᒇ࠸⊂ࡀ 4 ኵጔࠊ୧ぶ 6 1

8 ᡂ㒔ᕷ⋢ᯘ༊ 2007 ಶே 79 1LDK ࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥ ಶேఫᏯࡢ㉎ධ 2 ጔኵ 31 30

9 ᡂ㒔ᕷ㘊Ụ༊ 2000 ಶே 90 2LDK ᵓ㐀࢞ࣥࣞ ఫ⎔ቃࢆᨵၿࡵࡓࡿࡍ 3 ୧ぶ⮬ศ 7 2

10 ᡂ㒔ᕷᡂ⳹༊ 1997 ㈤㈚ 56 1LDK ᵓ㐀࢞ࣥࣞ ๓ࡢዎ⣙ᮇ㝈 2 ጔኵ 7 6

11 ᡂ㒔ᕷ㟷⨺༊ 1998 ㈤㈚ 63 2LDK ᵓ㐀࢞ࣥࣞ  2 㐩⮬ศ 6 3

12 ᡂ㒔ᕷ⋢ᯘ༊ 2001 ಶே 162 3LDK ࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥ ఫ⎔ቃࢆᨵၿࡵࡓࡿࡍ 3 ጔኵፉ 7 3

13 ᡂ㒔ᕷ㔠∵༊ 1999 ಶே 89 2LDK ᵓ㐀࢞ࣥࣞ 㒔ᕷ᭦᪂ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ 2 ẕፉ 7 7

14 ᡂ㒔ᕷ⳹㝧༊ 2006 ಶே 128 3LDK ᵓ㐀࢞ࣥࣞ ಶேఫᏯࡢ㉎ධ 4 ኵࠊጔࠊ୧ぶ 16 8

15 ᡂ㒔ᕷᡂ⳹༊ 1999 ㈤㈚ 76 2LDK ࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥ ᐙ㈤ࡀᏳ࠸ 2 㐩⮬ศ 7 5

16 ᡂ㒔ᕷṊ༊ 2002 ㈤㈚ 120 2LDK ࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥ  2 㐩⮬ศ 11 11

17 ᡂ㒔ᕷ㧗᪂༊ 1995 ಶே 100 2LDK ᵓ㐀࢞ࣥࣞ  1 ⮬ศ 7 5

18 ᡂ㒔ᕷ㟷⨺༊ 2006 ಶே 86 2LDK ࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥ ಶேఫᏯࡢ㉎ධ 3 ୧ぶ⮬ศ 31 22

19 ᡂ㒔ᕷ㘊Ụ༊ 2000 ㈤㈚ 34
one 
room

ࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥ ๓ࡢዎ⣙ᮇ㝈 1 ⮬ศ 16 13

20 ᡂ㒔ᕷ㔠∵༊ 2002 ㈤㈚ 75 2LDK ᵓ㐀࢞ࣥࣞ ᐙ㈤ࡀᏳ࠸ 5 ぶᏊኵ፬ࠊᜥᏊ 6 3

21 ᡂ㒔ᕷ㒔Ụሖ 1999 ಶே 62 2LDK ᵓ㐀࢞ࣥࣞ ಶேఫᏯࡢ㉎ධ 5 ぶᏊኵ፬ࠊᜥᏊ 6 4

22 ᡂ㒔ᕷṊ༊ 2003 ಶே 103 2LDK ࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥ ఫ⎔ቃࢆᨵၿࡵࡓࡿࡍ 3 ୧ぶ⮬ศ 18 8

23 ᡂ㒔ᕷ㒔Ụሖ 2000 ಶே 108 3LDK ࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥ ಶேఫᏯࡢ㉎ධ 3 ୧ぶ⮬ศ 7 3

24 ᡂ㒔ᕷᡂ⳹༊ 2007 ಶே 85 2LDK ࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥ ఫ⎔ቃࢆᨵၿࡵࡓࡿࡍ 2 ኵጔ 18 18

25 ᡂ㒔ᕷ㒔Ụሖ 2005 ಶே 105 3LDK ࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥ ఫ⎔ቃࢆᨵၿࡵࡓࡿࡍ 3 ୧ぶ⮬ศ 7 2

26 ᡂ㒔ᕷᡂ⳹༊ 2007 ಶே 70 2LDK ࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥ ಶேఫᏯࡢ㉎ධ 1 ⮬ศ 34 15

27 ᡂ㒔ᕷṊ༊ 2000 ಶே 91 2LDK ࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥ  3 ୧ぶ⮬ศ 7 5

28 ᡂ㒔ᕷᡂ⳹༊ 2007 ಶே 86 2LDK ࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥ ಶேఫᏯࡢ㉎ධ 2 ኵጔ 18 17

29 ᡂ㒔ᕷᡂ⳹༊ 2007 ಶே 82 2LDK ࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥ ಶேఫᏯࡢ㉎ධ 3 ኵጔᜥᏊ 18 3

30 ᡂ㒔ᕷṊ༊ 2000 ಶே 127 2LDK ᵓ㐀࢞ࣥࣞ ಶேఫᏯࡢ㉎ධ 3 ጔኵፉ 6 5

31 ᡂ㒔ᕷ㟷⨺༊ 2003 ㈤㈚ 40
one 
room

ࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥ ఫ⎔ቃࢆᨵၿࡵࡓࡿࡍ 1 ⮬ศ 7 1

32 ᡂ㒔ᕷṊ༊ 2003 ಶே 93 2LDK ࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥ ⤖፧ 4 ኵጔ㸪୧ぶ 11 5

33 ᡂ㒔ᕷᡂ⳹༊ 2007 ಶே 82 2LDK ࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥ ಶேఫᏯࡢ㉎ධ 2 ጔኵ 18 15

34 ᡂ㒔ᕷ㘊Ụ༊ 2004 ಶே 110 3LDK ࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥ ಶேఫᏯࡢ㉎ධ 3 ୧ぶ⮬ศ 5 4

35 ᡂ㒔ᕷᡂ⳹༊ 2009 ಶே 46
one 
room

ࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥ ᖹ㠃ᵓᡂࡀⰋ࠸ 1 ⮬ศ 33 28

36 ᡂ㒔ᕷ㘊Ụ༊ 2008 ㈤㈚ 38
one 
room

ࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥ ఫ⎔ቃࢆᨵၿࡵࡓࡿࡍ 1 ⮬ศ 18 4

37 ᡂ㒔ᕷ㘊Ụ༊ 2006 ಶே 71 1LDK ࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥ ಶேఫᏯࡢ㉎ධ 1 ⮬ศ 28 22

38 ᡂ㒔ᕷṊ༊ 2003 ಶே 160 2LDK ࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥ ఫ⎔ቃࢆᨵၿࡵࡓࡿࡍ 3 ୧ぶ⮬ศ 30 14

39 ᡂ㒔ᕷ㔠∵༊ 1983 ㈤㈚ 85 2LDK ᵓ㐀࢞ࣥࣞ  2 㐩 7 7

40 ᡂ㒔ᕷ㔠∵༊ 2003 ㈤㈚ 20
one 
room

ࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥ  1 ⮬ศ 8 5

41 ᡂ㒔ᕷ㟷⨺༊ 1992 ಶே 96 2LDK ࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥ ఫ⎔ቃࢆᨵၿࡵࡓࡿࡍ 4 ኵጔ㸪୧ぶ 17 3

42 ᡂ㒔ᕷṊ༊ 2006 ಶே 56 2LDK ࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥ ಶேఫᏯࡢ㉎ධ 2 ኵጔ 32 11

43 ᡂ㒔ᕷ㔠∵༊ 2004 ಶே 120 3LDK ࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥ ಶேఫᏯࡢ㉎ධ 3 ጔኵፉ 27 4

44 ⥥㝧ᕷ㐟༊ 2005 ಶே 80 2LDK ࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥ ಶேఫᏯࡢ㉎ධ 3 ጔኵᜥᏊ 6 4
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45 ⥥㝧ᕷ㐟༊ 2003 ಶே 158 3LDK ᵓ㐀࢞ࣥࣞ ఫᡞࡀᗈࠊ࠸౽ 3 ጔኵᜥᏊ 7 7

46 ⥥㝧ᕷᇵᇛ༊ 1999 ಶே 145 2LDK ᵓ㐀࢞ࣥࣞ ౽ࡢ⏕άࡵࡓࡢ 3 ጔኵፉ 16 14

47 ⥥㝧ᕷ⤒㛤༊ 2004 ಶே 130 3LDK ࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥ ఫ⎔ቃࢆᨵၿࡵࡓࡿࡍ 3 ጔኵፉ 6 5

48 ⥥㝧ᕷᇵᇛ༊ 2005 ಶே 148 2LDK ࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥ ఫ⎔ቃࢆᨵၿࡵࡓࡿࡍ 3 ୧ぶ⮬ศ 7 4

49 ⥥㝧ᕷᇵᇛ༊ 2005 ಶே 153 2LDK ࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥ ఫ⎔ቃࢆᨵၿࡵࡓࡿࡍ 3 ጔኵፉ 18 15

50 ⥥㝧ᕷ㐟༊ 2004 ಶே 90 2LDK ࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥ ఫ⎔ቃࢆᨵၿࡵࡓࡿࡍ 4 ୧ぶ⮬ศጜ 6 2

51 ⥥㝧ᕷ㐟༊ 2005 ಶே 100 2LDK ࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥ ⤖፧ 4 ୧ぶ⮬ศጒ 7 5

52 ན㛛ᕷᛮ᫂༊ 2005 ಶே 116 3LDK ࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥ 㒔ᕷ᭦᪂ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ 3 ୧ぶ⮬ศ 11 6

53 ན㛛ᕷ†㔛༊ 1999 ㈤㈚ 40 1LDK ᵓ㐀࢞ࣥࣞ ሙ㏆ࡿ࡞ࡃ 2 ጔኵ 7 3

54 ན㛛ᕷᛮ᫂༊ 2001 ಶே 53 1LDK ࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥ ఫ⎔ቃࢆᨵၿࡵࡓࡿࡍ 2 ጔኵ 8 3

55 ན㛛ᕷᛮ᫂༊ 1980 ᅜ᭷ 80 1LDK ᵓ㐀࢞ࣥࣞ  3 ጔኵፉ 2 1

56 ན㛛ᕷᛮ᫂༊ 1995 ಶே 100 2LDK ᵓ㐀࢞ࣥࣞ ಶேఫᏯࡢ㉎ධ 2 ጔኵ 7 2

57 ན㛛ᕷᛮ᫂༊ 1996 ಶே 83 2LDK ᵓ㐀࢞ࣥࣞ ಶேఫᏯࡢ㉎ධ 2 ጔኵ 8 6

58 ན㛛ᕷᛮ᫂༊ 1997 ㈤㈚ 119 3LDK ᵓ㐀࢞ࣥࣞ  3 ⮬ศ㐩 11 6

59 ༡ிᕷⓑୗ༊ 1994 ㈤㈚ 39 1LDK ᵓ㐀࢞ࣥࣞ  1 ⮬ศ 7 6

60 ༡ிᕷỤᑀ༊ 2007 ಶே 119 2LDK ࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥ ಶேఫᏯࡢ㉎ධ 2 ጔኵ 9 4

61 ༡ிᕷⓑୗ༊ 1980 ಶே 26 1LDK ᵓ㐀࢞ࣥࣞ ಶேఫᏯࡢ㉎ධ 2 ጔኵ 5 2

62 ༡ிᕷⓑୗ༊ 2007 ಶே 96 2LDK ࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥ ಶேఫᏯࡢ㉎ධ 2 ጔኵ 18 16

63 ༡ிᕷ⋞Ṋ༊ 1985 ಶே 54 2LDK ᵓ㐀࢞ࣥࣞ ఫ⎔ቃࢆᨵၿࡵࡓࡿࡍ 3 ୧ぶ⮬ศ 7 5

64 ༡ிᕷᘓᴗ༊ 2008 ಶே 110 2LDK ࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥ ఫ⎔ቃࢆᨵၿࡵࡓࡿࡍ 2 ጔኵ 10 9

65 ༡ிᕷ㰘ᴥ༊ 2008 ಶே 80 2LDK ࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥ ಶேఫᏯࡢ㉎ධ 2 ጜ⮬ศ 18 8

66 ༡ிᕷỤᑀ༊ 2007 ಶே 132 2LDK ࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥ ಶேఫᏯࡢ㉎ධ 2 ጔኵ 11 4

67 ༡ிᕷᘓᴗ༊ 2007 ಶே 91 2LDK ࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥ ⤖፧ 2 ጔኵ 26 5

68 ༡ிᕷ㰘ᴥ༊ 2000 ㈤㈚ 48 1LDK ᵓ㐀࢞ࣥࣞ ⤖፧ 2 ጔኵ 6 5

69 ༡ிᕷ⋞Ṋ༊ 1995 ಶே 64 2LDK ᵓ㐀࢞ࣥࣞ  2 ጔኵ 7 1

70 ༡ிᕷᘓᴗ༊ 2008 ಶே 108 2LDK ࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥ ಶேఫᏯࡢ㉎ධ 2 ጔኵ 11 10

71 ༡ிᕷⓑୗ༊ 2004 ಶே 95 2LDK ࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥ ಶேఫᏯࡢ㉎ධ 2 ጔኵ 6 6

72 ༡ிᕷ㰘ᴥ༊ 2002 ಶே 72 1LDK ࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥ ಶேఫᏯࡢ㉎ධ 2 ጔኵ 12 11

73 ༡ிᕷ㰘ᴥ༊ 2008 ಶே 96 2LDK ࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥ ಶேఫᏯࡢ㉎ධ 2 ጔኵ 17 17

74 ༡ிᕷⓑୗ༊ 2007 ಶே 105 2LDK ࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥ ⤖፧ 2 ጔኵ 19 17

75 ༡ிᕷୗ㛵༊ 2000 ಶே 90 2LDK ᵓ㐀࢞ࣥࣞ ⤖፧ 3 ୧ぶ⮬ศ 7 4

76 ༡ிᕷⓑୗ༊ 2003 ಶே 167 3LDK ࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥ ಶேఫᏯࡢ㉎ධ 3 ୧ぶ⮬ศ 28 14

77 ༡ிᕷⓑୗ༊ 1997 ㈤㈚ 65 2LDK ᵓ㐀࢞ࣥࣞ  1 ⮬ศ 7 2

78 ༡ிᕷⓑୗ༊ 2000 ಶே 123 3LDK ࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥ ⤖፧ 4 ୧ぶጔኵ 7 7

79 ༡ிᕷ㰘ᴥ༊ 1999 ㈤㈚ 71 3LDK ᵓ㐀࢞ࣥࣞ  2 ⮬ศ㐩 6 6

80 ୖᾏᕷᾆᮾ༊ 2007 ಶே 110 2LDK ࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥ ఫ⎔ቃࢆᨵၿࡵࡓࡿࡍ 3 ୧ぶ⮬ศ 6 4

81 ୖᾏᕷᾆ༊ 2008 ಶே 98 2LDK ࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥ ఫ⎔ቃࢆᨵၿࡵࡓࡿࡍ 2 ጔኵ 8 3

82 ୖᾏᕷᐆᒣ༊ 1999 ಶே 80 2LDK ᵓ㐀࢞ࣥࣞ ఫ⎔ቃࢆᨵၿࡵࡓࡿࡍ 3 ୧ぶ⮬ศ 7 4

83 ୖᾏᕷᾆᮾ༊ 2004 ಶே 229 3LDK ᵓ㐀࢞ࣥࣞ ఫ⎔ቃࢆᨵၿࡵࡓࡿࡍ 3 ୧ぶ⮬ศ 4 4

84 ୖᾏᕷᾆᮾ༊ 2002 ಶே 113 2LDK ࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥ ⤖፧ 2 ጔኵ 16 10

85 ୖᾏᕷཱྀ༊ 1986 ㈤㈚ 32 1LDK ᵓ㐀࢞ࣥࣞ ಶேఫᏯࡢ㉎ධ 1 ⮬ศ 3 3

86 ୖᾏᕷཱྀ༊ 2005 ಶே 97 2LDK ࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥ ಶேఫᏯࡢ㉎ධ 2 ጔኵ 18 3

87 ୖᾏᕷᾆᮾ༊ 1987 ㈤㈚ 55 2LDK ᵓ㐀࢞ࣥࣞ  2 ⮬ศ㐩 6 1

88 ୖᾏᕷᾆᮾ༊ 1999 ಶே 86 2LDK ᵓ㐀࢞ࣥࣞ ಶேఫᏯࡢ㉎ධ 2 ጔኵ 6 6

89 ୖᾏᕷᚎ༂༊ 1988 ㈤㈚ 54 2LDK ᵓ㐀࢞ࣥࣞ  2 ⮬ศ㐩 5 2

90 ୖᾏᕷᾆᮾ༊ 2002 ಶே 119 2LDK ࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥ ಶேఫᏯࡢ㉎ධ 3 ጔኵፉ 7 2



-189-

㝃㘓

⏕άᵝᘧ ⏕άᵝᘧ

⏕άᵝᘧ⏕άᵝᘧ

ᖹ㠃ᅗ ᖹ㠃ᅗ

ᖹ㠃ᅗᖹ㠃ᅗ

㞄᥋䜾䝷䝣 㞄᥋䜾䝷䝣

㞄᥋䜾䝷䝣㞄᥋䜾䝷䝣

ὀ�/�ᒃ㛫ࠊ.�ྎᡤࠊ'�㣗ᇽࠊ%�ᐷᐊ6ࠊ�᭩ᩪ
ࡿࡍࡃࡼࠕࡣ͇۔͆ ࠊࠖ͆ ࠖࡿࡍࡣࡲࡓࠕࡣ͇ۑ

ὀ�/�ᒃ㛫ࠊ.�ྎᡤࠊ'�㣗ᇽࠊ%�ᐷᐊ6ࠊ�᭩ᩪ
ࡿࡍࡃࡼࠕࡣ͇۔͆ ࠊࠖ͆ ࠖࡿࡍࡣࡲࡓࠕࡣ͇ۑ

ὀ�/�ᒃ㛫ࠊ.�ྎᡤࠊ'�㣗ᇽࠊ%�ᐷᐊ6ࠊ�᭩ᩪ
ࡿࡍࡃࡼࠕࡣ͇۔͆ ࠊࠖ͆ ࠖࡿࡍࡣࡲࡓࠕࡣ͇ۑ

ὀ�/�ᒃ㛫ࠊ.�ྎᡤࠊ'�㣗ᇽࠊ%�ᐷᐊ6ࠊ�᭩ᩪ
ࡿࡍࡃࡼࠕࡣ͇۔͆ ࠊࠖ͆ ࠖࡿࡍࡣࡲࡓࠕࡣ͇ۑ

ᒃ㛫㐃⤖ᆺ

ᒃ㛫㐃⤖ᆺᒃ㛫㐃⤖ᆺ
ᐊグྕ L D B B’ B” S Balcony

ᗋᗙ

᳔Ꮚᗙ ۔ ۔
㠐⬺䛞 ۔ ۔
ᅋ䜙䜣 ۔
㣗 ۔

䝔䝺䝡㚷㈹ ۔
ㄞ᭩ ۔ ۑ
 ۔ ۑ

ᐊグྕ L D B B’ B” S Balcony

ᗋᗙ ۔
᳔Ꮚᗙ ۑ ۔ ۔
㠐⬺䛞 ۔
ᅋ䜙䜣 ۔
㣗 ۑ ۑ

䝔䝺䝡㚷㈹ ۔
ㄞ᭩ ۔ ۑ ۑ
 ۔

ᩚ⌮␒ྕ ᡤᅾᆅ ᘓ⠏ᖺ᭶ ᵓ㐀ᵝᘧ ᡤ᭷ᙧᘧ

4 ᡂ㒔ᕷ㟷⨺༊ 1999 ࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥ ㈤㈚

ఫᡞ㠃✚䠄䟝䠅 ఫᲷ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ఫᡞ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ᐙ᪘ᵓᡂ

65 7 4 �㸦ኵጔ㸧

ᩚ⌮␒ྕ ᡤᅾᆅ ᘓ⠏ᖺ᭶ ᵓ㐀ᵝᘧ ᡤ᭷ᙧᘧ

3 ᡂ㒔ᕷ㟷⨺༊ 2005 ࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥ ㈤㈚

ఫᡞ㠃✚䠄䟝䠅 ఫᲷ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ఫᡞ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ᐙ᪘ᵓᡂ

60 24 18 �㸦ኵጔ㸧

ᐊグྕ L D B B’ B” S Balcony

ᗋᗙ

᳔Ꮚᗙ ۔ ۔ ۔
㠐⬺䛞 ۔ ۔
ᅋ䜙䜣 ۔
㣗 ۔

䝔䝺䝡㚷㈹ ۔
ㄞ᭩ ۔
 ۔

ᩚ⌮␒ྕ ᡤᅾᆅ ᘓ⠏ᖺ᭶ ᵓ㐀ᵝᘧ ᡤ᭷ᙧᘧ

2 ᡂ㒔ᕷṊ༊ 2004 ࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥ ಶே

ఫᡞ㠃✚䠄䟝䠅 ఫᲷ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ఫᡞ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ᐙ᪘ᵓᡂ

75 6 3 �㸦♽ẕࠊ୧ぶࠊ⮬ศ㸧

ᒃ㛫㐃⤖ᆺ
ᐊグྕ L D B B’ B” S Balcony

ᗋᗙ ۑ ۑ ۑ ۑ  
᳔Ꮚᗙ ۑ ۑ ۑ
㠐⬺䛞 ۔ ۔ ۔ ۔ ۔
ᅋ䜙䜣 ۔
㣗 ۔

䝔䝺䝡㚷㈹ ۔
ㄞ᭩ ۑ ۔
 ۔

ᩚ⌮␒ྕ ᡤᅾᆅ ᘓ⠏ᖺ᭶ ᵓ㐀ᵝᘧ ᡤ᭷ᙧᘧ

1 ᡂ㒔ᕷṊ༊ 2000 ᵓ㐀࢞ࣥࣞ ಶே

ఫᡞ㠃✚䠄䟝䠅 ఫᲷ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ఫᡞ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ᐙ᪘ᵓᡂ

100.2 7 6 �㸦ኵጔ㸧



-190-

㝃㘓

⏕άᵝᘧ ⏕άᵝᘧ

⏕άᵝᘧ⏕άᵝᘧ

ᖹ㠃ᅗ ᖹ㠃ᅗ

ᖹ㠃ᅗᖹ㠃ᅗ

㞄᥋䜾䝷䝣 㞄᥋䜾䝷䝣

㞄᥋䜾䝷䝣㞄᥋䜾䝷䝣

ὀ�/�ᒃ㛫ࠊ.�ྎᡤࠊ'�㣗ᇽࠊ%�ᐷᐊ6ࠊ�᭩ᩪ
ࡿࡍࡃࡼࠕࡣ͇۔͆ ࠊࠖ͆ ࠖࡿࡍࡣࡲࡓࠕࡣ͇ۑ

ὀ�/�ᒃ㛫ࠊ.�ྎᡤࠊ'�㣗ᇽࠊ%�ᐷᐊ6ࠊ�᭩ᩪ
ࡿࡍࡃࡼࠕࡣ͇۔͆ ࠊࠖ͆ ࠖࡿࡍࡣࡲࡓࠕࡣ͇ۑ

ὀ�/�ᒃ㛫ࠊ.�ྎᡤࠊ'�㣗ᇽࠊ%�ᐷᐊ6ࠊ�᭩ᩪ
ࡿࡍࡃࡼࠕࡣ͇۔͆ ࠊࠖ͆ ࠖࡿࡍࡣࡲࡓࠕࡣ͇ۑ

ὀ�/�ᒃ㛫ࠊ.�ྎᡤࠊ'�㣗ᇽࠊ%�ᐷᐊ6ࠊ�᭩ᩪ
ࡿࡍࡃࡼࠕࡣ͇۔͆ ࠊࠖ͆ ࠖࡿࡍࡣࡲࡓࠕࡣ͇ۑ

ᒃ㛫㐃⤖ᆺ

ᒃ㛫㐃⤖ᆺᒃ㛫㐃⤖ᆺ
ᐊグྕ L D B B’ B” S Balcony

ᗋᗙ ۑ ۑ
᳔Ꮚᗙ ۔ ۔
㠐⬺䛞 ۔ ۔ ۔ ۔ ۔
ᅋ䜙䜣 ۔
㣗 ۔

䝔䝺䝡㚷㈹ ۔
ㄞ᭩ ۔
 ۔

ᐊグྕ L D B B’ B” S Balcony

ᗋᗙ

᳔Ꮚᗙ ۔ ۔
㠐⬺䛞 ۑ ۑ
ᅋ䜙䜣 ۔ ۔
㣗 ۔ ۔

䝔䝺䝡㚷㈹ ۔ ۔ ۑ
ㄞ᭩ ۑ ۑ ۑ
 ۑ ۑ

ᩚ⌮␒ྕ ᡤᅾᆅ ᘓ⠏ᖺ᭶ ᵓ㐀ᵝᘧ ᡤ᭷ᙧᘧ

8 ᡂ㒔ᕷ⋢ᯘ༊ 2007 ࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥ ಶே

ఫᡞ㠃✚䠄䟝䠅 ఫᲷ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ఫᡞ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ᐙ᪘ᵓᡂ

79 31 30 �㸦ጔኵ㸧

ᩚ⌮␒ྕ ᡤᅾᆅ ᘓ⠏ᖺ᭶ ᵓ㐀ᵝᘧ ᡤ᭷ᙧᘧ

7 ᡂ㒔ᙰᕞᕷ 2008 ࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥ ಶே

ఫᡞ㠃✚䠄䟝䠅 ఫᲷ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ఫᡞ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ᐙ᪘ᵓᡂ

118 6 1 �㸦ኵጔ㸪୧ぶ㸧

ᐊグྕ L D B B’ B” S Balcony

ᗋᗙ ۑ
᳔Ꮚᗙ ۔ ۑ
㠐⬺䛞 ۑ ۑ
ᅋ䜙䜣 ۔
㣗 ۑ ۔

䝔䝺䝡㚷㈹ ۔
ㄞ᭩ ۑ ۔
 ۔

ᩚ⌮␒ྕ ᡤᅾᆅ ᘓ⠏ᖺ᭶ ᵓ㐀ᵝᘧ ᡤ᭷ᙧᘧ

6 ᡂ㒔ᕷ㟷⨺༊ 2009 ࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥ ಶே

ఫᡞ㠃✚䠄䟝䠅 ఫᲷ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ఫᡞ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ᐙ᪘ᵓᡂ

90 9 6 �㸦ኵጔᘵ㸧

ᒃ㛫㐃⤖ᆺ
ᐊグྕ L D B B’ B” S Balcony

ᗋᗙ ۔ ۑ ۔
᳔Ꮚᗙ ۔
㠐⬺䛞 ۔ ۔
ᅋ䜙䜣 ۔
㣗 ۔

䝔䝺䝡㚷㈹ ۔
ㄞ᭩ ۔
 ۔

ᩚ⌮␒ྕ ᡤᅾᆅ ᘓ⠏ᖺ᭶ ᵓ㐀ᵝᘧ ᡤ᭷ᙧᘧ

5 ᡂ㒔ᕷᡂ⳹༊ 2006 ࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥ ಶே

ఫᡞ㠃✚䠄䟝䠅 ఫᲷ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ఫᡞ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ᐙ᪘ᵓᡂ

122 6 6 �㸦ኵጔ㸪୧ぶ㸧
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㝃㘓

⏕άᵝᘧ ⏕άᵝᘧ

⏕άᵝᘧ⏕άᵝᘧ

ᖹ㠃ᅗ ᖹ㠃ᅗ

ᖹ㠃ᅗᖹ㠃ᅗ

㞄᥋䜾䝷䝣 㞄᥋䜾䝷䝣

㞄᥋䜾䝷䝣㞄᥋䜾䝷䝣

ὀ�/�ᒃ㛫ࠊ.�ྎᡤࠊ'�㣗ᇽࠊ%�ᐷᐊ6ࠊ�᭩ᩪ
ࡿࡍࡃࡼࠕࡣ͇۔͆ ࠊࠖ͆ ࠖࡿࡍࡣࡲࡓࠕࡣ͇ۑ

ὀ�/�ᒃ㛫ࠊ.�ྎᡤࠊ'�㣗ᇽࠊ%�ᐷᐊ6ࠊ�᭩ᩪ
ࡿࡍࡃࡼࠕࡣ͇۔͆ ࠊࠖ͆ ࠖࡿࡍࡣࡲࡓࠕࡣ͇ۑ

ὀ�/�ᒃ㛫ࠊ.�ྎᡤࠊ'�㣗ᇽࠊ%�ᐷᐊ6ࠊ�᭩ᩪ
ࡿࡍࡃࡼࠕࡣ͇۔͆ ࠊࠖ͆ ࠖࡿࡍࡣࡲࡓࠕࡣ͇ۑ

ὀ�/�ᒃ㛫ࠊ.�ྎᡤࠊ'�㣗ᇽࠊ%�ᐷᐊ6ࠊ�᭩ᩪ
ࡿࡍࡃࡼࠕࡣ͇۔͆ ࠊࠖ͆ ࠖࡿࡍࡣࡲࡓࠕࡣ͇ۑ

ᒃ㛫㐃⤖ᆺ

ᒃ㛫㐃⤖ᆺᒃ㛫㐃⤖ᆺ
ᐊグྕ L D B B’ B” S Balcony

ᗋᗙ ۔ ۑ
᳔Ꮚᗙ ۔ ۔
㠐⬺䛞 ۔ ۔ ۔ ۔ ۔
ᅋ䜙䜣 ۔ ۔ ۑ
㣗 ۑ ۔

䝔䝺䝡㚷㈹ ۔ ۑ ۑ
ㄞ᭩ ۑ ۑ ۔
 ۔

ᐊグྕ L D B B’ B” S Balcony

ᗋᗙ

᳔Ꮚᗙ ۑ ۑ
㠐⬺䛞 ۔ ۔
ᅋ䜙䜣 ۑ ۑ
㣗 ۑ ۑ

䝔䝺䝡㚷㈹ ۑ
ㄞ᭩ ۑ
 ۑ

ᩚ⌮␒ྕ ᡤᅾᆅ ᘓ⠏ᖺ᭶ ᵓ㐀ᵝᘧ ᡤ᭷ᙧᘧ

12 ᡂ㒔ᕷ⋢ᯘ༊ 2001 ࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥ ಶே

ఫᡞ㠃✚䠄䟝䠅 ఫᲷ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ఫᡞ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ᐙ᪘ᵓᡂ

162 7 3 �㸦ጔࠊኵፉࠖ

ᩚ⌮␒ྕ ᡤᅾᆅ ᘓ⠏ᖺ᭶ ᵓ㐀ᵝᘧ ᡤ᭷ᙧᘧ

11 ᡂ㒔ᕷ㟷⨺༊ 1998 ᵓ㐀࢞ࣥࣞ ㈤㈚

ఫᡞ㠃✚䠄䟝䠅 ఫᲷ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ఫᡞ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ᐙ᪘ᵓᡂ

63 6 3 �㸦㐩⮬ศ㸧

ᐊグྕ L D B B’ B” S Balcony

ᗋᗙ

᳔Ꮚᗙ ۔ ۔
㠐⬺䛞 ۔ ۔
ᅋ䜙䜣 ۔ ۔
㣗 ۔

䝔䝺䝡㚷㈹ ۔ ۑ
ㄞ᭩ ۑ
 ۑ

ᩚ⌮␒ྕ ᡤᅾᆅ ᘓ⠏ᖺ᭶ ᵓ㐀ᵝᘧ ᡤ᭷ᙧᘧ

10 ᡂ㒔ᕷᡂ⳹༊ 1997 ᵓ㐀࢞ࣥࣞ ㈤㈚

ఫᡞ㠃✚䠄䟝䠅 ఫᲷ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ఫᡞ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ᐙ᪘ᵓᡂ

56 7 6 �㸦ጔኵ㸧

ᒃ㛫㐃⤖ᆺ
ᐊグྕ L D B B’ B” S Balcony

ᗋᗙ ۑ ۑ ۑ ۔
᳔Ꮚᗙ ۔ ۑ ۑ ۑ
㠐⬺䛞 ۔ ۔ ۔ ۔ ۔
ᅋ䜙䜣 ۔
㣗 ۔ ۑ

䝔䝺䝡㚷㈹ ۔ ۔
ㄞ᭩ ۔
 ۑ ۑ ۑ

ᩚ⌮␒ྕ ᡤᅾᆅ ᘓ⠏ᖺ᭶ ᵓ㐀ᵝᘧ ᡤ᭷ᙧᘧ

9 ᡂ㒔ᕷ㘊Ụ༊ 2000 ᵓ㐀࢞ࣥࣞ ಶே

ఫᡞ㠃✚䠄䟝䠅 ఫᲷ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ఫᡞ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ᐙ᪘ᵓᡂ

90 7 2 �㸦୧ぶ⮬ศ㸧



-192-

㝃㘓

⏕άᵝᘧ ⏕άᵝᘧ

⏕άᵝᘧ⏕άᵝᘧ

ᖹ㠃ᅗ ᖹ㠃ᅗ

ᖹ㠃ᅗᖹ㠃ᅗ

㞄᥋䜾䝷䝣 㞄᥋䜾䝷䝣

㞄᥋䜾䝷䝣㞄᥋䜾䝷䝣

ὀ�/�ᒃ㛫ࠊ.�ྎᡤࠊ'�㣗ᇽࠊ%�ᐷᐊ6ࠊ�᭩ᩪ
ࡿࡍࡃࡼࠕࡣ͇۔͆ ࠊࠖ͆ ࠖࡿࡍࡣࡲࡓࠕࡣ͇ۑ

ὀ�/�ᒃ㛫ࠊ.�ྎᡤࠊ'�㣗ᇽࠊ%�ᐷᐊ6ࠊ�᭩ᩪ
ࡿࡍࡃࡼࠕࡣ͇۔͆ ࠊࠖ͆ ࠖࡿࡍࡣࡲࡓࠕࡣ͇ۑ

ὀ�/�ᒃ㛫ࠊ.�ྎᡤࠊ'�㣗ᇽࠊ%�ᐷᐊ6ࠊ�᭩ᩪ
ࡿࡍࡃࡼࠕࡣ͇۔͆ ࠊࠖ͆ ࠖࡿࡍࡣࡲࡓࠕࡣ͇ۑ

ὀ�/�ᒃ㛫ࠊ.�ྎᡤࠊ'�㣗ᇽࠊ%�ᐷᐊ6ࠊ�᭩ᩪ
ࡿࡍࡃࡼࠕࡣ͇۔͆ ࠊࠖ͆ ࠖࡿࡍࡣࡲࡓࠕࡣ͇ۑ

ᒃ㛫㐃⤖ᆺ

ᒃ㛫㐃⤖ᆺᒃ㛫㐃⤖ᆺ
ᐊグྕ L D B B’ B” S Balcony

ᗋᗙ ۑ ۑ
᳔Ꮚᗙ ۔
㠐⬺䛞 ۔ ۔ ۔ ۔
ᅋ䜙䜣 ۔
㣗 ۑ ۔

䝔䝺䝡㚷㈹ ۑ ۔
ㄞ᭩ ۔
 ۔

ᐊグྕ L D B B’ B” S Balcony

ᗋᗙ ۔ ۑ
᳔Ꮚᗙ ۔
㠐⬺䛞 ۔ ۔
ᅋ䜙䜣 ۔
㣗 ۔ ۑ

䝔䝺䝡㚷㈹ ۔ ۑ
ㄞ᭩ ۑ
 ۑ

ᩚ⌮␒ྕ ᡤᅾᆅ ᘓ⠏ᖺ᭶ ᵓ㐀ᵝᘧ ᡤ᭷ᙧᘧ

16 ᡂ㒔ᕷṊ༊ 2002 ࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥ ㈤㈚

ఫᡞ㠃✚䠄䟝䠅 ఫᲷ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ఫᡞ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ᐙ᪘ᵓᡂ

120 11 11 �㸦㐩⮬ศ㸧

ᩚ⌮␒ྕ ᡤᅾᆅ ᘓ⠏ᖺ᭶ ᵓ㐀ᵝᘧ ᡤ᭷ᙧᘧ

15 ᡂ㒔ᕷᡂ⳹༊ 1999 ࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥ ㈤㈚

ఫᡞ㠃✚䠄䟝䠅 ఫᲷ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ఫᡞ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ᐙ᪘ᵓᡂ

76 7 5 �㸦㐩⮬ศ㸧

ᐊグྕ L D B B’ B” S Balcony

ᗋᗙ

᳔Ꮚᗙ ۔
㠐⬺䛞 ۔ ۔ ۔ ۔
ᅋ䜙䜣 ۔ ۔
㣗 ۔

䝔䝺䝡㚷㈹ ۔
ㄞ᭩ ۔ ۔
 ۔

ᩚ⌮␒ྕ ᡤᅾᆅ ᘓ⠏ᖺ᭶ ᵓ㐀ᵝᘧ ᡤ᭷ᙧᘧ

14 ᡂ㒔ᕷ⳹㝧༊ 2006 ᵓ㐀࢞ࣥࣞ ಶே

ఫᡞ㠃✚䠄䟝䠅 ఫᲷ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ఫᡞ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ᐙ᪘ᵓᡂ

128 16 8 �㸦ኵጔ㸪୧ぶ㸧

ᒃ㛫㐃⤖ᆺ
ᐊグྕ L D B B’ B” S Balcony

ᗋᗙ

᳔Ꮚᗙ ۔
㠐⬺䛞 ۔ ۔ ۔ ۔
ᅋ䜙䜣 ۔
㣗 ۔

䝔䝺䝡㚷㈹ ۔
ㄞ᭩ ۔
 ۔

ᩚ⌮␒ྕ ᡤᅾᆅ ᘓ⠏ᖺ᭶ ᵓ㐀ᵝᘧ ᡤ᭷ᙧᘧ

13 ᡂ㒔ᕷ㔠∵༊ 1999 ᵓ㐀࢞ࣥࣞ ಶே

ఫᡞ㠃✚䠄䟝䠅 ఫᲷ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ఫᡞ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ᐙ᪘ᵓᡂ

89 7 7 �㸦ẕፉ㸧



-193-

㝃㘓

⏕άᵝᘧ ⏕άᵝᘧ

⏕άᵝᘧ⏕άᵝᘧ

ᖹ㠃ᅗ ᖹ㠃ᅗ

ᖹ㠃ᅗᖹ㠃ᅗ

㞄᥋䜾䝷䝣 㞄᥋䜾䝷䝣

㞄᥋䜾䝷䝣㞄᥋䜾䝷䝣

ὀ�/�ᒃ㛫ࠊ.�ྎᡤࠊ'�㣗ᇽࠊ%�ᐷᐊ6ࠊ�᭩ᩪ
ࡿࡍࡃࡼࠕࡣ͇۔͆ ࠊࠖ͆ ࠖࡿࡍࡣࡲࡓࠕࡣ͇ۑ

ὀ�/�ᒃ㛫ࠊ.�ྎᡤࠊ'�㣗ᇽࠊ%�ᐷᐊ6ࠊ�᭩ᩪ
ࡿࡍࡃࡼࠕࡣ͇۔͆ ࠊࠖ͆ ࠖࡿࡍࡣࡲࡓࠕࡣ͇ۑ

ὀ�/�ᒃ㛫ࠊ.�ྎᡤࠊ'�㣗ᇽࠊ%�ᐷᐊ6ࠊ�᭩ᩪ
ࡿࡍࡃࡼࠕࡣ͇۔͆ ࠊࠖ͆ ࠖࡿࡍࡣࡲࡓࠕࡣ͇ۑ

ὀ�/�ᒃ㛫ࠊ.�ྎᡤࠊ'�㣗ᇽࠊ%�ᐷᐊ6ࠊ�᭩ᩪ
ࡿࡍࡃࡼࠕࡣ͇۔͆ ࠊࠖ͆ ࠖࡿࡍࡣࡲࡓࠕࡣ͇ۑ

ᒃ㛫㐃⤖ᆺ

ᒃ㛫㐃⤖ᆺᒃ㛫㐃⤖ᆺ
ᐊグྕ L D B B’ B” S Balcony

ᗋᗙ

᳔Ꮚᗙ ۔ ۑ
㠐⬺䛞 ۔
ᅋ䜙䜣 ۑ ۔
㣗 ۔

䝔䝺䝡㚷㈹ ۔
ㄞ᭩ ۔


ᐊグྕ L D B B’ B” S Balcony

ᗋᗙ ۑ
᳔Ꮚᗙ ۔
㠐⬺䛞 ۔ ۔ ۔
ᅋ䜙䜣 ۔
㣗 ۔

䝔䝺䝡㚷㈹ ۔
ㄞ᭩ ۔
 ۔

ᩚ⌮␒ྕ ᡤᅾᆅ ᘓ⠏ᖺ᭶ ᵓ㐀ᵝᘧ ᡤ᭷ᙧᘧ

20 ᡂ㒔ᕷ㔠∵༊ 2002 ᵓ㐀࢞ࣥࣞ ㈤㈚

ఫᡞ㠃✚䠄䟝䠅 ఫᲷ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ఫᡞ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ᐙ᪘ᵓᡂ

75 6 3 �㸦ኵጔᜥᏊ㸪୧ぶ㸧

ᩚ⌮␒ྕ ᡤᅾᆅ ᘓ⠏ᖺ᭶ ᵓ㐀ᵝᘧ ᡤ᭷ᙧᘧ

19 ᡂ㒔ᕷ㘊Ụ༊ 2000 ࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥ ㈤㈚

ఫᡞ㠃✚䠄䟝䠅 ఫᲷ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ఫᡞ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ᐙ᪘ᵓᡂ

34 16 13 �㸦⮬ศ㸧

ᐊグྕ L D B B’ B” S Balcony

ᗋᗙ

᳔Ꮚᗙ ۔
㠐⬺䛞 ۔ ۔ ۔ ۔ ۔
ᅋ䜙䜣 ۔ ۔
㣗 ۔

䝔䝺䝡㚷㈹ ۔ ۑ
ㄞ᭩ ۔
 ۔

ᩚ⌮␒ྕ ᡤᅾᆅ ᘓ⠏ᖺ᭶ ᵓ㐀ᵝᘧ ᡤ᭷ᙧᘧ

18 ᡂ㒔ᕷ㟷⨺༊ 2006 ࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥ ಶே

ఫᡞ㠃✚䠄䟝䠅 ఫᲷ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ఫᡞ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ᐙ᪘ᵓᡂ

86 31 22 �㸦୧ぶ⮬ศ㸧

ᒃ㛫㐃⤖ᆺ
ᐊグྕ L D B B’ B” S Balcony

ᗋᗙ

᳔Ꮚᗙ ۔ ۔
㠐⬺䛞 ۔
ᅋ䜙䜣 ۔
㣗 ۔

䝔䝺䝡㚷㈹ ۔
ㄞ᭩ ۔
 ۔

ᩚ⌮␒ྕ ᡤᅾᆅ ᘓ⠏ᖺ᭶ ᵓ㐀ᵝᘧ ᡤ᭷ᙧᘧ

17 ᡂ㒔ᕷ㧗᪂༊ 1995 ᵓ㐀࢞ࣥࣞ ಶே

ఫᡞ㠃✚䠄䟝䠅 ఫᲷ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ఫᡞ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ᐙ᪘ᵓᡂ

100 7 5 �㸦⮬ศ㸧



-194-

㝃㘓

⏕άᵝᘧ ⏕άᵝᘧ

⏕άᵝᘧ⏕άᵝᘧ

ᖹ㠃ᅗ ᖹ㠃ᅗ

ᖹ㠃ᅗᖹ㠃ᅗ

㞄᥋䜾䝷䝣 㞄᥋䜾䝷䝣

㞄᥋䜾䝷䝣㞄᥋䜾䝷䝣

ὀ�/�ᒃ㛫ࠊ.�ྎᡤࠊ'�㣗ᇽࠊ%�ᐷᐊ6ࠊ�᭩ᩪ
ࡿࡍࡃࡼࠕࡣ͇۔͆ ࠊࠖ͆ ࠖࡿࡍࡣࡲࡓࠕࡣ͇ۑ

ὀ�/�ᒃ㛫ࠊ.�ྎᡤࠊ'�㣗ᇽࠊ%�ᐷᐊ6ࠊ�᭩ᩪ
ࡿࡍࡃࡼࠕࡣ͇۔͆ ࠊࠖ͆ ࠖࡿࡍࡣࡲࡓࠕࡣ͇ۑ

ὀ�/�ᒃ㛫ࠊ.�ྎᡤࠊ'�㣗ᇽࠊ%�ᐷᐊ6ࠊ�᭩ᩪ
ࡿࡍࡃࡼࠕࡣ͇۔͆ ࠊࠖ͆ ࠖࡿࡍࡣࡲࡓࠕࡣ͇ۑ

ὀ�/�ᒃ㛫ࠊ.�ྎᡤࠊ'�㣗ᇽࠊ%�ᐷᐊ6ࠊ�᭩ᩪ
ࡿࡍࡃࡼࠕࡣ͇۔͆ ࠊࠖ͆ ࠖࡿࡍࡣࡲࡓࠕࡣ͇ۑ

ᒃ㛫㐃⤖ᆺ

ᒃ㛫㐃⤖ᆺᒃ㛫㐃⤖ᆺ
ᐊグྕ L D B B’ B” S Balcony

ᗋᗙ ۑ
᳔Ꮚᗙ ۔
㠐⬺䛞 ۔
ᅋ䜙䜣 ۔
㣗 ۔

䝔䝺䝡㚷㈹ ۔ ۔ ۑ
ㄞ᭩ ۔ ۑ ۑ
 ۔ ۔ ۑ

ᐊグྕ L D B B’ B” S Balcony

ᗋᗙ ۑ ۑ ۑ ۑ
᳔Ꮚᗙ ۔ ۔ ۔ ۔
㠐⬺䛞 ۑ ۑ ۑ ۑ
ᅋ䜙䜣 ۔
㣗 ۔

䝔䝺䝡㚷㈹ ۔
ㄞ᭩ ۔ ۔ ۔


ᩚ⌮␒ྕ ᡤᅾᆅ ᘓ⠏ᖺ᭶ ᵓ㐀ᵝᘧ ᡤ᭷ᙧᘧ

24 ᡂ㒔ᕷᡂ⳹༊ 2007 ࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥ ಶே

ఫᡞ㠃✚䠄䟝䠅 ఫᲷ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ఫᡞ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ᐙ᪘ᵓᡂ

85 18 18 �㸦ኵጔ㸧

ᩚ⌮␒ྕ ᡤᅾᆅ ᘓ⠏ᖺ᭶ ᵓ㐀ᵝᘧ ᡤ᭷ᙧᘧ

23 ᡂ㒔ᕷ㒔Ụሖ 2000 ࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥ ಶே

ఫᡞ㠃✚䠄䟝䠅 ఫᲷ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ఫᡞ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ᐙ᪘ᵓᡂ

108 7 3 �㸦୧ぶ⮬ศ㸧

ᐊグྕ L D B B’ B” S Balcony

ᗋᗙ ۑ
᳔Ꮚᗙ ۔
㠐⬺䛞 ۔ ۔ ۔
ᅋ䜙䜣 ۔
㣗 ۑ

䝔䝺䝡㚷㈹ ۔ ۑ ۑ
ㄞ᭩ ۑ ۔ ۔
 ۔

ᩚ⌮␒ྕ ᡤᅾᆅ ᘓ⠏ᖺ᭶ ᵓ㐀ᵝᘧ ᡤ᭷ᙧᘧ

22 ᡂ㒔ᕷṊ༊ 2003 ࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥ ಶே

ఫᡞ㠃✚䠄䟝䠅 ఫᲷ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ఫᡞ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ᐙ᪘ᵓᡂ

103 18 8 �㸦୧ぶ⮬ศ㸧

ᒃ㛫㐃⤖ᆺ
ᐊグྕ L D B B’ B” S Balcony

ᗋᗙ

᳔Ꮚᗙ ۔
㠐⬺䛞 ۑ
ᅋ䜙䜣 ۔
㣗 ۔

䝔䝺䝡㚷㈹ ۔
ㄞ᭩



ᩚ⌮␒ྕ ᡤᅾᆅ ᘓ⠏ᖺ᭶ ᵓ㐀ᵝᘧ ᡤ᭷ᙧᘧ

21 ᡂ㒔ᕷ㒔Ụሖ 1999 ᵓ㐀࢞ࣥࣞ ಶே

ఫᡞ㠃✚䠄䟝䠅 ఫᲷ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ఫᡞ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ᐙ᪘ᵓᡂ

62 6 4 �㸦ኵጔᜥᏊ㸪୧ぶ㸧



-195-

㝃㘓

⏕άᵝᘧ ⏕άᵝᘧ

⏕άᵝᘧ⏕άᵝᘧ

ᖹ㠃ᅗ ᖹ㠃ᅗ

ᖹ㠃ᅗᖹ㠃ᅗ

㞄᥋䜾䝷䝣 㞄᥋䜾䝷䝣

㞄᥋䜾䝷䝣㞄᥋䜾䝷䝣

ὀ�/�ᒃ㛫ࠊ.�ྎᡤࠊ'�㣗ᇽࠊ%�ᐷᐊ6ࠊ�᭩ᩪ
ࡿࡍࡃࡼࠕࡣ͇۔͆ ࠊࠖ͆ ࠖࡿࡍࡣࡲࡓࠕࡣ͇ۑ

ὀ�/�ᒃ㛫ࠊ.�ྎᡤࠊ'�㣗ᇽࠊ%�ᐷᐊ6ࠊ�᭩ᩪ
ࡿࡍࡃࡼࠕࡣ͇۔͆ ࠊࠖ͆ ࠖࡿࡍࡣࡲࡓࠕࡣ͇ۑ

ὀ�/�ᒃ㛫ࠊ.�ྎᡤࠊ'�㣗ᇽࠊ%�ᐷᐊ6ࠊ�᭩ᩪ
ࡿࡍࡃࡼࠕࡣ͇۔͆ ࠊࠖ͆ ࠖࡿࡍࡣࡲࡓࠕࡣ͇ۑ

ὀ�/�ᒃ㛫ࠊ.�ྎᡤࠊ'�㣗ᇽࠊ%�ᐷᐊ6ࠊ�᭩ᩪ
ࡿࡍࡃࡼࠕࡣ͇۔͆ ࠊࠖ͆ ࠖࡿࡍࡣࡲࡓࠕࡣ͇ۑ

ᒃ㛫㐃⤖ᆺ

ᒃ㛫㐃⤖ᆺᒃ㛫㐃⤖ᆺ
ᐊグྕ L D B B’ B” S Balcony

ᗋᗙ

᳔Ꮚᗙ ۔ ۔
㠐⬺䛞

ᅋ䜙䜣 ۔
㣗 ۔

䝔䝺䝡㚷㈹ ۔
ㄞ᭩ ۔
 ۔

ᐊグྕ L D B B’ B” S Balcony

ᗋᗙ

᳔Ꮚᗙ ۔
㠐⬺䛞

ᅋ䜙䜣 ۔
㣗 ۔

䝔䝺䝡㚷㈹ ۔
ㄞ᭩ ۔
 ۔

ᩚ⌮␒ྕ ᡤᅾᆅ ᘓ⠏ᖺ᭶ ᵓ㐀ᵝᘧ ᡤ᭷ᙧᘧ

28 ᡂ㒔ᕷᡂ⳹༊ 2007 ࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥ ಶே

ఫᡞ㠃✚䠄䟝䠅 ఫᲷ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ఫᡞ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ᐙ᪘ᵓᡂ

86 18 17 �㸦ኵጔ㸧

ᩚ⌮␒ྕ ᡤᅾᆅ ᘓ⠏ᖺ᭶ ᵓ㐀ᵝᘧ ᡤ᭷ᙧᘧ

27 ᡂ㒔ᕷṊ༊ 2000 ࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥ ಶே

ఫᡞ㠃✚䠄䟝䠅 ఫᲷ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ఫᡞ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ᐙ᪘ᵓᡂ

91 7 5 �㸦୧ぶ⮬ศ㸧

ᐊグྕ L D B B’ B” S Balcony

ᗋᗙ ۔
᳔Ꮚᗙ ۔
㠐⬺䛞 ۔ ۔ ۔ ۔
ᅋ䜙䜣 ۔
㣗 ۔

䝔䝺䝡㚷㈹ ۔
ㄞ᭩ ۔
 ۔

ᩚ⌮␒ྕ ᡤᅾᆅ ᘓ⠏ᖺ᭶ ᵓ㐀ᵝᘧ ᡤ᭷ᙧᘧ

26 ᡂ㒔ᕷᡂ⳹༊ 2007 ࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥ ಶே

ఫᡞ㠃✚䠄䟝䠅 ఫᲷ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ఫᡞ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ᐙ᪘ᵓᡂ

70 34 15 �㸦⮬ศ㸧

ᒃ㛫㐃⤖ᆺ
ᐊグྕ L D B B’ B” S Balcony

ᗋᗙ

᳔Ꮚᗙ ۔
㠐⬺䛞 ۔ ۔ ۔
ᅋ䜙䜣 ۔
㣗 ۑ ۔

䝔䝺䝡㚷㈹ ۔ ۑ
ㄞ᭩ ۑ ۔
 ۔

ᩚ⌮␒ྕ ᡤᅾᆅ ᘓ⠏ᖺ᭶ ᵓ㐀ᵝᘧ ᡤ᭷ᙧᘧ

25 ᡂ㒔ᕷ㒔Ụሖ 2005 ࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥ ಶே

ఫᡞ㠃✚䠄䟝䠅 ఫᲷ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ఫᡞ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ᐙ᪘ᵓᡂ

105 7 2 �㸦୧ぶ⮬ศ㸧



-196-

㝃㘓

⏕άᵝᘧ ⏕άᵝᘧ

⏕άᵝᘧ⏕άᵝᘧ

ᖹ㠃ᅗ ᖹ㠃ᅗ

ᖹ㠃ᅗᖹ㠃ᅗ

㞄᥋䜾䝷䝣 㞄᥋䜾䝷䝣

㞄᥋䜾䝷䝣㞄᥋䜾䝷䝣

ὀ�/�ᒃ㛫ࠊ.�ྎᡤࠊ'�㣗ᇽࠊ%�ᐷᐊ6ࠊ�᭩ᩪ
ࡿࡍࡃࡼࠕࡣ͇۔͆ ࠊࠖ͆ ࠖࡿࡍࡣࡲࡓࠕࡣ͇ۑ

ὀ�/�ᒃ㛫ࠊ.�ྎᡤࠊ'�㣗ᇽࠊ%�ᐷᐊ6ࠊ�᭩ᩪ
ࡿࡍࡃࡼࠕࡣ͇۔͆ ࠊࠖ͆ ࠖࡿࡍࡣࡲࡓࠕࡣ͇ۑ

ὀ�/�ᒃ㛫ࠊ.�ྎᡤࠊ'�㣗ᇽࠊ%�ᐷᐊ6ࠊ�᭩ᩪ
ࡿࡍࡃࡼࠕࡣ͇۔͆ ࠊࠖ͆ ࠖࡿࡍࡣࡲࡓࠕࡣ͇ۑ

ὀ�/�ᒃ㛫ࠊ.�ྎᡤࠊ'�㣗ᇽࠊ%�ᐷᐊ6ࠊ�᭩ᩪ
ࡿࡍࡃࡼࠕࡣ͇۔͆ ࠊࠖ͆ ࠖࡿࡍࡣࡲࡓࠕࡣ͇ۑ

ᒃ㛫㐃⤖ᆺ

ᒃ㛫㐃⤖ᆺᒃ㛫㐃⤖ᆺ
ᐊグྕ L D B B’ B” S Balcony

ᗋᗙ ۔
᳔Ꮚᗙ ۔
㠐⬺䛞 ۔
ᅋ䜙䜣 ۔
㣗 ۔

䝔䝺䝡㚷㈹ ۔
ㄞ᭩ ۔
 ۔

ᐊグྕ L D B B’ B” S Balcony

ᗋᗙ

᳔Ꮚᗙ ۔
㠐⬺䛞 ۔ ۔ ۔
ᅋ䜙䜣 ۑ
㣗 ۔

䝔䝺䝡㚷㈹ ۔
ㄞ᭩ ۔
 ۔

ᩚ⌮␒ྕ ᡤᅾᆅ ᘓ⠏ᖺ᭶ ᵓ㐀ᵝᘧ ᡤ᭷ᙧᘧ

32 ᡂ㒔ᕷṊ༊ 2003 ࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥ ಶே

ఫᡞ㠃✚䠄䟝䠅 ఫᲷ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ఫᡞ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ᐙ᪘ᵓᡂ

93 11 5 �㸦ኵጔ㸪୧ぶ㸧

ᩚ⌮␒ྕ ᡤᅾᆅ ᘓ⠏ᖺ᭶ ᵓ㐀ᵝᘧ ᡤ᭷ᙧᘧ

31 ᡂ㒔ᕷ㟷⨺༊ 2003 ࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥ ㈤㈚

ఫᡞ㠃✚䠄䟝䠅 ఫᲷ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ఫᡞ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ᐙ᪘ᵓᡂ

40 7 1 �㸦⮬ศ㸧

ᐊグྕ L D B B’ B” S Balcony

ᗋᗙ

᳔Ꮚᗙ ۔ ۔
㠐⬺䛞 ۔ ۔ ۔ ۔
ᅋ䜙䜣 ۔ ۑ
㣗 ۑ ۔

䝔䝺䝡㚷㈹ ۔
ㄞ᭩ ۑ ۑ
 ۑ ۑ

ᩚ⌮␒ྕ ᡤᅾᆅ ᘓ⠏ᖺ᭶ ᵓ㐀ᵝᘧ ᡤ᭷ᙧᘧ

30 ᡂ㒔ᕷṊ༊ 2000 ᵓ㐀࢞ࣥࣞ ಶே

ఫᡞ㠃✚䠄䟝䠅 ఫᲷ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ఫᡞ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ᐙ᪘ᵓᡂ

127 6 5 �㸦ጔ�ኵፉࠖ

ᒃ㛫㐃⤖ᆺ
ᐊグྕ L D B B’ B” S Balcony

ᗋᗙ

᳔Ꮚᗙ ۔ ۔ ۔
㠐⬺䛞 ۔ ۔ ۔ ۔ ۔
ᅋ䜙䜣 ۔
㣗 ۔

䝔䝺䝡㚷㈹ ۔
ㄞ᭩ ۔
 ۔

ᩚ⌮␒ྕ ᡤᅾᆅ ᘓ⠏ᖺ᭶ ᵓ㐀ᵝᘧ ᡤ᭷ᙧᘧ

29 ᡂ㒔ᕷᡂ⳹༊ 2007 ࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥ ಶே

ఫᡞ㠃✚䠄䟝䠅 ఫᲷ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ఫᡞ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ᐙ᪘ᵓᡂ

82 18 3 �㸦ኵጔᜥᏊ㸧



-197-

㝃㘓

⏕άᵝᘧ ⏕άᵝᘧ

⏕άᵝᘧ⏕άᵝᘧ

ᖹ㠃ᅗ ᖹ㠃ᅗ

ᖹ㠃ᅗᖹ㠃ᅗ

㞄᥋䜾䝷䝣 㞄᥋䜾䝷䝣

㞄᥋䜾䝷䝣㞄᥋䜾䝷䝣

ὀ�/�ᒃ㛫ࠊ.�ྎᡤࠊ'�㣗ᇽࠊ%�ᐷᐊ6ࠊ�᭩ᩪ
ࡿࡍࡃࡼࠕࡣ͇۔͆ ࠊࠖ͆ ࠖࡿࡍࡣࡲࡓࠕࡣ͇ۑ

ὀ�/�ᒃ㛫ࠊ.�ྎᡤࠊ'�㣗ᇽࠊ%�ᐷᐊ6ࠊ�᭩ᩪ
ࡿࡍࡃࡼࠕࡣ͇۔͆ ࠊࠖ͆ ࠖࡿࡍࡣࡲࡓࠕࡣ͇ۑ

ὀ�/�ᒃ㛫ࠊ.�ྎᡤࠊ'�㣗ᇽࠊ%�ᐷᐊ6ࠊ�᭩ᩪ
ࡿࡍࡃࡼࠕࡣ͇۔͆ ࠊࠖ͆ ࠖࡿࡍࡣࡲࡓࠕࡣ͇ۑ

ὀ�/�ᒃ㛫ࠊ.�ྎᡤࠊ'�㣗ᇽࠊ%�ᐷᐊ6ࠊ�᭩ᩪ
ࡿࡍࡃࡼࠕࡣ͇۔͆ ࠊࠖ͆ ࠖࡿࡍࡣࡲࡓࠕࡣ͇ۑ

ᒃ㛫㐃⤖ᆺ

ᒃ㛫㐃⤖ᆺᒃ㛫㐃⤖ᆺ
ᐊグྕ L D B B’ B” S Balcony

ᗋᗙ ۑ ۑ ۑ
᳔Ꮚᗙ ۔ ۑ ۑ
㠐⬺䛞 ۔ ۑ ۑ
ᅋ䜙䜣 ۔ ۑ
㣗 ۔ ۑ

䝔䝺䝡㚷㈹ ۔
ㄞ᭩ ۔
 ۔

ᐊグྕ L D B B’ B” S Balcony

ᗋᗙ

᳔Ꮚᗙ ۔
㠐⬺䛞 ۔ ۔ ۔
ᅋ䜙䜣 ۔
㣗 ۔

䝔䝺䝡㚷㈹ ۔
ㄞ᭩ ۔
 ۔

ᩚ⌮␒ྕ ᡤᅾᆅ ᘓ⠏ᖺ᭶ ᵓ㐀ᵝᘧ ᡤ᭷ᙧᘧ

36 ᡂ㒔ᕷ㘊Ụ༊ 2008 ࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥ ㈤㈚

ఫᡞ㠃✚䠄䟝䠅 ఫᲷ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ఫᡞ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ᐙ᪘ᵓᡂ

38 18 4 �㸦⮬ศ㸧

ᩚ⌮␒ྕ ᡤᅾᆅ ᘓ⠏ᖺ᭶ ᵓ㐀ᵝᘧ ᡤ᭷ᙧᘧ

35 ᡂ㒔ᕷᡂ⳹༊ 2009 ࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥ ಶே

ఫᡞ㠃✚䠄䟝䠅 ఫᲷ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ఫᡞ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ᐙ᪘ᵓᡂ

4633 33 28 �㸦⮬ศ㸧

ᐊグྕ L D B B’ B” S Balcony

ᗋᗙ ۑ
᳔Ꮚᗙ ۔ ۔
㠐⬺䛞

ᅋ䜙䜣 ۔ ۔
㣗 ۔ ۔

䝔䝺䝡㚷㈹ ۔
ㄞ᭩ ۔ ۔
 ۔ ۔

ᩚ⌮␒ྕ ᡤᅾᆅ ᘓ⠏ᖺ᭶ ᵓ㐀ᵝᘧ ᡤ᭷ᙧᘧ

34 ᡂ㒔ᕷ㘊Ụ༊ 2004 ࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥ ಶே

ఫᡞ㠃✚䠄䟝䠅 ఫᲷ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ఫᡞ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ᐙ᪘ᵓᡂ

110 5 4 �㸦୧ぶ⮬ศ㸧

ᒃ㛫㐃⤖ᆺ
ᐊグྕ L D B B’ B” S Balcony

ᗋᗙ ۑ
᳔Ꮚᗙ ۔ ۑ
㠐⬺䛞 ۑ ۑ
ᅋ䜙䜣 ۔
㣗 ۑ ۔

䝔䝺䝡㚷㈹ ۔ ۔
ㄞ᭩ ۔ ۔ ۔
 ۔

ᩚ⌮␒ྕ ᡤᅾᆅ ᘓ⠏ᖺ᭶ ᵓ㐀ᵝᘧ ᡤ᭷ᙧᘧ

33 ᡂ㒔ᕷᡂ⳹༊ 2007 ࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥ ಶே

ఫᡞ㠃✚䠄䟝䠅 ఫᲷ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ఫᡞ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ᐙ᪘ᵓᡂ

82 18 15 �㸦ጔኵ㸧



-198-

㝃㘓

⏕άᵝᘧ ⏕άᵝᘧ

⏕άᵝᘧ⏕άᵝᘧ

ᖹ㠃ᅗ ᖹ㠃ᅗ

ᖹ㠃ᅗᖹ㠃ᅗ

㞄᥋䜾䝷䝣 㞄᥋䜾䝷䝣

㞄᥋䜾䝷䝣㞄᥋䜾䝷䝣

ὀ�/�ᒃ㛫ࠊ.�ྎᡤࠊ'�㣗ᇽࠊ%�ᐷᐊ6ࠊ�᭩ᩪ
ࡿࡍࡃࡼࠕࡣ͇۔͆ ࠊࠖ͆ ࠖࡿࡍࡣࡲࡓࠕࡣ͇ۑ

ὀ�/�ᒃ㛫ࠊ.�ྎᡤࠊ'�㣗ᇽࠊ%�ᐷᐊ6ࠊ�᭩ᩪ
ࡿࡍࡃࡼࠕࡣ͇۔͆ ࠊࠖ͆ ࠖࡿࡍࡣࡲࡓࠕࡣ͇ۑ

ὀ�/�ᒃ㛫ࠊ.�ྎᡤࠊ'�㣗ᇽࠊ%�ᐷᐊ6ࠊ�᭩ᩪ
ࡿࡍࡃࡼࠕࡣ͇۔͆ ࠊࠖ͆ ࠖࡿࡍࡣࡲࡓࠕࡣ͇ۑ

ὀ�/�ᒃ㛫ࠊ.�ྎᡤࠊ'�㣗ᇽࠊ%�ᐷᐊ6ࠊ�᭩ᩪ
ࡿࡍࡃࡼࠕࡣ͇۔͆ ࠊࠖ͆ ࠖࡿࡍࡣࡲࡓࠕࡣ͇ۑ

ᒃ㛫㐃⤖ᆺ

ᒃ㛫㐃⤖ᆺᒃ㛫㐃⤖ᆺ
ᐊグྕ L D B B’ B” S Balcony

ᗋᗙ

᳔Ꮚᗙ ۔
㠐⬺䛞 ۔ ۔
ᅋ䜙䜣 ۔
㣗

䝔䝺䝡㚷㈹ ۔
ㄞ᭩ ۔
 ۔

ᐊグྕ L D B B’ B” S Balcony

ᗋᗙ

᳔Ꮚᗙ ۑ
㠐⬺䛞 ۔
ᅋ䜙䜣 ۔
㣗 ۔

䝔䝺䝡㚷㈹ ۔
ㄞ᭩ ۑ
 ۑ

ᩚ⌮␒ྕ ᡤᅾᆅ ᘓ⠏ᖺ᭶ ᵓ㐀ᵝᘧ ᡤ᭷ᙧᘧ

40 ᡂ㒔ᕷ㔠∵༊ 2003 ࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥ ㈤㈚

ఫᡞ㠃✚䠄䟝䠅 ఫᲷ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ఫᡞ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ᐙ᪘ᵓᡂ

20 8 5 �㸦⮬ศ㸧

ᩚ⌮␒ྕ ᡤᅾᆅ ᘓ⠏ᖺ᭶ ᵓ㐀ᵝᘧ ᡤ᭷ᙧᘧ

39 ᡂ㒔ᕷ㔠∵༊ 1983 ᵓ㐀࢞ࣥࣞ ㈤㈚

ఫᡞ㠃✚䠄䟝䠅 ఫᲷ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ఫᡞ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ᐙ᪘ᵓᡂ

85 7 7 �㸦㐩⮬ศ㸧

ᐊグྕ L D B B’ B” S Balcony

ᗋᗙ

᳔Ꮚᗙ ۔ ۑ ۔
㠐⬺䛞 ۔ ۔ ۔
ᅋ䜙䜣 ۔
㣗 ۔ ۑ

䝔䝺䝡㚷㈹ ۔ ۔
ㄞ᭩ ۑ ۑ ۔ ۔
 ۔

ᩚ⌮␒ྕ ᡤᅾᆅ ᘓ⠏ᖺ᭶ ᵓ㐀ᵝᘧ ᡤ᭷ᙧᘧ

38 ᡂ㒔ᕷṊ༊ 2003 ࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥ ಶே

ఫᡞ㠃✚䠄䟝䠅 ఫᲷ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ఫᡞ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ᐙ᪘ᵓᡂ

160 30 14 �㸦୧ぶ⮬ศ㸧

ᒃ㛫㐃⤖ᆺ
ᐊグྕ L D B B’ B” S Balcony

ᗋᗙ ۔ ۔
᳔Ꮚᗙ ۔
㠐⬺䛞 ۔ ۑ
ᅋ䜙䜣 ۔ ۔ ۔
㣗 ۔

䝔䝺䝡㚷㈹ ۔
ㄞ᭩ ۔ ۔
 ۔

ᩚ⌮␒ྕ ᡤᅾᆅ ᘓ⠏ᖺ᭶ ᵓ㐀ᵝᘧ ᡤ᭷ᙧᘧ

37 ᡂ㒔ᕷ㘊Ụ༊ 2006 ࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥ ಶே

ఫᡞ㠃✚䠄䟝䠅 ఫᲷ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ఫᡞ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ᐙ᪘ᵓᡂ

71 28 22 �㸦⮬ศ㸧

㻝㝵ᖹ㠃ᅗ 㻞㝵ᖹ㠃ᅗ



-199-

㝃㘓

⏕άᵝᘧ ⏕άᵝᘧ

⏕άᵝᘧ⏕άᵝᘧ

ᖹ㠃ᅗ ᖹ㠃ᅗ

ᖹ㠃ᅗᖹ㠃ᅗ

㞄᥋䜾䝷䝣 㞄᥋䜾䝷䝣

㞄᥋䜾䝷䝣㞄᥋䜾䝷䝣

ὀ�/�ᒃ㛫ࠊ.�ྎᡤࠊ'�㣗ᇽࠊ%�ᐷᐊ6ࠊ�᭩ᩪ
ࡿࡍࡃࡼࠕࡣ͇۔͆ ࠊࠖ͆ ࠖࡿࡍࡣࡲࡓࠕࡣ͇ۑ

ὀ�/�ᒃ㛫ࠊ.�ྎᡤࠊ'�㣗ᇽࠊ%�ᐷᐊ6ࠊ�᭩ᩪ
ࡿࡍࡃࡼࠕࡣ͇۔͆ ࠊࠖ͆ ࠖࡿࡍࡣࡲࡓࠕࡣ͇ۑ

ὀ�/�ᒃ㛫ࠊ.�ྎᡤࠊ'�㣗ᇽࠊ%�ᐷᐊ6ࠊ�᭩ᩪ
ࡿࡍࡃࡼࠕࡣ͇۔͆ ࠊࠖ͆ ࠖࡿࡍࡣࡲࡓࠕࡣ͇ۑ

ὀ�/�ᒃ㛫ࠊ.�ྎᡤࠊ'�㣗ᇽࠊ%�ᐷᐊ6ࠊ�᭩ᩪ
ࡿࡍࡃࡼࠕࡣ͇۔͆ ࠊࠖ͆ ࠖࡿࡍࡣࡲࡓࠕࡣ͇ۑ

ᒃ㛫㐃⤖ᆺ

ᒃ㛫㐃⤖ᆺᒃ㛫㐃⤖ᆺ
ᐊグྕ L D B B’ B” S Balcony

ᗋᗙ ۑ
᳔Ꮚᗙ ۔ ۔
㠐⬺䛞 ۔ ۔
ᅋ䜙䜣 ۔ ۔
㣗 ۔

䝔䝺䝡㚷㈹ ۔
ㄞ᭩ ۔ ۔
 ۔

ᐊグྕ L D B B’ B” S Balcony

ᗋᗙ

᳔Ꮚᗙ ۔ ۔ ۔ ۔
㠐⬺䛞 ۔ ۔ ۔ ۔ ۔ ۔
ᅋ䜙䜣 ۑ ۑ ۑ ۔
㣗 ۔

䝔䝺䝡㚷㈹ ۑ ۔
ㄞ᭩ ۑ ۔
 ۔

ᩚ⌮␒ྕ ᡤᅾᆅ ᘓ⠏ᖺ᭶ ᵓ㐀ᵝᘧ ᡤ᭷ᙧᘧ

44 ⥥㝧ᕷ㐟༊ 2005 ࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥ ಶே

ఫᡞ㠃✚䠄䟝䠅 ఫᲷ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ఫᡞ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ᐙ᪘ᵓᡂ

80 8 4 �㸦ጔࠊኵᜥᏊ㸧

ᩚ⌮␒ྕ ᡤᅾᆅ ᘓ⠏ᖺ᭶ ᵓ㐀ᵝᘧ ᡤ᭷ᙧᘧ

43 ᡂ㒔ᕷ㔠∵༊ 2004 ࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥ ಶே

ఫᡞ㠃✚䠄䟝䠅 ఫᲷ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ఫᡞ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ᐙ᪘ᵓᡂ

120 27 4 �㸦ጔࠊኵፉ㸧

ᐊグྕ L D B B’ B” S Balcony

ᗋᗙ

᳔Ꮚᗙ ۔
㠐⬺䛞 ۔
ᅋ䜙䜣 ۑ
㣗 ۔

䝔䝺䝡㚷㈹ ۔
ㄞ᭩ ۔
 ۔

ᩚ⌮␒ྕ ᡤᅾᆅ ᘓ⠏ᖺ᭶ ᵓ㐀ᵝᘧ ᡤ᭷ᙧᘧ

42 ᡂ㒔ᕷṊ༊ 2006 ࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥ ಶே

ఫᡞ㠃✚䠄䟝䠅 ఫᲷ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ఫᡞ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ᐙ᪘ᵓᡂ

56 32 11 �㸦ኵጔ㸧

ᒃ㛫㐃⤖ᆺ
ᐊグྕ L D B B’ B” S Balcony

ᗋᗙ

᳔Ꮚᗙ ۔ ۑ
㠐⬺䛞 ۔ ۔ ۔ ۔
ᅋ䜙䜣 ۔
㣗 ۔

䝔䝺䝡㚷㈹ ۔
ㄞ᭩ ۔
 ۑ

ᩚ⌮␒ྕ ᡤᅾᆅ ᘓ⠏ᖺ᭶ ᵓ㐀ᵝᘧ ᡤ᭷ᙧᘧ

41 ᡂ㒔ᕷ㟷⨺༊ 1992 ࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥ ಶே

ఫᡞ㠃✚䠄䟝䠅 ఫᲷ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ఫᡞ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ᐙ᪘ᵓᡂ

96 17 3 �㸦ኵጔ㸪୧ぶ㸧



-200-

㝃㘓

⏕άᵝᘧ ⏕άᵝᘧ

⏕άᵝᘧ⏕άᵝᘧ

ᖹ㠃ᅗ ᖹ㠃ᅗ

ᖹ㠃ᅗᖹ㠃ᅗ

㞄᥋䜾䝷䝣 㞄᥋䜾䝷䝣

㞄᥋䜾䝷䝣㞄᥋䜾䝷䝣

ὀ�/�ᒃ㛫ࠊ.�ྎᡤࠊ'�㣗ᇽࠊ%�ᐷᐊ6ࠊ�᭩ᩪ
ࡿࡍࡃࡼࠕࡣ͇۔͆ ࠊࠖ͆ ࠖࡿࡍࡣࡲࡓࠕࡣ͇ۑ

ὀ�/�ᒃ㛫ࠊ.�ྎᡤࠊ'�㣗ᇽࠊ%�ᐷᐊ6ࠊ�᭩ᩪ
ࡿࡍࡃࡼࠕࡣ͇۔͆ ࠊࠖ͆ ࠖࡿࡍࡣࡲࡓࠕࡣ͇ۑ

ὀ�/�ᒃ㛫ࠊ.�ྎᡤࠊ'�㣗ᇽࠊ%�ᐷᐊ6ࠊ�᭩ᩪ
ࡿࡍࡃࡼࠕࡣ͇۔͆ ࠊࠖ͆ ࠖࡿࡍࡣࡲࡓࠕࡣ͇ۑ

ὀ�/�ᒃ㛫ࠊ.�ྎᡤࠊ'�㣗ᇽࠊ%�ᐷᐊ6ࠊ�᭩ᩪ
ࡿࡍࡃࡼࠕࡣ͇۔͆ ࠊࠖ͆ ࠖࡿࡍࡣࡲࡓࠕࡣ͇ۑ

ᒃ㛫㐃⤖ᆺ

ᒃ㛫㐃⤖ᆺᒃ㛫㐃⤖ᆺ
ᐊグྕ L D B B’ B” S Balcony

ᗋᗙ ۔
᳔Ꮚᗙ ۔ ۔ ۔
㠐⬺䛞 ۔ ۔ ۔ ۔ ۔
ᅋ䜙䜣 ۔
㣗 ۔

䝔䝺䝡㚷㈹ ۔ ۑ ۑ ۑ
ㄞ᭩ ۑ ۑ ۑ
 ۑ ۑ

ᐊグྕ L D B B’ B” S Balcony

ᗋᗙ ۔ ۑ
᳔Ꮚᗙ ۔ ۔
㠐⬺䛞 ۔ ۔ ۔ ۔
ᅋ䜙䜣 ۔
㣗 ۑ ۔

䝔䝺䝡㚷㈹ ۔ ۑ
ㄞ᭩ ۑ ۔
 ۔

ᩚ⌮␒ྕ ᡤᅾᆅ ᘓ⠏ᖺ᭶ ᵓ㐀ᵝᘧ ᡤ᭷ᙧᘧ

48 ⥥㝧ᕷᇵᇛ༊ 2005 ࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥ ಶே

ఫᡞ㠃✚䠄䟝䠅 ఫᲷ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ఫᡞ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ᐙ᪘ᵓᡂ

148 7 4 �㸦୧ぶ⮬ศ㸧

ᩚ⌮␒ྕ ᡤᅾᆅ ᘓ⠏ᖺ᭶ ᵓ㐀ᵝᘧ ᡤ᭷ᙧᘧ

47 ⥥㝧ᕷ⤒㛤༊ 2004 ࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥ ಶே

ఫᡞ㠃✚䠄䟝䠅 ఫᲷ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ఫᡞ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ᐙ᪘ᵓᡂ

130 6 5 �㸦ጔࠊኵፉ㸧

ᐊグྕ L D B B’ B” S Balcony

ᗋᗙ

᳔Ꮚᗙ ۔ ۔
㠐⬺䛞 ۔ ۔ ۔
ᅋ䜙䜣 ۔ ۔
㣗 ۔

䝔䝺䝡㚷㈹ ۔ ۔
ㄞ᭩ ۔
 ۔

ᩚ⌮␒ྕ ᡤᅾᆅ ᘓ⠏ᖺ᭶ ᵓ㐀ᵝᘧ ᡤ᭷ᙧᘧ

46 ⥥㝧ᕷᇵᇛ༊ 1999 ᵓ㐀࢞ࣥࣞ ಶே

ఫᡞ㠃✚䠄䟝䠅 ఫᲷ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ఫᡞ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ᐙ᪘ᵓᡂ

145 16 14 �㸦ጔࠊኵፉ㸧

ᒃ㛫㐃⤖ᆺ
ᐊグྕ L D B B’ B” S Balcony

ᗋᗙ

᳔Ꮚᗙ ۔ ۔ ۑ ۑ ۑ ۔
㠐⬺䛞 ۑ ۑ ۑ
ᅋ䜙䜣 ۔
㣗 ۔

䝔䝺䝡㚷㈹ ۔
ㄞ᭩ ۔
 ۔

ᩚ⌮␒ྕ ᡤᅾᆅ ᘓ⠏ᖺ᭶ ᵓ㐀ᵝᘧ ᡤ᭷ᙧᘧ

45 ⥥㝧ᕷ㐟༊ 2003 ᵓ㐀࢞ࣥࣞ ಶே

ఫᡞ㠃✚䠄䟝䠅 ఫᲷ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ఫᡞ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ᐙ᪘ᵓᡂ

158 7 7 �㸦ጔࠊኵᜥᏊ㸧



-201-

㝃㘓

⏕άᵝᘧ ⏕άᵝᘧ

⏕άᵝᘧ⏕άᵝᘧ

ᖹ㠃ᅗ ᖹ㠃ᅗ

ᖹ㠃ᅗᖹ㠃ᅗ

㞄᥋䜾䝷䝣 㞄᥋䜾䝷䝣

㞄᥋䜾䝷䝣㞄᥋䜾䝷䝣

ὀ�/�ᒃ㛫ࠊ.�ྎᡤࠊ'�㣗ᇽࠊ%�ᐷᐊ6ࠊ�᭩ᩪ
ࡿࡍࡃࡼࠕࡣ͇۔͆ ࠊࠖ͆ ࠖࡿࡍࡣࡲࡓࠕࡣ͇ۑ

ὀ�/�ᒃ㛫ࠊ.�ྎᡤࠊ'�㣗ᇽࠊ%�ᐷᐊ6ࠊ�᭩ᩪ
ࡿࡍࡃࡼࠕࡣ͇۔͆ ࠊࠖ͆ ࠖࡿࡍࡣࡲࡓࠕࡣ͇ۑ

ὀ�/�ᒃ㛫ࠊ.�ྎᡤࠊ'�㣗ᇽࠊ%�ᐷᐊ6ࠊ�᭩ᩪ
ࡿࡍࡃࡼࠕࡣ͇۔͆ ࠊࠖ͆ ࠖࡿࡍࡣࡲࡓࠕࡣ͇ۑ

ὀ�/�ᒃ㛫ࠊ.�ྎᡤࠊ'�㣗ᇽࠊ%�ᐷᐊ6ࠊ�᭩ᩪ
ࡿࡍࡃࡼࠕࡣ͇۔͆ ࠊࠖ͆ ࠖࡿࡍࡣࡲࡓࠕࡣ͇ۑ

ᒃ㛫㐃⤖ᆺ

ᒃ㛫㐃⤖ᆺᒃ㛫㐃⤖ᆺ
ᐊグྕ L D B B’ B” S Balcony

ᗋᗙ

᳔Ꮚᗙ ۔
㠐⬺䛞 ۔ ۔ ۔
ᅋ䜙䜣 ۔
㣗 ۔

䝔䝺䝡㚷㈹ ۔
ㄞ᭩ ۔
 ۔

ᐊグྕ L D B B’ B” S Balcony

ᗋᗙ

᳔Ꮚᗙ ۔ ۔
㠐⬺䛞 ۔ ۔ ۔ ۔
ᅋ䜙䜣 ۔ ۔
㣗 ۔

䝔䝺䝡㚷㈹ ۔
ㄞ᭩ ۔
 ۔

ᩚ⌮␒ྕ ᡤᅾᆅ ᘓ⠏ᖺ᭶ ᵓ㐀ᵝᘧ ᡤ᭷ᙧᘧ

52 ན㛛ᕷᛮ᫂༊ 2005 ࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥ ಶே

ఫᡞ㠃✚䠄䟝䠅 ఫᲷ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ఫᡞ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ᐙ᪘ᵓᡂ

116 11 6 �㸦୧ぶ⮬ศ

ᩚ⌮␒ྕ ᡤᅾᆅ ᘓ⠏ᖺ᭶ ᵓ㐀ᵝᘧ ᡤ᭷ᙧᘧ

51 ⥥㝧ᕷ㐟༊ 2005 ࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥ ಶே

ఫᡞ㠃✚䠄䟝䠅 ఫᲷ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ఫᡞ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ᐙ᪘ᵓᡂ

100 7 5 �㸦୧ぶࠊ⮬ศጒ㸧

ᐊグྕ L D B B’ B” S Balcony

ᗋᗙ

᳔Ꮚᗙ ۔ ۔
㠐⬺䛞 ۔ ۔ ۔ ۔
ᅋ䜙䜣 ۔
㣗 ۔

䝔䝺䝡㚷㈹ ۔
ㄞ᭩ ۔
 ۔

ᩚ⌮␒ྕ ᡤᅾᆅ ᘓ⠏ᖺ᭶ ᵓ㐀ᵝᘧ ᡤ᭷ᙧᘧ

50 ⥥㝧ᕷ㐟༊ 2004 ࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥ ಶே

ఫᡞ㠃✚䠄䟝䠅 ఫᲷ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ఫᡞ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ᐙ᪘ᵓᡂ

90 6 2 �㸦୧ぶࠊ⮬ศጜ

ᒃ㛫㐃⤖ᆺ
ᐊグྕ L D B B’ B” S Balcony

ᗋᗙ ۔ ۔
᳔Ꮚᗙ ۔ ۔ ۔
㠐⬺䛞 ۔ ۔
ᅋ䜙䜣 ۔ ۔
㣗 ۔

䝔䝺䝡㚷㈹ ۔
ㄞ᭩ ۔ ۔
 ۔

ᩚ⌮␒ྕ ᡤᅾᆅ ᘓ⠏ᖺ᭶ ᵓ㐀ᵝᘧ ᡤ᭷ᙧᘧ

49 ⥥㝧ᕷᇵᇛ༊ 2005 ࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥ ಶே

ఫᡞ㠃✚䠄䟝䠅 ఫᲷ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ఫᡞ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ᐙ᪘ᵓᡂ

153 18 15 �㸦ጔࠊኵፉ㸧



-202-

㝃㘓

⏕άᵝᘧ ⏕άᵝᘧ

⏕άᵝᘧ⏕άᵝᘧ

ᖹ㠃ᅗ ᖹ㠃ᅗ

ᖹ㠃ᅗᖹ㠃ᅗ

㞄᥋䜾䝷䝣 㞄᥋䜾䝷䝣

㞄᥋䜾䝷䝣㞄᥋䜾䝷䝣

ὀ�/�ᒃ㛫ࠊ.�ྎᡤࠊ'�㣗ᇽࠊ%�ᐷᐊ6ࠊ�᭩ᩪ
ࡿࡍࡃࡼࠕࡣ͇۔͆ ࠊࠖ͆ ࠖࡿࡍࡣࡲࡓࠕࡣ͇ۑ

ὀ�/�ᒃ㛫ࠊ.�ྎᡤࠊ'�㣗ᇽࠊ%�ᐷᐊ6ࠊ�᭩ᩪ
ࡿࡍࡃࡼࠕࡣ͇۔͆ ࠊࠖ͆ ࠖࡿࡍࡣࡲࡓࠕࡣ͇ۑ

ὀ�/�ᒃ㛫ࠊ.�ྎᡤࠊ'�㣗ᇽࠊ%�ᐷᐊ6ࠊ�᭩ᩪ
ࡿࡍࡃࡼࠕࡣ͇۔͆ ࠊࠖ͆ ࠖࡿࡍࡣࡲࡓࠕࡣ͇ۑ

ὀ�/�ᒃ㛫ࠊ.�ྎᡤࠊ'�㣗ᇽࠊ%�ᐷᐊ6ࠊ�᭩ᩪ
ࡿࡍࡃࡼࠕࡣ͇۔͆ ࠊࠖ͆ ࠖࡿࡍࡣࡲࡓࠕࡣ͇ۑ

ᒃ㛫㐃⤖ᆺ

ᒃ㛫㐃⤖ᆺᗯୗ㐃⤖ᆺ
ᐊグྕ L D B B’ B” S Balcony

ᗋᗙ ۑ
᳔Ꮚᗙ ۔ ۔
㠐⬺䛞 ۔ ۔ ۔ ۔ ۔
ᅋ䜙䜣 ۔
㣗 ۔ ۔

䝔䝺䝡㚷㈹ ۔
ㄞ᭩ ۑ ۑ ۑ ۔
 ۔

ᐊグྕ L D B B’ B” S Balcony

ᗋᗙ ۔
᳔Ꮚᗙ ۔ ۔
㠐⬺䛞 ۔
ᅋ䜙䜣 ۔
㣗 ۑ ۑ

䝔䝺䝡㚷㈹ ۔ ۑ
ㄞ᭩ ۑ ۔
 ۔

ᩚ⌮␒ྕ ᡤᅾᆅ ᘓ⠏ᖺ᭶ ᵓ㐀ᵝᘧ ᡤ᭷ᙧᘧ

56 ན㛛ᕷᛮ᫂༊ 1995 ᵓ㐀࢞ࣥࣞ ಶே

ఫᡞ㠃✚䠄䟝䠅 ఫᲷ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ఫᡞ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ᐙ᪘ᵓᡂ

100 7 2 �㸦ጔኵ㸧

ᩚ⌮␒ྕ ᡤᅾᆅ ᘓ⠏ᖺ᭶ ᵓ㐀ᵝᘧ ᡤ᭷ᙧᘧ

55 ན㛛Ꮫ 1980 ᵓ㐀࢞ࣥࣞ ᅜ᭷

ఫᡞ㠃✚䠄䟝䠅 ఫᲷ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ఫᡞ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ᐙ᪘ᵓᡂ

80 2 1 �㸦ጔࠊኵፉ㸧

ᐊグྕ L D B B’ B” S Balcony

ᗋᗙ

᳔Ꮚᗙ ۔
㠐⬺䛞

ᅋ䜙䜣 ۔
㣗 ۔

䝔䝺䝡㚷㈹ ۔
ㄞ᭩ ۔ ۑ
 ۑ ۔

ᩚ⌮␒ྕ ᡤᅾᆅ ᘓ⠏ᖺ᭶ ᵓ㐀ᵝᘧ ᡤ᭷ᙧᘧ

54 ན㛛ᕷᛮ᫂༊ 2001 ࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥ ಶே

ఫᡞ㠃✚䠄䟝䠅 ఫᲷ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ఫᡞ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ᐙ᪘ᵓᡂ

53 8 3 �㸦ጔኵ㸧

ᒃ㛫㐃⤖ᆺ
ᐊグྕ L D B B’ B” S Balcony

ᗋᗙ ۑ
᳔Ꮚᗙ ۔
㠐⬺䛞 ۔
ᅋ䜙䜣 ۔
㣗 ۔

䝔䝺䝡㚷㈹ ۔
ㄞ᭩ ۔
 ۔

ᩚ⌮␒ྕ ᡤᅾᆅ ᘓ⠏ᖺ᭶ ᵓ㐀ᵝᘧ ᡤ᭷ᙧᘧ

53 ན㛛ᕷ†㔛༊ 1999 ᵓ㐀࢞ࣥࣞ ㈤㈚

ఫᡞ㠃✚䠄䟝䠅 ఫᲷ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ఫᡞ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ᐙ᪘ᵓᡂ

40 7 3 �㸦ጔኵ㸧



-203-

㝃㘓

⏕άᵝᘧ ⏕άᵝᘧ

⏕άᵝᘧ⏕άᵝᘧ

ᖹ㠃ᅗ ᖹ㠃ᅗ

ᖹ㠃ᅗᖹ㠃ᅗ

㞄᥋䜾䝷䝣 㞄᥋䜾䝷䝣

㞄᥋䜾䝷䝣㞄᥋䜾䝷䝣

ὀ�/�ᒃ㛫ࠊ.�ྎᡤࠊ'�㣗ᇽࠊ%�ᐷᐊ6ࠊ�᭩ᩪ
ࡿࡍࡃࡼࠕࡣ͇۔͆ ࠊࠖ͆ ࠖࡿࡍࡣࡲࡓࠕࡣ͇ۑ

ὀ�/�ᒃ㛫ࠊ.�ྎᡤࠊ'�㣗ᇽࠊ%�ᐷᐊ6ࠊ�᭩ᩪ
ࡿࡍࡃࡼࠕࡣ͇۔͆ ࠊࠖ͆ ࠖࡿࡍࡣࡲࡓࠕࡣ͇ۑ

ὀ�/�ᒃ㛫ࠊ.�ྎᡤࠊ'�㣗ᇽࠊ%�ᐷᐊ6ࠊ�᭩ᩪ
ࡿࡍࡃࡼࠕࡣ͇۔͆ ࠊࠖ͆ ࠖࡿࡍࡣࡲࡓࠕࡣ͇ۑ

ὀ�/�ᒃ㛫ࠊ.�ྎᡤࠊ'�㣗ᇽࠊ%�ᐷᐊ6ࠊ�᭩ᩪ
ࡿࡍࡃࡼࠕࡣ͇۔͆ ࠊࠖ͆ ࠖࡿࡍࡣࡲࡓࠕࡣ͇ۑ

ᒃ㛫㐃⤖ᆺ

ᒃ㛫㐃⤖ᆺᒃ㛫㐃⤖ᆺ
ᐊグྕ L D B B’ B” S Balcony

ᗋᗙ ۔ ۔
᳔Ꮚᗙ ۔ ۔
㠐⬺䛞 ۔ ۔ ۔ ۔ ۔
ᅋ䜙䜣 ۔ ۔
㣗 ۔

䝔䝺䝡㚷㈹ ۔
ㄞ᭩ ۔
 ۔ ۔

ᐊグྕ L D B B’ B” S Balcony

ᗋᗙ

᳔Ꮚᗙ ۔ ۔
㠐⬺䛞 ۔ ۔ ۔
ᅋ䜙䜣 ۑ
㣗 ۑ

䝔䝺䝡㚷㈹ ۑ
ㄞ᭩ ۑ
 ۑ

ᩚ⌮␒ྕ ᡤᅾᆅ ᘓ⠏ᖺ᭶ ᵓ㐀ᵝᘧ ᡤ᭷ᙧᘧ

60 ༡ிᕷỤᑀ༊ 2007 ࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥ ಶே

ఫᡞ㠃✚䠄䟝䠅 ఫᲷ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ఫᡞ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ᐙ᪘ᵓᡂ

119 9 4 �㸦ጔኵ㸧

ᩚ⌮␒ྕ ᡤᅾᆅ ᘓ⠏ᖺ᭶ ᵓ㐀ᵝᘧ ᡤ᭷ᙧᘧ

59 ༡ிᕷⓑୗ༊ 1994 ᵓ㐀࢞ࣥࣞ ㈤㈚

ఫᡞ㠃✚䠄䟝䠅 ఫᲷ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ఫᡞ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ᐙ᪘ᵓᡂ

39 7 6 �㸦⮬ศ㸧

ᐊグྕ L D B B’ B” S Balcony

ᗋᗙ

᳔Ꮚᗙ ۔ ۔ ۔ ۔
㠐⬺䛞 ۑ ۑ ۑ
ᅋ䜙䜣 ۔
㣗 ۑ ۑ ۑ ۑ

䝔䝺䝡㚷㈹ ۔
ㄞ᭩ ۔ ۔ ۔


ᩚ⌮␒ྕ ᡤᅾᆅ ᘓ⠏ᖺ᭶ ᵓ㐀ᵝᘧ ᡤ᭷ᙧᘧ

58 ན㛛ᕷᛮ᫂༊ 1997 ᵓ㐀࢞ࣥࣞ ㈤㈚

ఫᡞ㠃✚䠄䟝䠅 ఫᲷ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ఫᡞ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ᐙ᪘ᵓᡂ

119 11 6 �㸦㐩⮬ศ㸧

ᒃ㛫㐃⤖ᆺ
ᐊグྕ L D B B’ B” S Balcony

ᗋᗙ ۑ ۑ
᳔Ꮚᗙ ۔ ۔
㠐⬺䛞 ۔ ۔ ۔ ۔
ᅋ䜙䜣 ۔
㣗 ۑ ۔

䝔䝺䝡㚷㈹ ۔ ۔
ㄞ᭩ ۑ ۔
 ۑ

ᩚ⌮␒ྕ ᡤᅾᆅ ᘓ⠏ᖺ᭶ ᵓ㐀ᵝᘧ ᡤ᭷ᙧᘧ

57 ན㛛ᕷᛮ᫂༊ 1996 ᵓ㐀࢞ࣥࣞ ಶே

ఫᡞ㠃✚䠄䟝䠅 ఫᲷ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ఫᡞ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ᐙ᪘ᵓᡂ

83 8 6 �㸦ጔኵ㸧



-204-

㝃㘓

⏕άᵝᘧ ⏕άᵝᘧ

⏕άᵝᘧ⏕άᵝᘧ

ᖹ㠃ᅗ ᖹ㠃ᅗ

ᖹ㠃ᅗᖹ㠃ᅗ

㞄᥋䜾䝷䝣 㞄᥋䜾䝷䝣

㞄᥋䜾䝷䝣㞄᥋䜾䝷䝣

ὀ�/�ᒃ㛫ࠊ.�ྎᡤࠊ'�㣗ᇽࠊ%�ᐷᐊ6ࠊ�᭩ᩪ
ࡿࡍࡃࡼࠕࡣ͇۔͆ ࠊࠖ͆ ࠖࡿࡍࡣࡲࡓࠕࡣ͇ۑ

ὀ�/�ᒃ㛫ࠊ.�ྎᡤࠊ'�㣗ᇽࠊ%�ᐷᐊ6ࠊ�᭩ᩪ
ࡿࡍࡃࡼࠕࡣ͇۔͆ ࠊࠖ͆ ࠖࡿࡍࡣࡲࡓࠕࡣ͇ۑ

ὀ�/�ᒃ㛫ࠊ.�ྎᡤࠊ'�㣗ᇽࠊ%�ᐷᐊ6ࠊ�᭩ᩪ
ࡿࡍࡃࡼࠕࡣ͇۔͆ ࠊࠖ͆ ࠖࡿࡍࡣࡲࡓࠕࡣ͇ۑ

ὀ�/�ᒃ㛫ࠊ.�ྎᡤࠊ'�㣗ᇽࠊ%�ᐷᐊ6ࠊ�᭩ᩪ
ࡿࡍࡃࡼࠕࡣ͇۔͆ ࠊࠖ͆ ࠖࡿࡍࡣࡲࡓࠕࡣ͇ۑ

ᒃ㛫㐃⤖ᆺ

ᒃ㛫㐃⤖ᆺᒃ㛫㐃⤖ᆺ
ᐊグྕ L D B B’ B” S Balcony

ᗋᗙ ۔ ۔
᳔Ꮚᗙ ۔ ۔
㠐⬺䛞 ۔ ۔
ᅋ䜙䜣 ۔
㣗 ۔

䝔䝺䝡㚷㈹ ۔
ㄞ᭩ ۔
 ۔

ᐊグྕ L D B B’ B” S Balcony

ᗋᗙ ۔ ۑ ۑ
᳔Ꮚᗙ ۔ ۔ ۔
㠐⬺䛞 ۔ ۔ ۔ ۔
ᅋ䜙䜣 ۔ ۔ ۑ
㣗 ۔

䝔䝺䝡㚷㈹ ۔ ۑ
ㄞ᭩ ۑ ۑ ۔
 ۑ ۔

ᩚ⌮␒ྕ ᡤᅾᆅ ᘓ⠏ᖺ᭶ ᵓ㐀ᵝᘧ ᡤ᭷ᙧᘧ

64 ༡ிᕷᘓᴗ༊ 2008 ࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥ ಶே

ఫᡞ㠃✚䠄䟝䠅 ఫᲷ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ఫᡞ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ᐙ᪘ᵓᡂ

110 10 9 �㸦ጔኵ㸧

ᩚ⌮␒ྕ ᡤᅾᆅ ᘓ⠏ᖺ᭶ ᵓ㐀ᵝᘧ ᡤ᭷ᙧᘧ

63 ༡ிᕷ⋞Ṋ༊ 1985 ᵓ㐀࢞ࣥࣞ ಶே

ఫᡞ㠃✚䠄䟝䠅 ఫᲷ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ఫᡞ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ᐙ᪘ᵓᡂ

54 7 5 �㸦୧ぶ⮬ศ㸧

ᐊグྕ L D B B’ B” S Balcony

ᗋᗙ

᳔Ꮚᗙ ۔ ۔ ۔ ۔
㠐⬺䛞 ۔ ۔ ۔ ۔
ᅋ䜙䜣 ۔ ۔
㣗 ۔

䝔䝺䝡㚷㈹ ۔
ㄞ᭩ ۔
 ۔

ᩚ⌮␒ྕ ᡤᅾᆅ ᘓ⠏ᖺ᭶ ᵓ㐀ᵝᘧ ᡤ᭷ᙧᘧ

62 ༡ிᕷⓑୗ༊ 2007 ࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥ ಶே

ఫᡞ㠃✚䠄䟝䠅 ఫᲷ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ఫᡞ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ᐙ᪘ᵓᡂ

96 18 16 �㸦ጔኵ㸧

ᗯୗ㐃⤖ᆺ
ᐊグྕ L D B B’ B” S Balcony

ᗋᗙ

᳔Ꮚᗙ ۔ ۔
㠐⬺䛞 ۔ ۔ ۔
ᅋ䜙䜣 ۔
㣗 ۑ ۑ

䝔䝺䝡㚷㈹ ۔
ㄞ᭩ ۔
 ۔

ᩚ⌮␒ྕ ᡤᅾᆅ ᘓ⠏ᖺ᭶ ᵓ㐀ᵝᘧ ᡤ᭷ᙧᘧ

61 ༡ிᕷⓑୗ༊ 1980 ᵓ㐀࢞ࣥࣞ ಶே

ఫᡞ㠃✚䠄䟝䠅 ఫᲷ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ఫᡞ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ᐙ᪘ᵓᡂ

26 5 2 �㸦ጔኵ㸧



-205-

㝃㘓

⏕άᵝᘧ ⏕άᵝᘧ

⏕άᵝᘧ⏕άᵝᘧ

ᖹ㠃ᅗ ᖹ㠃ᅗ

ᖹ㠃ᅗᖹ㠃ᅗ

㞄᥋䜾䝷䝣 㞄᥋䜾䝷䝣

㞄᥋䜾䝷䝣㞄᥋䜾䝷䝣

ὀ�/�ᒃ㛫ࠊ.�ྎᡤࠊ'�㣗ᇽࠊ%�ᐷᐊ6ࠊ�᭩ᩪ
ࡿࡍࡃࡼࠕࡣ͇۔͆ ࠊࠖ͆ ࠖࡿࡍࡣࡲࡓࠕࡣ͇ۑ

ὀ�/�ᒃ㛫ࠊ.�ྎᡤࠊ'�㣗ᇽࠊ%�ᐷᐊ6ࠊ�᭩ᩪ
ࡿࡍࡃࡼࠕࡣ͇۔͆ ࠊࠖ͆ ࠖࡿࡍࡣࡲࡓࠕࡣ͇ۑ

ὀ�/�ᒃ㛫ࠊ.�ྎᡤࠊ'�㣗ᇽࠊ%�ᐷᐊ6ࠊ�᭩ᩪ
ࡿࡍࡃࡼࠕࡣ͇۔͆ ࠊࠖ͆ ࠖࡿࡍࡣࡲࡓࠕࡣ͇ۑ

ὀ�/�ᒃ㛫ࠊ.�ྎᡤࠊ'�㣗ᇽࠊ%�ᐷᐊ6ࠊ�᭩ᩪ
ࡿࡍࡃࡼࠕࡣ͇۔͆ ࠊࠖ͆ ࠖࡿࡍࡣࡲࡓࠕࡣ͇ۑ

ᒃ㛫㐃⤖ᆺ

ᒃ㛫㐃⤖ᆺᒃ㛫㐃⤖ᆺ
ᐊグྕ L D B B’ B” S Balcony

ᗋᗙ ۑ ۑ
᳔Ꮚᗙ ۔
㠐⬺䛞 ۔ ۔ ۔ ۔
ᅋ䜙䜣 ۔ ۑ
㣗 ۔

䝔䝺䝡㚷㈹ ۔
ㄞ᭩ ۔ ۔
 ۔

ᐊグྕ L D B B’ B” S Balcony

ᗋᗙ

᳔Ꮚᗙ ۔ ۔ ۔
㠐⬺䛞 ۔ ۔
ᅋ䜙䜣 ۑ ۑ
㣗 ۑ ۔ ۑ

䝔䝺䝡㚷㈹ ۔ ۑ
ㄞ᭩ ۑ ۑ ۔
 ۑ ۔

ᩚ⌮␒ྕ ᡤᅾᆅ ᘓ⠏ᖺ᭶ ᵓ㐀ᵝᘧ ᡤ᭷ᙧᘧ

68 ༡ிᕷ㰘ᴥ༊ 2000 ᵓ㐀࢞ࣥࣞ ㈤㈚

ఫᡞ㠃✚䠄䟝䠅 ఫᲷ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ఫᡞ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ᐙ᪘ᵓᡂ

48 6 5 �㸦ጔኵ㸧

ᩚ⌮␒ྕ ᡤᅾᆅ ᘓ⠏ᖺ᭶ ᵓ㐀ᵝᘧ ᡤ᭷ᙧᘧ

67 ༡ிᕷᘓᴗ༊ 2007 ࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥ ಶே

ఫᡞ㠃✚䠄䟝䠅 ఫᲷ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ఫᡞ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ᐙ᪘ᵓᡂ

91 26 5 �㸦ጔኵ㸧

ᐊグྕ L D B B’ B” S Balcony

ᗋᗙ ۑ
᳔Ꮚᗙ ۔ ۑ ۑ ۑ
㠐⬺䛞 ۔ ۔ ۔ ۔ ۔
ᅋ䜙䜣 ۔
㣗 ۔ ۑ

䝔䝺䝡㚷㈹ ۔
ㄞ᭩ ۔
 ۔

ᩚ⌮␒ྕ ᡤᅾᆅ ᘓ⠏ᖺ᭶ ᵓ㐀ᵝᘧ ᡤ᭷ᙧᘧ

66 ༡ிᕷỤᑀ༊ 2007 ࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥ ಶே

ఫᡞ㠃✚䠄䟝䠅 ఫᲷ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ఫᡞ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ᐙ᪘ᵓᡂ

132 11 4 �㸦ጔኵ㸧

ᒃ㛫㐃⤖ᆺ
ᐊグྕ L D B B’ B” S Balcony

ᗋᗙ ۑ ۔
᳔Ꮚᗙ ۑ ۔ ۑ
㠐⬺䛞 ۔ ۔ ۔ ۔
ᅋ䜙䜣 ۑ ۑ ۑ
㣗 ۔

䝔䝺䝡㚷㈹ ۔
ㄞ᭩ ۔
 ۑ ۔

ᩚ⌮␒ྕ ᡤᅾᆅ ᘓ⠏ᖺ᭶ ᵓ㐀ᵝᘧ ᡤ᭷ᙧᘧ

65 ༡ிᕷ㰘ᴥ༊ 2008 ࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥ ಶே

ఫᡞ㠃✚䠄䟝䠅 ఫᲷ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ఫᡞ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ᐙ᪘ᵓᡂ

80 18 8 �㸦ጜ⮬ศ㸧



-206-

㝃㘓

⏕άᵝᘧ ⏕άᵝᘧ

⏕άᵝᘧ⏕άᵝᘧ

ᖹ㠃ᅗ ᖹ㠃ᅗ

ᖹ㠃ᅗᖹ㠃ᅗ

㞄᥋䜾䝷䝣 㞄᥋䜾䝷䝣

㞄᥋䜾䝷䝣㞄᥋䜾䝷䝣

ὀ�/�ᒃ㛫ࠊ.�ྎᡤࠊ'�㣗ᇽࠊ%�ᐷᐊ6ࠊ�᭩ᩪ
ࡿࡍࡃࡼࠕࡣ͇۔͆ ࠊࠖ͆ ࠖࡿࡍࡣࡲࡓࠕࡣ͇ۑ

ὀ�/�ᒃ㛫ࠊ.�ྎᡤࠊ'�㣗ᇽࠊ%�ᐷᐊ6ࠊ�᭩ᩪ
ࡿࡍࡃࡼࠕࡣ͇۔͆ ࠊࠖ͆ ࠖࡿࡍࡣࡲࡓࠕࡣ͇ۑ

ὀ�/�ᒃ㛫ࠊ.�ྎᡤࠊ'�㣗ᇽࠊ%�ᐷᐊ6ࠊ�᭩ᩪ
ࡿࡍࡃࡼࠕࡣ͇۔͆ ࠊࠖ͆ ࠖࡿࡍࡣࡲࡓࠕࡣ͇ۑ

ὀ�/�ᒃ㛫ࠊ.�ྎᡤࠊ'�㣗ᇽࠊ%�ᐷᐊ6ࠊ�᭩ᩪ
ࡿࡍࡃࡼࠕࡣ͇۔͆ ࠊࠖ͆ ࠖࡿࡍࡣࡲࡓࠕࡣ͇ۑ

ᒃ㛫㐃⤖ᆺ

ᒃ㛫㐃⤖ᆺᒃ㛫㐃⤖ᆺ
ᐊグྕ L D B B’ B” S Balcony

ᗋᗙ

᳔Ꮚᗙ ۔ ۔
㠐⬺䛞

ᅋ䜙䜣 ۔ ۔
㣗 ۑ ۔

䝔䝺䝡㚷㈹ ۔
ㄞ᭩ ۔ ۔
 ۑ ۑ

ᐊグྕ L D B B’ B” S Balcony

ᗋᗙ

᳔Ꮚᗙ ۔ ۔ ۔
㠐⬺䛞 ۑ
ᅋ䜙䜣 ۔ ۔ ۔ ۑ
㣗 ۑ ۔

䝔䝺䝡㚷㈹ ۔ ۔
ㄞ᭩ ۑ ۔ ۔
 ۑ ۔

ᩚ⌮␒ྕ ᡤᅾᆅ ᘓ⠏ᖺ᭶ ᵓ㐀ᵝᘧ ᡤ᭷ᙧᘧ

72 ༡ிᕷ㰘ᴥ༊ 2002 ࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥ ಶே

ఫᡞ㠃✚䠄䟝䠅 ఫᲷ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ఫᡞ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ᐙ᪘ᵓᡂ

72 12 11 �㸦ጔኵ㸧

ᩚ⌮␒ྕ ᡤᅾᆅ ᘓ⠏ᖺ᭶ ᵓ㐀ᵝᘧ ᡤ᭷ᙧᘧ

71 ༡ிᕷⓑୗ༊ 2004 ࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥ ಶே

ఫᡞ㠃✚䠄䟝䠅 ఫᲷ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ఫᡞ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ᐙ᪘ᵓᡂ

95 6 6 �㸦ጔኵ㸧

ᐊグྕ L D B B’ B” S Balcony

ᗋᗙ ۑ ۑ
᳔Ꮚᗙ ۔
㠐⬺䛞 ۔ ۔ ۔ ۔ ۔
ᅋ䜙䜣 ۔
㣗 ۔

䝔䝺䝡㚷㈹ ۔
ㄞ᭩ ۑ ۔
 ۔

ᩚ⌮␒ྕ ᡤᅾᆅ ᘓ⠏ᖺ᭶ ᵓ㐀ᵝᘧ ᡤ᭷ᙧᘧ

70 ༡ிᕷᘓᴗ༊ 2008 ࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥ ಶே

ఫᡞ㠃✚䠄䟝䠅 ఫᲷ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ఫᡞ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ᐙ᪘ᵓᡂ

108 11 10 �㸦ጔኵ㸧

ᒃ㛫㐃⤖ᆺ
ᐊグྕ L D B B’ B” S Balcony

ᗋᗙ ۔ ۑ
᳔Ꮚᗙ ۔
㠐⬺䛞 ۔
ᅋ䜙䜣 ۑ ۑ
㣗 ۑ ۔ ۑ

䝔䝺䝡㚷㈹ ۔
ㄞ᭩ ۔ ۔
 ۔

ᩚ⌮␒ྕ ᡤᅾᆅ ᘓ⠏ᖺ᭶ ᵓ㐀ᵝᘧ ᡤ᭷ᙧᘧ

69 ༡ிᕷ⋞Ṋ༊ 1995 ᵓ㐀࢞ࣥࣞ ಶே

ఫᡞ㠃✚䠄䟝䠅 ఫᲷ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ఫᡞ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ᐙ᪘ᵓᡂ

64 7 1 �㸦ጔኵ㸧



-207-

㝃㘓

⏕άᵝᘧ ⏕άᵝᘧ

⏕άᵝᘧ⏕άᵝᘧ

ᖹ㠃ᅗ ᖹ㠃ᅗ

ᖹ㠃ᅗᖹ㠃ᅗ

㞄᥋䜾䝷䝣 㞄᥋䜾䝷䝣

㞄᥋䜾䝷䝣㞄᥋䜾䝷䝣

ὀ�/�ᒃ㛫ࠊ.�ྎᡤࠊ'�㣗ᇽࠊ%�ᐷᐊ6ࠊ�᭩ᩪ
ࡿࡍࡃࡼࠕࡣ͇۔͆ ࠊࠖ͆ ࠖࡿࡍࡣࡲࡓࠕࡣ͇ۑ

ὀ�/�ᒃ㛫ࠊ.�ྎᡤࠊ'�㣗ᇽࠊ%�ᐷᐊ6ࠊ�᭩ᩪ
ࡿࡍࡃࡼࠕࡣ͇۔͆ ࠊࠖ͆ ࠖࡿࡍࡣࡲࡓࠕࡣ͇ۑ

ὀ�/�ᒃ㛫ࠊ.�ྎᡤࠊ'�㣗ᇽࠊ%�ᐷᐊ6ࠊ�᭩ᩪ
ࡿࡍࡃࡼࠕࡣ͇۔͆ ࠊࠖ͆ ࠖࡿࡍࡣࡲࡓࠕࡣ͇ۑ

ὀ�/�ᒃ㛫ࠊ.�ྎᡤࠊ'�㣗ᇽࠊ%�ᐷᐊ6ࠊ�᭩ᩪ
ࡿࡍࡃࡼࠕࡣ͇۔͆ ࠊࠖ͆ ࠖࡿࡍࡣࡲࡓࠕࡣ͇ۑ

ᒃ㛫㐃⤖ᆺ

ᒃ㛫㐃⤖ᆺᒃ㛫㐃⤖ᆺ
ᐊグྕ L D B B’ B” S Balcony

ᗋᗙ ۑ ۑ
᳔Ꮚᗙ ۔ ۔ ۔ ۔ ۔
㠐⬺䛞 ۑ ۑ ۑ ۑ
ᅋ䜙䜣 ۔
㣗 ۔

䝔䝺䝡㚷㈹ ۔ ۑ
ㄞ᭩ ۔
 ۔

ᐊグྕ L D B B’ B” S Balcony

ᗋᗙ

᳔Ꮚᗙ ۔ ۔
㠐⬺䛞

ᅋ䜙䜣 ۔
㣗 ۔

䝔䝺䝡㚷㈹ ۔ ۔
ㄞ᭩ ۔
 ۔

ᩚ⌮␒ྕ ᡤᅾᆅ ᘓ⠏ᖺ᭶ ᵓ㐀ᵝᘧ ᡤ᭷ᙧᘧ

76 ༡ிᕷⓑୗ༊ 2003 ࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥ ಶே

ఫᡞ㠃✚䠄䟝䠅 ఫᲷ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ఫᡞ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ᐙ᪘ᵓᡂ

167 28 14 �㸦୧ぶ⮬ศ㸧

ᩚ⌮␒ྕ ᡤᅾᆅ ᘓ⠏ᖺ᭶ ᵓ㐀ᵝᘧ ᡤ᭷ᙧᘧ

75 ༡ிᕷୗ㛵༊ 2000 ᵓ㐀࢞ࣥࣞ ಶே

ఫᡞ㠃✚䠄䟝䠅 ఫᲷ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ఫᡞ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ᐙ᪘ᵓᡂ

90 7 4 �㸦୧ぶ⮬ศ㸧

ᐊグྕ L D B B’ B” S Balcony

ᗋᗙ ۑ ۑ
᳔Ꮚᗙ ۔ ۑ ۑ
㠐⬺䛞

ᅋ䜙䜣 ۑ ۑ
㣗 ۔ ۑ

䝔䝺䝡㚷㈹ ۔
ㄞ᭩ ۑ ۑ
 ۔ ۔

ᩚ⌮␒ྕ ᡤᅾᆅ ᘓ⠏ᖺ᭶ ᵓ㐀ᵝᘧ ᡤ᭷ᙧᘧ

74 ༡ிᕷⓑୗ༊ 2007 ࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥ ಶே

ఫᡞ㠃✚䠄䟝䠅 ఫᲷ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ఫᡞ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ᐙ᪘ᵓᡂ

105 19 17 �㸦ጔኵ㸧

ᒃ㛫㐃⤖ᆺ
ᐊグྕ L D B B’ B” S Balcony

ᗋᗙ

᳔Ꮚᗙ ۔ ۔
㠐⬺䛞 ۔ ۔ ۔ ۔
ᅋ䜙䜣 ۔
㣗 ۔

䝔䝺䝡㚷㈹ ۔ ۔
ㄞ᭩ ۔ ۔
 ۔ ۔

ᩚ⌮␒ྕ ᡤᅾᆅ ᘓ⠏ᖺ᭶ ᵓ㐀ᵝᘧ ᡤ᭷ᙧᘧ

73 ༡ிᕷ㰘ᴥ༊ 2008 ࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥ ಶே

ఫᡞ㠃✚䠄䟝䠅 ఫᲷ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ఫᡞ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ᐙ᪘ᵓᡂ

96 17 17 �㸦ጔኵ㸧



-208-

㝃㘓

⏕άᵝᘧ ⏕άᵝᘧ

⏕άᵝᘧ⏕άᵝᘧ

ᖹ㠃ᅗ ᖹ㠃ᅗ

ᖹ㠃ᅗᖹ㠃ᅗ

㞄᥋䜾䝷䝣 㞄᥋䜾䝷䝣

㞄᥋䜾䝷䝣㞄᥋䜾䝷䝣

ὀ�/�ᒃ㛫ࠊ.�ྎᡤࠊ'�㣗ᇽࠊ%�ᐷᐊ6ࠊ�᭩ᩪ
ࡿࡍࡃࡼࠕࡣ͇۔͆ ࠊࠖ͆ ࠖࡿࡍࡣࡲࡓࠕࡣ͇ۑ

ὀ�/�ᒃ㛫ࠊ.�ྎᡤࠊ'�㣗ᇽࠊ%�ᐷᐊ6ࠊ�᭩ᩪ
ࡿࡍࡃࡼࠕࡣ͇۔͆ ࠊࠖ͆ ࠖࡿࡍࡣࡲࡓࠕࡣ͇ۑ

ὀ�/�ᒃ㛫ࠊ.�ྎᡤࠊ'�㣗ᇽࠊ%�ᐷᐊ6ࠊ�᭩ᩪ
ࡿࡍࡃࡼࠕࡣ͇۔͆ ࠊࠖ͆ ࠖࡿࡍࡣࡲࡓࠕࡣ͇ۑ

ὀ�/�ᒃ㛫ࠊ.�ྎᡤࠊ'�㣗ᇽࠊ%�ᐷᐊ6ࠊ�᭩ᩪ
ࡿࡍࡃࡼࠕࡣ͇۔͆ ࠊࠖ͆ ࠖࡿࡍࡣࡲࡓࠕࡣ͇ۑ

ᒃ㛫㐃⤖ᆺ

ᒃ㛫㐃⤖ᆺᒃ㛫㐃⤖ᆺ
ᐊグྕ L D B B’ B” S Balcony

ᗋᗙ

᳔Ꮚᗙ ۔ ۑ ۑ
㠐⬺䛞 ۔ ۔ ۔ ۔ ۔
ᅋ䜙䜣 ۔
㣗 ۔

䝔䝺䝡㚷㈹ ۔
ㄞ᭩ ۑ ۑ ۔
 ۑ ۔

ᐊグྕ L D B B’ B” S Balcony

ᗋᗙ ۑ
᳔Ꮚᗙ ۔ ۔ ۔
㠐⬺䛞 ۑ ۑ ۑ
ᅋ䜙䜣 ۔
㣗 ۔ ۑ

䝔䝺䝡㚷㈹ ۔ ۑ ۑ ۑ
ㄞ᭩ ۑ ۔
 ۑ

ᩚ⌮␒ྕ ᡤᅾᆅ ᘓ⠏ᖺ᭶ ᵓ㐀ᵝᘧ ᡤ᭷ᙧᘧ

80 ୖᾏᾆᮾ༊ 2007 ࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥ ಶே

ఫᡞ㠃✚䠄䟝䠅 ఫᲷ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ఫᡞ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ᐙ᪘ᵓᡂ

110 6 4 �㸦୧ぶ⮬ศ㸧

ᩚ⌮␒ྕ ᡤᅾᆅ ᘓ⠏ᖺ᭶ ᵓ㐀ᵝᘧ ᡤ᭷ᙧᘧ

79 ༡ிᕷ㰘ᴥ༊ 1999 ᵓ㐀࢞ࣥࣞ ㈤㈚

ఫᡞ㠃✚䠄䟝䠅 ఫᲷ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ఫᡞ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ᐙ᪘ᵓᡂ

71 6 6 �㸦㐩⮬ศ㸧

ᐊグྕ L D B B’ B” S Balcony

ᗋᗙ ۑ
᳔Ꮚᗙ ۔ ۔ ۔
㠐⬺䛞 ۔ ۔ ۔ ۔ ۔
ᅋ䜙䜣 ۔ ۔
㣗 ۔

䝔䝺䝡㚷㈹ ۔
ㄞ᭩ ۔


ᩚ⌮␒ྕ ᡤᅾᆅ ᘓ⠏ᖺ᭶ ᵓ㐀ᵝᘧ ᡤ᭷ᙧᘧ

78 ༡ிᕷⓑୗ༊ 2000 ࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥ ಶே

ఫᡞ㠃✚䠄䟝䠅 ఫᲷ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ఫᡞ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ᐙ᪘ᵓᡂ

123 7 7 �㸦୧ぶࠊጔኵ㸧

ᒃ㛫㐃⤖ᆺ
ᐊグྕ L D B B’ B” S Balcony

ᗋᗙ ۑ
᳔Ꮚᗙ ۔
㠐⬺䛞

ᅋ䜙䜣 ۔
㣗 ۔

䝔䝺䝡㚷㈹ ۔ ۑ
ㄞ᭩ ۔
 ۑ ۔

ᩚ⌮␒ྕ ᡤᅾᆅ ᘓ⠏ᖺ᭶ ᵓ㐀ᵝᘧ ᡤ᭷ᙧᘧ

77 ༡ிᕷⓑୗ༊ 1997 ᵓ㐀࢞ࣥࣞ ㈤㈚

ఫᡞ㠃✚䠄䟝䠅 ఫᲷ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ఫᡞ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ᐙ᪘ᵓᡂ

65 7 2 �㸦⮬ศ㸧



-209-

㝃㘓

⏕άᵝᘧ ⏕άᵝᘧ

⏕άᵝᘧ⏕άᵝᘧ

ᖹ㠃ᅗ ᖹ㠃ᅗ

ᖹ㠃ᅗᖹ㠃ᅗ

㞄᥋䜾䝷䝣 㞄᥋䜾䝷䝣

㞄᥋䜾䝷䝣㞄᥋䜾䝷䝣

ὀ�/�ᒃ㛫ࠊ.�ྎᡤࠊ'�㣗ᇽࠊ%�ᐷᐊ6ࠊ�᭩ᩪ
ࡿࡍࡃࡼࠕࡣ͇۔͆ ࠊࠖ͆ ࠖࡿࡍࡣࡲࡓࠕࡣ͇ۑ

ὀ�/�ᒃ㛫ࠊ.�ྎᡤࠊ'�㣗ᇽࠊ%�ᐷᐊ6ࠊ�᭩ᩪ
ࡿࡍࡃࡼࠕࡣ͇۔͆ ࠊࠖ͆ ࠖࡿࡍࡣࡲࡓࠕࡣ͇ۑ

ὀ�/�ᒃ㛫ࠊ.�ྎᡤࠊ'�㣗ᇽࠊ%�ᐷᐊ6ࠊ�᭩ᩪ
ࡿࡍࡃࡼࠕࡣ͇۔͆ ࠊࠖ͆ ࠖࡿࡍࡣࡲࡓࠕࡣ͇ۑ

ὀ�/�ᒃ㛫ࠊ.�ྎᡤࠊ'�㣗ᇽࠊ%�ᐷᐊ6ࠊ�᭩ᩪ
ࡿࡍࡃࡼࠕࡣ͇۔͆ ࠊࠖ͆ ࠖࡿࡍࡣࡲࡓࠕࡣ͇ۑ

ᒃ㛫㐃⤖ᆺ

ᒃ㛫㐃⤖ᆺᒃ㛫㐃⤖ᆺ
ᐊグྕ L D B B’ B” S Balcony

ᗋᗙ

᳔Ꮚᗙ ۔ ۔ ۔ ۔
㠐⬺䛞 ۔ ۔ ۔ ۔
ᅋ䜙䜣 ۔ ۔
㣗 ۑ ۔

䝔䝺䝡㚷㈹ ۔ ۔
ㄞ᭩ ۔
 ۔

ᐊグྕ L D B B’ B” S Balcony

ᗋᗙ

᳔Ꮚᗙ ۔
㠐⬺䛞 ۔ ۔
ᅋ䜙䜣 ۔ ۑ
㣗 ۔

䝔䝺䝡㚷㈹ ۔
ㄞ᭩ ۑ ۔
 ۑ ۑ

ᩚ⌮␒ྕ ᡤᅾᆅ ᘓ⠏ᖺ᭶ ᵓ㐀ᵝᘧ ᡤ᭷ᙧᘧ

84 ୖᾏᾆᮾ༊ 2002 ࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥ ಶே

ఫᡞ㠃✚䠄䟝䠅 ఫᲷ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ఫᡞ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ᐙ᪘ᵓᡂ

113 16 10 �㸦ጔኵ㸧

ᩚ⌮␒ྕ ᡤᅾᆅ ᘓ⠏ᖺ᭶ ᵓ㐀ᵝᘧ ᡤ᭷ᙧᘧ

83 ୖᾏᾆᮾ༊ 2004 ᵓ㐀࢞ࣥࣞ ಶே

ఫᡞ㠃✚䠄䟝䠅 ఫᲷ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ఫᡞ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ᐙ᪘ᵓᡂ

229 4 4 �㸦୧ぶ⮬ศ㸧

ᐊグྕ L D B B’ B” S Balcony

ᗋᗙ ۔
᳔Ꮚᗙ ۔ ۔
㠐⬺䛞 ۔
ᅋ䜙䜣 ۔
㣗 ۔

䝔䝺䝡㚷㈹ ۔
ㄞ᭩ ۔ ۔
 ۔ ۔

ᩚ⌮␒ྕ ᡤᅾᆅ ᘓ⠏ᖺ᭶ ᵓ㐀ᵝᘧ ᡤ᭷ᙧᘧ

82 ୖᾏᐆᒣ༊ 1999 ᵓ㐀࢞ࣥࣞ ಶே

ఫᡞ㠃✚䠄䟝䠅 ఫᲷ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ఫᡞ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ᐙ᪘ᵓᡂ

80 7 4 �㸦୧ぶ⮬ศ㸧

ᒃ㛫㐃⤖ᆺ
ᐊグྕ L D B B’ B” S Balcony

ᗋᗙ ۔ ۔
᳔Ꮚᗙ ۔ ۔ ۔
㠐⬺䛞 ۔ ۔ ۔ ۔ ۔
ᅋ䜙䜣 ۔ ۔
㣗 ۔ ۑ

䝔䝺䝡㚷㈹ ۔ ۑ
ㄞ᭩ ۑ ۑ ۑ ۔
 ۔

ᩚ⌮␒ྕ ᡤᅾᆅ ᘓ⠏ᖺ᭶ ᵓ㐀ᵝᘧ ᡤ᭷ᙧᘧ

81 ୖᾏᾆ༊ 2008 ࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥ ಶே

ఫᡞ㠃✚䠄䟝䠅 ఫᲷ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ఫᡞ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ᐙ᪘ᵓᡂ

98 8 3 �㸦ጔኵ㸧

㻝㝵ᖹ㠃ᅗ 㻞㝵ᖹ㠃ᅗ
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㝃㘓

⏕άᵝᘧ ⏕άᵝᘧ

⏕άᵝᘧ⏕άᵝᘧ

ᖹ㠃ᅗ ᖹ㠃ᅗ

ᖹ㠃ᅗᖹ㠃ᅗ

㞄᥋䜾䝷䝣 㞄᥋䜾䝷䝣

㞄᥋䜾䝷䝣㞄᥋䜾䝷䝣

ὀ�/�ᒃ㛫ࠊ.�ྎᡤࠊ'�㣗ᇽࠊ%�ᐷᐊ6ࠊ�᭩ᩪ
ࡿࡍࡃࡼࠕࡣ͇۔͆ ࠊࠖ͆ ࠖࡿࡍࡣࡲࡓࠕࡣ͇ۑ

ὀ�/�ᒃ㛫ࠊ.�ྎᡤࠊ'�㣗ᇽࠊ%�ᐷᐊ6ࠊ�᭩ᩪ
ࡿࡍࡃࡼࠕࡣ͇۔͆ ࠊࠖ͆ ࠖࡿࡍࡣࡲࡓࠕࡣ͇ۑ

ὀ�/�ᒃ㛫ࠊ.�ྎᡤࠊ'�㣗ᇽࠊ%�ᐷᐊ6ࠊ�᭩ᩪ
ࡿࡍࡃࡼࠕࡣ͇۔͆ ࠊࠖ͆ ࠖࡿࡍࡣࡲࡓࠕࡣ͇ۑ

ὀ�/�ᒃ㛫ࠊ.�ྎᡤࠊ'�㣗ᇽࠊ%�ᐷᐊ6ࠊ�᭩ᩪ
ࡿࡍࡃࡼࠕࡣ͇۔͆ ࠊࠖ͆ ࠖࡿࡍࡣࡲࡓࠕࡣ͇ۑ

ᒃ㛫㐃⤖ᆺ

ᒃ㛫㐃⤖ᆺᒃ㛫㐃⤖ᆺ
ᐊグྕ L D B B’ B” S Balcony

ᗋᗙ ۑ
᳔Ꮚᗙ ۑ ۑ ۔
㠐⬺䛞 ۔ ۔ ۔ ۔ ۔
ᅋ䜙䜣 ۑ ۑ
㣗 ۑ ۔

䝔䝺䝡㚷㈹ ۑ ۑ
ㄞ᭩ ۑ ۑ
 ۔

ᐊグྕ L D B B’ B” S Balcony

ᗋᗙ

᳔Ꮚᗙ ۔ ۔
㠐⬺䛞

ᅋ䜙䜣 ۑ ۔
㣗 ۑ ۔

䝔䝺䝡㚷㈹ ۔
ㄞ᭩ ۔
 ۔

ᩚ⌮␒ྕ ᡤᅾᆅ ᘓ⠏ᖺ᭶ ᵓ㐀ᵝᘧ ᡤ᭷ᙧᘧ

88 ୖᾏᾆᮾ༊ 1999 ᵓ㐀࢞ࣥࣞ ಶே

ఫᡞ㠃✚䠄䟝䠅 ఫᲷ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ఫᡞ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ᐙ᪘ᵓᡂ

86 6 6 �㸦ጔኵ㸧

ᩚ⌮␒ྕ ᡤᅾᆅ ᘓ⠏ᖺ᭶ ᵓ㐀ᵝᘧ ᡤ᭷ᙧᘧ

87 ୖᾏᾆᮾ༊ 1987 ᵓ㐀࢞ࣥࣞ ㈤㈚

ఫᡞ㠃✚䠄䟝䠅 ఫᲷ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ఫᡞ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ᐙ᪘ᵓᡂ

55 6 1 �㸦㐩⮬ศ㸧

ᐊグྕ L D B B’ B” S Balcony

ᗋᗙ ۑ ۔ ۑ
᳔Ꮚᗙ ۔ ۔
㠐⬺䛞 ۔ ۔ ۔ ۔ ۔
ᅋ䜙䜣 ۑ
㣗 ۑ ۔

䝔䝺䝡㚷㈹ ۔ ۔
ㄞ᭩ ۑ ۔
 ۔

ᩚ⌮␒ྕ ᡤᅾᆅ ᘓ⠏ᖺ᭶ ᵓ㐀ᵝᘧ ᡤ᭷ᙧᘧ

86 ୖᾏཱྀ༊ 2005 ࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥ ಶே

ఫᡞ㠃✚䠄䟝䠅 ఫᲷ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ఫᡞ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ᐙ᪘ᵓᡂ

97 18 3 �㸦ጔኵ㸧

ᒃ㛫㐃⤖ᆺ
ᐊグྕ L D B B’ B” S Balcony

ᗋᗙ

᳔Ꮚᗙ ۔
㠐⬺䛞 ۔
ᅋ䜙䜣

㣗 ۑ ۑ
䝔䝺䝡㚷㈹ ۔

ㄞ᭩ ۔


ᩚ⌮␒ྕ ᡤᅾᆅ ᘓ⠏ᖺ᭶ ᵓ㐀ᵝᘧ ᡤ᭷ᙧᘧ

85 ୖᾏཱྀ༊ 1986 ᵓ㐀࢞ࣥࣞ ㈤㈚

ఫᡞ㠃✚䠄䟝䠅 ఫᲷ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ఫᡞ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ᐙ᪘ᵓᡂ

32 3 3 �㸦⮬ศ㸧

㻝㝵ᖹ㠃ᅗ 㻞㝵ᖹ㠃ᅗ



-211-

㝃㘓

⏕άᵝᘧ ⏕άᵝᘧ

ᖹ㠃ᅗ ᖹ㠃ᅗ

㞄᥋䜾䝷䝣 㞄᥋䜾䝷䝣

ὀ�/�ᒃ㛫ࠊ.�ྎᡤࠊ'�㣗ᇽࠊ%�ᐷᐊ6ࠊ�᭩ᩪ
ࡿࡍࡃࡼࠕࡣ͇۔͆ ࠊࠖ͆ ࠖࡿࡍࡣࡲࡓࠕࡣ͇ۑ

ὀ�/�ᒃ㛫ࠊ.�ྎᡤࠊ'�㣗ᇽࠊ%�ᐷᐊ6ࠊ�᭩ᩪ
ࡿࡍࡃࡼࠕࡣ͇۔͆ ࠊࠖ͆ ࠖࡿࡍࡣࡲࡓࠕࡣ͇ۑ

ᒃ㛫㐃⤖ᆺ
ᐊグྕ L D B B’ B” S Balcony

ᗋᗙ

᳔Ꮚᗙ ۔ ۔ ۔ ۔ ۔
㠐⬺䛞 ۔ ۔ ۔ ۔ ۔
ᅋ䜙䜣 ۔
㣗 ۔

䝔䝺䝡㚷㈹ ۔ ۔
ㄞ᭩ ۔
 ۔

ᩚ⌮␒ྕ ᡤᅾᆅ ᘓ⠏ᖺ᭶ ᵓ㐀ᵝᘧ ᡤ᭷ᙧᘧ

90 ୖᾏᾆᮾ༊ 2002 ࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥ ಶே

ఫᡞ㠃✚䠄䟝䠅 ఫᲷ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ఫᡞ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ᐙ᪘ᵓᡂ

119 7 2 �㸦ጔࠊኵፉ㸧

ᗯୗ㐃⤖ᆺ
ᐊグྕ L D B B’ B” S Balcony

ᗋᗙ

᳔Ꮚᗙ ۔ ۔
㠐⬺䛞 ۑ ۑ
ᅋ䜙䜣

㣗 ۑ ۑ
䝔䝺䝡㚷㈹ ۔ ۔

ㄞ᭩ ۔ ۔


ᩚ⌮␒ྕ ᡤᅾᆅ ᘓ⠏ᖺ᭶ ᵓ㐀ᵝᘧ ᡤ᭷ᙧᘧ

89 ୖᾏᚎ༂༊ 1988 ᵓ㐀࢞ࣥࣞ ㈤㈚

ఫᡞ㠃✚䠄䟝䠅 ఫᲷ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ఫᡞ㝵ᩘ䠄㝵䠅 ᐙ᪘ᵓᡂ

54.5 5 2 �㸦㐩⮬ศ㸧



-212-

㝃㘓

㝃㘓

㸰�㞟ྜఫᏯఫᡞ⏕άᵝᘧࢺ࣮ࢣࣥㄪᰝෆᐜ



-213-

㝃㘓

୰ᅜ༡㒊ᆅ༊㞟ྜఫᏯᒃఫᐇែㄪᰝ㸦᪥ᮏㄒ∧㸧

ㄪᰝ᪨㸸

㈗⟆ᅇࡢࢇࡉ࡞ࡳࠋࡍࡲࢀࢃ⾜ࡵࡓࡢ✲◊ࡿࡍ㛵ఫ⏕άఫᡞࡢ୰ᅜࡣࢺ࣮ࢣࣥࡢࡇࠉ

㔜࡞ពぢࠊࡵࡓࡃ⪺�ࢆ㠀ࡈ༠ຊ࠾ࢆ㢪ࡢࡇࠋࡍࡲࡋࡓ࠸࠸ㄪᰝࡢෆᐜ⤖ᯝࡀᏛ⾡◊✲ࡢ�

�⏝ࡅࡔࡵࡓ ࡆୖࡋ⏦࠸㢪࠾ࡃࡋࢁࡼࠋࢇࡏࡲࡾ࠶ࡣࡇࡿࢀࡉබ㛤ࡀࢱ࣮ࢹࡢࠎಶࠊࢀࡽ࠸

ࠋࡍࡲࡋࡓ࠸ឤㅰᚚ༠ຊࡢࢇࡉ࡞ࡳࠋࡍࡲ

᪥ᮏᅜ❧⟃ἼᏛᘓ⠏ࣥࢨࢹⰼ㔛◊✲ᐊ

༤ኈ๓ᮇㄢ⛬ࠉఱ᫈

����ᖺ�᭶

�㸬ఫᡤ㸸

�㸬ᘓ⠏ᖺ᭶㸸

�㸬⌧ᅾࡢఫᏯᘬࡗ㉺ࡓࡋ᪥㸸

�㸬ᡤ᭷ᙧᘧ㸸ࠉձᅜᐙᡤ᭷ࠉࠉղᅋయᡤ᭷ࠉࠉճಶேᡤ᭷ࠉ�ࠉ�մ�㈤㈚

�㸬ఫᡞ㠃✚㸦⏝㠃✚㸧㸸੍ࠉࠉࠉࠉ㸦੍ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ㸧ࠉ

�㸬ఫᏯᵓ㐀ᙧᘧ㸸

�㸬⛣㌿๓ࡢఫᡤ㸸

�㸬ᘬࡗ㉺ࡋ๓ࡢఫᏯࡢ࡚࠸ࡘၥ㢟

�㸬ᘬࡗ㉺ࡓࡋࡋ⌮⏤㸸

$�㸬ࡢࡓ࡞࠶ᐙ᪘ᵓᡂࡍࡲࡋࡁ⪺ࢆ�

ᐙ᪘␒ྕ ձ ղ ճ մ յ ն

ᐙ᪘ྡ

ᖺ㱋

ᛶู

⫋ᴗ

ᐷᐊ␒ྕ㸦$��㸧

$�㸬࠾ఫࡢ࠸ࡲఫᏯᙧᘧࡣఱ࡛ࠋࡍ�

�㸬ᡞᘓఫᏯࠉࠉࠉࠉ�㸬�㞟ྜఫᏯࠉࠉ�ࠉ��㸬ࡢࡑ㸦ࠉࠉ�㸧

$�㸬࠾ఫࡢ࠸ࡲఫᏯࡣఱ㝵࡛ࠉࠉࠉࠋࡍ㸦ࠉ�ࠉࠉ�㝵�㸧ࠉ

$�㸬㈗᪉ࡣఱ㝵ఫࠉࠉࠉࠋࡍࡲ࠸࡛ࢇ㸦ࠉ�ࠉࠉ�㝵�㸧ࠉ
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$�㸬ࡢࡓ࡞࠶ఫࡢ࠸ࡲᖹ㠃ᅗᐙලࡢ㓄⨨ࢆᥥࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡚࠸㸦ᅗ㠃ࡿ࠶ࡀࡣῧࡉࡔࡃ࡚ࡋ

㸧࠸ࡉࡔࡃ࡚ࡋグධࡶᐙලࠊ࠸

�������P
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$�㸬㛫ྲྀࡢࡾᖹ㠃ᅗ㒊ᒇࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡚ࡅࡘ͐͐&�%�$�

$�㸬ᖹ㠃ᅗࡢ᪉ゅࡢグྕࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡚ࢀ࠸ࢆ

$�㸬ྛ㒊ᒇࢆ⛠ྡࡢᐷᐊྎࠊᡤ࠺ࡼࡓࡗ࠸ྡࡿ࠸࡛ࢇ๓ࢆ᭩ࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡚࠸

$�㸬ḟࡢ㡯┠ヱᙜࡿࡍᐊࢆۑࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡚ࡅ㸦ࠊ͇۔͆ࡣ͇ۑ͆ࡣ㸧

ᐊ␒ྕ A % & D E F G H

ᗋᗙ࡛ࡢ⏕ά

᳔Ꮚᗙ࡛ࡢ⏕ά

㠐ࡢ࡛࠸⬺ࢆ⏕ά

ᅋࡿࡍࢆࢇࡽ

㣗ࡿࡍࢆ

ࡿぢࢆࣅࣞࢸ

ㄞ᭩ࡿࡍࢆ

ࡿࡍࢆ

$��㸬ࡢࢀࡒࢀࡑᐙ᪘ࡢ᪉ࡀᐷᐊ࠺㒊ᒇ⾲ࡢ�$ࢆྕ␒ࡢグධࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡚ࡋ

$��㸬ෙ፧ⴿ⚍ࡢ࠾ࡣࡓ࡞࠶ఫ࠺ࢆ࠸ࡲࠋࡍࡲࢀࢃ

%�㸬᥋ᐈࡿࡍࢆሙྜࡢྕ␒ࡢࠊࡣ㒊ᒇࢆࠋࡍࡲ࠸

%�㸬ぶᡉ࠾ࡸᐈࡀᐟἩࡿࡍሙྜࡢྕ␒ࡢࡑࠊࡣ㒊ᒇࢆࠋࡍࡲ࠸㸦」ᩘྍ㸧

%�㸬ࡋࡶษ࡞ᐈࠊࡁࡓࡁࡀᐈࡣ㒊ᒇࡢࡢሙᡤࠋࡍࡲࡾࢃࡍ㸦」ᩘྍ㸧

%�㸬ぶ࠸ࡋேㄒࡢྕ␒ࡢࡣࡁࡿࡍࢆ㒊ᒇࢆࠋࡍࡲ࠸

&�㸬ఫᏯࡢᒃఫ᮲௳ࠊ࡚࠸࠾㏻㢼᥇ගࡢࡽࡕࠊ᮲௳ࢆ㔜どࠋࡍࡲࡋ�

ձ㏻㢼ࠉࠉղ᥇ගࠉճ୧᪉ࡶ㔜どࠉմ୧᪉ࡶ㔜どࠉ࠸࡞ࡋյ࠸࡞ࡽࢃ

&�㸬�ఫᏯࡢ⏕άࡢ୰࡛ࠊኟࡢᬬ�ࡢᐮࢆࡽࡕࡢẼࠋࡍࡲࡾ࡞

ձኟࡢᬬࠉࡉղࡢᐮࠉࡉճ୧᪉ࡶẼࠉࡿ࡞մ୧᪉ࡶẼࠉ࠸࡞ࡽ࡞յ࠸࡞ࡽࢃ
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�&�㸬ᗣ࡞⏕άࢆ㏦࡞࠺ࡼࡢࠊࡵࡓࡿఫᏯࡢ᮲௳ࢆ⪃៖ࠋࡍࡲࡋ㸦」ᩘ㑅ᢥྍ㸧

ձ㒊ᒇࡢ㛫ྲྀࠉࠉࡾղ㠃✚ࡢᗈࠉࠉࡉճ㒊ᒇࠉࠉࡁྥࡢմ㏻㢼ࠉࠉյ᥇ගն࣮ࣝࢫࣂ࣭ࣞࢺ

�㛫✵ࡢ➼ࣥࢳࢵ࣭࣒࢟ շࣜࡢ➼࣒࣮ࣝࢢࣥࢽࢲࠊ࣒࣮ࣝࢢࣥࣅබⓗ✵㛫ࠉࠉո࣮ࢽࢥࣝࣂ➼

չࡢࡑ㸦ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ㸧

&�㸬ࡀࡓ࡞࠶ఫ࡞࠺ࡼࡢࠊࡣࡢ࠸ࡓࡳఫᏯࡢᙧᘧ࡛ࠋࡍ

ձᡞᘓ࡚ఫᏯࠉࠉࠉղᅄྜ㝔ࠉࠉࠉࠉࠉճఫᏯᅋᆅࠉ������ࠉմ�ᒙ௨ୗࡢ㞟ྜఫᏯࠉ������

յ�Ѹ��ᒙࡢ㧗ᒙ㞟ྜఫᏯࠉࠉն��ᒙ௨ୖࡢ㉸㧗ᒙ㞟ྜఫᏯࠉࠉշࡢࡑ㸦ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ㸧

&�㸬㏆㞄㛵ಀ࡞ࢇࠊ࡚࠸ࡘ㛵ಀࡍࡲ࠸࡚ࡗ࡞㸽㸦࡞ࢇࢇࢇ࡞ࠊ࡚࠸ࡘ࠸ྜࡁ

㛵ಀࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡚ࡋ♧ࢆぶ࠸ࡋ㛵ಀࠊࡋ♧ࢆ۔ࡀᣵᣜ⛬ᗘࡢ㛵ಀࡍ♧ࢆۑࡀ㸧

�



&�㸬ࡋࡶఫᏯవ⿱ࡣࡓ࡞࠶ࠊࡤࢀ࠶ࡀ୧ぶ⥴୍ఫࠋࡍ࡛࠸ࡓࡳ�

ձࠉࠉࠉࠉ࠸ࡣղࠉࠉࠉࠉ࠼࠸࠸ճ࠸࡞ࡽࢃ

'�㸬ὒ㢼࠺࡚࠸ࡘᛮࠋࡍࡲ࠸

��Ⰻ࠸ᛮࠉ࠺�㸬ᑡࡋⰋ࠸ᛮࠉ࠺�㸬ࠉ࠸࡞ࡶ࡛ࡽࡕ�㸬ࡾࡲ࠶Ⰻ࠸ᛮࠉ࠸࡞ࢃ�㸬Ⰻ࠸

ᛮ࠸࡞ࢃ

'�㸬᪥ᮏ㢼࠺࡚࠸ࡘᛮࠋࡍࡲ࠸

��Ⰻ࠸ᛮࠉ࠺�㸬ᑡࡋⰋ࠸ᛮࠉ࠺�㸬ࠉ࠸࡞ࡶ࡛ࡽࡕ�㸬ࡾࡲ࠶Ⰻ࠸ᛮࠉ࠸࡞ࢃ�㸬Ⰻ࠸

ᛮ࠸࡞ࢃ

'�㸬�ఏ⤫ⓗ࡞�ఫᏯ࠺ࡀᛮࠋࡍࡲ࠸

��Ⰻ࠸ᛮࠉ࠺�㸬ᑡࡋⰋ࠸ᛮࠉ࠺�㸬ࠉ࠸࡞ࡶ࡛ࡽࡕ�㸬ࡾࡲ࠶Ⰻ࠸ᛮࠉ࠸࡞ࢃ�㸬Ⰻ࠸

ᛮ࠸࡞ࢃ

'�㸬'��'ࠋࡐ࡞ࡣࢀࡑࠊ࡚࠸ࡘ�

'�㸬�❧ὴ࡞ఫᏯࡢࡶ࠺࠸࠺ࡣᛮࠋࡍࡲ࠸
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'�㸬ఫᏯࡢ᪥ᮏ㢼ࠊ㏆௦ࠊὒ㢼ࡇ࠺࠸࠺ࡣᛮࠋࡍࡲ࠸

ձ㛫ྲྀࠉࠉࠉࠉࠉࡾղᐙලࡢኚࠉࡇࡿࢃճタഛࡢ㏆௦ࠉࠉմࡢ࣮ࢽࢥࣝࣂฟ⌧ࠉ

յఫᏯࡢ㧗ᒙࠉࠉն⨾࠸ࡋ⎔ቃࠉࠉࠉࠉշ㣗⩦័ࠉࠉࠉࠉո᰾ᐙ᪘ࠉࠉչࡢࡑ㸦��㸧

(�㸬ఫᏯࢆホ౯୍ࡁࡿࡍ␒Ẽࡽࡇࡿࡍ㡰␒グྕࢆ୪࠸ࡉࡔࡃ࡚

(�㸬ఫᏯࡢ‶㊊ᗘ࡚࠸ࡘୗ࠸ࡉࡔࡃ࡚ࡅࡘࢆࠖۑࠕ⾲ࡢ

ホ౯㡯┠ ‶㊊ ㊊‶ࡸࡸ ᬑ㏻ ‶ࡸࡸ ‶ ఫᡞ࡚࠸ࡘẼࡢࡇࡿࡍ㡰␒

㛫ྲྀࡾ

ఫᡞ㠃✚

㒊ᒇᩘ

㏻㢼

᥇ග

ᵓ㐀ᙧᘧ

⣡✵㛫

ࣞࢺ

࣒࣮ࣝࢫࣂ

ࣥࢳࢵ࢟

࣒࣮ࣝࢢࣥࣅࣜ

࣮ࢽࢥࣝࣂ

እほ

㏆㞄㛵ಀ

ఫᏯయ

ࠋࡓࡋࡲ࠸ࡊࡈ࠺ࡀࡾ࠶༠ຊࡈ
v
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㸱�୰ᅜࠕ≀ᶒἲࠖࡿࡅ࠾༊ศᡤ᭷ᶒ㛵ࡿࡍ᮲ᩥ
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୰ᅜࠕ≀ᶒἲࠖ��᮲ࠥ��᮲ࡢ᪥ᮏㄒヂᩥ

➨��᮲� ᑓ᭷㒊ศ௨ࠋࡿࡍ᭷ࢆᡤ᭷ᶒ࡚ࡋᑐᑓ᭷㒊ศࡢ➼Ⴀᴗタࠊఫᡞࡢᘓ≀ෆࡣ⪅༊ศᡤ᭷ࠉ

እࡢඹ⏝㒊ศࠊࡣ࡚࠸ࡘඹ᭷ⱝࡣࡃࡋඹྠ⟶⌮ࡢᶒࢆ᭷ࠋࡿࡍ

➨��᮲� ༊ࠋࡿࡍ᭷ࢆᶒࡢฎศࡧ┈ཬࠊ⏝ࠊ༨᭷࡚࠸ࡘᑓ᭷㒊ศࡢ≀ᘓࡢࡑࡣ⪅༊ศᡤ᭷ࠉ

ศᡤ᭷⪅ࡣᶒࢆ⾜ࡿࡍሙྜࠊᘓ⠏≀ࡢᏳࡢࡑࠊࡎࡽ࡞ࡣ࡚ࡋ⬣ࢆࡢ༊ศᡤ᭷⪅ࡢ

ྜἲⓗ࡞ᶒ┈ࢆᦆᐖࠋ࠸࡞ࡽ࡞ࡣ࡚ࡋ

➨��᮲� ࡢᶒࠋ࠺㈇ࢆົ⩏ࠊࡋ᭷ࢆᶒࠊ࡚࠸ࡘඹ⏝㒊ศࡢᑓ᭷㒊ศ௨እࡢ≀ᘓࡣ⪅༊ศᡤ᭷ࠉ

ᨺᲠࢆ௨ࢆົ⩏࡚ࡗᒚ⾜ࠋ࠸࡞ࡽ࡞ࡣ࡚ࡋ

ඹࡿࡍ᭷࡚࠸ࡘඹ⏝㒊ศࡢࡑࠊሙྜࡿࡍㆡΏࢆ➼Ⴀᴗタࠊఫᡞࡢᘓ≀ෆࡀ⪅༊ศᡤ᭷ࠉࠉࠉࠉࠉ

᭷ඹྠ⟶⌮ࡢᶒ࡚ࡏేࡶㆡΏࠋࡿࡍ

➨��᮲� ᩜᆅෆࡢ㐨㊰ࠊࡣ༊ศᡤ᭷⪅ࡢඹ᭷ᒓࠋࡿࡍణࠊࡋ㒔ᕷ㒊ࡢබඹ㐨㊰ᒓࡿࡍ㒊ศࢆ㝖

ࡍᒓಶேࡣබඹ⥳ᆅཪࡢ㒔ᕷ㒊ࠊࡋణࠋࡿࡍᒓඹ᭷ࡢ⪅༊ศᡤ᭷ࠊࡣᆅ⥳ࡢᆅෆᩜࠋࡃ

༊ศࠊࡣᴗ⟶⌮⏝タ≀බඹタࠊබඹ༊ᇦࡢࡢࡑࡢᆅෆᩜࠋࡃ㝖ࢆሙྜࡿࡍ♧᫂ࡿ

ᡤ᭷⪅ࡢඹ᭷ᒓࠋࡿࡍ

➨��᮲ᩜࠉࠉᆅෆࡿࡅ࠾㥔㌴ሙࠊ㌴ᗜࡎࡲࠊࡣ༊ศᡤ᭷⪅ࡢ㟂せࢆ‶㊊ࠋ࠸࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡏࡉ

᪉ἲ࡛ࡢ➼㈤㈚ࡣཪ㉗ࠊ㈍ࡀ⪅ᙜࠊࡣ࡚࠸ࡘᖐᒓࡢ㌴ᗜࠊ㥔㌴ሙࡿࡅ࠾ᆅෆᩜࠉࠉࠉࠉࠉ

⣙ᐃࠋࡿࡍ

ඹࡢ⪅༊ศᡤ᭷ࠊࡣሙྜࡿࡍ㥔㌴ሙࡋ༨᭷ࢆሙᡤࡢࡢࡑࡣࡃࡋ㐨㊰ⱝࡢ⏝��༊ศᡤ᭷⪅ඹࠉ���ࠉ

᭷ᒓࠋࡿࡍ

➨��᮲ࠉࠉ༊ศᡤ᭷⪅ࠊࡣ㞟ࢆ㛤ദࠊࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ༊ศᡤ᭷⪅ᅋయࡢ⌮ࢆ㑅௵࡛ࡀࡇࡿࡍ

ࠋࡿࡁ

�ࠉࠉࠉࠉ ᆅ᪉ᨻᗓࡢ㛵㐃㒊㛛ࠊࡣ༊ศᡤ᭷⪅㞟ࡢ㛤ദ༊ศᡤ᭷⪅ᅋయࡢ⌮ࡢ㑅௵࡚࠸ࡘ

ᣦᑟ༠ຊࠋ࠸࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡋࢆ

➨��᮲ࠉࠉ௨ୗࡢ㡯ࠊࡣ༊ศᡤ᭷⪅ࡀඹྠ࡛Ỵᐃࠋࡿࡍ�

�ࠋಟṇไᐃࡢ㆟つ๎ࡢ�ձ༊ศᡤ᭷⪅㞟ࠉࠉࠉࠉ

�ࠋಟṇไᐃࡢつ⣙⌮⟶ࡢᒓタࡧ�ղᘓ≀ཬࠉࠉࠉࠉ

�ࠋ᭰ࡢᙺဨ⌮ࡣ㑅௵ཪࡢ⌮ࡢ�ճ༊ศᡤ᭷⪅ᅋయࠉࠉࠉࠉ

�ࠋ௵ゎ௵㑅ࡢ⟶⌮ேࡢࡑࡣ�մ≀ᴗ⟶⌮♫ཪࠉࠉࠉࠉ

�ࠋ⏝ᚩࡢ⏝㈝⧋ಟࡢᒓタࡧ�յᘓ≀ཬࠉࠉࠉࠉ

�ࠋᘓࠊ࠼ᘓ᭰ࡢᒓタࡧ�նᘓ≀ཬࠉࠉࠉࠉ
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ࠋ㔜㡯ࡢࡑᶒࡿࡍ㛵㐃⌮⟶ඹྠ�շඹ᭷ࠉࠉࠉࠉ

�ࠉࠉࠉࠉ �௨ࡢ�ศྛࡢ㆟Ỵᶒࡧ༊ศᡤ᭷⪅ཬࠊሙྜࡿࡍỴᐃࢆ㡯ࡿࡍつᐃ�㡯➨๓㡯➨�㡯ࠉ

㆟Ỵᶒࡧ༊ศᡤ᭷⪅ཬࠊሙྜࡿࡍỴᐃࢆ㡯ࡢࡑࡢ๓㡯ࠋ࠸࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞⤒ࢆពྠࡢୖ

ࠋ࠸࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞⤒ࢆពྠࡢ㐣༙ᩘ௨ୖࡢ

➨��᮲ࠉࠉ༊ศᡤ᭷⪅ࡣἲᚊࠊἲつཬࡧ⟶⌮つ⣙㐪ࠊࡎࡽ࡞ࡣ࡚ࡋఫᡞࢆႠᴗ⏝ኚ᭦ࡿࡍሙ

ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ᚓࢆពྠࡢ⪅༊ศᡤ᭷ࡿ࠶ᐖ㛵ಀࠊࡋ㑂Ᏺࢆつ⣙⌮⟶ࡧἲつཬࠊἲᚊࠊྜ

ࠋ࠸࡞

➨��᮲ࠉࠉ༊ศᡤ᭷⪅㞟ཪࡣ༊ศᡤ᭷⪅ᅋయࡢ⌮ࡢỴᐃࠊࡣ༊ศᡤ᭷⪅ᑐࡿࡍᣊ᮰ຊࢆ᭷ࡍ

ࠋࡿ

�ࠉࠉࠉࠉ ࢆᐖࠊሙྜࡓࡋᐖࢆᶒ࡞ἲⓗྜࡢ⪅༊ศᡤ᭷ࡀỴᐃࡢ⌮ࡣ༊ศᡤ᭷⪅㞟ཪࠉ

ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ᧔ᅇㄳồุᡤࠊࡣ⪅༊ศᡤ᭷ࡓࡅཷ

➨��᮲ࠉࠉᘓ≀ཬࡧᒓタࡢಟ⧋㈝⏝ࠊࡣ༊ศᡤ᭷⪅ࡢඹ᭷ᒓࠋࡿࡍ༊ศᡤ᭷⪅ࡢඹྠỴᐃࢆ⤒

ᚩࡢ⏝㈝⧋ಟࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿ࠸⏝ಟ⿵ࡢඹ⏝㒊ศࡢ➼ࢡࣥࢱỈ⤥ࠊ࣮ࢱ࣮࢚ࣞࠊ࡚

ࠊ⏝ࡣබ⾲ࠋ࠸࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡋ

➨��᮲ࠉࠉᘓ≀ཬࡧᒓタࡢ⥔ᣢ⟶⌮㈝⏝ࡢᙜࠊ┈ࡢศ㓄➼ࡢ㡯ࠊ࡚࠸ࡘ⣙ᐃࡿ࠶ࡀሙྜ

ᑓ᭷ࡿࡍ᭷ࡀ⪅༊ศᡤ᭷ࠊሙྜࡢ☜᫂ࡀ⣙ᐃࠊࡣࡓࡲࠊሙྜ࠸࡞ࡀ⣙ᐃࠋ࠺ᚑ⣙ᐃࠊࡣ

㒊ศࡢ㠃✚ࡢྜ࡚ࡗࡼỴࠋࡿࡲ
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